
一　本稿の目的

立正大学の熊谷図書館には、法学者・鈴木安蔵（1904-1983）の旧蔵資料が所蔵されている

（以下「鈴木安蔵旧蔵資料」と称す）。このことを知る人はほとんどいないのではないだろうか。

鈴木安蔵は、戦前、自由民権運動の研究を開拓した人物であり、私擬憲法を発掘・紹介したほ

か、「自由民権運動」という歴史用語を一般に広く普及させた人物の一人である１。また戦後は、

民間の学者・評論家からなる「憲法研究会」（1945年11月５日発足）のメンバーとして、「憲法草

案要綱」起草に携わった憲法学者としても知られ、近年、この憲法草案が、日本国憲法成立前の

GHQ草案作成過程で参照されたとして、注目されている（このことについては後述）２。

このように歴史研究においても憲法研究においても重要な役割を果たした鈴木安蔵の旧蔵資

料を、立正大学が所蔵しているのである。それら資料は、鈴木の自宅取り壊しに際して1996年

８月、ご遺族によって、鈴木の最後の奉職先である立正大学（1967年４月から1976年３月まで

教養部教授）３に寄贈されたものである。しかしながら、寄贈資料の半数近くが未整理状態であ

ったこともあり（残り半分は後述する通り図書として配架済）、これまでほとんど知られるこ

とはなかった。筆者自身はその存在を早稲田大学名誉教授安在邦夫氏（敬称略、以下同様）に

よりご教示いただいたのだが、2022年４月に筆者が立正大学に着任した縁もあって、整理を志

すに至った。整理にあたってはまず立正大学図書館熊谷学術情報課課長島田貴司氏、及び同課

勤務堀真紀氏に、本資料の全貌を明らかにしたい旨を懇願し、両氏のご理解・ご協力を得た。

その上で、未整理資料一式を筆者の個人研究室にて借用し、授業や会議などの合間に、少しず

つ整理作業を行い、目録を作成した。また品川学術情報課課長水上裕子氏、及び同課司書鈴木

優未氏からは整理用のダンボールや附箋等をご用意いただくなどのご助力を得た。

本稿の目的は、これまで未紹介であった立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」の全体目録を作

成しその内容を紹介するとともに、それら資料の概要と特徴を分析した上で、本資料の意義を

考察することにある。手順としては、まず（一）鈴木の関係資料の全容を報告し、（二）その

なかの立正大学が所蔵する未整理分の資料概要と特徴を論じ、（三）最後に本資料の意義を考
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察することとしたい。そのことによって、本資料が立正大学の学生・院生・教職員のみならず、

一般に広く活用され、諸研究の発展の一助となることを期したい。

なお本論中の引用史料や資料目録は、旧漢字を新漢字に改め、句読点・濁点は適宜筆者が

補った。

二　鈴木安蔵関係資料の全容

鈴木安蔵の関係資料は、立正大学が所蔵するもの以外に、（１）静岡大学附属図書館、（２）

愛知大学名古屋図書館、（３）埴谷・島尾記念文学資料館、（４）国立国会図書館憲政資料室、

（５）法政大学大原社会問題研究所の各機関に所蔵されているものが存在する。立正大学所蔵資

料が、鈴木関係資料の全体のなかでどのような位置にあり、どのような性格を有するのか、本

資料の意義を明確にするためにも、その他の館が所蔵する鈴木関係資料の概要を見ておきたい。

まず（１）静岡大学附属図書館は、鈴木が1951（昭和26）年12月から1967年３月の定年退官

まで同大学文理学部に務めていた関係で、遺族からの寄贈にかかる旧蔵資料19件を所蔵する４。

そのなかには、鈴木旧蔵の書籍だけではなく、「植木枝盛日記」（写本）13冊、「〔鈴木安蔵書

簡〕」（５枚）、「『万国叢話』・『評論新誌』に関するメモ」（１枚）も含まれる。

（２）愛知大学名古屋図書館は、鈴木が1952年５月から1982年３月の逝去一年前まで、静岡

大学・立正大学と兼務して愛知大学に長く務めた関係から、旧蔵資料が遺族より寄贈された。

その大半は書籍であり、和書3793冊、洋書336冊に上る。ただし、これらは「鈴木文庫」とし

て別置されてはおらず、一般図書のうちに混配され、閲覧者には鈴木の旧蔵書と気付かれるこ

とがほとんどない状態であるという５。しかしながら、植木枝盛自筆「日本憲法」を筆写した

写本や、カナダの外交官Ｅ・Ｈ・ノーマン（Edgerton Herbert Norman 1909-1957）署名の献

呈本『忘れられた思想家―安藤昌益のこと―』上巻（岩波新書、1950年）なども含まれており、

単なる旧蔵書籍として看過できないものもある。特に、植木枝盛「日本憲法」の原本は、植木

の遺族から高知県立図書館に持ち込まれたが、1945年７月４日の高知空襲により原本が焼失し

てしまったため、それ以前に作成された写本しか現存していないことからも貴重である６。

（３）鈴木の生まれ故郷南相馬市にある埴谷・島尾記念文学資料館は、2022年11月時点で96

件の関係資料を所蔵している７。その多くは鈴木の著作であるが、「鈴木家家族写真」「鈴木安

蔵相馬中学校時代写真」「鈴木安蔵少年時代写真」などの写真、火野葦平の鈴木安蔵宛葉書や、

新藤兼人、新妻三男〔相馬郷土研究家〕などの鈴木宛書簡も所蔵する。
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（４）以上の鈴木個人の旧蔵資料とは性格を異にするが、鈴木が職務上関わった資料を多く

含むものとして、国立国会図書館憲政資料室所蔵の「憲政史編纂会収集文書」が存在する。こ

れには、鈴木が「憲政史編纂会」（1937年衆議院内に設置）のメンバーとして調査収集した、

維新以来の憲政史関係資料の写本が残されている。これら写本のなかには、原本が戦災等で焼

失・紛失したために、現存する貴重な資料があることも知られるが、「植木枝盛関係文書」も

その一例である。植木枝盛が遺した日記や原稿などの資料のほとんどは高知空襲で焼失したと

されており、それ以前に作られた写本のなかで最も内容が豊富なのが、鈴木たち「憲政史編纂

会」メンバーが作成した写本であるとされる８。なかでも「日本憲法」の見返しには、「採訪

者 鈴木安蔵」と明記されており、鈴木が筆写したことが分かるようになっている９。「憲政史

編纂会収集文書」の中から鈴木による写本を洗い出す作業は大変な労力を要するが、それでも

鈴木による写本が同資料中にあることは特筆して良いであろう。

（５）またこれも鈴木個人の旧蔵資料ではないが、法政大学大原社会問題研究所にも73件の

関係資料が所蔵されている10。その多くは鈴木の著作であるが、その他にも原稿「憲法改正政

府案に対する意見」11、音声資料「鈴木安蔵氏聞き取り」12、「鈴木安蔵氏資料」13、大原社会問

題研究所宛て鈴木安蔵書簡14などを所蔵する。

以上のように、鈴木の旧蔵資料を含む関係資料は各機関で分散して所蔵されており、特に鈴

木が認めた日記やメモ、原稿類や書類などの自筆資料を一定量纏めて所蔵している機関はない

ことが分かる。しかしながら旧蔵書に関しては、（２）愛知大学名古屋図書館が膨大に所蔵し、

その資料総数は、本稿で紹介する立正大学所蔵資料の総数と単純に比較しても約７倍にのぼっ

ている（第三節参照）。ただし同図書館では、先述したように、鈴木の旧蔵書か否かを区別せ

ず閲覧に供し、閲覧者側も鈴木の旧蔵書であることに気付くことがほとんどない状況にあると

いうことからも、鈴木の旧蔵書とはいえ、ほとんどが書込みのない美本であるという特徴を有

する。

他方、立正大学が所蔵する「鈴木安蔵旧蔵資料」は、どのような特徴を有するのか。寄贈を

受けた立正大学熊谷図書館によれば、立正大学に寄贈されたものは鈴木が最期まで手許に置い

てあったものであるという15。つまり鈴木が最期まで利用していたものや鈴木にとって比較的

利用頻度の高かったものが立正大学に寄贈されたと推察される。それゆえ、後述するように、

鈴木による書込みや切り取り、参考のための貼付資料が非常に多いのも本資料の特徴である。

そうしたことも、本資料の半数近くが、一般図書のうちに配架されずに、未整理状態のまま残

った理由である。一方、半数近くの書込みのない図書については、すでに整理済みで一般図書
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のうちに配架されている。ただし、立正大学図書館のOPACでも「熊谷：保存書庫：３Ｆ鈴

木安蔵」と区別されて、別置されている。

三　立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」の概要と特徴
立正大学が所蔵する「鈴木安蔵旧蔵資料」の全体は、下記の通り【別表１】と【別表２】から

なる。

【別表１】未整理資料　　　　　256件

【別表２】整理済み・配架資料　315件

資料の全体総数は、【別表１】と【別表２】の件数を単純に加算すれば571件であるが、

【別表１】は、同じ資料が複数ある場合に「１件」として数えているものがあるのに対し、

【別表２】は、同じ資料が複数あっても別々に数えているため、571件とは若干の誤差が生じ

る。よって、【別表２】のカウント方式に合わせて、【別表１】を再カウントすると【別表１】

は281件となり、資料の全体総数596件となる。

そのうち筆者が整理した資料目録は【別表１】で、その凡例は下記の通りである。　

　

一　「箱番号」欄は、図書館から筆者の研究室に送られてきたダンボールの番号で、全部

で五箱からなる。

二　「整理番号」欄は、原則として、資料が纏めてあったダンボール内の上から一塊ごと

に順番に整理して付した番号である。

三　「資料名」欄は、それぞれの資料にタイトルを付したものである。なお書籍の場合は

書籍名を、雑誌の場合は雑誌名をそのまま記載した。

四　「発行社」欄は、出版物が多いために設けた欄であるが、該当しない資料は空欄とした。

五　「年」「月」「日」の欄は、資料情報から分かるものは可能な限り全て記述した。

六　資料の基本的な情報である「形状」「筆記形態」「員数」欄も設けて記載した。

なお「筆記形態」は、資料の主たる部分の書かれ方の記載を優先し、例えば印刷資料

中に赤鉛筆の書込みがある場合などの付加的情報は「概要」欄に記載した。

七　「概要」欄には、上記「資料名」「発行社」「年」「月」「日」「形状」「筆記形態」「員

数」欄に収まらない資料情報を記載した。
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八　筆者が推測や補足などで記述したものについては〔　〕を付した。

九　旧漢字はすべて常用漢字に改めた。

【別表１】の資料内容を大別すると次の通りである。

（一）　書籍　　　　　　　　　　123件（うち、鈴木著作35件）

（二）　雑誌　　　　　　　　　　64件（うち、鈴木著作所収雑誌37件）

（三）　出版物以外の冊子　　　　６件（うち、鈴木著作５件）

（四）　小冊子　　　　　　　　　44件（うち、鈴木著作18件）

　　　　〔重複分を合わせると70件〕

（五）　原稿類　　　　　　　　　５件

（六）　書翰　　　　　　　　　　５件

（七）　日記　　　　　　　　　　４件

（八）　その他（ビラ・メモ）　　　５件

一方、すでに図書館で整理済み・配架資料【別表２】の内容を大別すると次の通りとなる。

（一）　書籍　　　　　　　　　　308件（うち、鈴木単著113件）

（二）　雑誌　　　　　　　　　　１件（鈴木著作所収）

（三）　出版物以外の冊子　　　　６件（うち、鈴木講義案４件、鈴木著作１件）

　　　　　

以上を総合すると、本資料は、書籍が431件、雑誌65件と、出版物が圧倒的に多いことが分

かる。出版物以外でも冊子10件、小冊子44件と印刷物が相当数含まれる。

なかでも未整理資料【別表１】のなかの（一）書籍には、次のように大きく分けて８点の特

徴が挙げられる。

（１）書籍総数の約1/4は鈴木の著作であるが、それらの中には①「著者校訂本」が含まれ16、

鈴木による多数の加除修正の書込みが見られること、②表紙見返しなどに著作に関する鈴木の

意図や所感を書き付けているものがあること17、③著作の用途（例えば「昭和卅七年度講義」18、

「新稿作成のため削除用に用う」19、「切抜本」20）の分かるものがあること、④著作に関する関

係資料やメモが貼付されたり、挟み込まれたりしていること21、⑤著書を書評した新聞・雑誌
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記事の切抜きが貼付されていること22、⑥著書恵贈に対する礼状が貼付されていること23、⑦

出版後にも赤鉛筆や青鉛筆、黒ペン・赤ペンで、傍線や修正などの書込みがあること24である。

また鈴木の著書以外については、（２）献呈本であることが分かるもの25、（３）書籍の入手

経緯や日付が記されているもの26、（４）書籍に関する関係資料が挟み込まれているもの27が

含まれ、（５）赤鉛筆や青鉛筆、黒ペン・赤ペンで、傍線や修正などの書込みが多く、書込み

のない書籍の方が少ないこと28が特徴に挙げられる。さらに（６）佐佐木惣一・滝川幸辰・吾

妻光俊・鈴木安蔵・末川博『憲法と新法律の研究』（同友社、1948年）の中の鈴木の寄稿部分

「教育基本法とその諸問題」（53～96頁）が切り取られているように、分担執筆の鈴木の著作部

分だけ切り取られている資料があることにも注目される29。これは鈴木が手許で参照資料とす

るために切り取ったのであろうか。いずれにしろ、鈴木の著作部分を切り取った跡が見られる

のは、後述するように（二）雑誌の中にも見られる。

さらに（７）洋書が29件含まれ、そのうちドイツ語で書かれた書籍22件、英語で書かれた

書籍７件で、その多くに精読の跡が見受けられるのも特徴として挙げられる。またドイツ語

書籍が多いのは、マルクス（Karl Marx 1818-1883）やエンゲルス（Friedrich Engels 1820-

1895）の著作が多いからであるが、レーニン（Владимир Ильич Ленин 1870-1924）やルソー

（Jean-Jacques Rousseau 1712-1778）の著作もドイツ語で読んでいることが窺える30。

（８）出版年の特徴としては、戦前の書籍74件（うち鈴木著書12件）、戦後の書籍49件（うち

鈴木著書20件）と戦前の書籍が多く、なかでも戦前の読書用書籍は戦後より約２倍所蔵してい

ることである。

次に【別表１】のなかの（二）雑誌の特徴を見ていきたい。その特徴として次の５点が挙げ

られる。（１）全64件の雑誌のうち半分以上（36件）に鈴木の著作が含まれていることである。

ただし、そのうち７件は、鈴木の著作部分だけが切り抜かれている31。これらは、「明治政治

史研究文献」「日本憲法史研究文献」32 や「明治初年に於ける丸善出版の政治文献」33、「共栄圏

文化指導の方策」34などであり、鈴木自身が直ぐに手許で参照するために切り取ったか、ある

いは他に献呈または頒布するためだったのではないかと推察される。また出版後に文字訂正の

書込みがなされているのも特徴の一つとして挙げられよう35。

さらに、（２）傍線や傍点、メモなどの書込みが多いこと、（３）雑誌に関連する関係新聞記

事の挟み込みがあること36、（４）鈴木への献呈雑誌もあること37、（５）「栗原」「Y.Kurihara」

と表紙に書かれた雑誌が３件あり38（書籍の中にも「栗原蔵書」と記載しているものあり39）、

「栗原」から貰い受けたか、あるいは借用したかと考えられるものが含まれていることである。
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「Y.Kurihara」は、1927年６月に鈴木と結婚した栗原俊子の兄栗原佑を指す。栗原佑は、仙台

にあった第二高等学校の一学年下の同窓生で、鈴木がドイツ哲学に傾倒するきっかけを与えた

人物でもある。「栗原」「Y.Kurihara」の両方の書込みがいずれも政治批判社の『政治雑誌』に

書き込まれていることから、「栗原」「栗原蔵書」とあるものも、栗原佑の蔵書であったと推測

される。

続いて【別表１】のなかの（三）　出版物以外の冊子についての特徴を見ていきたい。全

６件のうち５件は鈴木の著作である。そのうち３件は、「憲法講義案」であり40、そのなかで

1953年に印刷されたものは、静岡大学、愛知大学、東京学芸大学などの学生のために鈴木が作

成した講義案である41。鈴木の著書『憲法概論』（勁草書房、1953年）を読んでいない（ある

いは読むレベルに至らない）学生が、鈴木の講義を理解したり、予復習したりするため、最低

限これだけは必要と考えた内容を説明したものであると序言に述べている。また本講義案には、

講義で省略したと思われる箇所に「省略」と赤鉛筆での書込みもなされており、鈴木の授業内

容も窺えるものとなっている。また鈴木著作５件のうちの２件は、「憲法の歴史的研究」初版

校正刷42と鈴木の54頁にわたる論文「公安条例と日本国憲法」抜刷43である（「憲法の歴史的研

究」については次節参照）。残り１件は、鈴木の門下生金子勝氏（立正大学名誉教授）の58頁

にわたる論文「論説 鈴木憲法学の研究（Ⅱ）－マルクス主義への道－」抜刷である44。

また【別表１】のなかの（四）小冊子については、次のような４点の特徴が挙げられる。

（１）全44件のうち18件と半分弱が鈴木の著作であり、そのうち鈴木が初めて治安維持法違反

で検挙された事件「日本学生社会科学連合会事件（学連事件）」に関する論稿が５件含まれ45、

そのうち４件は『現代と思想』35～38（1979年）に４回にわたり寄稿した連載論文「学連事件

－精神的回想」で、それら抜刷は同じものがそれぞれ複数残されている46。しかもこの論文の

元になった原稿用紙も全て、（五）原稿類のなかに残されており、立正大学の「鈴木安蔵旧蔵

資料」が鈴木の手許に最期まであったことを考えると、学連事件が、鈴木自身の政治学・憲法

学を考える上で無視しえない重要な意味をなすものであると鈴木が考えていた証左になるので

はないか。鈴木が処女作『憲法の歴史的研究』を出版するのは、この事件により禁錮二年の刑

を経てのちのことである。

そのほか小冊子の中には「著者校訂本」もあり47、多数の書込みが見られるのも特徴であろ

う。さらに（２）欧文小冊子が14件（ドイツ語で書かれた小冊子７件、英語で書かれた小冊子

７件）残されており、なかでもレーニンの著作が８件（ドイツ語で書かれた小冊子４件、英語

で書かれた小冊子４件）と多いのも特徴として挙げられる。また（３）鈴木の著書に対する書
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評48や、（４）献呈された抜刷49も残されている点も特徴である。

次に（五）原稿類であるが、全５件と多くは残されていない。なお、原稿用紙に書かれて

いるものの、文献の覚書50や国会法改正の注意点に関する覚書51については、（八）その他（ビ

ラ・メモ）に分類し、ここでは鈴木の著作の原稿に当たるものだけをカウントした。そのなか

で纏まって残っているのは、先に述べたように、４回にわたって連載した「学連事件－精神的

回想」の原稿である52。残りの１件は、「静岡大学法経学会」と印字された200字詰原稿用紙に

「改憲問題の前提諸問題」について認めた原稿53である。これは、『産業と科学』14（1964年３

月）所載の論文であるが、後に『憲法の理論―改憲問題の解明―』（勁草書房、1965年）に所

収されたものである。本件資料は、表紙の原稿用紙に「勁草書房原稿用紙」と印字された200

字詰原稿用紙が使用されていることから、勁草書房に向けての原稿であることが分かる。また

原稿に加除修正の書込みがなされている点も特徴である。

（六）書翰は５件と多く残されているわけではない。いずれもプライベートなものではなく、

自著の出版に関連して出版社54や法学者55などから受信した書翰のみという特徴を有する。

そして本資料において何よりも重要なものとして、（七）日記がある。日記の詳細な分析は

別稿を期したいと考えているが、ここでは概要とその特徴を述べておきたい。立正大学では本

稿執筆時点（2022年11月時点）で、「日記」を４冊所蔵している。その内訳は下記の通りである。

（１）1947年10月２日から昭和24年９月16日まで　【別表１】整理番号182

（２）1951年１月１日から同年12月31日まで　　　【別表１】整理番号183

（３）1955年12月30日から1957年２月１日まで　　【別表１】整理番号184

（４）1957年２月２日から1958年４月１日まで　　【別表１】整理番号185

本資料の「日記」の（２）の表紙には赤鉛筆で「⑤」、（３）の表紙には同じく赤鉛筆で「⑪ 

一九五五―五六　昭卅年、卅一年」、（４）の表紙にも赤鉛筆で「⑫ 一九五七　昭卅二」と書

き付けられている。また（３）の表紙には青鉛筆で「①②号はりち子の所にあるという　俊子

二九―六〇号読了（八九年二月三日）」との書込みがなされ、（４）日記の中には、日記表紙に

書き付けられたのと同じ筆跡で赤鉛筆のメモ用紙が挟まれてあり、その中には「①②号はりち

子の手許にあり、③号は ④―㉙―�号俊子（俊子1989年３月）読」とある。

この赤鉛筆・青鉛筆はいつの時点で誰が記したのであろうか。少なくとも（３）の表紙に書

き付けられた青鉛筆のメモと、（４）に挟まれていたメモが書かれたのは、鈴木がすでに他界
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した後の1989年以降のことである。鈴木の遺品を整理するなかでメモされたのではないだろう

か。メモの中の「りち子」は、鈴木安蔵の長女鹿島理智子氏のことであり、「俊子」は鈴木安

蔵夫人を指す。立正大学に本資料が寄贈された時点では、理智子氏が本資料にかかるご遺族代

表を務められていた。しかしながらすでに他界され、現在は理智子氏の長女大久保直子氏が本

資料にかかる代表を務められている。

以上の青鉛筆の書き付けとメモから推測すると、少なくとも日記はもともと60冊存在してい

たのではないだろうか。少なくとも、立正大学が現在所蔵する日記４冊に赤鉛筆で振られた番

号も連番ではなく飛んでおり、そこからもそれ以外のものがあったことが推測できる。

筆者は、その他の日記の行方について、理智子氏長女の大久保直子氏、理智子氏長男（大久

保直子氏の令弟）の鹿島徹氏（現・早稲田大学文学学術院教授）、大久保氏を通じて鈴木安蔵

の次女川井耿子氏の長男信矢氏、鈴木安蔵の三女高木露子氏の次男真史氏にお尋ねして、ご協

力を仰いだ。ご遺族の方々はご多忙のなか、とても懇切にご対応くださったが、しかしながら

残念なことに、結局、その他の日記の行方は現時点では不明となっている。

いずれにしても鈴木の「日記」の特徴として挙げられるのは、プライベートな記述は少なく、

日々の著作執筆や仕事内容、それらに対する考えの記述が大半であるという点である。つまり

鈴木にとって著作や仕事を振り返るための備忘禄としての役割、思想の跡を辿るための役割を

果たしていたのではないだろうか。そのためか、叙述は端的ながらも、後の著作や仕事に役立

てられるよう、その日に何をしたのか、誰と会い、どのような話し合いを行ったのかなど、丹

念に記録されている点にも特徴が見出される。

四　立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」の意義

最後に本資料の意義について考察していく。ただし紙幅の都合上、（一）「日記」、（二）処女

作『憲法の歴史的研究』、（三）河上肇との交流関係の三点に絞って考察を行いたい。

（一）諸分野での研究発展の可能性のある「日記」

　

本資料のなかで第一級の歴史的価値を有するものは「日記」（【別表１】整理番号182～185）

である。そもそも鈴木が、「日記」を小まめに付けていたことはよく知られている。というの

は、鈴木の著作や講演録などの中で「日記」を引用しながら発表している部分が多々見受けら
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れるからである。

現在、立正大学が所蔵している日記は、戦後の４冊のみであるが、鈴木の著作によれば、戦

前も日記を認めていたことが分かる。例えば、「憲法史研究会その他」の文章の中で、次のよ

うに述べている。

　さて昭和十六年の日記帳をひもといてみると、一月八日の個所に、「伊東伯〔伊東治正

のこと―筆者〕よりの使いに起こさる。十一時同邸へゆく。憲法研究会創立の議まとまる。

尾佐竹先生邸へゆき先生を案内し来り、同伯等と共に夜半まで懇談」とある。そして翌九

日、わたくしは「憲法研究会創立趣意書、案内状を草し尾佐竹先生、伊東伯に送附」した。

こえて一月十九日、華族会館で創立準備会を開き、趣意書、会則を議決して、会の創立が

決定したのであった。

　原案では憲法研究会であったが、この最初の会合の結果、憲法史研究会とすることに決

まった。〔中略〕

いま当時の日記に残っている記録をみると、憲法史研究会創立の前年、すなわち昭和十五

年五月七日に伊東伯からの依頼で、同家文書の目録作成にとりかかったようである。〔中略〕

　十六年の一月十日夜、わたくしの起草した創立趣意書にもとづいて、伊東伯と語ってい

る。別しての記憶はないが、日記には「伊東伯を訪い、憲法研究会の具体案を練る。大

分大規模な、且つ政治的な会にしたい意向らしい。自分は研究会として考えていたのだが、

そうしたものにする伊東伯の熱意ならば、それも一案」とある。さらに十四日、憲政史編

纂会―霞ケ関の旧衆議院書記官長官舎跡にあった―に伊東伯が来訪、深谷〔博治―筆者〕

氏と三人で、創立すべき新しい会について語った。この日はノーマン氏も来訪、また津田

真道男爵の曽孫も来訪とつづき大分疲れたが、急ぐので、同夜伊東伯邸にゆき夜半まで会

発足について最後的準備をしたと日記にある。56〔下線筆者〕

以上の記述は、鈴木がこの文章を書いている時点で、1940年、1941年の日記があったことを

示している。

その他にも、鈴木は「憲法研究会の憲法草案起草」の文章の中で、次のように述べており、

立正大学が所蔵する年次以外の戦後の日記が存在していたことが分かる。

〔1945年〕十月二日には、わたくしは「憲法改正の原稿を書く」と日記にしるしている。
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すでに敗戦後の日本の再建が、したがって明治憲法の検討が問題となったことを示す。ま

た、いちはやくおこなったハーバート・ノーマン氏との会談によって、これについていく

つかの示唆をうけたことも思いおこす。〔中略〕

　ついで十月十二日の日記には、「憲法改正の諸問題をまとむ」としるしてある。〔中略〕

　十月十三日（土）の日記に「今朝の新聞一斉に、天皇が憲法改正を発案せるを伝ふ」と

しるしてある。57〔下線筆者〕

この戦後における鈴木とノーマンの会談については、古関彰一氏が鈴木にインタビューを行

っており、その著書『日本国憲法の誕生』の中で、「〔インタビュー〕当日鈴木教授は日記を見

ながら話された」58と証言している。このことからも、1945年の日記が確実に存在していたこ

とが分かる。

その内容は、鈴木の動静だけではなく、周りの動静や意向も窺えるものとなっており、文字

通り、歴史の重要な証言史料なのである。

例えば本資料中の「日記」も同様で、誰とどのような理由で会ったかなど日々の動静を綴る

一方で、日々の執筆、著作に関する所感、自身の取るべき道や決意など思索の跡が窺えるもの

となっている。なお本資料の「日記」については別稿で検討するため、ここではごく一部の例

を軽く紹介するに留めるが、日本国憲法施行から一年後の1948年５月３日には次のような記述

が見られ、注目される。

〔前略〕憲法一周年―人民大衆の生活・思想と遊離した憲法は、その記念行事もまた、遊

離した官僚や政治家だけの行事に終る59。

このような短文からも、鈴木が「日本国憲法」成文に満足しているわけではなく、その行事

に対しても苦々しく思っていることが窺えるのである。

それより前の1947年12月31日、その年の年末には長めに翌年に向けての決意や思いなどが認

められているが、その冒頭部分は次のような記述から始まる。

　子らを相手に階下の掃除、書斎の掃除で昼になる。郵便局で受とった「女性改造」の稿

料は、そのまゝ子らえのお正月のプレゼント。

　ピース、光をもとめて自分の年越しのたのしみもととのう。風呂焚き、落葉掃除など、
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いゝ加減きりあげる。日本の家庭の雑用は、無限に煩雑だ。少しでも知的要求をみたそう

と志す女性にとっては堪えがたい奴隷労働だと言わねばならない。〔後略〕60

このような年末の家内大掃除といったありふれた一場面に鈴木の考えが散りばめられている

のも、「日記」の特徴なのである。このような「日記」を精到に分析することは、鈴木の理想

とする憲法や法を歴史的文脈のなかで把握し、鈴木の憲法学や政治学の理解を深めることに繋

がると考える。今日、「憲法草案要綱」は、護憲派からも改憲派からも注目される余り、同時

代の文脈や鈴木の意図から離れて、断章取義に取り上げられている面があるのを筆者は危惧し

ている。このことの詳細な分析は別稿に譲るが、歴史的文脈のなかで着実な実証研究を行うた

めにも、「日記」は有意義な資料である。

とはいえ、前節で述べたように、欠けている年次があるのも事実である。とりわけ、日本国

憲法制定過程における憲法研究会発足前後の動向を確認するためには、1945年・1946年の日記

の発見が待たれる。これに関して、近年、中野昌宏氏がその論文「E・H・ノーマン＝鈴木安

蔵の戦後初会談―その意義と事実関係について―」61の中で、ブリティッシュ・コロンビア大

学（UBC）所蔵図書館貴重書・特別コレクション（RBSC）所蔵のノーマンの日記と一橋大学

経済研究所資料室所蔵の都留重人の日記をもとに、戦後の鈴木とノーマンの会談日が「1945年

９月23日」であるとの新説を提唱している。従来、鈴木の日記を元に鈴木にインタビューをし

たという古関彰一氏の「1945年９月22日」説や、『ハーバート・ノーマン全集』の編纂にも携

わった大窪愿二氏の「1945年９月25日」説が存在していた。また会談日の様子も異なって伝え

られていた。筆者は、中野氏の所説が正しいと考えるが、1945年の鈴木の日記が発見されるな

らば、会談の事実を照合する上で、重要な手がかりとなるのは間違いない。さらに、その日記

は戦前・戦後を通じて、鈴木とノーマンとの関係を知る上でも重要な資料となるであろう。い

ずれにしろ、鈴木の憲法学・政治学だけではなく、戦前の明治文化研究会、憲法史研究会、憲

政史編纂会、戦後の憲法研究会を明らかにする上でも、現在、立正大学が所蔵するもの以外に

も、さらなる日記の発見が待たれる。

（二）処女作『憲法の歴史的研究』の出版法制史研究の可能性

本資料中には、鈴木の処女作となる『憲法の歴史的研究』（大畑書店、1933年）の初版本が、

整理済み・配架資料【別表２】整理番号48（①）にあり、すでに一般図書のうちに配架されて
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いる。他方、未整理資料【別表１】の中に、別タイプの同書が３件残されている点に注目される。

大畑書店から出版された同書について鈴木自身、「理論的批判が少しでも出ると待ちかまえ

ていたように発売禁止処分になるだろうと考え、歴史叙述の内容を主とすれば幾分安全かと判

断した」62と述べているように、歴史叙述の内容を主とした著作である。それでも、検閲官か

ら問題視されるであろう語句に、鈴木自らが××の伏せ字記号を施して出版した。これが今日

でも一般に流布している書籍で、【別表２】整理番号48（①）に当たる。

では具体的にどのような語句を伏せ字にしたのであろうか。逆に言えば、鈴木はどのような

語句が検閲官から問題視されると考えていたのであろうか。このことについて具体的に分かる

資料が【別表１】整理番号130の資料（②）なのである。この資料には、鈴木が伏せ字にした

部分に当てはまる語句が青ペンで諸処に書き入れられている。書き入れられた語句は「国家権

力」「君主」「支配階級」「労働者階級」「革命」「変革」「（従来の）憲法」（括弧内は伏せ字では

ない部分）などで、それら語句を伏せ字の対象としていたことが窺える。しかしながら書物の

なかでそれら語句を一律に全て伏せ字にしていたわけではないことも、この資料からは窺える。

例えば、同書「第一篇フランス諸憲法およびプロシア旧憲法の歴史的分析」中の「第二章フラ

ンス諸憲法」の冒頭部分で、「こゝで我々は、最も純粋な××的民主主義××の法的要約たる

フランス革命諸憲法を検討したい。」（同書13頁）と、伏せ字記号を施しているが、最初の伏せ

字記号は「変革」、後の伏せ字記号には「革命」が入る。つまり、歴史的事実の「革命」「憲

法」は伏せ字にせず、鈴木の評価が加わった語句―ここでは「革命」「変革」の語句にのみ伏

せ字記号を施していることが分かる。

ただし鈴木は伏せ字に当てはまる語句のすべてをこの資料に書き入れているわけではない

ため、【別表２】整理番号48の資料（①）と同様、伏せ字記号がそのまま残っている部分もあ

り、全ての伏せ字語句が分かるわけではないという難点を有する。しかし「鈴木安蔵旧蔵資

料」中には、伏せ字記号のない状態の印刷物【別表１】整理番号109の資料（③）も残されて

いる。これは、初版校正刷で、原稿がそのまま印刷されたものであるため、伏せ字部分が一切

ない。つまり、①伏せ字のある書籍（【別表２】整理番号48）、②伏せ字語句を書き入れた資料

（【別表１】整理番号130）、③伏せ字のない印刷物（【別表１】整理番号109）という、性格の異

なる３種の本が揃っており、どのような語句を伏せ字にしたのかを対照することも可能であり、

当時の出版された形のままで読むことも可能なのである。

さらに②【別表１】整理番号130の資料と③【別表１】整理番号109の資料には鈴木の加筆修

正部分が見られ、鈴木の著作の意図が窺えるものとなっている。例えば、②には、伏せ字にし
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た語句を書き入れているだけではなく、下記のように加筆もされている。なお下記引用箇所の

【　】内は鈴木の加筆部分である。

前立憲主義時代にあつては、この時代の政治制度そのものゝ本質からして、軍隊は、言ふ

までもなく、国王に直属し【、国王権力の本質的構成部分をなし】てゐる。しかしながら、

旧来〔「旧来」に取り消し線を引き、【かゝる国王】と書き改めている〕の無制限的統治を

××【制限】せんとする立憲主義本来の要求から言へば、この×××【統帥権】も、当

然に、議会の統制下に入るべきであつて、もしも、この×××〔「この×××」の部分を

【執行権力の最強力な物質的基礎たる統帥権】と書き改めている〕に対して、何らの統制

もしくは制限も確立されないとすれば、かゝる立憲主義は、極めて無内容な外見的なもの

とならざるをえないのである。（16頁）

このように鈴木は苦心して伏せ字を施したものの、結局、同書は即日発禁処分となった。翌

年の1934年、改めて叢文閣から出版したが、これは、大畑書店のもの以上に多くの伏せ字を施

して出版することとなった。【別表１】整理番号114の資料（④）は叢文閣から出版されたもの

である。同資料の表紙見返しには「著者校訂本」とペンで書込みがなされているものの、資料

中に書込みは見られない。例えば、前述の引用部分は下記のような形で出版された。このこと

からも、当時の検閲がいかに厳格であったか、その一端が窺えよう。

×××××××にあつては、この時代の政治制度そのものゝ本質からして、××は、言ふ

までもなく、××に××してゐる。しかしながら、旧来の×××的統治を××せんとする

立憲主義本来の要求から言へば、この×××も、×××、×××××に入るべきであつて、

もしも、この×××に対して、×××××もしくは××も××××××××××、かゝる

××××は、××××××××××なものとならざるをえないのである。（16頁）

戦前の内務省の検閲と戦後のGHQの検閲研究を比較した場合、戦前の内務省の検閲研究の

方が、資料がまとまってあるわけではないため後れており、戦前の出版検閲に関して分からな

いことが多いとの指摘がある63。そのようななか、ここで紹介した資料群は、内務省の検閲資

料ではないものの、戦前期の出版検閲を始めとする出版法制史を研究する上で、貴重な材料を

提供しているということができよう。
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（三）交流関係を通じて鈴木の活動や思想の研究の可能性―河上肇との交流を例に―

本資料の意義の一つは、書籍に書込みがあったり、日記が残されたりしているからこそ、鈴

木の交流関係が精確に分かり、鈴木の交流関係を通じて、鈴木の活動や思想を考察する上で貴

重な材料を提供しているという点にある。ここでは、書籍の書込みを通じて、河上肇との交流

を一例として取り上げたい。

【別表１】整理番号81の書籍、佐佐木信綱『万葉集選択』（明治書院、1918年）の表紙見返し

右頁には、次のようなペンの書込みが見られる。

　　一九三九年（昭和十四年）二月十九日夕

本書は私が始めて万葉集に興味を抱いた際畏敬する大塚金之助兄に問合せしところ、同兄

よりこれが最も良き参考書なりとて贈られたもの。小菅において受取り、やがて河上先生

が歌に親しみ、万葉集を研究したいと言はれしを伝聞し、先生へ御差入れを河上夫人に托

して獄中にて閲読し頂きたるなり。

今先生より返送されしを見て、感慨あり、一言記して書架に蔵す。棣花落画山房にて 風

藤山人

すなわち、この資料＝佐佐木信綱『万葉集選択』は、鈴木が大塚金之助から贈られた書籍で、

しかも河上肇がいわゆる新生共産党事件で収監されていた折に64、鈴木が差し入れ、1939年２

月19日に返送されたものであるということが分かる。またこの書込みから、鈴木が『万葉集』

に関心を抱いていたこと、大塚金之助との交流があったこと、河上肇が『万葉集』の研究を行

おうとしていたことなども窺える。しかも書き込みの文章―「閲読し頂きたるなり。」「先生

より返送されしを見て、感慨あり、一言記して書架に蔵す。」―から、鈴木の河上肇に対する

畏敬の念が並々ならぬものであったことも窺えるのである。さらに鈴木は河上を敬慕する余り、

本書の表紙見返し左頁には、河上が鈴木に返送した際の小包の住所記載部分まで切り取って丁

寧に貼付している。河上から送られたもの全てを宝物のように大事にしている鈴木の様子も窺

える。

上記・整理番号81の関連資料も残されている。【別表１】整理番号97の書籍、斎藤茂吉『万

葉秀歌』上巻（岩波書店（新書）、1939年）である。この資料の表紙見返しには、次のような

ペン書きが見られる。
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すでに此本を買ひ求めたる後同じ本を鈴木君の送り越されたればその由を申送りしに然ら

ば自蔵のものに歌など書き入れて送り返せと言はるるまゝに

　　多度利津伎布里加弊理美那礼者山川遠古依天波越而来達留毛野香那

　　世遠忘礼世仁和寿羅礼志門野戸遠多々久波誰曽矢古乃由布月夜

　　　　　　昭和己卯春三月十九日 河上肇

ペン書きは河上肇である。つまり、河上がすでに購入していた本と同じものが鈴木から送られ

たため、それを返送する際、鈴木に求められるまま、万葉歌を認めたというのである。

鈴木がこれほどまで敬慕する河上との学術上の交流はいつからなのか。その最初期を示す資

料も残されている。【別表１】整理番号94である。これは、鈴木が「大川権三」の名で執筆し

た論文「労働組合論」を収めた書籍、河上肇・大山郁夫監修・政治批判社編輯『マルクス主義

講座Ⅹ』（マルクス主義講座刊行会、1928年）であるが、鈴木は本書内の「大川権三」の名前

を黒ペンで取り消し「鈴木安蔵」と書き改め、その横に「ともかく纏まった論著として自分が

書き上げたのはこれが最初であらう 昭和十六年七月十日記」と感慨を込めて書き綴っている。

つまり鈴木にとって初めて纏まって発表したものが、河上らの編著に収められているのである。

鈴木の旧蔵資料の中には、河上の著作や関係文献も残されている65。鈴木自身、河上につい

て述べた論文「偉大なるヒューマニスト河上肇博士」66も発表しており、これも本資料に入っ

ている。

このように「鈴木安蔵旧蔵資料」は、鈴木の著作だけからでは見えて来ない交流関係など、

鈴木の活動や思想を考証する上で貴重な材料を提供する有意義な資料といえる。

五　結語

以上、本稿では、まず鈴木安蔵の関係資料が、全国の機関にどのような形で所蔵されている

のか、その全容を報告した。ついでそのなかで立正大学が所蔵する「鈴木安蔵旧蔵資料」の全

体を報告した。すなわち、その約半数は、整理済み・配架資料であったが、残り半数は未整理

状態であったからである。その未整理分は、筆者なりに整理した資料目録をすべて報告し、そ

の概要と特徴を論じた。最後に、未整理資料を中心に、本資料の意義について考察を試みた。

結果、本資料の意義として以下の三点を挙げ、明らかにした。第一に、本資料の中で最も注

目される資料は「日記」であること、それは鈴木の著作や仕事に関する事実が端的ながらもし
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っかりと記録されており、それゆえに鈴木が後に自身の著作や講演などで参照に耐えうる材料

ともなったことである。第二に、戦前期に出版された処女作『憲法の歴史的研究』は、現在で

は、検閲を回避するために施した伏せ字記号のあるものが流布しているが、本資料中には、伏

せ字記号のない初版本が残されていることである。しかも、鈴木の書込みのある資料も残され

ており、出版法制史研究の上で貴重な資料であるということである。第三に、本資料は書込み

の書籍や日記などから、鈴木の交流関係がより詳しく分かり、鈴木の著作だけからでは見えて

来ない、鈴木の活動や思想を考証する上で貴重な材料を提供していることである。

以上、本資料の意義を述べてきたが、本資料が諸研究に幅広く活用されることを願って擱筆

する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　鈴木安蔵『日本憲政成立史』（学芸社、1933年）、同『憲法の歴史的研究』（大畑書店、1933年）、同『日

本憲法学の生誕と発展』（叢文閣、1934年）、同『明治初年の立憲思想』（育生社、1938年）、同『自由民

権・憲法発布』（白揚社、1939年）、同編『自由民権運動史』（富山書院、1942年）、同『憲法と自由民権』

（永美書房、1946年）、同『自由民権』（白揚社、1948年）など。

２　森英樹『マルクス主義法学の史的研究』（日本評論社、2022年）、金子勝『日本国憲法と鈴木安蔵―日本

国憲法の間接的起草者の肖像』（八朔社、2022年）、鈴木安蔵を讃える会編「鈴木家住宅」（南相馬、2020

年）、中野昌宏「E・H・ノーマン＝鈴木安蔵の戦後初会談―その意義と事実関係について」（『カナダ研

究年報』39、2019年）、柴田哲雄『フクシマ・抵抗者たちの近現代史―平田良衛・岩本忠夫・鈴木安蔵』

（彩流者、2018年）など。憲法研究会の「憲法草案要綱」がGHQ草案作成過程で参照されたとする文献

は下記の通り。古関彰一『新憲法の誕生』（中央公論社、1989年）、同『日本国憲法の誕生』（岩波現代文

庫、2009年）、高柳賢三・大友一郎・田中英夫編著『日本国憲法制定の過程―連合国総司令部側の記録に

よる』全２冊（有斐閣、1972年）、犬丸秀雄編著『日本国憲法制定の経緯―連合国総司令部の憲法文書に

よる』（第一法規、1989年）、佐々木高雄『戦争放棄条項の成立経緯』（成文堂、1997年）、原秀哉『日本

国憲法制定の系譜 Ⅲ 戦後日本で』（日本評論社、2006年）、金子勝「憲法研究会『憲法草案要綱』が導

いた日本国憲法―虚構の「押し付け憲法」論」（『立正法学論集』41（１）、2007年）、同「日本国憲法の設

計図を引いた鈴木安蔵氏―鈴木安蔵氏の「憲法草案」―」（『立正法学論集』40（２）、2007年）、同「日本

国憲法の発想―『憲法草案要綱』の構想」（『立正法学論集』42（１）、2008年）、西修『証言でつづる日本

国憲法の成立経緯』（海竜社、2019年）などが挙げられる。
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３　鈴木安蔵先生を偲ぶ会「鈴木安蔵先生の略歴と著作目録」小冊子、「鈴木安蔵旧蔵資料」整理番号110。

このほか、鈴木の略歴については、「鈴木安蔵教授の略歴と著作目録」（『憲法調査会総批判（鈴木安蔵教

授還暦祝賀論文集）』日本評論社、1964年）、「鈴木安蔵先生の略歴と著作目録」（『日本憲法科学の曙光

―鈴木安蔵博士追悼論集―』勁草書房、1987年）、「鈴木安蔵教授略歴・著作目録」（静岡大学法経学会

編『法経研究』15（３）、1967年３月）、金子勝「鈴木安蔵教授の略歴と著作目録」（『立正法学』７（16）、

1974年３月）があり、本稿で鈴木の履歴を記述する際には、これらを参照にした。ただし、愛知大学の

奉職期間については、整理番号110資料と「鈴木安蔵先生の略歴と著作目録」（『日本憲法科学の曙光―鈴

木安蔵博士追悼論集―』勁草書房、1987年）には、1952年５月から1983年３月まで務めていたことが記

載されているが、本稿では、奉職先の愛知大学のご教示に従い、1952年５月から1982年３月までとした。

４　静岡大学名誉教授山本義彦氏（現・静岡大学大学文書資料室勤務）、静岡大学附属図書館レファレンス係

のご教示による。所蔵資料については、静岡大学附属図書館のOPACで「鈴木安蔵氏資料」のキーワー

ドで検索できる。いずれも地域・特別研究室（書庫５階）で禁帯出ではあるが閲覧に供している。ただ

し2022年11月時点ではコロナウィルス感染症対策のため、学外者の入館を制限している。

５　浅井敦「鈴木安蔵先生と憲法９条」（『愛知大学図書館報 韋編』No.34、2007年11月）。

６　植木枝盛「日本憲法」の現存する写本は、①鈴木安蔵旧蔵・愛知大学名古屋図書館毛筆本、②国立国会

図書館憲政資料室所蔵ペン書本、③家永三郎蔵呉服孝彦作成鉄筆書本の３種で、なかでも①愛知大学の

写本は、鈴木が高知県立図書館に依頼したと考えられ、『植木枝盛集』の底本として使用されている（『植

木枝盛集』第六巻、岩波書店、1991年、410～414頁）。

７　福島大学図書館、埴谷・島尾記念文学資料館からのご教示による。同館に拠れば、ご遺族から寄贈され

たもの、購入したもの、献呈されたものなど、資料ごとに収蔵経緯が異なるとのことである。また、東

日本大震災前に収蔵されたものもあり、入手経路がよく分からないものも含まれるとのことであった。

なお埴谷・島尾記念文学資料館では、2017（平成29）年５月３日から７月２日まで、「日本国憲法施行70年 

鈴木安蔵展」が開催された。

８　塩出浩之「植木枝盛」（伊藤隆・季武嘉也編『近現代日本人物情報辞典』吉川弘文館、2004年）。

９　『植木枝盛集』第六巻、岩波書店、1991年、412・413頁。なお家永三郎・松永昌三・江村栄一編『明治前

期の憲法構想』福村出版、1967年、1987年増訂版第二版）、家永三郎編『明治文学全集12 大井憲太郎・

植木枝盛・馬場辰猪・小野梓集』（筑摩書房、1973年）は、国立国会図書館憲政資料室所蔵の鈴木による

写本を底本にしている。

10　法政大学大原社会問題研究所https://oisr-org.ws.hosei.ac.jp/の資料検索の結果に基づく（2022年11月時点）。

11　鈴木茂三郎・徹三旧蔵資料の「鈴木文庫」のなかに収められている。1946年３月９日・12日。なお「鈴
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木文庫」は目録を作成中であるとのこと。法政大学大原社会問題研究所オイサー・オルグ OISR.ORG総

合案内「Ⅲ文庫３．その他の文庫（３）鈴木文庫」https://oisr―org.ws.hosei.ac.jp/about/library/own/

bunko―3c/（2022年11月７日最終閲覧）。

12　1981年11月30日。請求記号音声―オーラル―93。

13　江村栄一旧蔵自由民権関連資料（B21）、自筆メモ、請求記号929。

14　DB名「書簡」、1929年８月31日。

15　立正大学図書館熊谷学術情報課課長島田貴司氏が立正大学名誉教授金子勝氏から受けた説明による。

16　【別表１】整理番号77、78、91、108、113、114、117、124、131、132の資料。

17　【別表１】整理番号77、78、83、90、108、122、134の資料。

18　【別表１】整理番号79の資料。

19　【別表１】整理番号122の資料。

20　【別表１】整理番号125の資料。

21　【別表１】整理番号77、83、91、108、115、117、122、128、129、131の資料。

22　【別表１】整理番号78、90、108、115、158の資料。

23　【別表１】整理番号158の資料。

24　【別表１】整理番号91、107、119、121、127、130の資料。

25　【別表１】整理番号69、95の資料。

26　【別表１】整理番号71、73、85、97、100、101、106、138、147、151、153、173、175、215、239、241、

242の資料。

27　【別表１】整理番号105の資料。

28　書込みのない書籍は、【別表１】整理番号116、120、143、145、155、159、160、166、172、217、226で

ある。

29　【別表１】整理番号127の資料。

30　【別表１】整理番号223、226、228の資料。

31　【別表１】整理番号４、45、50、55、56、59、63の資料。

32　『歴史科学』第２巻第６号（1933年８月）、【別表１】整理番号４の資料。

33　『学灯』第43巻８月号（1939年８月）、【別表１】整理番号45の資料。

34　『政界往来』10月特輯号（第13巻第10号）（1942年10月）、【別表１】整理番号50の資料。

35　【別表１】整理番号49、51の資料。

36　【別表１】整理番号38の資料。
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37　【別表１】整理番号54の資料。

38　【別表１】整理番号２、５、６の資料。

39　【別表１】整理番号146の資料。

40　【別表１】整理番号82、126、137の資料。

41　【別表１】整理番号126の資料。

42　【別表１】整理番号109の資料。

43　【別表１】整理番号112の資料。

44　立正大学『立正法学』第12巻第１・２号（1979年３月）、【別表１】整理番号196の資料。

45　【別表１】整理番号202～205、211の資料。

46　【別表１】整理番号202～205の資料。

47　【別表１】整理番号89の資料。

48　【別表１】整理番号197の資料。

49　【別表１】整理番号200、210の資料。

50　【別表１】整理番号245、246の資料。

51　【別表１】整理番号252の資料。

52　【別表１】整理番号253～256の資料。

53　【別表１】整理番号251の資料。

54　【別表１】整理番号243、248の資料。

55　【別表１】整理番号244、249の資料。

56　鈴木安蔵『憲法学三十年』（評論社、1970年）158～160頁。

57　鈴木安蔵『憲法制定前後―新憲法をめぐる激動期の記録―』（青木現代叢書、1977年）73・74頁。

58　古関彰一『日本国憲法の誕生 増補改訂版』（岩波書店、2017年）455頁。

59　【別表１】整理番号182の資料。

60　【別表１】整理番号182の資料。

61　『カナダ研究年報』39、2019年。

62　鈴木安蔵『憲法学三十年』（評論社、1970年）51頁。

63　山本武利、浅岡邦雄、土屋礼子「対談検閲研究の最前線―戦前と戦後をつなぐ」（『Intelligence』14、

2014年３月）中の浅岡邦雄氏の発言。浅岡邦雄・小泉徹「戦前期内務省における出版検閲―禁止処分の

いろいろ（講演報告）」（『大学図書館問題研究会』32、2009年８月）も参照。

64　「わが国論壇の老闘将 元京大教授遂に捕る 法学博士経済学の権威 某重大事件後消息絶つ」（『東京朝日
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新聞』雑報、1933年１月13日）、「元京大経済部教授〇〇〇博士検挙 中野の潜伏先で」（『読売新聞』雑報、

1933年１月13日）、「新生共産党大検挙 本日記事解禁　党首脳部を根こそぎ　検挙総数実に一千五百名　

全国警察網の大活動」（『東京朝日新聞』雑報、1933年１月18日）、「四年の鉄窓を放たれ　河上博士深夜

帰宅す　初孫の寝顔に感無量」（『東京朝日新聞』雑報、1937年６月15日）。

65　【別表１】整理番号14、138、146、151、169の資料。また【別表２】にも、河上肇夫人秀による『留守日

記―冬の時代に耐えた妻の記録』（筑摩書房、1967年）が残されている（整理番号257）。

66　『民主文化』３月号（第１巻第３号）、中外出版株式会社、1946年３月10日所収。【別表１】整理番号47、

48の資料。

附記　本稿の執筆にあたり、鈴木安蔵の令孫に当たる大久保直子氏・鹿島徹氏（早稲田大学文

学学術院教授）・川井信矢氏・高木真史氏の皆様に、また早稲田大学名誉教授安在邦夫氏、町

田市立自由民権資料館学芸員松崎稔氏、静岡大学名誉教授山本義彦氏、立正大学図書館熊谷学

術情報課課長島田貴司氏、同課勤務堀真紀氏、品川学術情報課課長水上裕子氏、同課司書鈴

木優未氏、ならびに静岡大学図書館、愛知大学、福島大学図書館、埴谷・島尾記念文学資料

館の関係者の皆様に多大なるご高配を賜りました。さらにドイツ語の筆記体解読に当たっては

立正大学文学部史学科准教授森田直子氏よりご助力を賜りました。この場を借りまして厚く

お礼申し上げます。なお本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）課題番号

20k00942の助成を受けたものです。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
17

『
現

代
と

思
想

』
31

青
木

書
店

昭
和

53
19

78
3

25
雑

誌
印

刷
24

0頁
特

集
「

自
治

体
の

再
生

と
展

望
」。

1
18

『
現

代
と

思
想

』
35

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
3

25
雑

誌
印

刷
28

0頁
特

集
「

転
換

す
る

中
国

と
現

代
の

社
会

主
義

」。
青

木
書

店
発

行
。

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
―

精
神

史
的

回
想

（
1）

」
所

載
。

1
19

『
現

代
と

思
想

』
36

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
6

15
雑

誌
印

刷
26

0頁
特

集
「

80
年

代
日

本
の

経
済

」。

1
20

『
現

代
と

思
想

』
36

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
6

15
雑

誌
印

刷
26

0頁
特

集
「

80
年

代
日

本
の

経
済

」。
整

理
番

号
19

と
同

雑
誌

。
状

態
良

好
。

1
21

『
現

代
と

思
想

』
38

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
12

15
雑

誌
印

刷
27

2頁
特

集
「

私
の

精
神

史
 ～

79
―

80
年

代
を

生
き

る
手

が
か

り
と

し
て

―
」。

青
木

書
店

発
行

。

1
22

『
批

判
』

創
刊

号
協

同
書

房
昭

和
21

19
46

3
5

雑
誌

印
刷

48
頁

鈴
木

安
蔵

「
日

本
民

主
主

義
の

歴
史

的
基

礎
」

所
載

。

1
23

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
11

月
号

別
冊

付
録

 判
例

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

［
会

社
法

］』
日

本
評

論
社

昭
和

57
19

82
11

1
雑

誌
印

刷
12

7頁

1
24

『
立

正
大

学
教

養
部

紀
要

』
第

8号
立

正
大

学
昭

和
49

19
74

12
30

雑
誌

印
刷

18
4頁

鈴
木

安
蔵

「
植

木
枝

盛
の

主
権

論
そ

の
他

」
所

載
。

1
25

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
』

27
6（

22
巻

3号
）

日
本

評
論

社
昭

和
53

19
78

3
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

特
集

「
日

本
の

司
法

書
士

」。
東

京
学

芸
大

学
教

授
星

野
安

三
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

著
『

憲
法

制
定

前
後

』」
所

載
。

表
紙

に
目

次
あ

り
、

星
野

安
三

郎
に

朱
引

き
あ

り
。

1
26

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
』

27
7（

22
巻

4号
）

日
本

評
論

社
昭

和
53

19
78

4
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

特
集

「
行

政
法

学
の

現
状

と
課

題
」。

鈴
木

安
蔵

「
影

山
日

出
弥

氏
の

憲
法

学
の

思
い

出
」

所
載

。
表

紙
に

目
次

あ
り

、
著

作
題

目
に

朱
引

き
あ

り
。

1
27

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

第
28

号
愛

知
大

学
昭

和
34

19
59

10
25

雑
誌

印
刷

22
1頁

鈴
木

安
蔵

「
憲

法
研

究
会

の
憲

法
草

案
起

草
お

よ
び

憲
法

制
定

会
議

提
唱

」
所

載
。

1
28

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

法
律

篇
 第

82
号

愛
知

大
学

昭
和

51
19

76
10

25
雑

誌
印

刷
16

2頁
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
所

載
。

1
29

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

法
律

篇
 第

82
号

愛
知

大
学

昭
和

51
19

76
10

25
雑

誌
印

刷
16

2頁
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
所

載
。

整
理

番
号

28
と

同
雑

誌
。

1
30

法
政

大
学

『
法

政
』

第
2巻

第
5号

法
政

大
学

昭
和

28
19

53
4

25
雑

誌
印

刷
32

頁
鈴

木
安

蔵
「

既
に

実
質

的
な

変
更

―
憲

法
制

定
と

高
野

博
士

―
」

所
載

。

1
31

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

2号
静

岡
大

学
昭

和
33

19
58

3
15

雑
誌

印
刷

82
頁

鈴
木

安
蔵

「
基

本
的

人
権

と
公

共
の

福
祉

」
所

載
。

1
32

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

3号
静

岡
大

学
昭

和
33

19
58

7
5

雑
誌

印
刷

86
頁

1
33

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

6号
静

岡
大

学
昭

和
35

19
60

3
15

雑
誌

印
刷

90
頁

1
34

法
政

大
学

法
学

志
林

協
会

『
法

学
志

林
』

第
47

巻
第

1号
（

第
53

5号
）

法
政

大
学

昭
和

24
19

49
7

10
雑

誌
印

刷
11

6頁
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

の
人

民
主

権
論

」
所

載
。

1
35

『
法

律
時

報
』

7月
号

臨
時

増
刊

 第
32

巻
第

8号
通

巻
36

5号
日

本
評

論
社

昭
和

35
19

60
6

28
雑

誌
印

刷
46

4頁
特

集
「

改
正

刑
法

準
備

草
案

の
総

合
的

検
討

」。

1
36

『
法

律
時

報
』

5月
号

臨
時

増
刊

 第
31

巻
第

5号
通

巻
34

9号
日

本
評

論
社

昭
和

34
19

59
4

25
雑

誌
印

刷
22

4頁
特

集
「

憲
法

と
裁

判
官

 い
わ

ゆ
る

伊
達

判
決

を
中

心
に

」。
鈴

木
安

蔵
「

米
軍

駐
留

お
よ

び
特

別
法

違
憲

判
決

」
所

載
。

別
表
１
　「
鈴
木
安
蔵
旧
蔵
資
料
」
未
整
理
資
料

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
1

『
政

治
批

判
』

創
刊

号
政

治
批

判
社

昭
和

2
19

27
2

1
雑

誌
印

刷
76

頁
月

刊
。

弘
文

堂
東

京
店

発
売

元
。

1
2

『
政

治
批

判
』

第
2号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

3
13

雑
誌

印
刷

12
5頁

表
紙

左
上

に
「

栗
原

」〔
栗

原
佑

カ
〕

と
鉛

筆
書

き
あ

り
。

小
村

秀
夫

「
第

五
十

二
議

会
は

如
何

な
る

予
算

案
を

鵜
呑

み
に

し
た

か
？

」
に

傍
線

や
書

込
み

あ
り

。

1
3

『
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
』

第
48

号
国

立
国

会
図

書
館

調
査

立
法

考
査

局
昭

和
30

19
55

1
20

雑
誌

印
刷

22
4頁

表
紙

に
目

次
あ

り
。

目
次

の
題

目
「

日
本

の
新

憲
法

と
極

東
委

員
会

」
に

朱
引

き
あ

り
。

当
該

論
説

に
朱

引
き

や
印

あ
り

。
栞

や
附

箋
の

挟
み

も
あ

り
。

1
4

『
歴

史
科

学
』

第
2巻

第
6号

白
揚

社
昭

和
8

19
33

8
1

雑
誌

印
刷

11
2頁

鈴
木

安
蔵

著
「

明
治

政
治

史
研

究
文

献
」「

日
本

憲
法

史
研

究
文

献
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

服
部

之
総

「
明

治
史

の
た

め
の

諸
文

献
」、

信
夫

清
三

郎
「

明
治

外
交

史
文

献
」

に
朱

引
き

あ
り

。

1
5

『
政

治
批

判
』

第
3号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

4
12

雑
誌

印
刷

14
2頁

表
紙

左
上

に
「

栗
原

」〔
栗

原
佑

カ
〕

と
鉛

筆
書

き
あ

り
。

島
田

文
武

「
学

生
運

動
の

方
向

転
換

」
に

朱
引

き
あ

り
。

1
6

『
政

治
批

判
』

第
4号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

5
12

雑
誌

印
刷

66
頁

表
紙

左
上

に
「

Y
.K

ur
ih

ar
a」

〔
栗

原
佑

〕
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
特

別
記

事
「

所
謂

『
田

中
大

将
事

件
』

の
根

本
資

料
 清

瀬
代

議
士

は
何

故
議

会
で

締
め

ら
れ

た
か

？
」

に
ペ

ン
に

て
傍

線
、

印
の

書
込

み
あ

り
。

1
7

『
政

治
批

判
』

第
6号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

7
15

雑
誌

印
刷

10
1頁

橋
本

一
政

「
地

租
委

譲
に

就
い

て
」、

堀
田

匡
「

預
金

部
資

金
の

濫
用

を
論

ず
―

興
銀

の
損

失
補

償
契

約
―

」
に

鉛
筆

に
て

傍
線

・
傍

点
、

書
込

み
あ

り
。

1
8

『
社

会
学

』
第

5号
森

山
書

店
昭

和
8

19
33

4
5

雑
誌

印
刷

17
3頁

田
辺

寿
利

・
古

野
清

人
共

同
編

輯
。

森
山

書
店

発
行

。
洞

富
雄

「
古

代
日

本
に

於
け

る
招

婿
婚

の
問

題
」

に
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
※

同
誌

内
に

、
小

高
良

雄
「

日
本

憲
法

の
理

論
的

背
景

に
関

す
る

ノ
ー

ト
」

が
所

載
さ

れ
て

い
る

が
、

書
込

み
な

し
。

1
9

『
静

岡
大

学
文

理
学

部
研

究
報

告
 社

会
科

学
』

第
4号

静
岡

大
学

昭
和

30
19

55
12

25
雑

誌
印

刷
17

2頁
鈴

木
安

蔵
「

大
学

に
お

け
る

表
現

の
自

由
」

所
載

。

1
10

『
静

岡
大

学
文

理
学

部
研

究
報

告
 社

会
科

学
』

第
7号

静
岡

大
学

昭
和

33
19

58
12

20
雑

誌
印

刷
19

1頁
鈴

木
安

蔵
「

公
法

学
に

お
け

る
国

家
概

念
」

所
載

。

1
11

『
静

岡
大

学
 法

経
研

究
』

15
巻

1号
（

通
巻

32
号

）
静

岡
大

学
昭

和
41

19
66

7
20

雑
誌

印
刷

15
6頁

『
産

業
と

科
学

』
改

題
。

静
岡

大
学

法
経

学
会

発
行

。
鈴

木
安

蔵
著

論
説

「
社

会
国

家
・

福
祉

国
家

論
の

批
判

」
所

載
。

1
12

「
改

憲
問

題
の

前
提

諸
問

題
」

別
刷

静
岡

大
学

昭
和

39
19

64
3

小
冊

子
印

刷
27

頁
静

岡
大

学
文

理
学

部
『

産
業

と
科

学
』

第
14

号
所

載
論

説
。

1
13

静
岡

大
学

文
理

・
人

文
学

部
同

窓
会

『
岳

』
第

3号
静

岡
大

学
昭

和
57

19
82

3
25

雑
誌

印
刷

46
頁

1
14

『
朝

日
評

論
』

第
4巻

第
9号

（
通

巻
43

号
）

朝
日

評
論

社
昭

和
24

19
49

9
1

雑
誌

印
刷

12
8頁

大
内

兵
衛

・
小

島
祐

馬
・

長
谷

川
如

是
閑

「
河

上
肇

と
櫛

田
民

蔵
を

語
る

」
に

附
箋

の
挟

み
あ

り
。

1
15

『
治

安
と

人
権

』
N

o.
 4

0号
治

安
協

会
〔

昭
和

43
〕

〔
19

68
〕

雑
誌

印
刷

24
頁

鈴
木

安
蔵

「
人

権
意

識
と

愛
国

心
」

所
載

。
発

行
年

月
日

の
記

載
は

な
い

が
、「

世
界

人
権

宣
言

採
択

20
周

年
」

の
記

載
よ

り
19

68
年

と
推

定
。

1
16

『
現

代
と

思
想

』
29

青
木

書
店

昭
和

52
19

77
9

25
雑

誌
印

刷
28

2頁
特

集
「

現
代

社
会

主
義

論
」。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
17

『
現

代
と

思
想

』
31

青
木

書
店

昭
和

53
19

78
3

25
雑

誌
印

刷
24

0頁
特

集
「

自
治

体
の

再
生

と
展

望
」。

1
18

『
現

代
と

思
想

』
35

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
3

25
雑

誌
印

刷
28

0頁
特

集
「

転
換

す
る

中
国

と
現

代
の

社
会

主
義

」。
青

木
書

店
発

行
。

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
―

精
神

史
的

回
想

（
1）

」
所

載
。

1
19

『
現

代
と

思
想

』
36

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
6

15
雑

誌
印

刷
26

0頁
特

集
「

80
年

代
日

本
の

経
済

」。

1
20

『
現

代
と

思
想

』
36

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
6

15
雑

誌
印

刷
26

0頁
特

集
「

80
年

代
日

本
の

経
済

」。
整

理
番

号
19

と
同

雑
誌

。
状

態
良

好
。

1
21

『
現

代
と

思
想

』
38

青
木

書
店

昭
和

54
19

79
12

15
雑

誌
印

刷
27

2頁
特

集
「

私
の

精
神

史
 ～

79
―

80
年

代
を

生
き

る
手

が
か

り
と

し
て

―
」。

青
木

書
店

発
行

。

1
22

『
批

判
』

創
刊

号
協

同
書

房
昭

和
21

19
46

3
5

雑
誌

印
刷

48
頁

鈴
木

安
蔵

「
日

本
民

主
主

義
の

歴
史

的
基

礎
」

所
載

。

1
23

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
11

月
号

別
冊

付
録

 判
例

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

［
会

社
法

］』
日

本
評

論
社

昭
和

57
19

82
11

1
雑

誌
印

刷
12

7頁

1
24

『
立

正
大

学
教

養
部

紀
要

』
第

8号
立

正
大

学
昭

和
49

19
74

12
30

雑
誌

印
刷

18
4頁

鈴
木

安
蔵

「
植

木
枝

盛
の

主
権

論
そ

の
他

」
所

載
。

1
25

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
』

27
6（

22
巻

3号
）

日
本

評
論

社
昭

和
53

19
78

3
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

特
集

「
日

本
の

司
法

書
士

」。
東

京
学

芸
大

学
教

授
星

野
安

三
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

著
『

憲
法

制
定

前
後

』」
所

載
。

表
紙

に
目

次
あ

り
、

星
野

安
三

郎
に

朱
引

き
あ

り
。

1
26

『
法

学
セ

ミ
ナ

ー
』

27
7（

22
巻

4号
）

日
本

評
論

社
昭

和
53

19
78

4
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

特
集

「
行

政
法

学
の

現
状

と
課

題
」。

鈴
木

安
蔵

「
影

山
日

出
弥

氏
の

憲
法

学
の

思
い

出
」

所
載

。
表

紙
に

目
次

あ
り

、
著

作
題

目
に

朱
引

き
あ

り
。

1
27

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

第
28

号
愛

知
大

学
昭

和
34

19
59

10
25

雑
誌

印
刷

22
1頁

鈴
木

安
蔵

「
憲

法
研

究
会

の
憲

法
草

案
起

草
お

よ
び

憲
法

制
定

会
議

提
唱

」
所

載
。

1
28

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

法
律

篇
 第

82
号

愛
知

大
学

昭
和

51
19

76
10

25
雑

誌
印

刷
16

2頁
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
所

載
。

1
29

『
愛

知
大

学
 法

経
論

集
』

法
律

篇
 第

82
号

愛
知

大
学

昭
和

51
19

76
10

25
雑

誌
印

刷
16

2頁
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
所

載
。

整
理

番
号

28
と

同
雑

誌
。

1
30

法
政

大
学

『
法

政
』

第
2巻

第
5号

法
政

大
学

昭
和

28
19

53
4

25
雑

誌
印

刷
32

頁
鈴

木
安

蔵
「

既
に

実
質

的
な

変
更

―
憲

法
制

定
と

高
野

博
士

―
」

所
載

。

1
31

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

2号
静

岡
大

学
昭

和
33

19
58

3
15

雑
誌

印
刷

82
頁

鈴
木

安
蔵

「
基

本
的

人
権

と
公

共
の

福
祉

」
所

載
。

1
32

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

3号
静

岡
大

学
昭

和
33

19
58

7
5

雑
誌

印
刷

86
頁

1
33

静
岡

大
学

法
経

学
会

『
産

業
と

科
学

』
第

6号
静

岡
大

学
昭

和
35

19
60

3
15

雑
誌

印
刷

90
頁

1
34

法
政

大
学

法
学

志
林

協
会

『
法

学
志

林
』

第
47

巻
第

1号
（

第
53

5号
）

法
政

大
学

昭
和

24
19

49
7

10
雑

誌
印

刷
11

6頁
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

の
人

民
主

権
論

」
所

載
。

1
35

『
法

律
時

報
』

7月
号

臨
時

増
刊

 第
32

巻
第

8号
通

巻
36

5号
日

本
評

論
社

昭
和

35
19

60
6

28
雑

誌
印

刷
46

4頁
特

集
「

改
正

刑
法

準
備

草
案

の
総

合
的

検
討

」。

1
36

『
法

律
時

報
』

5月
号

臨
時

増
刊

 第
31

巻
第

5号
通

巻
34

9号
日

本
評

論
社

昭
和

34
19

59
4

25
雑

誌
印

刷
22

4頁
特

集
「

憲
法

と
裁

判
官

 い
わ

ゆ
る

伊
達

判
決

を
中

心
に

」。
鈴

木
安

蔵
「

米
軍

駐
留

お
よ

び
特

別
法

違
憲

判
決

」
所

載
。

別
表
１
　「
鈴
木
安
蔵
旧
蔵
資
料
」
未
整
理
資
料

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
1

『
政

治
批

判
』

創
刊

号
政

治
批

判
社

昭
和

2
19

27
2

1
雑

誌
印

刷
76

頁
月

刊
。

弘
文

堂
東

京
店

発
売

元
。

1
2

『
政

治
批

判
』

第
2号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

3
13

雑
誌

印
刷

12
5頁

表
紙

左
上

に
「

栗
原

」〔
栗

原
佑

カ
〕

と
鉛

筆
書

き
あ

り
。

小
村

秀
夫

「
第

五
十

二
議

会
は

如
何

な
る

予
算

案
を

鵜
呑

み
に

し
た

か
？

」
に

傍
線

や
書

込
み

あ
り

。

1
3

『
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
』

第
48

号
国

立
国

会
図

書
館

調
査

立
法

考
査

局
昭

和
30

19
55

1
20

雑
誌

印
刷

22
4頁

表
紙

に
目

次
あ

り
。

目
次

の
題

目
「

日
本

の
新

憲
法

と
極

東
委

員
会

」
に

朱
引

き
あ

り
。

当
該

論
説

に
朱

引
き

や
印

あ
り

。
栞

や
附

箋
の

挟
み

も
あ

り
。

1
4

『
歴

史
科

学
』

第
2巻

第
6号

白
揚

社
昭

和
8

19
33

8
1

雑
誌

印
刷

11
2頁

鈴
木

安
蔵

著
「

明
治

政
治

史
研

究
文

献
」「

日
本

憲
法

史
研

究
文

献
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

服
部

之
総

「
明

治
史

の
た

め
の

諸
文

献
」、

信
夫

清
三

郎
「

明
治

外
交

史
文

献
」

に
朱

引
き

あ
り

。

1
5

『
政

治
批

判
』

第
3号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

4
12

雑
誌

印
刷

14
2頁

表
紙

左
上

に
「

栗
原

」〔
栗

原
佑

カ
〕

と
鉛

筆
書

き
あ

り
。

島
田

文
武

「
学

生
運

動
の

方
向

転
換

」
に

朱
引

き
あ

り
。

1
6

『
政

治
批

判
』

第
4号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

5
12

雑
誌

印
刷

66
頁

表
紙

左
上

に
「

Y
.K

ur
ih

ar
a」

〔
栗

原
佑

〕
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
特

別
記

事
「

所
謂

『
田

中
大

将
事

件
』

の
根

本
資

料
 清

瀬
代

議
士

は
何

故
議

会
で

締
め

ら
れ

た
か

？
」

に
ペ

ン
に

て
傍

線
、

印
の

書
込

み
あ

り
。

1
7

『
政

治
批

判
』

第
6号

政
治

批
判

社
昭

和
2

19
27

7
15

雑
誌

印
刷

10
1頁

橋
本

一
政

「
地

租
委

譲
に

就
い

て
」、

堀
田

匡
「

預
金

部
資

金
の

濫
用

を
論

ず
―

興
銀

の
損

失
補

償
契

約
―

」
に

鉛
筆

に
て

傍
線

・
傍

点
、

書
込

み
あ

り
。

1
8

『
社

会
学

』
第

5号
森

山
書

店
昭

和
8

19
33

4
5

雑
誌

印
刷

17
3頁

田
辺

寿
利

・
古

野
清

人
共

同
編

輯
。

森
山

書
店

発
行

。
洞

富
雄

「
古

代
日

本
に

於
け

る
招

婿
婚

の
問

題
」

に
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
※

同
誌

内
に

、
小

高
良

雄
「

日
本

憲
法

の
理

論
的

背
景

に
関

す
る

ノ
ー

ト
」

が
所

載
さ

れ
て

い
る

が
、

書
込

み
な

し
。

1
9

『
静

岡
大

学
文

理
学

部
研

究
報

告
 社

会
科

学
』

第
4号

静
岡

大
学

昭
和

30
19

55
12

25
雑

誌
印

刷
17

2頁
鈴

木
安

蔵
「

大
学

に
お

け
る

表
現

の
自

由
」

所
載

。

1
10

『
静

岡
大

学
文

理
学

部
研

究
報

告
 社

会
科

学
』

第
7号

静
岡

大
学

昭
和

33
19

58
12

20
雑

誌
印

刷
19

1頁
鈴

木
安

蔵
「

公
法

学
に

お
け

る
国

家
概

念
」

所
載

。

1
11

『
静

岡
大

学
 法

経
研

究
』

15
巻

1号
（

通
巻

32
号

）
静

岡
大

学
昭

和
41

19
66

7
20

雑
誌

印
刷

15
6頁

『
産

業
と

科
学

』
改

題
。

静
岡

大
学

法
経

学
会

発
行

。
鈴

木
安

蔵
著

論
説

「
社

会
国

家
・

福
祉

国
家

論
の

批
判

」
所

載
。

1
12

「
改

憲
問

題
の

前
提

諸
問

題
」

別
刷

静
岡

大
学

昭
和

39
19

64
3

小
冊

子
印

刷
27

頁
静

岡
大

学
文

理
学

部
『

産
業

と
科

学
』

第
14

号
所

載
論

説
。

1
13

静
岡

大
学

文
理

・
人

文
学

部
同

窓
会

『
岳

』
第

3号
静

岡
大

学
昭

和
57

19
82

3
25

雑
誌

印
刷

46
頁

1
14

『
朝

日
評

論
』

第
4巻

第
9号

（
通

巻
43

号
）

朝
日

評
論

社
昭

和
24

19
49

9
1

雑
誌

印
刷

12
8頁

大
内

兵
衛

・
小

島
祐

馬
・

長
谷

川
如

是
閑

「
河

上
肇

と
櫛

田
民

蔵
を

語
る

」
に

附
箋

の
挟

み
あ

り
。

1
15

『
治

安
と

人
権

』
N

o.
 4

0号
治

安
協

会
〔

昭
和

43
〕

〔
19

68
〕

雑
誌

印
刷

24
頁

鈴
木

安
蔵

「
人

権
意

識
と

愛
国

心
」

所
載

。
発

行
年

月
日

の
記

載
は

な
い

が
、「

世
界

人
権

宣
言

採
択

20
周

年
」

の
記

載
よ

り
19

68
年

と
推

定
。

1
16

『
現

代
と

思
想

』
29

青
木

書
店

昭
和

52
19

77
9

25
雑

誌
印

刷
28

2頁
特

集
「

現
代

社
会

主
義

論
」。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（81）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
52

司
法

研
修

所
『

司
法

研
究

報
告

書
 第

2輯
第

1号
 司

法
に

関
す

る
国

会
の

国
政

調
査

権
の

範
囲

及
び

限
界

』
司

法
研

修
所

昭
和

24
19

49
5

雑
誌

印
刷

21
0頁

表
紙

に
「

禁
転

載
」

と
あ

り
。

表
紙

が
外

れ
て

い
る

。

1
53

『
信

州
白

樺
』

第
44

・
45

・
46

合
併

号
 自

由
民

権
運

動
百

年
記

念
特

集
号

宮
坂

栄
一

昭
和

56
19

81
10

30
雑

誌
印

刷
45

6頁
鈴

木
安

蔵
「

わ
た

し
に

と
っ

て
の

「
自

由
民

権
」」

所
載

。

1
54

『
書

評
』

第
9号

日
本

出
版

協
会

昭
和

22
19

47
12

1
雑

誌
印

刷
64

頁
「

贈
呈

」
の

朱
印

あ
り

。

1
55

『
帝

国
農

会
報

』
12

月
号

（
第

31
巻

第
12

号
）

帝
国

農
会

昭
和

16
19

41
12

1
雑

誌
印

刷
14

4頁
鈴

木
安

蔵
「

自
己

統
制

、
官

僚
統

制
お

よ
び

自
主

的
国

家
統

制
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

帝
国

農
会

は
系

統
農

会
機

関
。

1
56

『
土

佐
史

談
』

第
59

号
土

佐
史

談
会

昭
和

12
19

37
6

10
雑

誌
印

刷
17

0頁
表

紙
に

「
光

顕
題

簽
」

と
あ

り
。

鈴
木

安
蔵

「
左

派
民

権
論

に
つ

い
て

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
57

『
土

佐
史

談
』

第
15

8号
 自

由
民

権
百

年
記

念
特

集
号

土
佐

史
談

会
昭

和
57

19
82

1
30

雑
誌

印
刷

15
2頁

鈴
木

安
蔵

「
植

木
枝

盛
の

主
権

論
」

所
載

。

1
58

『
東

亜
文

化
圏

』
8月

号
（

第
3巻

第
8号

）
財

団
法

人
青

年
文

化
協

会
東

亜
文

化
圏

社
昭

和
19

19
44

8
1

雑
誌

印
刷

80
頁

鈴
木

安
蔵

「
支

那
問

題
直

論
」

所
載

。
文

化
政

策
研

究
雑

誌
。

1
59

『
統

制
経

済
』

1月
号

（
第

2巻
第

1号
）

有
斐

閣
昭

和
18

19
43

1
1

雑
誌

印
刷

15
2頁

鈴
木

安
蔵

「
新

政
治

体
制

と
日

本
憲

法
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

1
60

『
図

書
』

第
32

4号
岩

波
書

店
昭

和
51

19
76

8
1

雑
誌

印
刷

82
頁

斎
藤

信
治

「
石

原
謙

先
生

の
想

い
出

」
記

事
に

朱
鉛

筆
に

て
印

な
ど

の
書

込
み

あ
り

。

1
61

『
図

書
』

第
33

4号
岩

波
書

店
昭

和
52

19
77

6
1

雑
誌

印
刷

84
頁

1
62

『
歴

史
科

学
』

12
月

号
（

第
2巻

第
10

号
）

白
揚

社
昭

和
8

19
33

12
1

雑
誌

印
刷

84
頁

鈴
木

安
蔵

「
条

約
改

正
史

文
献

そ
の

他
」

所
載

。

1
63

『
歴

史
日

本
』

7月
号

（
第

1巻
第

1号
）

雄
山

閣
昭

和
17

19
42

7
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

鈴
木

安
蔵

「
伊

藤
博

文
の

生
涯

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
64

『
前

衛
』

N
o.

41
6

日
本

共
産

党
中

央
委

員
会

昭
和

52
19

77
10

1
雑

誌
印

刷
24

4頁
日

本
共

産
党

中
央

委
員

会
理

論
政

治
誌

。

2
65

レ
ー

ニ
ン

著
・

堀
江

邑
一

訳
『

国
家

と
革

命
』

国
民

文
庫

社
昭

和
27

19
52

10
25

書
籍

印
刷

25
2頁

朱
引

き
な

ど
書

込
み

あ
り

。

2
66

清
宮

四
郎

編
『

憲
法

（
下

）』
青

林
書

院
昭

和
33

19
58

3
25

書
籍

印
刷

42
4頁

清
宮

四
郎

は
東

北
大

学
教

授
。

2
67

ソ
同

盟
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

哲
学

研
究

所
コ

ン
ス

タ
ン

チ
ー

ノ
フ

監
修

・
ソ

ヴ
ェ

ト
研

究
者

協
会

訳
『

史
的

唯
物

論
』

上
巻

大
月

書
店

昭
和

26
19

51
11

30
書

籍
印

刷
50

9頁
見

返
し

に
「

一
九

五
一

年
十

二
月

二
十

日
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
の

傍
線

、
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
68

鈴
木

安
蔵

『
明

治
維

新
政

治
史

』
中

央
公

論
社

昭
和

17
19

42
11

20
書

籍
印

刷
49

7頁
見

返
し

（
表

表
紙

）
に

「
著

者
校

訂
本

 十
二

月
十

日
入

手
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

に
12

月
13

日
付

と
12

月
20

日
付

の
『

朝
日

新
聞

』
広

告
切

抜
き

の
貼

付
あ

り
。

2
69

R
・

ト
ロ

イ
マ

ン
著

、
小

林
孝

輔
・

佐
々

木
高

雄
訳

『
モ

ナ
ル

コ
マ

キ
―

人
民

主
権

論
の

源
流

―
』

学
陽

書
房

昭
和

51
19

76
10

15
書

籍
印

刷
12

4頁
小

林
孝

輔
か

ら
の

謹
呈

本
。

扉
に

ペ
ン

に
て

「
一

九
七

六
年

九
月

廿
一

日
―

廿
二

日
迄

読
了

」
と

書
込

み
あ

り
。

朱
引

き
あ

り
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
37

『
改

造
』

2月
号

 第
16

巻
第

2号
改

造
社

昭
和

9
19

34
2

1
雑

誌
印

刷
35

3頁
鈴

木
安

蔵
「

言
論

自
由

論
の

回
顧

」
所

載
。

島
田

俊
雄

・
長

谷
川

如
是

閑
・

富
田

幸
次

郎
・

佐
々

弘
雄

・
松

岡
洋

右
・

大
森

義
太

郎
・

中
野

正
剛

・
山

本
実

彦
「

政
党

政
治

は
復

活
す

る
か

」
座

談
会

掲
載

あ
り

。

1
38

恒
藤

恭
・

末
川

博
編

集
『

憲
法

と
自

衛
権

』
季

刊
法

律
学

第
28

号
有

斐
閣

昭
和

34
19

59
10

10
雑

誌
印

刷
18

4頁

鈴
木

安
蔵

「
日

本
国

憲
法

と
自

衛
権

」
所

載
。『

学
園

新
聞

』
昭

和
3

4
年

1
0

月
5

日
の

「
条

約
と

憲
法

の
関

係
」

論
争

点
、

中
村

哲
「

条
約

は
人

権
を

侵
し

え
な

い
　

憲
法

は
条

約
よ

り
上

位
」、

田
岡

良
一

「「
世

界
論

」
が

優
劣

の
規

準
 憲

法
と

条
約

は
別

個
の

も
の

」
記

事
切

抜
き

の
挟

み
込

み
あ

り
。

1
39

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
N

o.
3

新
日

本
出

版
社

昭
和

47
19

72
1

1
雑

誌
印

刷
19

2頁

冬
季

号
。

特
集

「
近

代
日

本
に

お
け

る
国

家
意

識
」。

巻
頭

論
説

「
日

本
に

お
け

る
社

会
科

学
の

成
立

前
後

」
著

者
・

住
谷

悦
治

か
ら

の
謹

呈
。

鈴
木

安
蔵

が
大

正
14

年
に

逮
捕

さ
れ

た
時

の
回

顧
記

述
あ

り
。

そ
の

箇
所

に
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

1
40

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
N

o.
45

新
日

本
出

版
社

昭
和

57
19

82
7

1
雑

誌
印

刷
19

2頁
夏

季
号

。
特

集
「

現
代

世
界

と
平

和
」。

表
紙

目
次

中
の

「
平

和
憲

法
の

論
理

と
思

想
 鈴

木
安

蔵
 比

較
三

原
則

法
案

の
今

日
的

意
義

 長
谷

川
正

安
」

に
朱

引
き

あ
り

。

1
41

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
総

目
録

N
o.

1～
N

o.
30

 
19

71
.7

～
19

78
.1

0
新

日
本

出
版

社
〔

昭
和

53
〕

〔
19

78
〕

雑
誌

印
刷

24
頁

1
42

日
本

公
法

学
会

『
公

法
研

究
』

第
42

号
有

斐
閣

昭
和

55
19

80
10

5
雑

誌
印

刷
26

5頁

1
43

公
明

党
政

治
理

論
誌

『
公

明
』

第
14

2号
公

明
党

昭
和

49
19

74
5

1
雑

誌
印

刷
17

6頁
特

集
「（

一
）

狂
乱

物
価

を
追

及
す

る
公

明
党

」「
（

二
）

現
憲

法
を

考
え

る
」。

特
集

（
二

）
の

筆
頭

論
説

に
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

」
所

載
。

1
44

伊
豆

公
夫

著
『〔

青
共

文
庫

第
8輯

 青
年

の
た

め
の

世
界

歴
史

』
正

旗
社

昭
和

21
19

46
7

1
雑

誌
印

刷
62

頁

1
45

『
学

灯
』

第
43

巻
8月

号
 

丸
善

昭
和

14
19

39
8

20
雑

誌
印

刷
78

頁
鈴

木
安

蔵
「

明
治

初
年

に
於

け
る

丸
善

出
版

の
政

治
文

献
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

1
46

『
明

治
政

治
史

研
究

』
第

1輯
ナ

ウ
カ

社
昭

和
10

19
35

12
10

雑
誌

印
刷

20
0頁

特
輯

「
憲

法
研

究
」。

鈴
木

安
蔵

「
我

が
国

諸
学

者
の

法
概

念
―

国
家

命
令

説
お

よ
び

諸
規

範
説

に
対

す
る

批
評

―
」

所
載

。

1
47

『
民

主
文

化
』

3月
号

（
第

1巻
第

3号
）

中
外

出
版

株
式

会
社

昭
和

21
19

46
3

10
雑

誌
印

刷
48

頁
鈴

木
安

蔵
「

偉
大

な
る

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ス

ト
河

上
肇

博
士

」
所

載
。

1
48

『
民

主
文

化
』

3月
号

（
第

1巻
第

3号
）

中
外

出
版

株
式

会
社

昭
和

21
19

46
3

10
雑

誌
印

刷
48

頁
鈴

木
安

蔵
「

偉
大

な
る

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ス

ト
河

上
肇

博
士

」
所

載
。

整
理

番
号

47
と

同
雑

誌
。

1
49

『
政

界
往

来
』

12
月

特
輯

号
（

第
12

巻
第

12
号

）
政

界
往

来
社

昭
和

16
19

41
12

8
雑

誌
印

刷
20

8頁
鈴

木
安

蔵
「

文
化

的
貧

困
の

克
服

―
東

条
内

閣
に

対
す

る
希

望
―

」
所

載
。

朱
字

に
て

文
字

訂
正

書
込

み
あ

り
。

1
50

『
政

界
往

来
』

10
月

特
輯

号
（

第
13

巻
第

10
号

）
政

界
往

来
社

昭
和

17
19

42
10

8
雑

誌
印

刷
17

6頁
鈴

木
安

蔵
「

共
栄

圏
文

化
指

導
の

方
策

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
51

『
政

界
往

来
』

4月
特

輯
号

（
第

14
巻

第
4号

）
政

界
往

来
社

昭
和

18
19

43
4

8
雑

誌
印

刷
12

8頁
鈴

木
安

蔵
「

挙
国

的
国

民
政

治
組

織
の

法
理

」
所

載
。

ペ
ン

字
に

て
文

字
訂

正
書

込
み

あ
り

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
52

司
法

研
修

所
『

司
法

研
究

報
告

書
 第

2輯
第

1号
 司

法
に

関
す

る
国

会
の

国
政

調
査

権
の

範
囲

及
び

限
界

』
司

法
研

修
所

昭
和

24
19

49
5

雑
誌

印
刷

21
0頁

表
紙

に
「

禁
転

載
」

と
あ

り
。

表
紙

が
外

れ
て

い
る

。

1
53

『
信

州
白

樺
』

第
44

・
45

・
46

合
併

号
 自

由
民

権
運

動
百

年
記

念
特

集
号

宮
坂

栄
一

昭
和

56
19

81
10

30
雑

誌
印

刷
45

6頁
鈴

木
安

蔵
「

わ
た

し
に

と
っ

て
の

「
自

由
民

権
」」

所
載

。

1
54

『
書

評
』

第
9号

日
本

出
版

協
会

昭
和

22
19

47
12

1
雑

誌
印

刷
64

頁
「

贈
呈

」
の

朱
印

あ
り

。

1
55

『
帝

国
農

会
報

』
12

月
号

（
第

31
巻

第
12

号
）

帝
国

農
会

昭
和

16
19

41
12

1
雑

誌
印

刷
14

4頁
鈴

木
安

蔵
「

自
己

統
制

、
官

僚
統

制
お

よ
び

自
主

的
国

家
統

制
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

帝
国

農
会

は
系

統
農

会
機

関
。

1
56

『
土

佐
史

談
』

第
59

号
土

佐
史

談
会

昭
和

12
19

37
6

10
雑

誌
印

刷
17

0頁
表

紙
に

「
光

顕
題

簽
」

と
あ

り
。

鈴
木

安
蔵

「
左

派
民

権
論

に
つ

い
て

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
57

『
土

佐
史

談
』

第
15

8号
 自

由
民

権
百

年
記

念
特

集
号

土
佐

史
談

会
昭

和
57

19
82

1
30

雑
誌

印
刷

15
2頁

鈴
木

安
蔵

「
植

木
枝

盛
の

主
権

論
」

所
載

。

1
58

『
東

亜
文

化
圏

』
8月

号
（

第
3巻

第
8号

）
財

団
法

人
青

年
文

化
協

会
東

亜
文

化
圏

社
昭

和
19

19
44

8
1

雑
誌

印
刷

80
頁

鈴
木

安
蔵

「
支

那
問

題
直

論
」

所
載

。
文

化
政

策
研

究
雑

誌
。

1
59

『
統

制
経

済
』

1月
号

（
第

2巻
第

1号
）

有
斐

閣
昭

和
18

19
43

1
1

雑
誌

印
刷

15
2頁

鈴
木

安
蔵

「
新

政
治

体
制

と
日

本
憲

法
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

1
60

『
図

書
』

第
32

4号
岩

波
書

店
昭

和
51

19
76

8
1

雑
誌

印
刷

82
頁

斎
藤

信
治

「
石

原
謙

先
生

の
想

い
出

」
記

事
に

朱
鉛

筆
に

て
印

な
ど

の
書

込
み

あ
り

。

1
61

『
図

書
』

第
33

4号
岩

波
書

店
昭

和
52

19
77

6
1

雑
誌

印
刷

84
頁

1
62

『
歴

史
科

学
』

12
月

号
（

第
2巻

第
10

号
）

白
揚

社
昭

和
8

19
33

12
1

雑
誌

印
刷

84
頁

鈴
木

安
蔵

「
条

約
改

正
史

文
献

そ
の

他
」

所
載

。

1
63

『
歴

史
日

本
』

7月
号

（
第

1巻
第

1号
）

雄
山

閣
昭

和
17

19
42

7
1

雑
誌

印
刷

16
0頁

鈴
木

安
蔵

「
伊

藤
博

文
の

生
涯

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
64

『
前

衛
』

N
o.

41
6

日
本

共
産

党
中

央
委

員
会

昭
和

52
19

77
10

1
雑

誌
印

刷
24

4頁
日

本
共

産
党

中
央

委
員

会
理

論
政

治
誌

。

2
65

レ
ー

ニ
ン

著
・

堀
江

邑
一

訳
『

国
家

と
革

命
』

国
民

文
庫

社
昭

和
27

19
52

10
25

書
籍

印
刷

25
2頁

朱
引

き
な

ど
書

込
み

あ
り

。

2
66

清
宮

四
郎

編
『

憲
法

（
下

）』
青

林
書

院
昭

和
33

19
58

3
25

書
籍

印
刷

42
4頁

清
宮

四
郎

は
東

北
大

学
教

授
。

2
67

ソ
同

盟
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

哲
学

研
究

所
コ

ン
ス

タ
ン

チ
ー

ノ
フ

監
修

・
ソ

ヴ
ェ

ト
研

究
者

協
会

訳
『

史
的

唯
物

論
』

上
巻

大
月

書
店

昭
和

26
19

51
11

30
書

籍
印

刷
50

9頁
見

返
し

に
「

一
九

五
一

年
十

二
月

二
十

日
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
の

傍
線

、
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
68

鈴
木

安
蔵

『
明

治
維

新
政

治
史

』
中

央
公

論
社

昭
和

17
19

42
11

20
書

籍
印

刷
49

7頁
見

返
し

（
表

表
紙

）
に

「
著

者
校

訂
本

 十
二

月
十

日
入

手
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

に
12

月
13

日
付

と
12

月
20

日
付

の
『

朝
日

新
聞

』
広

告
切

抜
き

の
貼

付
あ

り
。

2
69

R
・

ト
ロ

イ
マ

ン
著

、
小

林
孝

輔
・

佐
々

木
高

雄
訳

『
モ

ナ
ル

コ
マ

キ
―

人
民

主
権

論
の

源
流

―
』

学
陽

書
房

昭
和

51
19

76
10

15
書

籍
印

刷
12

4頁
小

林
孝

輔
か

ら
の

謹
呈

本
。

扉
に

ペ
ン

に
て

「
一

九
七

六
年

九
月

廿
一

日
―

廿
二

日
迄

読
了

」
と

書
込

み
あ

り
。

朱
引

き
あ

り
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
37

『
改

造
』

2月
号

 第
16

巻
第

2号
改

造
社

昭
和

9
19

34
2

1
雑

誌
印

刷
35

3頁
鈴

木
安

蔵
「

言
論

自
由

論
の

回
顧

」
所

載
。

島
田

俊
雄

・
長

谷
川

如
是

閑
・

富
田

幸
次

郎
・

佐
々

弘
雄

・
松

岡
洋

右
・

大
森

義
太

郎
・

中
野

正
剛

・
山

本
実

彦
「

政
党

政
治

は
復

活
す

る
か

」
座

談
会

掲
載

あ
り

。

1
38

恒
藤

恭
・

末
川

博
編

集
『

憲
法

と
自

衛
権

』
季

刊
法

律
学

第
28

号
有

斐
閣

昭
和

34
19

59
10

10
雑

誌
印

刷
18

4頁

鈴
木

安
蔵

「
日

本
国

憲
法

と
自

衛
権

」
所

載
。『

学
園

新
聞

』
昭

和
3

4
年

1
0

月
5

日
の

「
条

約
と

憲
法

の
関

係
」

論
争

点
、

中
村

哲
「

条
約

は
人

権
を

侵
し

え
な

い
　

憲
法

は
条

約
よ

り
上

位
」、

田
岡

良
一

「「
世

界
論

」
が

優
劣

の
規

準
 憲

法
と

条
約

は
別

個
の

も
の

」
記

事
切

抜
き

の
挟

み
込

み
あ

り
。

1
39

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
N

o.
3

新
日

本
出

版
社

昭
和

47
19

72
1

1
雑

誌
印

刷
19

2頁

冬
季

号
。

特
集

「
近

代
日

本
に

お
け

る
国

家
意

識
」。

巻
頭

論
説

「
日

本
に

お
け

る
社

会
科

学
の

成
立

前
後

」
著

者
・

住
谷

悦
治

か
ら

の
謹

呈
。

鈴
木

安
蔵

が
大

正
14

年
に

逮
捕

さ
れ

た
時

の
回

顧
記

述
あ

り
。

そ
の

箇
所

に
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

1
40

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
N

o.
45

新
日

本
出

版
社

昭
和

57
19

82
7

1
雑

誌
印

刷
19

2頁
夏

季
号

。
特

集
「

現
代

世
界

と
平

和
」。

表
紙

目
次

中
の

「
平

和
憲

法
の

論
理

と
思

想
 鈴

木
安

蔵
 比

較
三

原
則

法
案

の
今

日
的

意
義

 長
谷

川
正

安
」

に
朱

引
き

あ
り

。

1
41

『
季

刊
 科

学
と

思
想

』
総

目
録

N
o.

1～
N

o.
30

 
19

71
.7

～
19

78
.1

0
新

日
本

出
版

社
〔

昭
和

53
〕

〔
19

78
〕

雑
誌

印
刷

24
頁

1
42

日
本

公
法

学
会

『
公

法
研

究
』

第
42

号
有

斐
閣

昭
和

55
19

80
10

5
雑

誌
印

刷
26

5頁

1
43

公
明

党
政

治
理

論
誌

『
公

明
』

第
14

2号
公

明
党

昭
和

49
19

74
5

1
雑

誌
印

刷
17

6頁
特

集
「（

一
）

狂
乱

物
価

を
追

及
す

る
公

明
党

」「
（

二
）

現
憲

法
を

考
え

る
」。

特
集

（
二

）
の

筆
頭

論
説

に
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
の

基
本

原
理

」
所

載
。

1
44

伊
豆

公
夫

著
『〔

青
共

文
庫

第
8輯

 青
年

の
た

め
の

世
界

歴
史

』
正

旗
社

昭
和

21
19

46
7

1
雑

誌
印

刷
62

頁

1
45

『
学

灯
』

第
43

巻
8月

号
 

丸
善

昭
和

14
19

39
8

20
雑

誌
印

刷
78

頁
鈴

木
安

蔵
「

明
治

初
年

に
於

け
る

丸
善

出
版

の
政

治
文

献
」

所
載

部
分

が
切

り
抜

か
れ

て
い

る
。

1
46

『
明

治
政

治
史

研
究

』
第

1輯
ナ

ウ
カ

社
昭

和
10

19
35

12
10

雑
誌

印
刷

20
0頁

特
輯

「
憲

法
研

究
」。

鈴
木

安
蔵

「
我

が
国

諸
学

者
の

法
概

念
―

国
家

命
令

説
お

よ
び

諸
規

範
説

に
対

す
る

批
評

―
」

所
載

。

1
47

『
民

主
文

化
』

3月
号

（
第

1巻
第

3号
）

中
外

出
版

株
式

会
社

昭
和

21
19

46
3

10
雑

誌
印

刷
48

頁
鈴

木
安

蔵
「

偉
大

な
る

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ス

ト
河

上
肇

博
士

」
所

載
。

1
48

『
民

主
文

化
』

3月
号

（
第

1巻
第

3号
）

中
外

出
版

株
式

会
社

昭
和

21
19

46
3

10
雑

誌
印

刷
48

頁
鈴

木
安

蔵
「

偉
大

な
る

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ス

ト
河

上
肇

博
士

」
所

載
。

整
理

番
号

47
と

同
雑

誌
。

1
49

『
政

界
往

来
』

12
月

特
輯

号
（

第
12

巻
第

12
号

）
政

界
往

来
社

昭
和

16
19

41
12

8
雑

誌
印

刷
20

8頁
鈴

木
安

蔵
「

文
化

的
貧

困
の

克
服

―
東

条
内

閣
に

対
す

る
希

望
―

」
所

載
。

朱
字

に
て

文
字

訂
正

書
込

み
あ

り
。

1
50

『
政

界
往

来
』

10
月

特
輯

号
（

第
13

巻
第

10
号

）
政

界
往

来
社

昭
和

17
19

42
10

8
雑

誌
印

刷
17

6頁
鈴

木
安

蔵
「

共
栄

圏
文

化
指

導
の

方
策

」
所

載
部

分
が

切
り

抜
か

れ
て

い
る

。

1
51

『
政

界
往

来
』

4月
特

輯
号

（
第

14
巻

第
4号

）
政

界
往

来
社

昭
和

18
19

43
4

8
雑

誌
印

刷
12

8頁
鈴

木
安

蔵
「

挙
国

的
国

民
政

治
組

織
の

法
理

」
所

載
。

ペ
ン

字
に

て
文

字
訂

正
書

込
み

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（83）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
78

鈴
木

安
蔵

『
憲

法
と

条
約

と
駐

留
軍

』
至

誠
社

昭
和

34
19

59
4

30
書

籍
印

刷
25

7頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
五

九
年

五
月

一
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
昭

和
三

十
二

年
の

夏
、

鑑
定

書
執

筆
の

た
め

苦
心

し
て

諸
学

者
の

論
著

も
よ

み
、

思
索

も
し

て
一

応
到

達
し

た
と

こ
ろ

の
も

の
が

、
一

〇
月

の
鑑

定
書

で
あ

っ
た

。
そ

れ
を

さ
ら

に
愛

大
法

経
論

集
に

発
表

す
る

と
き

、
推

敲
し

た
。

今
度

の
判

決
を

機
と

し
て

諸
学

者
の

欠
所

を
か

え
り

み
つ

つ
、

さ
ら

に
論

点
を

ふ
か

く
検

討
す

る
こ

と
が

、
つ

ぎ
の

仕
事

で
あ

る
。」

と
の

書
込

み
あ

り
。

43
・

60
・

61
・

69
頁

等
に

加
除

修
正

、
メ

モ
あ

り
。「

資
料

」
に

青
鉛

筆
に

て
傍

線
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

に
田

畑
茂

二
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

著
『

憲
法

と
条

約
と

駐
留

軍
』 

米
軍

駐
留

の
違

憲
を

示
す

 一
読

を
す

す
め

た
い

本
」（

『
学

園
新

聞
』

昭
和

34
年

6月
1日

）
切

抜
き

貼
付

あ
り

。「
御

政
協

定
合

憲
（

東
京

高
裁

、
三

〇
・

一
〇

・
三

一
）」

書
込

み
あ

り
。

2
79

鈴
木

安
蔵

『
政

治
学

』
青

林
書

院
昭

和
30

19
55

5
25

書
籍

印
刷

38
4頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

昭
和

卅
七

年
度

講
義

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
奥

付
頁

に
「

一
九

六
〇

年
一

月
廿

八
日

了
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
、「

「
政

治
学

」
な

ど
と

い
う

通
俗

的
意

味
の

用
語

論
の

分
析

」（
12

0頁
）

な
ど

の
書

込
み

あ
り

。

2
80

岡
本

清
一

・
藤

馬
龍

太
郎

『
年

表
議

会
政

治
史

』
至

誠
社

昭
和

35
19

60
4

28
書

籍
印

刷
37

3頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

2
81

佐
佐

木
信

綱
『

万
葉

集
選

釈
』

明
治

書
院

大
正

7
19

18
4

20
書

籍
印

刷
37

6頁

三
版

。
見

返
し

（
右

側
）

に
「

一
九

三
九

年
（

昭
和

十
四

年
）

二
月

十
九

日
夕

 本
書

は
私

が
始

め
て

万
葉

集
に

興
味

を
抱

い
た

際
畏

敬
す

る
大

塚
金

之
助

兄
に

問
合

せ
し

と
こ

ろ
、

同
兄

よ
り

こ
れ

が
最

も
良

き
参

考
書

な
り

と
て

贈
ら

れ
た

も
の

。
小

菅
に

お
い

て
受

取
り

、
や

が
て

河
上

先
生

が
歌

に
親

し
み

、
万

葉
集

を
研

究
し

た
い

と
言

は
れ

し
を

伝
聞

し
、

先
生

へ
御

差
入

れ
を

河
上

夫
人

に
托

し
て

獄
中

に
て

閲
読

し
頂

き
た

る
な

り
。

今
先

生
よ

り
返

送
さ

れ
し

を
見

て
、

感
慨

あ
り

、
一

言
記

し
て

書
架

に
蔵

す
。

棣
花

落
画

山
房

に
て

 風
藤

山
人

」
と

ペ
ン

に
て

書
き

込
み

あ
り

。
見

返
し

（
左

側
）

に
小

包
の

表
書

き
「

世
田

谷
区

下
馬

町
三

ノ
七

三
七

 鈴
木

安
蔵

様
 中

野
区

氷
川

町
三

七
 河

上
肇

 昭
和

14
年

2月
18

日
消

印
あ

り
」

貼
付

あ
り

。
扉

に
「

図
書

交
付

票
」（

昭
和

10
年

12
月

17
日

、
第

75
3

番
河

上
肇

）
の

貼
付

あ
り

。

2
82

鈴
木

安
蔵

「
憲

法
講

義
案

」
第

二
分

冊
冊

子
印

刷
27

9頁
簡

易
製

本
。

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。「
附

録
」

の
空

き
ペ

ー
ス

（
27

1頁
）

に
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。「

研
究

問
題

」
に

多
数

の
加

除
修

正
あ

り
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
70

政
治

学
研

究
会

編
『

政
治

学
研

究
第

一
集

』
実

業
之

日
本

社
昭

和
23

19
48

9
5

書
籍

印
刷

16
6頁

表
紙

に
「

校
訂

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

第
三

章
は

鈴
木

安
蔵

著
「

史
的

唯
物

論
と

政
治

学
」。

当
該

箇
所

に
は

黒
ペ

ン
に

て
加

除
修

正
等

の
書

込
み

あ
り

。
第

一
章

の
蝋

山
政

道
「

社
会

科
学

に
お

け
る

政
治

学
の

地
位

」
に

も
朱

引
き

や
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

最
後

頁
の

「
政

治
学

研
究

会
趣

意
書

」
に

は
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。

2
71

杉
本

幹
夫

『
憲

法
の

階
級

性
と

普
遍

性
』

日
本

評
論

社
昭

和
50

19
75

2
20

書
籍

印
刷

28
5頁

見
返

し
に

「
連

絡
不

十
分

に
て

よ
う

や
く

本
日

入
手

 一
九

七
五

年
六

月
九

日
」

と
ペ

ン
字

に
て

書
込

み
あ

り
。

同
書

内
の

「
現

代
民

主
主

義
と

日
本

国
憲

法
の

歴
史

的
性

格
―

民
主

主
義

論
か

ら
の

人
権

論
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

―
」

論
に

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
72

秦
玄

龍
訳

『
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
農

業
問

題
集

1　
エ

ン
ゲ

ル
ス

・
ド

イ
ツ

農
民

戦
争

　
フ

ラ
ン

ス
と

ド
イ

ツ
に

お
け

る
農

民
問

題
・

マ
ル

ク
』

文
化

評
論

社
昭

和
23

19
48

2
19

書
籍

印
刷

20
3頁

朱
引

き
な

ど
書

込
み

あ
り

。

2
73

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国
科

学
院

経
済

法
学

研
究

所
編

・
在

日
本

朝
鮮

人
科

学
者

協
会

社
会

科
学

部
門

法
政

部
会

訳
『

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国
の

国
歌

・
社

会
体

制
』

日
本

評
論

社
昭

和
41

19
66

4
5

書
籍

印
刷

23
8頁

見
返

し
に

「
古

島
永

雄
君

の
厚

意
に

よ
り

て
入

手
 よ

う
や

く
読

み
は

じ
め

る
こ

と
が

で
き

た
 一

九
七

一
年

十
二

月
十

九
日

」
と

ペ
ン

字
に

て
書

込
み

あ
り

。
朱

引
き

な
ど

書
込

み
あ

り
。

2
74

K
ar

l L
oe

w
en

st
ei

n,
 P

ol
iti

ca
l P

ow
er

 a
nd

 
th

e 
G

ov
er

nm
en

ta
l P

ro
ce

ss
P

ho
en

ix
 B

oo
ks

19
65

書
籍

印
刷

46
4頁

扉
に

「
一

九
六

七
年

九
月

十
四

日
読

み
は

じ
む

」
と

ペ
ン

字
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
黒

ペ
ン

に
て

「
現

代
の

普
遍

的
な

社
会

権
　

実
行

、
完

成
」（

32
6頁

）「
こ

の
よ

う
な

流
れ

で
、

結
局

実
体

に
つ

き
当

っ
て

い
る

」（
33

3頁
）

な
ど

の
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
75

V
.I.

Le
ni

n,
 W

ha
t t

he
 “

Fr
ie

nd
s 

of
 th

e 
P

eo
pl

e”
 A

re
 a

nd
 H

ow
 T

he
y 

Fi
gh

t t
he

 
So

ci
al

-D
em

oc
ra

ts
(A

 R
ep

ly
 to

 A
rt

ic
le

s 
in

 R
us

sk
oy

e 
B

og
at

st
vo

 O
pp

os
in

g 
th

e 
M

ar
xi

st
s）

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

up
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
46

書
籍

印
刷

24
7頁

朱
引

き
、「

社
会

現
象

に
つ

い
て

の
科

学
性

」「
物

質
的

社
会

関
係

と
は

人
間

の
意

識
を

通
過

し
な

い
で

形
成

さ
れ

る
関

係
で

あ
る

」（
以

上
17

頁
）

「
科

学
的

分
析

-記
述

お
よ

び
価

値
判

断
と

区
別

す
る

べ
き

　
神

学
的

社
会

学
の

可
能

」（
18

頁
）

な
ど

の
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
76

K
.C

.ウ
ィ

ー
ア

、
伊

藤
正

己
・

小
堀

憲
助

訳
『

現
代

の
憲

法
』

勁
草

書
房

19
54

4
10

書
籍

印
刷

29
1頁

朱
引

き
あ

り
。

2
77

鈴
木

安
蔵

『
日

本
国

憲
法

概
論

』
評

論
社

昭
和

37
19

62
2

25
書

籍
印

刷
28

6頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。
見

返
し

に
「

著
者

校
訂

本
 

一
九

六
二

年
二

月
四

日
入

手
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
序

文
頁

に
「

二
月

四
日

し
る

す
　

旧
著

『
憲

法
』

を
全

部
廃

棄
す

る
の

が
惜

し
く

、
そ

こ
に

示
さ

れ
た

若
い

日
の

、
そ

の
時

点
の

情
熱

、
意

欲
、

分
析

し
、

そ
れ

ら
を

反
映

し
て

い
る

表
現

を
、

今
日

残
し

う
る

も
の

は
残

し
て

お
こ

う
と

い
う

気
持

で
、

本
書

が
一

応
の

補
正

版
と

し
て

出
来

た
。

こ
れ

か
ら

兼
ね

て
考

え
て

い
た

新
し

い
憲

法
学

的
分

析
の

本
を

書
き

た
い

。」
な

ど
、

そ
の

ほ
か

書
込

み
多

数
。

加
除

修
正

も
あ

り
。

新
聞

貼
込

み
も

あ
り

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
78

鈴
木

安
蔵

『
憲

法
と

条
約

と
駐

留
軍

』
至

誠
社

昭
和

34
19

59
4

30
書

籍
印

刷
25

7頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
五

九
年

五
月

一
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
昭

和
三

十
二

年
の

夏
、

鑑
定

書
執

筆
の

た
め

苦
心

し
て

諸
学

者
の

論
著

も
よ

み
、

思
索

も
し

て
一

応
到

達
し

た
と

こ
ろ

の
も

の
が

、
一

〇
月

の
鑑

定
書

で
あ

っ
た

。
そ

れ
を

さ
ら

に
愛

大
法

経
論

集
に

発
表

す
る

と
き

、
推

敲
し

た
。

今
度

の
判

決
を

機
と

し
て

諸
学

者
の

欠
所

を
か

え
り

み
つ

つ
、

さ
ら

に
論

点
を

ふ
か

く
検

討
す

る
こ

と
が

、
つ

ぎ
の

仕
事

で
あ

る
。」

と
の

書
込

み
あ

り
。

43
・

60
・

61
・

69
頁

等
に

加
除

修
正

、
メ

モ
あ

り
。「

資
料

」
に

青
鉛

筆
に

て
傍

線
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

に
田

畑
茂

二
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

著
『

憲
法

と
条

約
と

駐
留

軍
』 

米
軍

駐
留

の
違

憲
を

示
す

 一
読

を
す

す
め

た
い

本
」（

『
学

園
新

聞
』

昭
和

34
年

6月
1日

）
切

抜
き

貼
付

あ
り

。「
御

政
協

定
合

憲
（

東
京

高
裁

、
三

〇
・

一
〇

・
三

一
）」

書
込

み
あ

り
。

2
79

鈴
木

安
蔵

『
政

治
学

』
青

林
書

院
昭

和
30

19
55

5
25

書
籍

印
刷

38
4頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

昭
和

卅
七

年
度

講
義

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
奥

付
頁

に
「

一
九

六
〇

年
一

月
廿

八
日

了
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
、「

「
政

治
学

」
な

ど
と

い
う

通
俗

的
意

味
の

用
語

論
の

分
析

」（
12

0頁
）

な
ど

の
書

込
み

あ
り

。

2
80

岡
本

清
一

・
藤

馬
龍

太
郎

『
年

表
議

会
政

治
史

』
至

誠
社

昭
和

35
19

60
4

28
書

籍
印

刷
37

3頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

2
81

佐
佐

木
信

綱
『

万
葉

集
選

釈
』

明
治

書
院

大
正

7
19

18
4

20
書

籍
印

刷
37

6頁

三
版

。
見

返
し

（
右

側
）

に
「

一
九

三
九

年
（

昭
和

十
四

年
）

二
月

十
九

日
夕

 本
書

は
私

が
始

め
て

万
葉

集
に

興
味

を
抱

い
た

際
畏

敬
す

る
大

塚
金

之
助

兄
に

問
合

せ
し

と
こ

ろ
、

同
兄

よ
り

こ
れ

が
最

も
良

き
参

考
書

な
り

と
て

贈
ら

れ
た

も
の

。
小

菅
に

お
い

て
受

取
り

、
や

が
て

河
上

先
生

が
歌

に
親

し
み

、
万

葉
集

を
研

究
し

た
い

と
言

は
れ

し
を

伝
聞

し
、

先
生

へ
御

差
入

れ
を

河
上

夫
人

に
托

し
て

獄
中

に
て

閲
読

し
頂

き
た

る
な

り
。

今
先

生
よ

り
返

送
さ

れ
し

を
見

て
、

感
慨

あ
り

、
一

言
記

し
て

書
架

に
蔵

す
。

棣
花

落
画

山
房

に
て

 風
藤

山
人

」
と

ペ
ン

に
て

書
き

込
み

あ
り

。
見

返
し

（
左

側
）

に
小

包
の

表
書

き
「

世
田

谷
区

下
馬

町
三

ノ
七

三
七

 鈴
木

安
蔵

様
 中

野
区

氷
川

町
三

七
 河

上
肇

 昭
和

14
年

2月
18

日
消

印
あ

り
」

貼
付

あ
り

。
扉

に
「

図
書

交
付

票
」（

昭
和

10
年

12
月

17
日

、
第

75
3

番
河

上
肇

）
の

貼
付

あ
り

。

2
82

鈴
木

安
蔵

「
憲

法
講

義
案

」
第

二
分

冊
冊

子
印

刷
27

9頁
簡

易
製

本
。

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。「
附

録
」

の
空

き
ペ

ー
ス

（
27

1頁
）

に
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。「

研
究

問
題

」
に

多
数

の
加

除
修

正
あ

り
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
70

政
治

学
研

究
会

編
『

政
治

学
研

究
第

一
集

』
実

業
之

日
本

社
昭

和
23

19
48

9
5

書
籍

印
刷

16
6頁

表
紙

に
「

校
訂

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

第
三

章
は

鈴
木

安
蔵

著
「

史
的

唯
物

論
と

政
治

学
」。

当
該

箇
所

に
は

黒
ペ

ン
に

て
加

除
修

正
等

の
書

込
み

あ
り

。
第

一
章

の
蝋

山
政

道
「

社
会

科
学

に
お

け
る

政
治

学
の

地
位

」
に

も
朱

引
き

や
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

最
後

頁
の

「
政

治
学

研
究

会
趣

意
書

」
に

は
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。

2
71

杉
本

幹
夫

『
憲

法
の

階
級

性
と

普
遍

性
』

日
本

評
論

社
昭

和
50

19
75

2
20

書
籍

印
刷

28
5頁

見
返

し
に

「
連

絡
不

十
分

に
て

よ
う

や
く

本
日

入
手

 一
九

七
五

年
六

月
九

日
」

と
ペ

ン
字

に
て

書
込

み
あ

り
。

同
書

内
の

「
現

代
民

主
主

義
と

日
本

国
憲

法
の

歴
史

的
性

格
―

民
主

主
義

論
か

ら
の

人
権

論
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

―
」

論
に

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
72

秦
玄

龍
訳

『
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
農

業
問

題
集

1　
エ

ン
ゲ

ル
ス

・
ド

イ
ツ

農
民

戦
争

　
フ

ラ
ン

ス
と

ド
イ

ツ
に

お
け

る
農

民
問

題
・

マ
ル

ク
』

文
化

評
論

社
昭

和
23

19
48

2
19

書
籍

印
刷

20
3頁

朱
引

き
な

ど
書

込
み

あ
り

。

2
73

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国
科

学
院

経
済

法
学

研
究

所
編

・
在

日
本

朝
鮮

人
科

学
者

協
会

社
会

科
学

部
門

法
政

部
会

訳
『

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国
の

国
歌

・
社

会
体

制
』

日
本

評
論

社
昭

和
41

19
66

4
5

書
籍

印
刷

23
8頁

見
返

し
に

「
古

島
永

雄
君

の
厚

意
に

よ
り

て
入

手
 よ

う
や

く
読

み
は

じ
め

る
こ

と
が

で
き

た
 一

九
七

一
年

十
二

月
十

九
日

」
と

ペ
ン

字
に

て
書

込
み

あ
り

。
朱

引
き

な
ど

書
込

み
あ

り
。

2
74

K
ar

l L
oe

w
en

st
ei

n,
 P

ol
iti

ca
l P

ow
er

 a
nd

 
th

e 
G

ov
er

nm
en

ta
l P

ro
ce

ss
P

ho
en

ix
 B

oo
ks

19
65

書
籍

印
刷

46
4頁

扉
に

「
一

九
六

七
年

九
月

十
四

日
読

み
は

じ
む

」
と

ペ
ン

字
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
黒

ペ
ン

に
て

「
現

代
の

普
遍

的
な

社
会

権
　

実
行

、
完

成
」（

32
6頁

）「
こ

の
よ

う
な

流
れ

で
、

結
局

実
体

に
つ

き
当

っ
て

い
る

」（
33

3頁
）

な
ど

の
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
75

V
.I.

Le
ni

n,
 W

ha
t t

he
 “

Fr
ie

nd
s 

of
 th

e 
P

eo
pl

e”
 A

re
 a

nd
 H

ow
 T

he
y 

Fi
gh

t t
he

 
So

ci
al

-D
em

oc
ra

ts
(A

 R
ep

ly
 to

 A
rt

ic
le

s 
in

 R
us

sk
oy

e 
B

og
at

st
vo

 O
pp

os
in

g 
th

e 
M

ar
xi

st
s）

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

up
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
46

書
籍

印
刷

24
7頁

朱
引

き
、「

社
会

現
象

に
つ

い
て

の
科

学
性

」「
物

質
的

社
会

関
係

と
は

人
間

の
意

識
を

通
過

し
な

い
で

形
成

さ
れ

る
関

係
で

あ
る

」（
以

上
17

頁
）

「
科

学
的

分
析

-記
述

お
よ

び
価

値
判

断
と

区
別

す
る

べ
き

　
神

学
的

社
会

学
の

可
能

」（
18

頁
）

な
ど

の
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。

2
76

K
.C

.ウ
ィ

ー
ア

、
伊

藤
正

己
・

小
堀

憲
助

訳
『

現
代

の
憲

法
』

勁
草

書
房

19
54

4
10

書
籍

印
刷

29
1頁

朱
引

き
あ

り
。

2
77

鈴
木

安
蔵

『
日

本
国

憲
法

概
論

』
評

論
社

昭
和

37
19

62
2

25
書

籍
印

刷
28

6頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。
見

返
し

に
「

著
者

校
訂

本
 

一
九

六
二

年
二

月
四

日
入

手
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
序

文
頁

に
「

二
月

四
日

し
る

す
　

旧
著

『
憲

法
』

を
全

部
廃

棄
す

る
の

が
惜

し
く

、
そ

こ
に

示
さ

れ
た

若
い

日
の

、
そ

の
時

点
の

情
熱

、
意

欲
、

分
析

し
、

そ
れ

ら
を

反
映

し
て

い
る

表
現

を
、

今
日

残
し

う
る

も
の

は
残

し
て

お
こ

う
と

い
う

気
持

で
、

本
書

が
一

応
の

補
正

版
と

し
て

出
来

た
。

こ
れ

か
ら

兼
ね

て
考

え
て

い
た

新
し

い
憲

法
学

的
分

析
の

本
を

書
き

た
い

。」
な

ど
、

そ
の

ほ
か

書
込

み
多

数
。

加
除

修
正

も
あ

り
。

新
聞

貼
込

み
も

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（85）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
90

鈴
木

安
蔵

『
革

命
―

そ
の

理
論

と
実

際
―

』
北

隆
館

昭
和

25
19

50
4

28
書

籍
印

刷
38

9頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

右
頁

に
「

革
命

は
政

治
の

最
も

集
約

的
な

焦
点

（
de

r 
ko

nz
en

tr
ie

rt
e 

B
re

nn
pu

nk
t）

で
あ

る
か

ら
、

革
命

に
お

け
る

、
い

わ
ゆ

る
激

烈
な

、
残

虐
な

、
徹

底
的

な
権

力
主

義
、

目
的

達
成

の
た

め
に

手
段

を
選

ば
な

い
式

の
一

切
の

も
の

は
、

平
常

の
政

治
闘

争
自

体
に

お
い

て
も

演
じ

ら
れ

て
い

る
。

尤
も

、
そ

の
よ

う
な

形
態

を
と

ら
な

い
で

も
、

他
の

手
段

に
よ

っ
て

目
的

が
達

成
せ

ら
れ

る
か

ぎ
り

、
い

わ
ゆ

る
多

数
決

、
説

得
、

討
論

等
々

が
政

治
の

方
法

と
し

て
支

配
し

う
る

に
す

ぎ
な

い
の

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

の
現

実
態

が
何

よ
り

も
明

ら
か

に
こ

の
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

戦
争

は
国

際
社

会
に

お
け

る
政

治
闘

争
の

最
後

的
形

態
と

い
う

点
で

、
革

命
が

国
内

政
治

に
お

い
て

果
し

た
と

き
も

役
割

と
は

た
し

、
ま

た
同

じ
性

格
を

も
っ

て
い

る
。

の
み

な
ら

ず
、

政
治

に
お

い
て

は
、

一
国

の
革

命
の

国
際

的
要

因
を

無
視

で
き

ぬ
。」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
見

返
し

左
頁

に
「

〇
再

版
の

際
、

赤
色

を
も

っ
て

濃
く

落
ち

つ
い

た
色

彩
に

す
る

こ
と

　
〇

扉
を

文
字

だ
け

に
し

た
方

よ
し

　
〇

誤
植

相
当

多
い

か
ら

厳
密

に
訂

正
の

こ
と

 校
訂

本
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

そ
の

ほ
か

目
次

・
本

文
中

に
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

で
加

除
修

正
等

書
込

み
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

右
頁

に
尾

崎
庄

太
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

『
革

命
』 

革
命

は
革

命
と

し
て

理
解

せ
よ

」（
『

図
書

新
聞

』
昭

和
25

年
6月

28
日

）
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

2
91

鈴
木

安
蔵

『
勁

草
全

書
 国

法
学

―
憲

法
学

の
基

礎
理

論
―

』
勁

草
書

房
昭

和
35

19
60

4
10

書
籍

印
刷

25
3頁

見
返

し
右

頁
に

メ
モ

貼
付

あ
り

。
メ

モ
に

は
ペ

ン
に

て「
J.

C
.B

lu
nt

sc
hi

li 
の

著
書

 
①

Le
hr

e 
vo

m
 m

od
er

ne
n 

St
at

―
全

3
冊

 1
. 

Th
ei

l 
－

A
llg

em
ei

ne
 S

ta
tis

tik
 1

87
5（

ⅷ
＋

63
6

頁
） 

2.
 T

he
il 

－
A

llg
em

ei
ne

 S
ta

tis
tik

 1
87

6（
ⅷ

＋
67

5
頁

）
3.

 T
he

il 
P

ol
iti

k 
18

76
（

ⅹ
＋

66
4

頁
－

但
し

、
う

ち
27

頁
は

索
引

）
以

上
何

れ
も

St
ut

tg
ar

t発
行

 
②

A
llg

em
ei

ne
s 

st
aa

ts
re

ch
t―

全
2

巻
（

2
冊

）
1.

B
an

d
－

序
言

－
5章

（
B

uc
h

ノ
語

ヲ
用

ウ
）

ⅷ
＋

57
1頁

 2
.B

an
d

－
6章

～
12

章
（

〃
）

ⅷ
＋

57
1頁

 但
し

、
う

ち
14

頁
索

引
） 

初
版

年
不

明
 愛

大
蔵

書
は

5版
18

68
－

M
ün

ch
en

発
行

 ③
G

es
ch

ic
ht

e 
de

r 
W

is
se

ns
ch

af
te

n 
in

 D
eu

ts
ch

la
nd

 
叢

書
の

第
1

巻
 G

es
ch

ic
ht

e 
de

s 
al

lg
em

ei
ne

n 
St

at
sr

ec
ht

s 
un

d 
de

r 
P

ol
iti

k
－

初
版

年
不

明
 

愛
大

蔵
書

は
2版

18
67

－
M

ün
ch

en
発

行
（

1冊
本

全
21

章
）

ⅶ
＋

ⅹ
ⅵ

＋
66

7頁
 彼

が
手

を
つ

け
て

い
っ

た
順

序
も

－
（

②
と

③
と

の
初

版
の

古
さ

は
不

明
な

が
ら

）
－

大
体

解
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
な

お
、

個
別

の
目

次
が

必
要

な
ら

ご
指

示
下

さ
い

。
19

59
.0

3.
24

」
と

記
さ

れ
る

。
 

扉
に

「
著

者
校

訂
本

」
と

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。「

国
家

権
力

の
分

析
を

し
な

い
 国

家
を

社
会

の
中

に
解

消
す

る
見

地
」（

9頁
）「

家
永

三
郎

「
司

法
権

独
立

の
歴

史
的

考
察

」
一

九
六

三
年

」（
23

9頁
）

に
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
本

文
中

に
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

、
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

で
傍

線
書

込
み

あ
り

。

2
92

ソ
同

盟
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

哲
学

研
究

所
コ

ン
ス

タ
ン

チ
ー

ノ
フ

監
修

・
ソ

ヴ
ェ

ト
研

究
者

協
会

訳
『

史
的

唯
物

論
』

上
巻

大
月

書
店

昭
和

27
19

52
1

31
書

籍
印

刷
52

0頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

の
傍

線
、

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

整
理

番
号

67
の

続
書

（
下

巻
）

2
93

河
上

肇
・

大
山

郁
夫

監
修

・
政

治
批

判
社

編
輯

『
マ

ル
ク

ス
主

義
講

座
Ⅹ

』
マ

ル
ク

ス
主

義
講

座
刊

行
会

昭
和

3
19

28
10

15
書

籍
印

刷
37

0頁

表
紙

に
赤

ペ
ン

に
て

「
政

党
論

 組
合

論
」

と
記

す
。

奥
付

に
は

志
村

義
雄

編
輯

と
あ

り
。

本
書

の
中

の
第

五
編

二
「

労
働

組
合

論
 大

川
権

三
」

の
「

大
川

権
三

」
を

黒
ペ

ン
に

て
取

り
消

し
「

鈴
木

安
蔵

」
と

記
す

。
そ

の
横

に
「

と
も

か
く

纏
ま

っ
た

論
著

と
し

て
自

分
が

書
き

上
げ

た
の

は
こ

れ
が

最
初

で
あ

ら
う

 昭
和

十
六

年
七

月
十

日
記

」
と

の
書

込
み

あ
り

。
ま

た
同

文
章

に
は

赤
鉛

筆
で

傍
線

、
書

込
み

多
数

あ
り

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
83

鈴
木

安
蔵

『
日

本
憲

法
学

研
究

』
勁

草
書

房
昭

和
50

19
75

6
30

書
籍

印
刷

48
8頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

著
者

所
蔵

本
 一

九
七

五
年

六
月

十
六

日
入

手
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

ま
た

「
校

訂
本

」
と

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

字
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
七

月
二

日
付

新
聞

（
新

聞
名

不
明

）
で

の
広

告
記

事
切

り
抜

き
の

貼
付

あ
り

。
見

返
し

（
裏

表
紙

）
に

「
刊

行
が

予
定

よ
り

お
く

れ
た

た
め

に
「

終
章

に
代

え
て

」
の

一
文

を
収

め
た

た
め

、
結

果
と

し
て

、
よ

か
っ

た
と

お
も

う
。

こ
の

一
文

を
欠

い
て

は
、

本
書

全
体

を
つ

ら
ぬ

く
憲

法
学

の
あ

る
べ

き
姿

に
つ

い
て

の
余

の
見

解
が

十
分

に
う

か
が

は
な

い
う

ら
み

が
あ

っ
た

か
と

お
も

わ
れ

る
。

六
月

廿
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
右

側
に

家
永

三
郎

「
合

川
正

道
論

補
遺

訂
正

」（
『

法
律

時
報

』
昭

和
50

年
7月

号
）

切
り

抜
き

貼
付

あ
り

。
切

り
抜

き
に

青
ペ

ン
に

て
「

合
川

が
伊

藤
「

憲
法

義
解

」
と

き
び

し
く

対
立

す
る

体
制

内
批

判
主

義
の

憲
法

思
想

家
で

あ
る

こ
と

が
、

新
史

料
に

よ
り

い
っ

そ
う

確
実

と
な

り
ま

し
た

」
と

の
書

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

左
側

に
「

22
4頁

 長
尾

君
の

論
文

 刊
行

年
月

を
確

か
め

る
こ

と
」

と
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

ま
た

「
日

本
の

「
近

代
化

」」
と

題
す

る
20

0字
詰

原
稿

用
紙

2枚
貼

付
あ

り
。

2
84

C
ar

l J
oa

ch
im

 F
ri

ed
ri

ch
, T

he
  

P
hi

lo
so

ph
y 

of
 L

aw
 in

 H
is

to
ric

al
 

P
er

sp
ec

tiv
e

P
ho

en
ix

 B
oo

ks
19

63
書

籍
印

刷
29

7頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

2
85

K
ar

l K
au

ts
ky

, T
he

 D
ic

ta
to

rs
hi

p 
of

 th
e 

P
ro

le
ra

ria
t

N
at

io
na

l L
ab

ou
r

書
籍

印
刷

14
9頁

Tr
an

sl
at

ed
 b

y 
H

.J
.S

te
nn

in
g 

 S
ec

on
d 

Ed
iti

on
  初

版
は

19
19

年
。

扉
に

「
一

九
四

九
年

十
月

二
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

2
86

V
.I.

Le
ni

n,
 T

he
 S

ta
te

 : 
A

 L
ec

tu
re

 
D

el
iv

er
ed

 a
t t

he
 S

ve
rd

lo
v 

U
ni

ve
rs

ity
 

Ju
ly

 1
1,

 1
91

9

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

ub
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
50

小
冊

子
印

刷
38

頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
文

字
の

書
込

み
多

数
あ

り
。

2
87

V
.I.

Le
ni

n,
 T

he
 S

ta
te

 : 
A

 L
ec

tu
re

 
D

el
iv

er
ed

 a
t t

he
 S

ve
rd

lo
v 

U
ni

ve
rs

ity
 

Ju
ly

 1
1,

 1
91

9

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

ub
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
51

小
冊

子
印

刷
38

頁
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

一
箇

所
あ

り
（

9頁
）。

2
88

N
ik

ol
ai

 L
en

in
, T

he
 S

ov
ie

ts
 a

t 
W

or
k 

: T
he

 In
te

rn
at

io
na

l P
os

iti
on

 o
f 

th
e 

R
us

si
an

 S
ov

ie
t 

R
ep

ub
lic

 a
nd

 t
he

 
Fu

nd
am

en
ta

l P
ro

bl
em

s 
of

 t
he

 S
oc

ia
lis

t 
R

ev
ol

ut
io

n

R
an

d 
Sh

oo
l o

f 
So

ci
al

 S
ci

en
ce

19
19

小
冊

子
印

刷
48

頁
Fi

ft
h 

Ed
iti

on
  

鉛
筆

に
て

「
Y

. 
Su

zu
ki

 D
ec

em
be

r 
26

, 
19

24
」

と
書

込
み

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

、「
敵

の
陣

営
内

の
対

立
の

利
用

」（
4

頁
）

の
書

込
み

あ
り

。

2
89

鈴
木

安
蔵

『
政

治
の

知
識

』
小

冊
子

印
刷

47
頁

鈴
木

安
蔵

は
法

学
博

士
。

表
紙

に
「

著
者

校
訂

本
 （

一
九

六
三

年
三

月
校

訂
）」

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

裏
に

「
37

年
12

月
20

日
決

定
、

自
治

省
発

表
」

と
ペ

ン
に

て
、

36
年

12
月

20
日

、
35

年
11

月
20

日
、

37
年

6月
28

日
、

35
年

12
月

22
日

の
男

、
女

、
計

の
数

の
記

載
あ

り
。

目
次

1
頁

目
に

「
選

挙
人

名
簿

登
録

者
数

」
の

新
聞

切
り

抜
き

貼
付

あ
り

。「
女

性
の

権
利

宣
言

」（
17

～
19

頁
）「

男
女

の
法

的
平

等
」（

19
・

20
頁

）
の

項
目

に
赤

ペ
ン

に
て

訂
正

あ
と

あ
り

。
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
表

紙
裏

に
「

治
警

法
（

明
三

三
年

三
月

一
〇

日
）

女
子

の
不

平
等

　
五

条
 

政
事

上
の

結
社

加
入

禁
止

 五
条

二
項

 政
談

集
会

に
出

席
も

し
く

は
発

起
人

た
る

こ
と

禁
止

（
大

正
一

一
年

削
除

）」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

立正大学文学部研究紀要　第39号（86）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
90

鈴
木

安
蔵

『
革

命
―

そ
の

理
論

と
実

際
―

』
北

隆
館

昭
和

25
19

50
4

28
書

籍
印

刷
38

9頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

右
頁

に
「

革
命

は
政

治
の

最
も

集
約

的
な

焦
点

（
de

r 
ko

nz
en

tr
ie

rt
e 

B
re

nn
pu

nk
t）

で
あ

る
か

ら
、

革
命

に
お

け
る

、
い

わ
ゆ

る
激

烈
な

、
残

虐
な

、
徹

底
的

な
権

力
主

義
、

目
的

達
成

の
た

め
に

手
段

を
選

ば
な

い
式

の
一

切
の

も
の

は
、

平
常

の
政

治
闘

争
自

体
に

お
い

て
も

演
じ

ら
れ

て
い

る
。

尤
も

、
そ

の
よ

う
な

形
態

を
と

ら
な

い
で

も
、

他
の

手
段

に
よ

っ
て

目
的

が
達

成
せ

ら
れ

る
か

ぎ
り

、
い

わ
ゆ

る
多

数
決

、
説

得
、

討
論

等
々

が
政

治
の

方
法

と
し

て
支

配
し

う
る

に
す

ぎ
な

い
の

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

の
現

実
態

が
何

よ
り

も
明

ら
か

に
こ

の
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

戦
争

は
国

際
社

会
に

お
け

る
政

治
闘

争
の

最
後

的
形

態
と

い
う

点
で

、
革

命
が

国
内

政
治

に
お

い
て

果
し

た
と

き
も

役
割

と
は

た
し

、
ま

た
同

じ
性

格
を

も
っ

て
い

る
。

の
み

な
ら

ず
、

政
治

に
お

い
て

は
、

一
国

の
革

命
の

国
際

的
要

因
を

無
視

で
き

ぬ
。」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
見

返
し

左
頁

に
「

〇
再

版
の

際
、

赤
色

を
も

っ
て

濃
く

落
ち

つ
い

た
色

彩
に

す
る

こ
と

　
〇

扉
を

文
字

だ
け

に
し

た
方

よ
し

　
〇

誤
植

相
当

多
い

か
ら

厳
密

に
訂

正
の

こ
と

 校
訂

本
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

そ
の

ほ
か

目
次

・
本

文
中

に
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

で
加

除
修

正
等

書
込

み
あ

り
。

見
返

し
（

裏
表

紙
）

右
頁

に
尾

崎
庄

太
郎

「〔
書

評
〕

鈴
木

安
蔵

『
革

命
』 

革
命

は
革

命
と

し
て

理
解

せ
よ

」（
『

図
書

新
聞

』
昭

和
25

年
6月

28
日

）
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

2
91

鈴
木

安
蔵

『
勁

草
全

書
 国

法
学

―
憲

法
学

の
基

礎
理

論
―

』
勁

草
書

房
昭

和
35

19
60

4
10

書
籍

印
刷

25
3頁

見
返

し
右

頁
に

メ
モ

貼
付

あ
り

。
メ

モ
に

は
ペ

ン
に

て「
J.

C
.B

lu
nt

sc
hi

li 
の

著
書

 
①

Le
hr

e 
vo

m
 m

od
er

ne
n 

St
at

―
全

3
冊

 1
. 

Th
ei

l 
－

A
llg

em
ei

ne
 S

ta
tis

tik
 1

87
5（

ⅷ
＋

63
6

頁
） 

2.
 T

he
il 

－
A

llg
em

ei
ne

 S
ta

tis
tik

 1
87

6（
ⅷ

＋
67

5
頁

）
3.

 T
he

il 
P

ol
iti

k 
18

76
（

ⅹ
＋

66
4

頁
－

但
し

、
う

ち
27

頁
は

索
引

）
以

上
何

れ
も

St
ut

tg
ar

t発
行

 
②

A
llg

em
ei

ne
s 

st
aa

ts
re

ch
t―

全
2

巻
（

2
冊

）
1.

B
an

d
－

序
言

－
5章

（
B

uc
h

ノ
語

ヲ
用

ウ
）

ⅷ
＋

57
1頁

 2
.B

an
d

－
6章

～
12

章
（

〃
）

ⅷ
＋

57
1頁

 但
し

、
う

ち
14

頁
索

引
） 

初
版

年
不

明
 愛

大
蔵

書
は

5版
18

68
－

M
ün

ch
en

発
行

 ③
G

es
ch

ic
ht

e 
de

r 
W

is
se

ns
ch

af
te

n 
in

 D
eu

ts
ch

la
nd

 
叢

書
の

第
1

巻
 G

es
ch

ic
ht

e 
de

s 
al

lg
em

ei
ne

n 
St

at
sr

ec
ht

s 
un

d 
de

r 
P

ol
iti

k
－

初
版

年
不

明
 

愛
大

蔵
書

は
2版

18
67

－
M

ün
ch

en
発

行
（

1冊
本

全
21

章
）

ⅶ
＋

ⅹ
ⅵ

＋
66

7頁
 彼

が
手

を
つ

け
て

い
っ

た
順

序
も

－
（

②
と

③
と

の
初

版
の

古
さ

は
不

明
な

が
ら

）
－

大
体

解
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
な

お
、

個
別

の
目

次
が

必
要

な
ら

ご
指

示
下

さ
い

。
19

59
.0

3.
24

」
と

記
さ

れ
る

。
 

扉
に

「
著

者
校

訂
本

」
と

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。「

国
家

権
力

の
分

析
を

し
な

い
 国

家
を

社
会

の
中

に
解

消
す

る
見

地
」（

9頁
）「

家
永

三
郎

「
司

法
権

独
立

の
歴

史
的

考
察

」
一

九
六

三
年

」（
23

9頁
）

に
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
本

文
中

に
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

、
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

で
傍

線
書

込
み

あ
り

。

2
92

ソ
同

盟
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

哲
学

研
究

所
コ

ン
ス

タ
ン

チ
ー

ノ
フ

監
修

・
ソ

ヴ
ェ

ト
研

究
者

協
会

訳
『

史
的

唯
物

論
』

上
巻

大
月

書
店

昭
和

27
19

52
1

31
書

籍
印

刷
52

0頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

の
傍

線
、

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

整
理

番
号

67
の

続
書

（
下

巻
）

2
93

河
上

肇
・

大
山

郁
夫

監
修

・
政

治
批

判
社

編
輯

『
マ

ル
ク

ス
主

義
講

座
Ⅹ

』
マ

ル
ク

ス
主

義
講

座
刊

行
会

昭
和

3
19

28
10

15
書

籍
印

刷
37

0頁

表
紙

に
赤

ペ
ン

に
て

「
政

党
論

 組
合

論
」

と
記

す
。

奥
付

に
は

志
村

義
雄

編
輯

と
あ

り
。

本
書

の
中

の
第

五
編

二
「

労
働

組
合

論
 大

川
権

三
」

の
「

大
川

権
三

」
を

黒
ペ

ン
に

て
取

り
消

し
「

鈴
木

安
蔵

」
と

記
す

。
そ

の
横

に
「

と
も

か
く

纏
ま

っ
た

論
著

と
し

て
自

分
が

書
き

上
げ

た
の

は
こ

れ
が

最
初

で
あ

ら
う

 昭
和

十
六

年
七

月
十

日
記

」
と

の
書

込
み

あ
り

。
ま

た
同

文
章

に
は

赤
鉛

筆
で

傍
線

、
書

込
み

多
数

あ
り

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
83

鈴
木

安
蔵

『
日

本
憲

法
学

研
究

』
勁

草
書

房
昭

和
50

19
75

6
30

書
籍

印
刷

48
8頁

見
返

し
（

表
表

紙
）

に
「

著
者

所
蔵

本
 一

九
七

五
年

六
月

十
六

日
入

手
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

ま
た

「
校

訂
本

」
と

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

字
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
七

月
二

日
付

新
聞

（
新

聞
名

不
明

）
で

の
広

告
記

事
切

り
抜

き
の

貼
付

あ
り

。
見

返
し

（
裏

表
紙

）
に

「
刊

行
が

予
定

よ
り

お
く

れ
た

た
め

に
「

終
章

に
代

え
て

」
の

一
文

を
収

め
た

た
め

、
結

果
と

し
て

、
よ

か
っ

た
と

お
も

う
。

こ
の

一
文

を
欠

い
て

は
、

本
書

全
体

を
つ

ら
ぬ

く
憲

法
学

の
あ

る
べ

き
姿

に
つ

い
て

の
余

の
見

解
が

十
分

に
う

か
が

は
な

い
う

ら
み

が
あ

っ
た

か
と

お
も

わ
れ

る
。

六
月

廿
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
右

側
に

家
永

三
郎

「
合

川
正

道
論

補
遺

訂
正

」（
『

法
律

時
報

』
昭

和
50

年
7月

号
）

切
り

抜
き

貼
付

あ
り

。
切

り
抜

き
に

青
ペ

ン
に

て
「

合
川

が
伊

藤
「

憲
法

義
解

」
と

き
び

し
く

対
立

す
る

体
制

内
批

判
主

義
の

憲
法

思
想

家
で

あ
る

こ
と

が
、

新
史

料
に

よ
り

い
っ

そ
う

確
実

と
な

り
ま

し
た

」
と

の
書

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

左
側

に
「

22
4頁

 長
尾

君
の

論
文

 刊
行

年
月

を
確

か
め

る
こ

と
」

と
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

ま
た

「
日

本
の

「
近

代
化

」」
と

題
す

る
20

0字
詰

原
稿

用
紙

2枚
貼

付
あ

り
。

2
84

C
ar

l J
oa

ch
im

 F
ri

ed
ri

ch
, T

he
  

P
hi

lo
so

ph
y 

of
 L

aw
 in

 H
is

to
ric

al
 

P
er

sp
ec

tiv
e

P
ho

en
ix

 B
oo

ks
19

63
書

籍
印

刷
29

7頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

2
85

K
ar

l K
au

ts
ky

, T
he

 D
ic

ta
to

rs
hi

p 
of

 th
e 

P
ro

le
ra

ria
t

N
at

io
na

l L
ab

ou
r

書
籍

印
刷

14
9頁

Tr
an

sl
at

ed
 b

y 
H

.J
.S

te
nn

in
g 

 S
ec

on
d 

Ed
iti

on
  初

版
は

19
19

年
。

扉
に

「
一

九
四

九
年

十
月

二
日

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

2
86

V
.I.

Le
ni

n,
 T

he
 S

ta
te

 : 
A

 L
ec

tu
re

 
D

el
iv

er
ed

 a
t t

he
 S

ve
rd

lo
v 

U
ni

ve
rs

ity
 

Ju
ly

 1
1,

 1
91

9

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

ub
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
50

小
冊

子
印

刷
38

頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
文

字
の

書
込

み
多

数
あ

り
。

2
87

V
.I.

Le
ni

n,
 T

he
 S

ta
te

 : 
A

 L
ec

tu
re

 
D

el
iv

er
ed

 a
t t

he
 S

ve
rd

lo
v 

U
ni

ve
rs

ity
 

Ju
ly

 1
1,

 1
91

9

Fo
re

ig
n 

La
ng

ua
ge

s 
P

ub
lis

hi
ng

 
H

ou
se

19
51

小
冊

子
印

刷
38

頁
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

一
箇

所
あ

り
（

9頁
）。

2
88

N
ik

ol
ai

 L
en

in
, T

he
 S

ov
ie

ts
 a

t 
W

or
k 

: T
he

 In
te

rn
at

io
na

l P
os

iti
on

 o
f 

th
e 

R
us

si
an

 S
ov

ie
t 

R
ep

ub
lic

 a
nd

 t
he

 
Fu

nd
am

en
ta

l P
ro

bl
em

s 
of

 t
he

 S
oc

ia
lis

t 
R

ev
ol

ut
io

n

R
an

d 
Sh

oo
l o

f 
So

ci
al

 S
ci

en
ce

19
19

小
冊

子
印

刷
48

頁
Fi

ft
h 

Ed
iti

on
  

鉛
筆

に
て

「
Y

. 
Su

zu
ki

 D
ec

em
be

r 
26

, 
19

24
」

と
書

込
み

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

、「
敵

の
陣

営
内

の
対

立
の

利
用

」（
4

頁
）

の
書

込
み

あ
り

。

2
89

鈴
木

安
蔵

『
政

治
の

知
識

』
小

冊
子

印
刷

47
頁

鈴
木

安
蔵

は
法

学
博

士
。

表
紙

に
「

著
者

校
訂

本
 （

一
九

六
三

年
三

月
校

訂
）」

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

裏
に

「
37

年
12

月
20

日
決

定
、

自
治

省
発

表
」

と
ペ

ン
に

て
、

36
年

12
月

20
日

、
35

年
11

月
20

日
、

37
年

6月
28

日
、

35
年

12
月

22
日

の
男

、
女

、
計

の
数

の
記

載
あ

り
。

目
次

1
頁

目
に

「
選

挙
人

名
簿

登
録

者
数

」
の

新
聞

切
り

抜
き

貼
付

あ
り

。「
女

性
の

権
利

宣
言

」（
17

～
19

頁
）「

男
女

の
法

的
平

等
」（

19
・

20
頁

）
の

項
目

に
赤

ペ
ン

に
て

訂
正

あ
と

あ
り

。
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
表

紙
裏

に
「

治
警

法
（

明
三

三
年

三
月

一
〇

日
）

女
子

の
不

平
等

　
五

条
 

政
事

上
の

結
社

加
入

禁
止

 五
条

二
項

 政
談

集
会

に
出

席
も

し
く

は
発

起
人

た
る

こ
と

禁
止

（
大

正
一

一
年

削
除

）」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（87）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
10

6
鈴

木
安

蔵
『

明
治

憲
法

と
新

憲
法

』
世

界
書

院
昭

和
22

19
47

4
25

書
籍

印
刷

27
9頁

奥
付

に
「

昭
和

22
、

5、
21

、
大

洋
堂

」
と

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

3
10

7
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

概
論

』
勁

草
書

房
昭

和
28

19
53

2
1

書
籍

印
刷

28
4頁

本
書

出
版

後
に

改
正

さ
れ

た
部

分
を

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

（
13

2
頁

、
14

5
頁

、
18

3
頁

、
19

3
頁

、
19

4
頁

な
ど

）、
青

鉛
筆

に
て

削
除

修
正

あ
り

。

3
10

8
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

改
正

－
日

本
国

憲
法

を
中

心
と

す
る

考
察

－
』

如
水

書
房

昭
和

28
19

53
6

5
書

籍
印

刷
14

4頁

見
返

し
左

頁
に

「
イ

ギ
リ

ス
－

二
大

政
党

制
、

国
民

の
冷

静
、

持
続

尊
重

―
で

こ
そ

、
fl e

xi
bl

e 
co

ns
tit

ut
io

n
で

弊
害

が
な

い
。

ナ
チ

ス
の

場
合

、
改

正
が

比
較

的
容

易
な

た
め

、
ワ

イ
マ

ル
憲

法
を

「
内

か
ら

」
破

壊
し

た
。

そ
れ

は
破

壊
憲

法
の

大
き

い
利

益
を

示
し

て
い

る
。

C
ar

l 
Fr

ie
dr

ic
h,

 
C

on
st

itu
tio

na
l G

ov
er

nm
en

t 
an

d 
D

em
oc

ra
cy

, r
ev

is
ed

 e
d.

 
19

50
. p

. 1
38

-1
39

.」
、

扉
に

「
著

者
校

訂
本

 一
九

五
三

年
六

月
九

日
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
ま

た
黒

ペ
ン

に
て

、
67

頁
に

「
Fr

ie
dr

ic
h,

p1
39

.」
の

英
文

引
用

書
き

込
み

あ
り

、
13

7頁
に

「
征

服
を

目
指

し
て

い
か

な
る

戦
争

を
も

企
て

る
こ

と
が

な
く

、
ま

た
い

か
な

る
民

族
の

自
由

に
た

い
し

て
も

そ
の

実
力

を
行

使
す

る
こ

と
が

な
い

で
あ

ろ
う

。」
な

ど
の

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
見

返
し

に
『

読
書

新
聞

』
7月

27
日

の
清

宮
四

郎
の

書
評

切
抜

き
記

事
、「

平
和

憲
法

擁
護

の
会

趣
意

書
 宣

言
」（

昭
和

28
年

8月
）

記
事

の
貼

付
あ

り
。

3
10

9
「

憲
法

の
歴

史
的

研
究

」
初

版
校

正
刷

〔
昭

和
8〕

〔
19

33
〕

冊
子

印
刷

本
文

47
0頁

附
録

参
考

文
献

12
頁

和
綴

本
。

赤
ペ

ン
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
×

×
（

伏
せ

字
記

号
）

の
な

い
状

態
で

の
印

刷
物

で
貴

重
。

3
11

0
鈴

木
安

蔵
先

生
を

偲
ぶ

会
「

鈴
木

安
蔵

先
生

の
略

歴
と

著
作

目
録

」
小

冊
子

昭
和

58
19

83
11

1
小

冊
子

印
刷

48
頁

金
子

勝
に

よ
る

「
編

者
序

」
で

、「
こ

の
『

鈴
木

安
蔵

先
生

の
略

歴
と

著
作

目
録

』
は

、「
立

正
法

学
」

第
七

巻
第

一
－

四
号

・
鈴

木
安

蔵
教

授
古

稀
記

念
号

に
所

収
の

『
鈴

木
安

蔵
教

授
の

略
歴

と
著

作
目

録
』

に
、

補
遺

を
加

え
、

且
つ

、
一

九
七

四
年

以
降

の
著

作
を

添
え

て
、

作
成

し
た

も
の

で
あ

る
。」

と
あ

り
。

3
11

1
憲

法
調

査
会

「
憲

法
制

定
の

経
過

に
関

す
る

小
委

員
会

第
二

十
一

回
議

事
録

」
小

冊
子

昭
和

34
19

59
4

9
小

冊
子

印
刷

31
頁

昭
和

34
年

4月
9日

、
赤

坂
離

宮
で

の
憲

法
制

定
の

経
過

に
関

す
る

小
委

員
会

の
議

事
録

。
鈴

木
安

蔵
は

参
考

人
と

し
て

呼
ば

れ
た

も
の

。

3
11

2
鈴

木
安

蔵
「

公
安

条
例

と
日

本
国

憲
法

 附
録

 静
岡

メ
ー

デ
ー

弾
圧

事
件

公
判

、
諭

告
、

判
決

、」
抜

刷
〔

昭
和

28
〕

〔
19

53
〕

〔
12

〕
冊

子
印

刷
54

頁
〔『

静
岡

大
学

文
理

学
部

研
究

報
告

 社
会

科
学

 』
2 

所
収

論
文

〕

3
11

3
鈴

木
安

蔵
『

法
学

理
論

篇
37

〔
法

律
学

体
系

 第
二

部
〕

日
本

憲
法

史
』

日
本

評
論

社
昭

和
25

19
50

6
15

書
籍

印
刷

96
頁

表
紙

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
五

〇
年

六
月

十
六

日
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
本

稿
は

「
日

本
憲

法
史

」
の

第
一

篇
の

要
約

の
み

 第
二

篇
 明

治
憲

法
の

実
際

（
或

は
運

用
） 

第
三

篇
 明

治
憲

法
の

改
正

さ
る

べ
き

必
然

性
 第

四
篇

 改
正

過
程

－
日

本
国

憲
法

の
制

定
過

程
 日

本
国

憲
法

の
基

本
原

理
そ

の
批

判
  

第
五

篇
 日

本
国

憲
法

の
実

際
（

或
は

運
用

）」
、

目
次

前
頁

に
「

正
誤

17
頁

 6
6頁

 6
9頁

 8
3頁

 8
4頁

 9
2頁

」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。

3
11

4
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

の
歴

史
的

研
究

』
叢

文
閣

昭
和

9
19

34
12

18
書

籍
印

刷
48

7頁
見

返
し

に
「

著
者

校
訂

本
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
×

×
（

伏
せ

字
記

号
）

の
あ

る
状

態
の

書
籍

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
94

マ
ル

ク
ス

著
『

ゴ
ー

タ
綱

領
批

判
』（

15
）

ナ
ウ

カ
社

昭
和

23
19

48
5

30
書

籍
印

刷
81

頁

ナ
ウ

カ
社

版
テ

キ
ス

ト
全

書
第

15
冊

（
扉

に
は

（
14

）
と

あ
り

）。
扉

に
「

一
九

四
八

年
六

月
三

十
日

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

、
書

込
み

あ
り

。
本

文
最

後
頁

（
54

頁
）

に
「

七
月

一
日

夜
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

2
95

今
中

次
麿

『
政

治
学

通
論

』
大

明
堂

昭
和

24
19

49
6

12
書

籍
印

刷
20

3頁
見

返
し

左
頁

に
「

謹
呈

 鈴
木

学
兄

 著
者

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

等
書

込
み

あ
り

。

2
96

H
.J

.ラ
ス

キ
著

、
山

村
喬

訳
『

共
産

党
宣

言
へ

の
歴

史
的

序
説

』
法

政
大

学
出

版
局

昭
和

25
19

50
12

10
書

籍
印

刷
16

6頁
青

鉛
筆

に
て

「
訳

者
序

」
中

の
「

カ
ー

ル
・

マ
ル

ク
ス

」
小

冊
子

研
究

開
始

の
「

一
九

二
四

年
頃

」
を

「
一

九
二

二
年

頃
」

と
修

正
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

書
込

み
あ

り
。

2
97

斎
藤

茂
吉

『
万

葉
秀

歌
』

上
巻

岩
波

書
店

（
新

書
）

昭
和

14
19

39
1

25
書

籍
印

刷
25

9頁

見
返

し
右

頁
に

「
す

で
に

此
本

を
買

ひ
求

め
た

る
後

同
じ

本
を

鈴
木

君
の

送
り

越
さ

れ
た

れ
ば

そ
の

由
を

申
送

り
し

に
然

ら
ば

自
蔵

の
も

の
に

歌
な

ど
書

き
入

れ
て

送
り

返
せ

と
言

は
る

る
ま

ゝ
に

 多
度

利
津

伎
布

里
加

弊
理

美
那

礼
者

山
川

遠
古

依
天

波
越

而
来

達
留

毛
野

香
那

世
遠

忘
礼

世
仁

和
寿

羅
礼

志
門

野
戸

遠
多

々
久

波
誰

曽
矢

古
乃

由
布

月
夜

 昭
和

己
卯

春
三

月
十

九
日

 河
上

肇
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
98

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

, H
er

rn
 E

ug
en

 D
üh

rin
gs

 
U

m
w

äl
zu

ng
 d

er
 W

is
se

ns
ch

af
t

D
ie

tz
19

28
書

籍
印

刷
35

4 
頁

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
あ

り
。

2
99

D
or

ot
hy

 M
. P

ic
kl

es
, In

tr
od

uc
tio

n 
to

 
P

ol
iti

cs
Sy

lv
an

 P
re

ss
19

51
書

籍
印

刷
22

4頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

2
10

0
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

・
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

一
巻

第
一

冊
改

造
社

昭
和

2
19

27
10

3
書

籍
印

刷
49

2頁
見

返
し

左
頁

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
H

er
bs

t 
19

28
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
奥

付
前

頁
に

「
津

田
蔵

書
」

の
押

印
あ

り
。

2
10

1
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

一
巻

第
二

冊
改

造
社

昭
和

2
19

27
12

3
書

籍
印

刷
32

1頁

見
返

し
左

頁
に

「
Y

.S
uz

uk
i 

H
er

bs
t 

19
28

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
と

裏
表

紙
見

返
し

右
頁

と
49

3頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

な
お

本
文

は
49

3頁
か

ら
始

ま
る

。
第

五
篇

の
「

絶
対

的
竝

び
に

相
対

的
余

剰
価

値
の

生
産

」、
第

七
篇

の
「

資
本

の
蓄

積
行

程
」

の
「

第
十

四
章

 絶
対

的
竝

び
に

相
対

的
余

剰
価

値
」、

第
二

十
四

章
「

謂
は

ゆ
る

本
来

的
の

蓄
積

」
に

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
、

黒
ペ

ン
・

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

多
数

あ
り

。
そ

の
他

に
も

朱
引

き
あ

り
。

2
10

2
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

二
巻

改
造

社
昭

和
3

19
28

1
1

書
籍

印
刷

49
2頁

扉
と

裏
表

紙
見

返
し

右
頁

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。

2
10

3
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

三
巻

上
改

造
社

昭
和

3
19

28
2

25
書

籍
印

刷
43

2頁
扉

と
裏

表
紙

見
返

し
右

頁
と

序
文

1頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

2
10

4
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

三
巻

下
改

造
社

昭
和

3
19

28
4

23
書

籍
印

刷
42

9頁
扉

と
裏

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

第
四

十
七

章
「

資
本

制
地

代
の

誕
生

」（
二

）「
労

働
地

代
」

32
9～

33
3頁

に
赤

鉛
筆

、
黒

鉛
筆

に
て

傍
線

、
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
10

5
マ

ッ
ク

ス
・

ア
ド

ラ
ー

著
、

井
原

糺
訳

『
世

界
大

思
想

全
集

42
 マ

ル
ク

ス
主

義
の

国
家

観
 カ

ン
ト

と
マ

ル
ク

ス
主

義
』

春
秋

社
昭

和
6

19
31

6
10

書
籍

印
刷

43
6頁

「
マ

ル
ク

ス
主

義
の

国
家

観
」

の
扉

に
「

一
九

四
八

年
四

月
十

日
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

同
文

中
、

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
、

書
込

み
多

数
あ

り
。

同
文

と
「

カ
ン

ト
と

マ
ル

ク
ス

主
義

」
の

間
に

井
原

糺
「

M
.ア

ド
ラ

ー
の

著
書

を
中

心
と

し
て

－
ア

ド
ラ

ー
研

究
者

の
為

に
－

」
所

載
の

『
第

一
期

思
想

春
秋

』
第

43
号

（
昭

和
6年

6月
発

行
）（

全
6頁

）
の

印
刷

物
の

挟
み

込
み

あ
り

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
10

6
鈴

木
安

蔵
『

明
治

憲
法

と
新

憲
法

』
世

界
書

院
昭

和
22

19
47

4
25

書
籍

印
刷

27
9頁

奥
付

に
「

昭
和

22
、

5、
21

、
大

洋
堂

」
と

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

3
10

7
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

概
論

』
勁

草
書

房
昭

和
28

19
53

2
1

書
籍

印
刷

28
4頁

本
書

出
版

後
に

改
正

さ
れ

た
部

分
を

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

（
13

2
頁

、
14

5
頁

、
18

3
頁

、
19

3
頁

、
19

4
頁

な
ど

）、
青

鉛
筆

に
て

削
除

修
正

あ
り

。

3
10

8
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

改
正

－
日

本
国

憲
法

を
中

心
と

す
る

考
察

－
』

如
水

書
房

昭
和

28
19

53
6

5
書

籍
印

刷
14

4頁

見
返

し
左

頁
に

「
イ

ギ
リ

ス
－

二
大

政
党

制
、

国
民

の
冷

静
、

持
続

尊
重

―
で

こ
そ

、
fl e

xi
bl

e 
co

ns
tit

ut
io

n
で

弊
害

が
な

い
。

ナ
チ

ス
の

場
合

、
改

正
が

比
較

的
容

易
な

た
め

、
ワ

イ
マ

ル
憲

法
を

「
内

か
ら

」
破

壊
し

た
。

そ
れ

は
破

壊
憲

法
の

大
き

い
利

益
を

示
し

て
い

る
。

C
ar

l 
Fr

ie
dr

ic
h,

 
C

on
st

itu
tio

na
l G

ov
er

nm
en

t 
an

d 
D

em
oc

ra
cy

, r
ev

is
ed

 e
d.

 
19

50
. p

. 1
38

-1
39

.」
、

扉
に

「
著

者
校

訂
本

 一
九

五
三

年
六

月
九

日
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
ま

た
黒

ペ
ン

に
て

、
67

頁
に

「
Fr

ie
dr

ic
h,

p1
39

.」
の

英
文

引
用

書
き

込
み

あ
り

、
13

7頁
に

「
征

服
を

目
指

し
て

い
か

な
る

戦
争

を
も

企
て

る
こ

と
が

な
く

、
ま

た
い

か
な

る
民

族
の

自
由

に
た

い
し

て
も

そ
の

実
力

を
行

使
す

る
こ

と
が

な
い

で
あ

ろ
う

。」
な

ど
の

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
見

返
し

に
『

読
書

新
聞

』
7月

27
日

の
清

宮
四

郎
の

書
評

切
抜

き
記

事
、「

平
和

憲
法

擁
護

の
会

趣
意

書
 宣

言
」（

昭
和

28
年

8月
）

記
事

の
貼

付
あ

り
。

3
10

9
「

憲
法

の
歴

史
的

研
究

」
初

版
校

正
刷

〔
昭

和
8〕

〔
19

33
〕

冊
子

印
刷

本
文

47
0頁

附
録

参
考

文
献

12
頁

和
綴

本
。

赤
ペ

ン
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
×

×
（

伏
せ

字
記

号
）

の
な

い
状

態
で

の
印

刷
物

で
貴

重
。

3
11

0
鈴

木
安

蔵
先

生
を

偲
ぶ

会
「

鈴
木

安
蔵

先
生

の
略

歴
と

著
作

目
録

」
小

冊
子

昭
和

58
19

83
11

1
小

冊
子

印
刷

48
頁

金
子

勝
に

よ
る

「
編

者
序

」
で

、「
こ

の
『

鈴
木

安
蔵

先
生

の
略

歴
と

著
作

目
録

』
は

、「
立

正
法

学
」

第
七

巻
第

一
－

四
号

・
鈴

木
安

蔵
教

授
古

稀
記

念
号

に
所

収
の

『
鈴

木
安

蔵
教

授
の

略
歴

と
著

作
目

録
』

に
、

補
遺

を
加

え
、

且
つ

、
一

九
七

四
年

以
降

の
著

作
を

添
え

て
、

作
成

し
た

も
の

で
あ

る
。」

と
あ

り
。

3
11

1
憲

法
調

査
会

「
憲

法
制

定
の

経
過

に
関

す
る

小
委

員
会

第
二

十
一

回
議

事
録

」
小

冊
子

昭
和

34
19

59
4

9
小

冊
子

印
刷

31
頁

昭
和

34
年

4月
9日

、
赤

坂
離

宮
で

の
憲

法
制

定
の

経
過

に
関

す
る

小
委

員
会

の
議

事
録

。
鈴

木
安

蔵
は

参
考

人
と

し
て

呼
ば

れ
た

も
の

。

3
11

2
鈴

木
安

蔵
「

公
安

条
例

と
日

本
国

憲
法

 附
録

 静
岡

メ
ー

デ
ー

弾
圧

事
件

公
判

、
諭

告
、

判
決

、」
抜

刷
〔

昭
和

28
〕

〔
19

53
〕

〔
12

〕
冊

子
印

刷
54

頁
〔『

静
岡

大
学

文
理

学
部

研
究

報
告

 社
会

科
学

 』
2 

所
収

論
文

〕

3
11

3
鈴

木
安

蔵
『

法
学

理
論

篇
37

〔
法

律
学

体
系

 第
二

部
〕

日
本

憲
法

史
』

日
本

評
論

社
昭

和
25

19
50

6
15

書
籍

印
刷

96
頁

表
紙

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
五

〇
年

六
月

十
六

日
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
本

稿
は

「
日

本
憲

法
史

」
の

第
一

篇
の

要
約

の
み

 第
二

篇
 明

治
憲

法
の

実
際

（
或

は
運

用
） 

第
三

篇
 明

治
憲

法
の

改
正

さ
る

べ
き

必
然

性
 第

四
篇

 改
正

過
程

－
日

本
国

憲
法

の
制

定
過

程
 日

本
国

憲
法

の
基

本
原

理
そ

の
批

判
  

第
五

篇
 日

本
国

憲
法

の
実

際
（

或
は

運
用

）」
、

目
次

前
頁

に
「

正
誤

17
頁

 6
6頁

 6
9頁

 8
3頁

 8
4頁

 9
2頁

」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。

3
11

4
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

の
歴

史
的

研
究

』
叢

文
閣

昭
和

9
19

34
12

18
書

籍
印

刷
48

7頁
見

返
し

に
「

著
者

校
訂

本
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
×

×
（

伏
せ

字
記

号
）

の
あ

る
状

態
の

書
籍

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

2
94

マ
ル

ク
ス

著
『

ゴ
ー

タ
綱

領
批

判
』（

15
）

ナ
ウ

カ
社

昭
和

23
19

48
5

30
書

籍
印

刷
81

頁

ナ
ウ

カ
社

版
テ

キ
ス

ト
全

書
第

15
冊

（
扉

に
は

（
14

）
と

あ
り

）。
扉

に
「

一
九

四
八

年
六

月
三

十
日

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

、
書

込
み

あ
り

。
本

文
最

後
頁

（
54

頁
）

に
「

七
月

一
日

夜
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

2
95

今
中

次
麿

『
政

治
学

通
論

』
大

明
堂

昭
和

24
19

49
6

12
書

籍
印

刷
20

3頁
見

返
し

左
頁

に
「

謹
呈

 鈴
木

学
兄

 著
者

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

等
書

込
み

あ
り

。

2
96

H
.J

.ラ
ス

キ
著

、
山

村
喬

訳
『

共
産

党
宣

言
へ

の
歴

史
的

序
説

』
法

政
大

学
出

版
局

昭
和

25
19

50
12

10
書

籍
印

刷
16

6頁
青

鉛
筆

に
て

「
訳

者
序

」
中

の
「

カ
ー

ル
・

マ
ル

ク
ス

」
小

冊
子

研
究

開
始

の
「

一
九

二
四

年
頃

」
を

「
一

九
二

二
年

頃
」

と
修

正
書

込
み

あ
り

。
そ

の
ほ

か
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

書
込

み
あ

り
。

2
97

斎
藤

茂
吉

『
万

葉
秀

歌
』

上
巻

岩
波

書
店

（
新

書
）

昭
和

14
19

39
1

25
書

籍
印

刷
25

9頁

見
返

し
右

頁
に

「
す

で
に

此
本

を
買

ひ
求

め
た

る
後

同
じ

本
を

鈴
木

君
の

送
り

越
さ

れ
た

れ
ば

そ
の

由
を

申
送

り
し

に
然

ら
ば

自
蔵

の
も

の
に

歌
な

ど
書

き
入

れ
て

送
り

返
せ

と
言

は
る

る
ま

ゝ
に

 多
度

利
津

伎
布

里
加

弊
理

美
那

礼
者

山
川

遠
古

依
天

波
越

而
来

達
留

毛
野

香
那

世
遠

忘
礼

世
仁

和
寿

羅
礼

志
門

野
戸

遠
多

々
久

波
誰

曽
矢

古
乃

由
布

月
夜

 昭
和

己
卯

春
三

月
十

九
日

 河
上

肇
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
98

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

, H
er

rn
 E

ug
en

 D
üh

rin
gs

 
U

m
w

äl
zu

ng
 d

er
 W

is
se

ns
ch

af
t

D
ie

tz
19

28
書

籍
印

刷
35

4 
頁

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
あ

り
。

2
99

D
or

ot
hy

 M
. P

ic
kl

es
, In

tr
od

uc
tio

n 
to

 
P

ol
iti

cs
Sy

lv
an

 P
re

ss
19

51
書

籍
印

刷
22

4頁
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

、
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

2
10

0
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

・
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

一
巻

第
一

冊
改

造
社

昭
和

2
19

27
10

3
書

籍
印

刷
49

2頁
見

返
し

左
頁

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
H

er
bs

t 
19

28
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
奥

付
前

頁
に

「
津

田
蔵

書
」

の
押

印
あ

り
。

2
10

1
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

一
巻

第
二

冊
改

造
社

昭
和

2
19

27
12

3
書

籍
印

刷
32

1頁

見
返

し
左

頁
に

「
Y

.S
uz

uk
i 

H
er

bs
t 

19
28

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
と

裏
表

紙
見

返
し

右
頁

と
49

3頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

な
お

本
文

は
49

3頁
か

ら
始

ま
る

。
第

五
篇

の
「

絶
対

的
竝

び
に

相
対

的
余

剰
価

値
の

生
産

」、
第

七
篇

の
「

資
本

の
蓄

積
行

程
」

の
「

第
十

四
章

 絶
対

的
竝

び
に

相
対

的
余

剰
価

値
」、

第
二

十
四

章
「

謂
は

ゆ
る

本
来

的
の

蓄
積

」
に

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
、

黒
ペ

ン
・

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

多
数

あ
り

。
そ

の
他

に
も

朱
引

き
あ

り
。

2
10

2
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

二
巻

改
造

社
昭

和
3

19
28

1
1

書
籍

印
刷

49
2頁

扉
と

裏
表

紙
見

返
し

右
頁

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。

2
10

3
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

三
巻

上
改

造
社

昭
和

3
19

28
2

25
書

籍
印

刷
43

2頁
扉

と
裏

表
紙

見
返

し
右

頁
と

序
文

1頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

2
10

4
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
著

、
高

畠
素

之
訳

『
資

本
論

』
第

三
巻

下
改

造
社

昭
和

3
19

28
4

23
書

籍
印

刷
42

9頁
扉

と
裏

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

第
四

十
七

章
「

資
本

制
地

代
の

誕
生

」（
二

）「
労

働
地

代
」

32
9～

33
3頁

に
赤

鉛
筆

、
黒

鉛
筆

に
て

傍
線

、
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

2
10

5
マ

ッ
ク

ス
・

ア
ド

ラ
ー

著
、

井
原

糺
訳

『
世

界
大

思
想

全
集

42
 マ

ル
ク

ス
主

義
の

国
家

観
 カ

ン
ト

と
マ

ル
ク

ス
主

義
』

春
秋

社
昭

和
6

19
31

6
10

書
籍

印
刷

43
6頁

「
マ

ル
ク

ス
主

義
の

国
家

観
」

の
扉

に
「

一
九

四
八

年
四

月
十

日
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

同
文

中
、

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
、

書
込

み
多

数
あ

り
。

同
文

と
「

カ
ン

ト
と

マ
ル

ク
ス

主
義

」
の

間
に

井
原

糺
「

M
.ア

ド
ラ

ー
の

著
書

を
中

心
と

し
て

－
ア

ド
ラ

ー
研

究
者

の
為

に
－

」
所

載
の

『
第

一
期

思
想

春
秋

』
第

43
号

（
昭

和
6年

6月
発

行
）（

全
6頁

）
の

印
刷

物
の

挟
み

込
み

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（89）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
12

4
鈴

木
安

蔵
『

自
由

民
権

』
白

揚
社

昭
和

23
19

48
12

15
書

籍
印

刷
49

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
四

八
年

十
二

月
二

十
四

日
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

に
て

修
正

（「
資

料
」

→
「

史
料

」、
「

絶
体

的
天

皇
制

」
→

「
絶

対
制

的
天

皇
制

」）
、

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
12

5
鈴

木
安

蔵
『

政
治

学
入

門
』

室
町

書
房

昭
和

28
19

53
12

25
書

籍
印

刷
27

8頁
表

紙
に

「
切

抜
本

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
よ

っ
て

本
書

の
ペ

ー
ジ

、
脱

落
多

数
。

3
12

6
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

講
義

案
』

昭
和

28
19

53
4

冊
子

印
刷

27
9頁

鈴
木

安
蔵

は
法

学
博

士
。

表
紙

に
「

認
定

講
習

用
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

序
言

に
「

こ
の

講
義

案
は

、
著

者
の

講
義

を
き

く
静

岡
大

学
、

愛
知

大
学

、
東

京
学

芸
大

学
な

ど
の

学
生

諸
君

が
、

多
少

と
も

講
義

を
容

易
に

理
解

し
う

る
よ

う
、

ま
た

予
復

習
の

便
を

う
る

こ
と

の
で

き
る

よ
う

に
と

考
え

て
印

刷
さ

れ
る

。
拙

著
「

憲
法

概
論

」（
勁

草
書

房
版

）
を

手
に

し
な

い
学

生
の

た
め

、
最

少
限

に
こ

れ
だ

け
は

必
要

と
考

え
ら

れ
る

説
明

が
ふ

く
ま

れ
て

い
る

。
も

ち
ろ

ん
、

さ
ら

に
研

究
が

深
め

ら
れ

れ
ば

、
そ

れ
に

越
し

た
こ

と
は

な
い

。
一

九
五

三
年

四
月

」
と

あ
り

。「
第

一
章

憲
法

学
の

諸
問

題
－

憲
法

学
の

課
題

・
方

法
・

範
囲

」
タ

イ
ト

ル
上

に
「

省
略

」、
「

第
八

章
第

二
節

議
院

内
閣

制
」

タ
イ

ト
ル

上
に

「
省

略
」、

「
第

十
一

章
財

政
」

タ
イ

ト
ル

下
に

「
省

略
」

な
ど

、
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

3
12

7
佐

佐
木

惣
一

・
滝

川
幸

辰
・

吾
妻

光
俊

・
鈴

木
安

蔵
・

末
川

博
『

憲
法

と
新

法
律

の
研

究
』

同
友

社
昭

和
23

19
48

5
10

書
籍

印
刷

12
2頁

鈴
木

安
蔵

「
教

育
基

本
法

と
そ

の
諸

問
題

」
の

寄
稿

部
分

（
53

～
96

頁
）

が
切

り
取

ら
れ

て
い

る
。

佐
佐

木
惣

一
「

基
本

的
人

権
享

有
能

力
と

個
々

の
基

本
的

人
権

」
と

吾
妻

光
俊

「
憲

法
の

労
働

条
項

と
労

働
法

」
に

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
書

込
み

あ
り

。

3
12

8
鈴

木
安

蔵
『

太
政

官
制

と
内

閣
制

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
5

20
書

籍
印

刷
23

5頁

裏
表

紙
見

返
し

に
20

0字
詰

原
稿

用
紙

1枚
に

書
き

掛
け

の
原

稿
挟

み
込

み
あ

り
。

原
稿

用
紙

に
は

「
太

政
官

制
 中

央
政

府
機

構
と

し
て

の
（

傍
線

部
分

取
消

し
）

太
政

官
制

は
、

天
智

天
皇

（
六

六
二

－
六

七
一

年
）

第
十

八
年

に
左

右
大

臣
の

外
に

太
政

大
臣

の
官

を
も

う
け

ら
れ

た
に

は
じ

ま
り

、
平

安
時

代
に

確
立

し
た

も
の

で
あ

る
が

、」
と

あ
り

。

3
12

9
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
法

学
の

生
誕

と
発

展
』

叢
文

閣
昭

和
9

19
34

6
30

書
籍

印
刷

23
4頁

ペ
ー

ジ
脱

落
多

数
あ

り
。

以
下

、
抜

き
念

校
か

、
挟

み
込

み
あ

り
。「

三
 

憲
法

発
布

か
ら

第
一

議
会

ま
で

」（
69

～
71

頁
）、

「
跋

に
代

へ
て

－
牽

制
し

の
意

義
お

よ
び

歴
史

叙
述

の
方

法
に

つ
い

て
」（

23
2・

23
3・

23
6

頁
）、

「
著

者
序

」（
1～

3頁
）、

「
鈴

木
安

蔵
著

 日
本

憲
法

学
の

生
誕

と
発

展
」

表
紙

に
赤

鉛
筆

に
て

「
二

三
四

、
二

三
五

の
校

正
御

出
し

下
さ

い
。」

と
あ

り
。

鈴
木

安
蔵

「
農

村
家

内
工

業
な

ら
び

に
「

近
代

的
家

内
工

業
」

再
稿

」（
表

紙
2頁

に
青

鉛
筆

に
て

鈴
木

氏
保

存
分

と
書

込
み

あ
り

）（
2

～
16

頁
）、

鈴
木

安
蔵

「
封

建
制

か
ら

資
本

制
へ

－
社

会
諸

構
成

の
発

展
過

程
－

」（
19

33
.1

0.
7）

（
1～

15
頁

）。
ま

た
15

8・
15

9
頁

に
「

わ
が

国
に

お
け

る
自

由
主

義
の

過
去

・
現

在
・

未
来

」（
16

8～
17

6
頁

）
（

16
8→

15
8な

ど
赤

鉛
筆

・
黒

ペ
ン

に
て

修
正

あ
り

）、
「

自
由

主
義

の
死

滅
」（

21
4～

22
8

頁
）（

21
4

→
20

4
な

ど
赤

鉛
筆

に
て

修
正

あ
り

）
の

挟
み

込
み

あ
り

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
11

5
鈴

木
安

蔵
『

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
』

育
生

社
昭

和
13

19
38

9
5

書
籍

印
刷

33
4頁

水
濡

れ
の

た
め

か
状

態
悪

く
、

破
れ

、
傷

み
甚

だ
し

。
ペ

ー
ジ

脱
落

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。
た

だ
し

、
水

濡
れ

の
た

め
か

、
18

5頁
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

る
も

滲
み

あ
り

。
26

1頁
に

「
立

志
社

の
憲

法
調

査
と

植
木

枝
盛

」（
40

0字
詰

原
稿

用
紙

2枚
）、

28
9頁

に
「「

共
存

雑
誌

」
に

つ
い

て
」（

同
3枚

）、
29

9頁
に

林
茂

「
壬

午
協

会
に

於
け

る
憲

法
私

案
討

議
」、

尾
佐

竹
猛

「
ロ

エ
ス

レ
ル

の
満

期
解

雇
」、

石
井

研
堂

「
華

族
界

の
憲

法
研

究
」

所
載

の
『

明
治

文
化

』
第

11
巻

第
8号

切
抜

き
、

30
0頁

に
「

東
京

日
日

新
聞

『
国

憲
意

見
』

及
び

之
に

対
す

る
諸

批
判

」
解

説
」（

同
3枚

）、
32

3頁
前

破
れ

の
箇

所
に

「
欧

米
政

理
叢

談
」

に
つ

い
て

」（
同

2枚
）

と
「「

明
治

協
会

雑
誌

」
に

つ
い

て
」（

同
1

枚
）

挟
み

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

渡
辺

幾
治

郎
「『

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
』

鈴
木

安
蔵

氏
の

新
著

を
評

す
」、

柏
正

男
「

立
憲

日
本

の
胎

動
に

想
ふ

－
鈴

木
安

蔵
氏

著
「

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
」

－
」、

「
新

刊
紹

介
 鈴

木
安

蔵
氏

著
 明

治
初

年
の

立
憲

思
想

」
新

聞
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

3
11

6
鈴

木
安

蔵
『

日
本

政
治

の
規

準
』

東
洋

経
済

新
報

社
出

版
部

昭
和

16
19

41
6

5
書

籍
印

刷
35

7頁

3
11

7
鈴

木
安

蔵
『

日
本

国
憲

法
概

論
』

評
論

社
昭

和
41

19
66

5
20

書
籍

印
刷

28
6頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
・

法
学

博
士

。
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

校
訂

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

再
版

。
青

ペ
ン

に
て

欄
外

上
部

に
書

込
み

多
数

。
18

0～
18

6頁
部

分
的

に
切

取
り

あ
り

。
19

7頁
に

「
対

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

通
商

条
約

の
批

准
」（

38
.1

.2
9.

m
）

※
m

は
毎

日
新

聞
カ

、
21

3
頁

に
「

ニ
ュ

ー
ス

の
カ

ギ
 議

長
職

権
」、

21
8頁

に
「

英
議

会
の

読
会

制
」

新
聞

記
事

切
抜

き
貼

付
あ

り
。

3
11

8
鈴

木
安

蔵
『

民
主

主
義

講
座

 日
本

の
民

主
主

義
』

革
新

社
昭

和
22

19
47

1
25

書
籍

印
刷

15
9頁

民
主

主
義

講
座

〔
6〕

。
11

4
頁

に
『

民
主

主
義

講
座

月
報

』
N

o.
1（

革
新

社
、

昭
和

22
年

1月
、

全
8頁

）
挟

み
込

み
あ

り
。

同
月

報
に

は
、

蝋
山

政
道

「
民

主
主

義
の

研
究

に
つ

い
て

」、
伊

豆
公

夫
「

日
本

民
主

主
義

の
あ

り
方

」、
鈴

木
安

蔵
「

著
者

の
こ

と
ば

－
刊

行
に

際
し

て
－

」、
「

編
輯

便
り

」
所

収
。

裏
表

紙
破

れ
。

3
11

9
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

と
人

民
の

政
治

』
同

友
社

昭
和

23
19

48
5

15
書

籍
印

刷
19

1頁
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

所
蔵

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

黒
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
に

て
加

除
修

正
、

メ
モ

の
書

込
み

あ
り

。

3
12

0
鈴

木
安

蔵
『

歴
史

と
政

治
』

実
業

之
日

本
社

昭
和

23
19

48
2

10
書

籍
印

刷
25

8頁

3
12

1
鈴

木
安

蔵
『

評
伝

 伊
藤

博
文

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
2

20
書

籍
印

刷
36

5頁

赤
鉛

筆
・

赤
ペ

ン
に

て
修

正
の

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
見

返
し

に
口

絵
写

真
「

明
治

三
十

一
年

四
月

二
日

大
磯

滄
浪

閣
に

於
け

る
伊

藤
博

文
（

右
）

と
大

隈
重

信
」、

「
明

治
三

十
年

一
月

大
磯

滄
浪

閣
に

於
け

る
山

県
有

朋
（

右
）

と
伊

藤
博

文
（

左
）」

（
2頁

分
）

挟
み

込
み

あ
り

。
本

書
に

は
口

絵
な

し
。

3
12

2
鈴

木
安

蔵
『

新
法

学
全

書
2 

憲
法

』
評

論
社

昭
和

32
19

57
4

25
書

籍
印

刷
28

4頁

見
返

し
左

頁
に

「
昭

和
卅

三
年

八
月

十
八

日
 改

訂
版

を
さ

ら
に

検
討

し
は

じ
む

」
と

青
鉛

筆
に

て
、「

新
稿

作
成

の
た

め
削

除
用

に
用

う
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

改
訂

版
。

45
・

46
頁

、
17

7・
17

8頁
部

分
切

取
り

あ
り

。『
新

法
学

全
書

2 
憲

法
』（

評
論

社
、

昭
和

31
年

4月
25

日
 初

版
7刷

）
目

次
～

38
頁

・
25

3～
28

4頁
の

切
抜

き
挟

み
込

み
あ

り
。

3
12

3
鈴

木
安

蔵
『

評
伝

 伊
藤

博
文

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
2

20
書

籍
印

刷
36

5頁
整

理
番

号
12

1と
同

資
料

で
あ

る
が

、
本

資
料

に
は

口
絵

4頁
あ

り
。

書
込

み
な

し
。

表
紙

が
外

れ
て

い
る

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
12

4
鈴

木
安

蔵
『

自
由

民
権

』
白

揚
社

昭
和

23
19

48
12

15
書

籍
印

刷
49

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

校
訂

本
 一

九
四

八
年

十
二

月
二

十
四

日
」

と
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

に
て

修
正

（「
資

料
」

→
「

史
料

」、
「

絶
体

的
天

皇
制

」
→

「
絶

対
制

的
天

皇
制

」）
、

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
12

5
鈴

木
安

蔵
『

政
治

学
入

門
』

室
町

書
房

昭
和

28
19

53
12

25
書

籍
印

刷
27

8頁
表

紙
に

「
切

抜
本

」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
よ

っ
て

本
書

の
ペ

ー
ジ

、
脱

落
多

数
。

3
12

6
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

講
義

案
』

昭
和

28
19

53
4

冊
子

印
刷

27
9頁

鈴
木

安
蔵

は
法

学
博

士
。

表
紙

に
「

認
定

講
習

用
」

と
青

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

序
言

に
「

こ
の

講
義

案
は

、
著

者
の

講
義

を
き

く
静

岡
大

学
、

愛
知

大
学

、
東

京
学

芸
大

学
な

ど
の

学
生

諸
君

が
、

多
少

と
も

講
義

を
容

易
に

理
解

し
う

る
よ

う
、

ま
た

予
復

習
の

便
を

う
る

こ
と

の
で

き
る

よ
う

に
と

考
え

て
印

刷
さ

れ
る

。
拙

著
「

憲
法

概
論

」（
勁

草
書

房
版

）
を

手
に

し
な

い
学

生
の

た
め

、
最

少
限

に
こ

れ
だ

け
は

必
要

と
考

え
ら

れ
る

説
明

が
ふ

く
ま

れ
て

い
る

。
も

ち
ろ

ん
、

さ
ら

に
研

究
が

深
め

ら
れ

れ
ば

、
そ

れ
に

越
し

た
こ

と
は

な
い

。
一

九
五

三
年

四
月

」
と

あ
り

。「
第

一
章

憲
法

学
の

諸
問

題
－

憲
法

学
の

課
題

・
方

法
・

範
囲

」
タ

イ
ト

ル
上

に
「

省
略

」、
「

第
八

章
第

二
節

議
院

内
閣

制
」

タ
イ

ト
ル

上
に

「
省

略
」、

「
第

十
一

章
財

政
」

タ
イ

ト
ル

下
に

「
省

略
」

な
ど

、
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

3
12

7
佐

佐
木

惣
一

・
滝

川
幸

辰
・

吾
妻

光
俊

・
鈴

木
安

蔵
・

末
川

博
『

憲
法

と
新

法
律

の
研

究
』

同
友

社
昭

和
23

19
48

5
10

書
籍

印
刷

12
2頁

鈴
木

安
蔵

「
教

育
基

本
法

と
そ

の
諸

問
題

」
の

寄
稿

部
分

（
53

～
96

頁
）

が
切

り
取

ら
れ

て
い

る
。

佐
佐

木
惣

一
「

基
本

的
人

権
享

有
能

力
と

個
々

の
基

本
的

人
権

」
と

吾
妻

光
俊

「
憲

法
の

労
働

条
項

と
労

働
法

」
に

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
書

込
み

あ
り

。

3
12

8
鈴

木
安

蔵
『

太
政

官
制

と
内

閣
制

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
5

20
書

籍
印

刷
23

5頁

裏
表

紙
見

返
し

に
20

0字
詰

原
稿

用
紙

1枚
に

書
き

掛
け

の
原

稿
挟

み
込

み
あ

り
。

原
稿

用
紙

に
は

「
太

政
官

制
 中

央
政

府
機

構
と

し
て

の
（

傍
線

部
分

取
消

し
）

太
政

官
制

は
、

天
智

天
皇

（
六

六
二

－
六

七
一

年
）

第
十

八
年

に
左

右
大

臣
の

外
に

太
政

大
臣

の
官

を
も

う
け

ら
れ

た
に

は
じ

ま
り

、
平

安
時

代
に

確
立

し
た

も
の

で
あ

る
が

、」
と

あ
り

。

3
12

9
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
法

学
の

生
誕

と
発

展
』

叢
文

閣
昭

和
9

19
34

6
30

書
籍

印
刷

23
4頁

ペ
ー

ジ
脱

落
多

数
あ

り
。

以
下

、
抜

き
念

校
か

、
挟

み
込

み
あ

り
。「

三
 

憲
法

発
布

か
ら

第
一

議
会

ま
で

」（
69

～
71

頁
）、

「
跋

に
代

へ
て

－
牽

制
し

の
意

義
お

よ
び

歴
史

叙
述

の
方

法
に

つ
い

て
」（

23
2・

23
3・

23
6

頁
）、

「
著

者
序

」（
1～

3頁
）、

「
鈴

木
安

蔵
著

 日
本

憲
法

学
の

生
誕

と
発

展
」

表
紙

に
赤

鉛
筆

に
て

「
二

三
四

、
二

三
五

の
校

正
御

出
し

下
さ

い
。」

と
あ

り
。

鈴
木

安
蔵

「
農

村
家

内
工

業
な

ら
び

に
「

近
代

的
家

内
工

業
」

再
稿

」（
表

紙
2頁

に
青

鉛
筆

に
て

鈴
木

氏
保

存
分

と
書

込
み

あ
り

）（
2

～
16

頁
）、

鈴
木

安
蔵

「
封

建
制

か
ら

資
本

制
へ

－
社

会
諸

構
成

の
発

展
過

程
－

」（
19

33
.1

0.
7）

（
1～

15
頁

）。
ま

た
15

8・
15

9
頁

に
「

わ
が

国
に

お
け

る
自

由
主

義
の

過
去

・
現

在
・

未
来

」（
16

8～
17

6
頁

）
（

16
8→

15
8な

ど
赤

鉛
筆

・
黒

ペ
ン

に
て

修
正

あ
り

）、
「

自
由

主
義

の
死

滅
」（

21
4～

22
8

頁
）（

21
4

→
20

4
な

ど
赤

鉛
筆

に
て

修
正

あ
り

）
の

挟
み

込
み

あ
り

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
11

5
鈴

木
安

蔵
『

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
』

育
生

社
昭

和
13

19
38

9
5

書
籍

印
刷

33
4頁

水
濡

れ
の

た
め

か
状

態
悪

く
、

破
れ

、
傷

み
甚

だ
し

。
ペ

ー
ジ

脱
落

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

の
書

込
み

あ
り

。
た

だ
し

、
水

濡
れ

の
た

め
か

、
18

5頁
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

る
も

滲
み

あ
り

。
26

1頁
に

「
立

志
社

の
憲

法
調

査
と

植
木

枝
盛

」（
40

0字
詰

原
稿

用
紙

2枚
）、

28
9頁

に
「「

共
存

雑
誌

」
に

つ
い

て
」（

同
3枚

）、
29

9頁
に

林
茂

「
壬

午
協

会
に

於
け

る
憲

法
私

案
討

議
」、

尾
佐

竹
猛

「
ロ

エ
ス

レ
ル

の
満

期
解

雇
」、

石
井

研
堂

「
華

族
界

の
憲

法
研

究
」

所
載

の
『

明
治

文
化

』
第

11
巻

第
8号

切
抜

き
、

30
0頁

に
「

東
京

日
日

新
聞

『
国

憲
意

見
』

及
び

之
に

対
す

る
諸

批
判

」
解

説
」（

同
3枚

）、
32

3頁
前

破
れ

の
箇

所
に

「
欧

米
政

理
叢

談
」

に
つ

い
て

」（
同

2枚
）

と
「「

明
治

協
会

雑
誌

」
に

つ
い

て
」（

同
1

枚
）

挟
み

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

渡
辺

幾
治

郎
「『

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
』

鈴
木

安
蔵

氏
の

新
著

を
評

す
」、

柏
正

男
「

立
憲

日
本

の
胎

動
に

想
ふ

－
鈴

木
安

蔵
氏

著
「

明
治

初
年

の
立

憲
思

想
」

－
」、

「
新

刊
紹

介
 鈴

木
安

蔵
氏

著
 明

治
初

年
の

立
憲

思
想

」
新

聞
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

3
11

6
鈴

木
安

蔵
『

日
本

政
治

の
規

準
』

東
洋

経
済

新
報

社
出

版
部

昭
和

16
19

41
6

5
書

籍
印

刷
35

7頁

3
11

7
鈴

木
安

蔵
『

日
本

国
憲

法
概

論
』

評
論

社
昭

和
41

19
66

5
20

書
籍

印
刷

28
6頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
・

法
学

博
士

。
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

校
訂

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

再
版

。
青

ペ
ン

に
て

欄
外

上
部

に
書

込
み

多
数

。
18

0～
18

6頁
部

分
的

に
切

取
り

あ
り

。
19

7頁
に

「
対

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

通
商

条
約

の
批

准
」（

38
.1

.2
9.

m
）

※
m

は
毎

日
新

聞
カ

、
21

3
頁

に
「

ニ
ュ

ー
ス

の
カ

ギ
 議

長
職

権
」、

21
8頁

に
「

英
議

会
の

読
会

制
」

新
聞

記
事

切
抜

き
貼

付
あ

り
。

3
11

8
鈴

木
安

蔵
『

民
主

主
義

講
座

 日
本

の
民

主
主

義
』

革
新

社
昭

和
22

19
47

1
25

書
籍

印
刷

15
9頁

民
主

主
義

講
座

〔
6〕

。
11

4
頁

に
『

民
主

主
義

講
座

月
報

』
N

o.
1（

革
新

社
、

昭
和

22
年

1月
、

全
8頁

）
挟

み
込

み
あ

り
。

同
月

報
に

は
、

蝋
山

政
道

「
民

主
主

義
の

研
究

に
つ

い
て

」、
伊

豆
公

夫
「

日
本

民
主

主
義

の
あ

り
方

」、
鈴

木
安

蔵
「

著
者

の
こ

と
ば

－
刊

行
に

際
し

て
－

」、
「

編
輯

便
り

」
所

収
。

裏
表

紙
破

れ
。

3
11

9
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

と
人

民
の

政
治

』
同

友
社

昭
和

23
19

48
5

15
書

籍
印

刷
19

1頁
見

返
し

左
頁

に
「

著
者

所
蔵

本
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

黒
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
に

て
加

除
修

正
、

メ
モ

の
書

込
み

あ
り

。

3
12

0
鈴

木
安

蔵
『

歴
史

と
政

治
』

実
業

之
日

本
社

昭
和

23
19

48
2

10
書

籍
印

刷
25

8頁

3
12

1
鈴

木
安

蔵
『

評
伝

 伊
藤

博
文

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
2

20
書

籍
印

刷
36

5頁

赤
鉛

筆
・

赤
ペ

ン
に

て
修

正
の

書
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
見

返
し

に
口

絵
写

真
「

明
治

三
十

一
年

四
月

二
日

大
磯

滄
浪

閣
に

於
け

る
伊

藤
博

文
（

右
）

と
大

隈
重

信
」、

「
明

治
三

十
年

一
月

大
磯

滄
浪

閣
に

於
け

る
山

県
有

朋
（

右
）

と
伊

藤
博

文
（

左
）」

（
2頁

分
）

挟
み

込
み

あ
り

。
本

書
に

は
口

絵
な

し
。

3
12

2
鈴

木
安

蔵
『

新
法

学
全

書
2 

憲
法

』
評

論
社

昭
和

32
19

57
4

25
書

籍
印

刷
28

4頁

見
返

し
左

頁
に

「
昭

和
卅

三
年

八
月

十
八

日
 改

訂
版

を
さ

ら
に

検
討

し
は

じ
む

」
と

青
鉛

筆
に

て
、「

新
稿

作
成

の
た

め
削

除
用

に
用

う
」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

改
訂

版
。

45
・

46
頁

、
17

7・
17

8頁
部

分
切

取
り

あ
り

。『
新

法
学

全
書

2 
憲

法
』（

評
論

社
、

昭
和

31
年

4月
25

日
 初

版
7刷

）
目

次
～

38
頁

・
25

3～
28

4頁
の

切
抜

き
挟

み
込

み
あ

り
。

3
12

3
鈴

木
安

蔵
『

評
伝

 伊
藤

博
文

』
昭

和
刊

行
会

昭
和

19
19

44
2

20
書

籍
印

刷
36

5頁
整

理
番

号
12

1と
同

資
料

で
あ

る
が

、
本

資
料

に
は

口
絵

4頁
あ

り
。

書
込

み
な

し
。

表
紙

が
外

れ
て

い
る

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（91）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

4
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
法

史
概

説
』

中
央

公
論

社
昭

和
16

19
41

5
15

書
籍

印
刷

50
2頁

背
表

紙
が

外
れ

て
い

る
。

見
返

し
右

頁
に

黒
ペ

ン
に

て
「

一
九

四
八

年
（

昭
和

二
十

三
年

）
二

月
八

日
夜

し
る

す
 本

書
は

重
刷

せ
ず

。
一

.「
自

由
民

権
」

に
、

関
係

部
分

は
補

訂
し

て
収

録
し

た
。

一
、

条
約

改
正

関
係

部
分

は
、

別
に

補
訂

し
て

採
用

の
予

定
－

植
木

「
条

約
改

正
如

何
」

の
解

題
に

。
一

、
政

府
の

憲
法

制
定

過
程

に
つ

い
て

は
、「

憲
法

制
定

と
ヘ

ル
マ

ン
・

ロ
エ

ス
レ

ル
」「

伊
藤

博
文

」
等

に
つ

き
て

い
る

し
、

ま
た

、
や

が
て

余
暇

あ
ら

ば
、

こ
れ

ら
を

綜
合

し
て

、
誤

ち
な

き
も

の
を

ま
と

め
あ

げ
る

予
定

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

も
は

や
本

書
の

形
ち

で
の

重
刷

は
価

値
な

し
。

 
「

明
治

維
新

政
治

史
」

を
補

訂
す

る
こ

と
、

明
治

初
年

の
右

に
と

り
入

れ
な

い
部

分
を

、「
太

政
官

制
と

内
閣

制
と

と
も

に
資

料
と

し
て

、「
日

本
絶

対
主

義
の

成
立

と
機

構
」

と
い

う
風

の
も

の
を

完
成

し
た

い
と

お
も

う
。」

と
書

込
み

あ
り

。
見

返
し

左
頁

に
赤

ペ
ン

に
て

「
W

he
n 

ca
n 

I 
pu

bl
is

h 
th

e 
re

vi
se

d 
an

d 
en

la
rg

ed
 e

di
tio

n 
of

 t
hs

 w
or

k?
 I

n 
ne

ar
 

fu
tu

re
 I 

sh
al

l b
e 

ab
le

, n
o 

I o
ug

ht
, t

o 
fi n

is
h 

th
is

 t
as

k.
 T

he
n 

w
ill

 b
e 

m
y 

w
or

k 
th

e 
st

an
d 

m
e 

in
 t

hi
s 

fi e
ld

 a
nd

 m
y 

he
ar

t 
w

ill
 b

e 
sa

tis
fi e

d 
an

d 
be

 c
al

m
. 

Ju
ly

 2
1.

19
41

.」
、

黒
ペ

ン
に

て
「

著
者

校
訂

本
」

と
書

込
み

あ
り

。
扉

に
「

昭
和

十
六

年
五

月
二

十
三

日
 見

本
と

し
て

一
冊

届
け

ら
れ

し
も

の
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

「
序

」
頁

の
前

頁
に

「
一

、
O

ne
 t

hi
ng

 a
t 

a 
tim

e.
 こ

れ
は

、
け

だ
し

学
究

に
と

っ
て

特
に

真
理

で
あ

る
。

分
析

力
の

集
中

な
く

し
て

は
研

究
は

粗
雑

と
な

る
の

で
あ

る
。

一
、

著
者

を
し

て
、

そ
の

過
去

七
年

間
の

研
究

を
統

括
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ

が
現

在
の

眼
よ

り
見

て
如

何
に

粗
雑

な
点

の
多

い
か

を
具

体
的

に
痛

感
、

反
省

せ
し

め
る

契
機

と
な

っ
た

と
す

れ
ば

、
本

書
の

公
刊

は
、

す
で

に
一

つ
の

意
義

が
あ

る
。

か
う

し
て

一
冊

の
著

書
の

形
に

纏
め

て
み

な
い

う
ち

は
、

そ
の

粗
雑

さ
を

も
リ

ア
ル

に
感

じ
得

な
か

っ
た

か
の

や
う

で
あ

る
。

自
分

は
、

本
書

を
通

読
し

つ
ゝ

、
今

後
の

研
究

を
如

何
に

進
め

て
ゆ

く
か

、
ゆ

か
ね

ば
な

ら
な

い
か

ゞ
お

の
づ

か
ら

判
然

し
て

く
る

を
覚

え
る

の
で

あ
る

。
今

は
、

か
ゝ

る
寂

し
き

、
空

し
き

収
穫

を
以

て
自

ら
を

慰
む

る
外

は
な

い
の

で
あ

る
。

五
月

二
十

五
日

夜
記

す
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

本
書

中
、

赤
ペ

ン
に

て
加

除
修

正
等

書
込

み
多

数
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
印

の
書

込
み

あ
り

。「
第

四
章

条
約

改
正

」
の

14
6頁

に
不

破
志

要
「

条
約

改
正

と
法

典
編

纂
」

記
事

、「
第

九
章

十
四

年
政

変
と

国
会

開
設

詔
勅

の
渙

発
第

二
節

大
隈

参
議

の
国

会
即

開
・

政
党

内
閣

論
」

の
26

8・
26

9頁
に

「
〇

七
年

間
投

費
九

百
八

十
万

円
」

の
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

、
26

8頁
欄

外
下

に
赤

ペ
ン

に
て

「
何

故
に

大
隈

は
、

伊
藤

井
上

に
も

諮
ら

ず
こ

の
意

見
を

提
出

し
た

か
」

と
メ

モ
書

き
あ

り
、「

第
十

章
 諸

政
党

の
結

成
と

自
由

民
権

運
動

の
推

移
」

内
の

32
0・

32
1頁

に
小

久
保

喜
七

「
弔

大
井

憲
太

郎
先

生
文

」（
『

明
治

文
化

』
第

11
巻

第
20

号
、

昭
和

13
年

12
月

11
日

）
記

事
貼

付
あ

り
、「

第
十

二
章

 グ
ナ

イ
ス

ト
、

モ
ツ

セ
お

よ
び

ス
タ

イ
ン

の
説

教
」

内
の

40
2・

40
3

頁
に

鈴
木

安
蔵

「
ス

タ
イ

ン
氏

講
義

「
憲

法
及

行
政

法
要

義
」

に
つ

い
て

」
記

事
、

18
86

年
9月

7日
付

園
田

安
賢

宛
て

ス
タ

イ
ン

書
翰

（
伊

藤
家

文
書

第
71

巻
所

収
）

の
写

し
原

稿
貼

付
あ

り
、「

第
十

三
章

 政
府

の
憲

法
発

布
・

国
会

開
設

準
備

と
民

間
の

動
向

」
内

の
43

8・
43

9頁
に

鈴
木

安
蔵

「「
学

問
の

心
得

」
雑

感
」

記
事

（
記

事
に

は
赤

ペ
ン

に
て

修
正

あ
り

）
貼

付
あ

り
、

奥
付

に
正

誤
表

貼
付

あ
り

、
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

岡
山

鉦
太

郎
「

欧
行

と
寺

島
」（

『
政

治
文

化
』

第
13

巻
第

11
号

、
昭

和
15

年
11

月
号

）
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

3
13

5
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
政

成
立

史
』

学
芸

社
昭

和
12

19
37

2
28

書
籍

印
刷

50
1頁

再
版

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

0
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

の
歴

史
的

研
究

』
大

畑
書

店
昭

和
8

19
33

6
20

書
籍

印
刷

48
2頁

裏
表

紙
外

れ
。

×
×

（
伏

せ
字

記
号

）
の

部
分

を
一

つ
一

つ
青

ペ
ン

に
て

記
載

、
ど

の
よ

う
な

語
句

が
伏

字
に

な
っ

た
の

か
が

分
か

る
。

例
え

ば
、

廃
止

、
制

限
、

国
家

権
力

（
の

）
行

使
、

反
抗

、
君

主
、

官
僚

（
的

階
位

組
織

）、
国

家
権

力
（

へ
の

）
支

配
階

級
、（

ブ
ル

ヂ
ョ

ア
国

家
の

）
憲

法
、

（
従

来
の

）
憲

法
、（

ブ
ル

ヂ
ョ

ア
的

）
支

配
、

革
命

、
国

王
、（

物
の

わ
か

ら
ぬ

）
官

僚
、

警
察

（
の

陥
し

穴
）、

（
ブ

ル
ヂ

ョ
ア

ジ
ー

の
）

安
寧

、
反

対
（

命
題

）、
（

一
般

的
な

）
空

辞
、（

自
由

の
）

撤
廃

、（
純

粋
な

）
変

革
（

的
民

主
主

義
）

革
命

な
ど

。
※

（
 　

）
内

以
外

が
伏

せ
字

。

3
13

1
鈴

木
安

蔵
『

日
本

現
代

史
大

系
 法

律
史

』
東

洋
経

済
新

報
社

昭
和

35
19

60
12

10
書

籍
印

刷
43

7頁

扉
に

「
著

者
校

訂
本

 一
九

六
〇

年
一

二
月

四
日

入
手

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

メ
モ

書
込

み
あ

り
。

赤
ペ

ン
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

書
込

み
あ

り
。

52
・

53
頁

に
「

町
方

の
制

度
」、

54
・

55
頁

に
「

地
方

だ
よ

り
 津

藩
に

五
人

組
発

足
す

」
の

新
聞

記
事

切
抜

き
挟

み
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
（

見
返

し
）

に
中

村
政

則
「

研
究

ノ
ー

ト
 旧

大
名

領
主

た
ち

の
華

麗
な

る
変

身
ぶ

り
」（

昭
和

51
年

5月
27

日
、〔

『
朝

日
新

聞
』

東
京

夕
刊

〕）
、

速
水

融
「

貴
重

な
資

料
「

宗
門

改
帳

 歴
史

人
口

学
の

成
立

〈
下

〉 
組

織
的

な
収

集
・

整
理

を
」（

『
毎

日
新

聞
』

昭
和

45
年

8月
4日

）
の

新
聞

記
事

切
抜

き
、

静
大

教
授

法
学

博
士

鈴
木

安
蔵

「
三

島
市

民
講

座
テ

キ
ス

ト
第

一
号

 近
代

日
本

の
政

治
」（

全
3頁

）、
東

洋
経

済
新

報
社

の
「

日
本

現
代

史
大

系
全

一
四

巻
刊

行
案

内
」

の
挟

み
込

み
あ

り
。

3
13

2
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

制
定

と
ロ

エ
ス

レ
ル

－
日

本
憲

法
原

案
の

起
草

経
緯

と
其

の
根

本
精

神
－

』
東

洋
経

済
新

報
社

昭
和

17
19

42
1

8
書

籍
印

刷
44

7頁

見
返

し
左

頁
に

「
著

者
校

訂
本

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
背

表
紙

・
奥

付
と

も
『

憲
法

制
定

と
ロ

エ
ス

レ
ル

』
題

目
し

か
な

い
が

、
扉

に
「

日
本

憲
法

原
案

の
起

草
経

緯
と

其
の

根
本

精
神

」
の

副
題

あ
り

。
た

だ
し

、「
日

本
」

を
取

消
し

「
明

治
」

と
黒

ペ
ン

に
て

修
正

。
37

3～
37

5、
37

7頁
に

赤
鉛

筆
に

て
印

や
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
13

3
近

代
日

本
研

究
会

『
満

洲
事

変
前

後
』

白
揚

社
昭

和
18

19
43

12
20

書
籍

印
刷

43
3頁

扉
に

は
「

近
代

日
本

歴
史

講
座

」
と

あ
り

。
奥

付
に

は
「

著
者

近
代

日
本

史
研

究
会

代
表

鈴
木

安
蔵

」
と

あ
り

。
奥

付
前

頁
に

は
「

著
者

代
表

略
歴

」
と

し
て

鈴
木

安
蔵

の
略

歴
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

4
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
法

史
概

説
』

中
央

公
論

社
昭

和
16

19
41

5
15

書
籍

印
刷

50
2頁

背
表

紙
が

外
れ

て
い

る
。

見
返

し
右

頁
に

黒
ペ

ン
に

て
「

一
九

四
八

年
（

昭
和

二
十

三
年

）
二

月
八

日
夜

し
る

す
 本

書
は

重
刷

せ
ず

。
一

.「
自

由
民

権
」

に
、

関
係

部
分

は
補

訂
し

て
収

録
し

た
。

一
、

条
約

改
正

関
係

部
分

は
、

別
に

補
訂

し
て

採
用

の
予

定
－

植
木

「
条

約
改

正
如

何
」

の
解

題
に

。
一

、
政

府
の

憲
法

制
定

過
程

に
つ

い
て

は
、「

憲
法

制
定

と
ヘ

ル
マ

ン
・

ロ
エ

ス
レ

ル
」「

伊
藤

博
文

」
等

に
つ

き
て

い
る

し
、

ま
た

、
や

が
て

余
暇

あ
ら

ば
、

こ
れ

ら
を

綜
合

し
て

、
誤

ち
な

き
も

の
を

ま
と

め
あ

げ
る

予
定

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

も
は

や
本

書
の

形
ち

で
の

重
刷

は
価

値
な

し
。

 
「

明
治

維
新

政
治

史
」

を
補

訂
す

る
こ

と
、

明
治

初
年

の
右

に
と

り
入

れ
な

い
部

分
を

、「
太

政
官

制
と

内
閣

制
と

と
も

に
資

料
と

し
て

、「
日

本
絶

対
主

義
の

成
立

と
機

構
」

と
い

う
風

の
も

の
を

完
成

し
た

い
と

お
も

う
。」

と
書

込
み

あ
り

。
見

返
し

左
頁

に
赤

ペ
ン

に
て

「
W

he
n 

ca
n 

I 
pu

bl
is

h 
th

e 
re

vi
se

d 
an

d 
en

la
rg

ed
 e

di
tio

n 
of

 t
hs

 w
or

k?
 I

n 
ne

ar
 

fu
tu

re
 I 

sh
al

l b
e 

ab
le

, n
o 

I o
ug

ht
, t

o 
fi n

is
h 

th
is

 t
as

k.
 T

he
n 

w
ill

 b
e 

m
y 

w
or

k 
th

e 
st

an
d 

m
e 

in
 t

hi
s 

fi e
ld

 a
nd

 m
y 

he
ar

t 
w

ill
 b

e 
sa

tis
fi e

d 
an

d 
be

 c
al

m
. 

Ju
ly

 2
1.

19
41

.」
、

黒
ペ

ン
に

て
「

著
者

校
訂

本
」

と
書

込
み

あ
り

。
扉

に
「

昭
和

十
六

年
五

月
二

十
三

日
 見

本
と

し
て

一
冊

届
け

ら
れ

し
も

の
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

「
序

」
頁

の
前

頁
に

「
一

、
O

ne
 t

hi
ng

 a
t 

a 
tim

e.
 こ

れ
は

、
け

だ
し

学
究

に
と

っ
て

特
に

真
理

で
あ

る
。

分
析

力
の

集
中

な
く

し
て

は
研

究
は

粗
雑

と
な

る
の

で
あ

る
。

一
、

著
者

を
し

て
、

そ
の

過
去

七
年

間
の

研
究

を
統

括
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ

が
現

在
の

眼
よ

り
見

て
如

何
に

粗
雑

な
点

の
多

い
か

を
具

体
的

に
痛

感
、

反
省

せ
し

め
る

契
機

と
な

っ
た

と
す

れ
ば

、
本

書
の

公
刊

は
、

す
で

に
一

つ
の

意
義

が
あ

る
。

か
う

し
て

一
冊

の
著

書
の

形
に

纏
め

て
み

な
い

う
ち

は
、

そ
の

粗
雑

さ
を

も
リ

ア
ル

に
感

じ
得

な
か

っ
た

か
の

や
う

で
あ

る
。

自
分

は
、

本
書

を
通

読
し

つ
ゝ

、
今

後
の

研
究

を
如

何
に

進
め

て
ゆ

く
か

、
ゆ

か
ね

ば
な

ら
な

い
か

ゞ
お

の
づ

か
ら

判
然

し
て

く
る

を
覚

え
る

の
で

あ
る

。
今

は
、

か
ゝ

る
寂

し
き

、
空

し
き

収
穫

を
以

て
自

ら
を

慰
む

る
外

は
な

い
の

で
あ

る
。

五
月

二
十

五
日

夜
記

す
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

本
書

中
、

赤
ペ

ン
に

て
加

除
修

正
等

書
込

み
多

数
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
印

の
書

込
み

あ
り

。「
第

四
章

条
約

改
正

」
の

14
6頁

に
不

破
志

要
「

条
約

改
正

と
法

典
編

纂
」

記
事

、「
第

九
章

十
四

年
政

変
と

国
会

開
設

詔
勅

の
渙

発
第

二
節

大
隈

参
議

の
国

会
即

開
・

政
党

内
閣

論
」

の
26

8・
26

9頁
に

「
〇

七
年

間
投

費
九

百
八

十
万

円
」

の
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

、
26

8頁
欄

外
下

に
赤

ペ
ン

に
て

「
何

故
に

大
隈

は
、

伊
藤

井
上

に
も

諮
ら

ず
こ

の
意

見
を

提
出

し
た

か
」

と
メ

モ
書

き
あ

り
、「

第
十

章
 諸

政
党

の
結

成
と

自
由

民
権

運
動

の
推

移
」

内
の

32
0・

32
1頁

に
小

久
保

喜
七

「
弔

大
井

憲
太

郎
先

生
文

」（
『

明
治

文
化

』
第

11
巻

第
20

号
、

昭
和

13
年

12
月

11
日

）
記

事
貼

付
あ

り
、「

第
十

二
章

 グ
ナ

イ
ス

ト
、

モ
ツ

セ
お

よ
び

ス
タ

イ
ン

の
説

教
」

内
の

40
2・

40
3

頁
に

鈴
木

安
蔵

「
ス

タ
イ

ン
氏

講
義

「
憲

法
及

行
政

法
要

義
」

に
つ

い
て

」
記

事
、

18
86

年
9月

7日
付

園
田

安
賢

宛
て

ス
タ

イ
ン

書
翰

（
伊

藤
家

文
書

第
71

巻
所

収
）

の
写

し
原

稿
貼

付
あ

り
、「

第
十

三
章

 政
府

の
憲

法
発

布
・

国
会

開
設

準
備

と
民

間
の

動
向

」
内

の
43

8・
43

9頁
に

鈴
木

安
蔵

「「
学

問
の

心
得

」
雑

感
」

記
事

（
記

事
に

は
赤

ペ
ン

に
て

修
正

あ
り

）
貼

付
あ

り
、

奥
付

に
正

誤
表

貼
付

あ
り

、
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

岡
山

鉦
太

郎
「

欧
行

と
寺

島
」（

『
政

治
文

化
』

第
13

巻
第

11
号

、
昭

和
15

年
11

月
号

）
記

事
切

抜
き

貼
付

あ
り

。

3
13

5
鈴

木
安

蔵
『

日
本

憲
政

成
立

史
』

学
芸

社
昭

和
12

19
37

2
28

書
籍

印
刷

50
1頁

再
版

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

0
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

の
歴

史
的

研
究

』
大

畑
書

店
昭

和
8

19
33

6
20

書
籍

印
刷

48
2頁

裏
表

紙
外

れ
。

×
×

（
伏

せ
字

記
号

）
の

部
分

を
一

つ
一

つ
青

ペ
ン

に
て

記
載

、
ど

の
よ

う
な

語
句

が
伏

字
に

な
っ

た
の

か
が

分
か

る
。

例
え

ば
、

廃
止

、
制

限
、

国
家

権
力

（
の

）
行

使
、

反
抗

、
君

主
、

官
僚

（
的

階
位

組
織

）、
国

家
権

力
（

へ
の

）
支

配
階

級
、（

ブ
ル

ヂ
ョ

ア
国

家
の

）
憲

法
、

（
従

来
の

）
憲

法
、（

ブ
ル

ヂ
ョ

ア
的

）
支

配
、

革
命

、
国

王
、（

物
の

わ
か

ら
ぬ

）
官

僚
、

警
察

（
の

陥
し

穴
）、

（
ブ

ル
ヂ

ョ
ア

ジ
ー

の
）

安
寧

、
反

対
（

命
題

）、
（

一
般

的
な

）
空

辞
、（

自
由

の
）

撤
廃

、（
純

粋
な

）
変

革
（

的
民

主
主

義
）

革
命

な
ど

。
※

（
 　

）
内

以
外

が
伏

せ
字

。

3
13

1
鈴

木
安

蔵
『

日
本

現
代

史
大

系
 法

律
史

』
東

洋
経

済
新

報
社

昭
和

35
19

60
12

10
書

籍
印

刷
43

7頁

扉
に

「
著

者
校

訂
本

 一
九

六
〇

年
一

二
月

四
日

入
手

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

メ
モ

書
込

み
あ

り
。

赤
ペ

ン
に

て
修

正
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

書
込

み
あ

り
。

52
・

53
頁

に
「

町
方

の
制

度
」、

54
・

55
頁

に
「

地
方

だ
よ

り
 津

藩
に

五
人

組
発

足
す

」
の

新
聞

記
事

切
抜

き
挟

み
込

み
あ

り
。

裏
表

紙
（

見
返

し
）

に
中

村
政

則
「

研
究

ノ
ー

ト
 旧

大
名

領
主

た
ち

の
華

麗
な

る
変

身
ぶ

り
」（

昭
和

51
年

5月
27

日
、〔

『
朝

日
新

聞
』

東
京

夕
刊

〕）
、

速
水

融
「

貴
重

な
資

料
「

宗
門

改
帳

 歴
史

人
口

学
の

成
立

〈
下

〉 
組

織
的

な
収

集
・

整
理

を
」（

『
毎

日
新

聞
』

昭
和

45
年

8月
4日

）
の

新
聞

記
事

切
抜

き
、

静
大

教
授

法
学

博
士

鈴
木

安
蔵

「
三

島
市

民
講

座
テ

キ
ス

ト
第

一
号

 近
代

日
本

の
政

治
」（

全
3頁

）、
東

洋
経

済
新

報
社

の
「

日
本

現
代

史
大

系
全

一
四

巻
刊

行
案

内
」

の
挟

み
込

み
あ

り
。

3
13

2
鈴

木
安

蔵
『

憲
法

制
定

と
ロ

エ
ス

レ
ル

－
日

本
憲

法
原

案
の

起
草

経
緯

と
其

の
根

本
精

神
－

』
東

洋
経

済
新

報
社

昭
和

17
19

42
1

8
書

籍
印

刷
44

7頁

見
返

し
左

頁
に

「
著

者
校

訂
本

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
背

表
紙

・
奥

付
と

も
『

憲
法

制
定

と
ロ

エ
ス

レ
ル

』
題

目
し

か
な

い
が

、
扉

に
「

日
本

憲
法

原
案

の
起

草
経

緯
と

其
の

根
本

精
神

」
の

副
題

あ
り

。
た

だ
し

、「
日

本
」

を
取

消
し

「
明

治
」

と
黒

ペ
ン

に
て

修
正

。
37

3～
37

5、
37

7頁
に

赤
鉛

筆
に

て
印

や
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
13

3
近

代
日

本
研

究
会

『
満

洲
事

変
前

後
』

白
揚

社
昭

和
18

19
43

12
20

書
籍

印
刷

43
3頁

扉
に

は
「

近
代

日
本

歴
史

講
座

」
と

あ
り

。
奥

付
に

は
「

著
者

近
代

日
本

史
研

究
会

代
表

鈴
木

安
蔵

」
と

あ
り

。
奥

付
前

頁
に

は
「

著
者

代
表

略
歴

」
と

し
て

鈴
木

安
蔵

の
略

歴
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（93）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
14

7
ポ

ポ
フ

著
・

上
村

正
夫

訳
『

民
主

々
義

革
命

の
転

化
の

歴
史

的
条

件
 附

録
 同

盟
軍

と
し

て
の

農
民

』
共

生
閣

昭
和

5
19

30
3

17
書

籍
印

刷
21

3頁

見
返

し
左

頁
に

「
Fe

b.
 5

.1
93

1」
と

赤
字

に
て

書
込

み
あ

り
。

本
書

中
に

朱
引

き
あ

り
。

裏
表

紙
（

見
返

し
）

右
頁

に
「

大
正

十
一

年
九

月
一

日
、

「
二

重
政

府
と

帷
幄

上
奏

」
文

化
生

活
研

究
会

出
版

部
 /

 大
正

十
一

年
二

月
七

日
 大

岡
育

造
「

憲
政

治
下

ニ
帷

幄
上

奏
ナ

ル
モ

ノ
ア

リ
。

総
理

大
臣

モ
之

ニ
与

ル
事

ヲ
許

サ
ス

。
行

政
内

閣
ノ

外
ニ

帷
幄

ア
リ

。
随

意
ニ

国
庫

負
担

ヲ
モ

増
加

シ
テ

憚
ラ

ザ
ル

如
キ

、
列

強
ヲ

シ
テ

我
国

ノ
平

和
主

義
ヲ

疑
ハ

シ
ム

ル
モ

ノ
デ

ア
ル

。」
（

四
）「

法
制

局
長

官
馬

場
鍈

一
博

士
は

、
三

月
十

二
日

貴
族

院
予

算
委

員
会

総
会

に
於

ル
江

木
翼

氏
の

質
問

に
対

し
次

の
如

く
答

へ
て

居
る

。
/ 

憲
法

ノ
解

釈
ト

シ
テ

ハ
、

軍
編

成
及

ビ
常

備
兵

器
ヲ

定
ム

ル
ニ

就
テ

ハ
、

大
臣

ノ
輔

弼
ヲ

必
要

ト
認

メ
テ

居
ル

。
然

ル
ニ

実
際

ハ
内

閣
ハ

之
ニ

与
カ

ツ
テ

居
ラ

ヌ
。

自
分

ナ
ド

ハ
憲

法
義

解
ノ

解
釈

ヲ
可

ト
思

ツ
テ

居
ル

ガ
、

将
来

之
ヲ

如
何

ニ
ス

ル
カ

ト
イ

フ
コ

ト
ハ

重
大

ナ
ル

問
題

ト
思

フ
。」

（
二

一
－

二
二

頁
）

/ 
〇

「
或

る
事

実
上

の
行

動
が

君
主

親
う

し
給

ふ
を

要
す

る
と

云
ふ

趣
旨

を
拡

充
し

て
、

之
に

関
連

す
る

一
切

の
事

項
を

挙
げ

て
大

臣
の

輔
翼

外
に

置
く

べ
し

と
す

る
の

は
、

故
ら

に
大

臣
を

忌
避

す
る

の
魂

胆
に

出
づ

る
も

の
･･

･」
（

二
九

頁
）

/ 
〇

「
凡

て
の

内
務

に
亙

つ
て

必
ず

大
臣

の
輔

弼
あ

る
べ

き
は

憲
法

の
要

求
で

あ
る

。」
（

二
八

）
/ 

〇
 国

務
大

臣
の

輔
弼

を
容

る
ゝ

と
し

て
も

、
こ

れ
が

武
官

専
任

な
ら

ば
、

軍
閥

の
地

位
は

依
然

安
泰

で
あ

り
う

る
。

し
か

し
こ

れ
す

ら
も

防
禦

し
よ

う
と

し
た

の
で

あ
る

。〔
以

上
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

〕
/ 

〇
 憲

法
義

解
以

上
に

、「
聞

く
所

に
依

れ
ば

、
軍

令
は

寺
内

伯
の

陸
相

た
り

し
時

代
の

制
定

に
係

る
と

か
。

制
定

に
先

だ
ち

、
一

応
元

老
と

し
て

の
伊

藤
公

の
同

意
を

求
め

た
が

、
流

石
に

公
は

憲
法

の
精

神
を

蹂
躙

す
る

の
甚

だ
し

き
も

の
と

し
て

断
乎

と
し

て
峻

拒
し

た
と

い
ふ

。」
（

四
八

頁
）

大
・

七
・

九
・

中
公

」
と

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
14

8
久

留
米

鮫
造

訳
『

シ
ュ

ミ
ッ

ト
に

与
へ

た
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
手

紙
』

同
人

社
書

店
昭

和
2

19
27

7
6

書
籍

印
刷

62
頁

扉
と

裏
見

返
し

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
濡

れ
染

み
あ

り
。

4
14

9
レ

ー
ニ

ン
著

、
川

内
唯

彦
訳

『
レ

ー
ニ

ン
重

要
著

作
集

第
一

篇
 ロ

シ
ア

に
於

け
る

マ
ル

ク
ス

主
義

の
建

設
』

白
揚

社
昭

和
4

19
29

6
27

書
籍

印
刷

59
8頁

見
返

し
左

頁
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
と

頁
数

の
書

込
み

あ
り

。

4
15

0
故

長
野

昌
千

代
遺

稿
刊

行
会

編
『

昌
千

代
遺

稿
集

 
脚

下
の

泉
』

地
涌

学
会

大
正

13
19

24
12

1
書

籍
印

刷
43

7頁
非

売
品

。
見

返
し

左
頁

に
「

我
等

の
良

き
同

志
な

つ
か

し
き

友
長

野
昌

千
代

兄
の

遺
稿

で
す

。
姉

上
の

心
静

か
な

る
御

繙
き

を
祈

り
ま

す
 一

九
二

五
年

四
月

廿
四

日
記

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
15

1
経

済
学

批
判

会
編

『
原

文
対

訳
唯

物
弁

証
法

（
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
・

お
よ

び
レ

ー
ニ

ン
の

諸
著

作
よ

り
の

抜
粋

）』
弘

文
堂

昭
和

2
19

27
7

15
書

籍
印

刷
25

1頁

表
紙

右
下

に
「

河
上

肇
編

纂
・

マ
ル

キ
シ

ズ
ム

叢
書

 第
十

冊
」

と
赤

字
に

て
印

刷
あ

り
。

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
二

八
年

一
一

月
一

四
日

夜
 河

上
先

生
よ

り
受

く
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

扉
と

裏
表

紙
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

4
15

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
髙

山
洋

吉
訳

『
レ

ー
ニ

ン
全

集
第

二
十

巻
 一

九
一

七
年

　
第

一
分

冊
』

白
揚

社
昭

和
5

19
30

3
5

書
籍

印
刷

28
9頁

赤
ペ

ン
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

3
レ

ー
ニ

ン
著

、
山

川
均

・
大

森
義

太
郎

訳
『

唯
物

論
と

経
験

批
判

論
』

白
揚

社
昭

和
5

19
30

7
20

書
籍

印
刷

65
6頁

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
三

〇
、

八
、

一
四

求
之

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

4
レ

ー
ニ

ン
著

、
君

嶋
香

三
訳

『
議

会
闘

争
の

戦
術

』
共

生
閣

昭
和

5
19

30
2

13
書

籍
印

刷
31

6頁
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
15

5
金

子
一

・
海

野
普

吉
編

『
法

学
新

書
 基

本
的

人
権

』
河

出
書

房
昭

和
31

19
56

6
15

書
籍

印
刷

22
0頁

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

6
日

本
放

送
協

会
編

『
民

主
主

義
十

二
講

』
日

本
放

送
出

版
協

会
昭

和
21

19
46

11
20

書
籍

印
刷

14
5頁

天
野

貞
祐

「
第

一
講

 人
間

は
平

等
な

り
」、

横
田

喜
三

郎
「

第
二

講
 民

主
政

治
の

意
義

と
価

値
」

内
に

黒
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
13

7
鈴

木
安

蔵
「

憲
法

講
義

案
」

冊
子

印
刷

12
3頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。
目

次
前

頁
に

「
憲

法
講

義
案

正
誤

」
表

貼
付

あ
り

。
裏

表
紙

と
裏

見
返

し
破

れ
。

4
13

8
河

上
肇

訳
纂

『
事

項
別

レ
ー

ニ
ン

選
集

 第
一

分
冊

 
レ

ー
ニ

ン
弁

証
法

的
唯

物
論

に
つ

い
て

』
弘

文
堂

書
房

昭
和

4
19

29
1

15
書

籍
印

刷
13

1頁
再

版
。

扉
に

「
一

九
二

九
・

一
・

一
九

入
手

 俊
子

に
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
13

9
大

曲
省

三
編

輯
『

余
生

遺
稿

』
福

島
印

刷
大

正
4

19
15

6
6

書
籍

印
刷

14
4頁

非
売

品
。

表
表

紙
（

見
返

し
）

左
頁

に
「

母
ル

イ
 大

正
十

四
年

（
一

九
二

五
年

）
二

月
十

八
日

没
」

と
青

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。「

余
生

」
は

鈴
木

良
雄

の
号

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
右

頁
に

正
誤

表
貼

付
あ

り
。

4
14

0
ブ

ハ
ー

リ
ン

著
、

内
藤

英
男

訳
『

ロ
シ

ア
に

於
け

る
階

級
闘

争
と

革
命

』
共

生
閣

昭
和

3
19

28
5

25
書

籍
印

刷
10

0頁
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
14

1
レ

ー
ニ

ン
著

、
瓜

生
信

夫
訳

『
マ

ル
ク

ス
主

義
文

庫
6　

反
精

算
主

義
に

つ
い

て
』

希
望

閣
昭

和
3

19
28

6
10

書
籍

印
刷

85
頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。「

カ
ー

メ
ネ

フ
著

『
二

つ
の

党
』

へ
の

序
文

」（
一

九
一

一
年

八
月

二
日

）
に

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
、「

精
算

主
義

の
精

算
」（

一
九

〇
九

年
七

月
『

プ
ロ

レ
タ

リ
ー

』
第

四
十

六
号

）
に

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
の

書
込

み
あ

り
。

そ
の

他
に

も
赤

ペ
ン

で
の

傍
線

、
欄

外
上

の
書

込
み

あ
り

。

4
14

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
直

井
武

夫
訳

『
マ

ル
ク

ス
主

義
文

庫
7　

ス
ト

ラ
イ

キ
に

つ
い

て
』 

希
望

閣
昭

和
3

19
28

6
15

書
籍

印
刷

10
0頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

論
説

「
経

済
的

及
び

政
治

的
ス

ト
ラ

イ
キ

 
一

九
一

二
年

五
月

、『
ネ

フ
ス

カ
ヤ

・
ズ

ヴ
ェ

ズ
タ

』
第

十
号

」
に

赤
ペ

ン
・

青
ペ

ン
筆

に
て

傍
線

、
欄

外
上

に
「

経
済

的
ス

ト
ラ

イ
キ

と
政

治
的

ス
ト

ラ
イ

キ
の

結
合

」（
65

頁
）「

政
治

的
ス

ト
ラ

イ
キ

の
意

義
」（

66
頁

）
「

経
済

的
ス

ト
ラ

イ
キ

の
意

義
」（

67
頁

）
な

ど
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

4
14

3
ラ

ス
キ

ー
ヌ

著
、

片
野

有
一

訳
『

哲
学

叢
書

 エ
ン

ゲ
ル

ス
と

デ
ュ

ー
リ

ン
グ

 反
デ

ュ
ー

リ
ン

グ
の

た
め

に
』

第
二

輯
　

耕
進

社
昭

和
7

19
32

2
2

書
籍

印
刷

13
3頁

4
14

4
政

治
学

研
究

会
編

『
政

治
学

研
究

第
二

集
』

実
業

之
日

本
社

昭
和

23
19

48
12

10
書

籍
印

刷
18

0頁

清
岡

四
郎

「
管

理
法

秩
序

と
国

内
法

秩
序

－
占

領
下

に
於

け
る

憲
法

の
地

位
－

」（
87

～
10

2
頁

）
及

び
「

管
理

法
秩

序
と

国
内

法
秩

序
 補

注
（

清
岡

四
郎

）」
註

一
（

17
9頁

）
に

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

17
8・

17
9頁

に
本

資
料

の
帯

の
挟

み
込

み
あ

り
。

4
14

5
小

野
徳

吉
『

会
津

民
権

史
－

一
名

自
由

党
血

涙
史

』
福

島
民

報
社

出
版

部
大

正
13

19
24

6
23

書
籍

印
刷

12
2頁

4
14

6
水

谷
長

三
郎

訳
『

改
訂

 ゴ
ー

タ
綱

領
批

判
』

弘
文

堂
昭

和
2

19
27

9
10

書
籍

印
刷

84
頁

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
二

七
・

一
〇

・
七

 栗
原

蔵
書

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
表

紙
右

下
に

「
河

上
肇

編
纂

 マ
ル

キ
シ

ズ
ム

叢
書

 第
拾

弐
冊

」
と

赤
字

に
て

印
刷

あ
り

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
14

7
ポ

ポ
フ

著
・

上
村

正
夫

訳
『

民
主

々
義

革
命

の
転

化
の

歴
史

的
条

件
 附

録
 同

盟
軍

と
し

て
の

農
民

』
共

生
閣

昭
和

5
19

30
3

17
書

籍
印

刷
21

3頁

見
返

し
左

頁
に

「
Fe

b.
 5

.1
93

1」
と

赤
字

に
て

書
込

み
あ

り
。

本
書

中
に

朱
引

き
あ

り
。

裏
表

紙
（

見
返

し
）

右
頁

に
「

大
正

十
一

年
九

月
一

日
、

「
二

重
政

府
と

帷
幄

上
奏

」
文

化
生

活
研

究
会

出
版

部
 /

 大
正

十
一

年
二

月
七

日
 大

岡
育

造
「

憲
政

治
下

ニ
帷

幄
上

奏
ナ

ル
モ

ノ
ア

リ
。

総
理

大
臣

モ
之

ニ
与

ル
事

ヲ
許

サ
ス

。
行

政
内

閣
ノ

外
ニ

帷
幄

ア
リ

。
随

意
ニ

国
庫

負
担

ヲ
モ

増
加

シ
テ

憚
ラ

ザ
ル

如
キ

、
列

強
ヲ

シ
テ

我
国

ノ
平

和
主

義
ヲ

疑
ハ

シ
ム

ル
モ

ノ
デ

ア
ル

。」
（

四
）「

法
制

局
長

官
馬

場
鍈

一
博

士
は

、
三

月
十

二
日

貴
族

院
予

算
委

員
会

総
会

に
於

ル
江

木
翼

氏
の

質
問

に
対

し
次

の
如

く
答

へ
て

居
る

。
/ 

憲
法

ノ
解

釈
ト

シ
テ

ハ
、

軍
編

成
及

ビ
常

備
兵

器
ヲ

定
ム

ル
ニ

就
テ

ハ
、

大
臣

ノ
輔

弼
ヲ

必
要

ト
認

メ
テ

居
ル

。
然

ル
ニ

実
際

ハ
内

閣
ハ

之
ニ

与
カ

ツ
テ

居
ラ

ヌ
。

自
分

ナ
ド

ハ
憲

法
義

解
ノ

解
釈

ヲ
可

ト
思

ツ
テ

居
ル

ガ
、

将
来

之
ヲ

如
何

ニ
ス

ル
カ

ト
イ

フ
コ

ト
ハ

重
大

ナ
ル

問
題

ト
思

フ
。」

（
二

一
－

二
二

頁
）

/ 
〇

「
或

る
事

実
上

の
行

動
が

君
主

親
う

し
給

ふ
を

要
す

る
と

云
ふ

趣
旨

を
拡

充
し

て
、

之
に

関
連

す
る

一
切

の
事

項
を

挙
げ

て
大

臣
の

輔
翼

外
に

置
く

べ
し

と
す

る
の

は
、

故
ら

に
大

臣
を

忌
避

す
る

の
魂

胆
に

出
づ

る
も

の
･･

･」
（

二
九

頁
）

/ 
〇

「
凡

て
の

内
務

に
亙

つ
て

必
ず

大
臣

の
輔

弼
あ

る
べ

き
は

憲
法

の
要

求
で

あ
る

。」
（

二
八

）
/ 

〇
 国

務
大

臣
の

輔
弼

を
容

る
ゝ

と
し

て
も

、
こ

れ
が

武
官

専
任

な
ら

ば
、

軍
閥

の
地

位
は

依
然

安
泰

で
あ

り
う

る
。

し
か

し
こ

れ
す

ら
も

防
禦

し
よ

う
と

し
た

の
で

あ
る

。〔
以

上
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

〕
/ 

〇
 憲

法
義

解
以

上
に

、「
聞

く
所

に
依

れ
ば

、
軍

令
は

寺
内

伯
の

陸
相

た
り

し
時

代
の

制
定

に
係

る
と

か
。

制
定

に
先

だ
ち

、
一

応
元

老
と

し
て

の
伊

藤
公

の
同

意
を

求
め

た
が

、
流

石
に

公
は

憲
法

の
精

神
を

蹂
躙

す
る

の
甚

だ
し

き
も

の
と

し
て

断
乎

と
し

て
峻

拒
し

た
と

い
ふ

。」
（

四
八

頁
）

大
・

七
・

九
・

中
公

」
と

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
14

8
久

留
米

鮫
造

訳
『

シ
ュ

ミ
ッ

ト
に

与
へ

た
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
手

紙
』

同
人

社
書

店
昭

和
2

19
27

7
6

書
籍

印
刷

62
頁

扉
と

裏
見

返
し

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
濡

れ
染

み
あ

り
。

4
14

9
レ

ー
ニ

ン
著

、
川

内
唯

彦
訳

『
レ

ー
ニ

ン
重

要
著

作
集

第
一

篇
 ロ

シ
ア

に
於

け
る

マ
ル

ク
ス

主
義

の
建

設
』

白
揚

社
昭

和
4

19
29

6
27

書
籍

印
刷

59
8頁

見
返

し
左

頁
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
と

頁
数

の
書

込
み

あ
り

。

4
15

0
故

長
野

昌
千

代
遺

稿
刊

行
会

編
『

昌
千

代
遺

稿
集

 
脚

下
の

泉
』

地
涌

学
会

大
正

13
19

24
12

1
書

籍
印

刷
43

7頁
非

売
品

。
見

返
し

左
頁

に
「

我
等

の
良

き
同

志
な

つ
か

し
き

友
長

野
昌

千
代

兄
の

遺
稿

で
す

。
姉

上
の

心
静

か
な

る
御

繙
き

を
祈

り
ま

す
 一

九
二

五
年

四
月

廿
四

日
記

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
15

1
経

済
学

批
判

会
編

『
原

文
対

訳
唯

物
弁

証
法

（
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
・

お
よ

び
レ

ー
ニ

ン
の

諸
著

作
よ

り
の

抜
粋

）』
弘

文
堂

昭
和

2
19

27
7

15
書

籍
印

刷
25

1頁

表
紙

右
下

に
「

河
上

肇
編

纂
・

マ
ル

キ
シ

ズ
ム

叢
書

 第
十

冊
」

と
赤

字
に

て
印

刷
あ

り
。

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
二

八
年

一
一

月
一

四
日

夜
 河

上
先

生
よ

り
受

く
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

扉
と

裏
表

紙
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

4
15

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
髙

山
洋

吉
訳

『
レ

ー
ニ

ン
全

集
第

二
十

巻
 一

九
一

七
年

　
第

一
分

冊
』

白
揚

社
昭

和
5

19
30

3
5

書
籍

印
刷

28
9頁

赤
ペ

ン
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

3
レ

ー
ニ

ン
著

、
山

川
均

・
大

森
義

太
郎

訳
『

唯
物

論
と

経
験

批
判

論
』

白
揚

社
昭

和
5

19
30

7
20

書
籍

印
刷

65
6頁

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
三

〇
、

八
、

一
四

求
之

」
と

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

4
レ

ー
ニ

ン
著

、
君

嶋
香

三
訳

『
議

会
闘

争
の

戦
術

』
共

生
閣

昭
和

5
19

30
2

13
書

籍
印

刷
31

6頁
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
15

5
金

子
一

・
海

野
普

吉
編

『
法

学
新

書
 基

本
的

人
権

』
河

出
書

房
昭

和
31

19
56

6
15

書
籍

印
刷

22
0頁

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

3
13

6
日

本
放

送
協

会
編

『
民

主
主

義
十

二
講

』
日

本
放

送
出

版
協

会
昭

和
21

19
46

11
20

書
籍

印
刷

14
5頁

天
野

貞
祐

「
第

一
講

 人
間

は
平

等
な

り
」、

横
田

喜
三

郎
「

第
二

講
 民

主
政

治
の

意
義

と
価

値
」

内
に

黒
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

3
13

7
鈴

木
安

蔵
「

憲
法

講
義

案
」

冊
子

印
刷

12
3頁

鈴
木

安
蔵

は
静

岡
大

学
教

授
・

法
学

博
士

。
目

次
前

頁
に

「
憲

法
講

義
案

正
誤

」
表

貼
付

あ
り

。
裏

表
紙

と
裏

見
返

し
破

れ
。

4
13

8
河

上
肇

訳
纂

『
事

項
別

レ
ー

ニ
ン

選
集

 第
一

分
冊

 
レ

ー
ニ

ン
弁

証
法

的
唯

物
論

に
つ

い
て

』
弘

文
堂

書
房

昭
和

4
19

29
1

15
書

籍
印

刷
13

1頁
再

版
。

扉
に

「
一

九
二

九
・

一
・

一
九

入
手

 俊
子

に
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
13

9
大

曲
省

三
編

輯
『

余
生

遺
稿

』
福

島
印

刷
大

正
4

19
15

6
6

書
籍

印
刷

14
4頁

非
売

品
。

表
表

紙
（

見
返

し
）

左
頁

に
「

母
ル

イ
 大

正
十

四
年

（
一

九
二

五
年

）
二

月
十

八
日

没
」

と
青

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。「

余
生

」
は

鈴
木

良
雄

の
号

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
右

頁
に

正
誤

表
貼

付
あ

り
。

4
14

0
ブ

ハ
ー

リ
ン

著
、

内
藤

英
男

訳
『

ロ
シ

ア
に

於
け

る
階

級
闘

争
と

革
命

』
共

生
閣

昭
和

3
19

28
5

25
書

籍
印

刷
10

0頁
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
14

1
レ

ー
ニ

ン
著

、
瓜

生
信

夫
訳

『
マ

ル
ク

ス
主

義
文

庫
6　

反
精

算
主

義
に

つ
い

て
』

希
望

閣
昭

和
3

19
28

6
10

書
籍

印
刷

85
頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。「

カ
ー

メ
ネ

フ
著

『
二

つ
の

党
』

へ
の

序
文

」（
一

九
一

一
年

八
月

二
日

）
に

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
、「

精
算

主
義

の
精

算
」（

一
九

〇
九

年
七

月
『

プ
ロ

レ
タ

リ
ー

』
第

四
十

六
号

）
に

赤
ペ

ン
・

赤
鉛

筆
の

書
込

み
あ

り
。

そ
の

他
に

も
赤

ペ
ン

で
の

傍
線

、
欄

外
上

の
書

込
み

あ
り

。

4
14

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
直

井
武

夫
訳

『
マ

ル
ク

ス
主

義
文

庫
7　

ス
ト

ラ
イ

キ
に

つ
い

て
』 

希
望

閣
昭

和
3

19
28

6
15

書
籍

印
刷

10
0頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

論
説

「
経

済
的

及
び

政
治

的
ス

ト
ラ

イ
キ

 
一

九
一

二
年

五
月

、『
ネ

フ
ス

カ
ヤ

・
ズ

ヴ
ェ

ズ
タ

』
第

十
号

」
に

赤
ペ

ン
・

青
ペ

ン
筆

に
て

傍
線

、
欄

外
上

に
「

経
済

的
ス

ト
ラ

イ
キ

と
政

治
的

ス
ト

ラ
イ

キ
の

結
合

」（
65

頁
）「

政
治

的
ス

ト
ラ

イ
キ

の
意

義
」（

66
頁

）
「

経
済

的
ス

ト
ラ

イ
キ

の
意

義
」（

67
頁

）
な

ど
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

4
14

3
ラ

ス
キ

ー
ヌ

著
、

片
野

有
一

訳
『

哲
学

叢
書

 エ
ン

ゲ
ル

ス
と

デ
ュ

ー
リ

ン
グ

 反
デ

ュ
ー

リ
ン

グ
の

た
め

に
』

第
二

輯
　

耕
進

社
昭

和
7

19
32

2
2

書
籍

印
刷

13
3頁

4
14

4
政

治
学

研
究

会
編

『
政

治
学

研
究

第
二

集
』

実
業

之
日

本
社

昭
和

23
19

48
12

10
書

籍
印

刷
18

0頁

清
岡

四
郎

「
管

理
法

秩
序

と
国

内
法

秩
序

－
占

領
下

に
於

け
る

憲
法

の
地

位
－

」（
87

～
10

2
頁

）
及

び
「

管
理

法
秩

序
と

国
内

法
秩

序
 補

注
（

清
岡

四
郎

）」
註

一
（

17
9頁

）
に

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

17
8・

17
9頁

に
本

資
料

の
帯

の
挟

み
込

み
あ

り
。

4
14

5
小

野
徳

吉
『

会
津

民
権

史
－

一
名

自
由

党
血

涙
史

』
福

島
民

報
社

出
版

部
大

正
13

19
24

6
23

書
籍

印
刷

12
2頁

4
14

6
水

谷
長

三
郎

訳
『

改
訂

 ゴ
ー

タ
綱

領
批

判
』

弘
文

堂
昭

和
2

19
27

9
10

書
籍

印
刷

84
頁

見
返

し
左

頁
に

「
一

九
二

七
・

一
〇

・
七

 栗
原

蔵
書

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
表

紙
右

下
に

「
河

上
肇

編
纂

 マ
ル

キ
シ

ズ
ム

叢
書

 第
拾

弐
冊

」
と

赤
字

に
て

印
刷

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（95）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
16

9
河

上
肇

訳
『

レ
ー

ニ
ン

の
弁

証
法

』
弘

文
堂

昭
和

2
19

27
9

10
書

籍
印

刷
97

頁

改
版

。
表

紙
右

下
に

「
河

上
肇

編
纂

・
マ

ル
キ

シ
ズ

ム
叢

書
 第

一
冊

」
と

赤
字

に
て

印
刷

あ
り

。
扉

に
「

謹
啓

 鈴
木

兄
 河

上
肇

 一
九

二
八

年
十

一
月

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
内

容
は

、
デ

ボ
ー

リ
ン

原
著

「
前

篇
 革

命
的

弁
証

家
と

し
て

の
レ

ー
ニ

ン
」、

デ
ボ

ー
リ

ン
原

著
「

後
篇

 弁
証

法
に

関
す

る
レ

ー
ニ

ン
の

遺
稿

に
つ

い
て

」、
レ

ー
ニ

ン
遺

著
「

弁
証

法
の

問
題

に
つ

い
て

」。
赤

ペ
ン

・
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

・
メ

モ
の

書
込

み
あ

り
。

前
篇

第
一

章
の

下
に

「
ヘ

ー
ゲ

ル
、

マ
ル

ク
ス

、
レ

ー
ニ

ン
の

弁
証

法
」、

第
二

章
の

下
に

「
レ

ー
ニ

ン
と

理
論

」、
第

三
章

の
下

に
「

普
遍

と
特

殊
」、

第
四

章
の

下
に

「
現

実
の

多
様

性
」、

第
五

章
の

下
に

「
客

観
主

義
と

主
観

主
義

」、
第

六
章

の
下

に
「

帝
国

主
義

（
現

代
の

経
済

的
内

容
）」

、
第

七
章

の
下

に
「

戦
争

」、
第

八
章

の
下

に
「

プ
ロ

レ
タ

リ
ア

ー
ト

に
よ

る
権

力
奪

取
、

プ
ロ

レ
タ

リ
ア

ー
ト

の
独

裁
」

と
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

第
九

章
以

降
、

書
込

み
な

し
。

4
17

0
『

自
由

に
死

す
（

河
合

栄
治

郎
法

廷
闘

争
記

） （
中

央
公

論
第

六
十

五
年

第
一

号
別

冊
附

録
）』

中
央

公
論

社
昭

和
25

19
50

1
1

書
籍

印
刷

13
5頁

表
紙

に
河

合
栄

治
郎

の
写

真
、

及
び

ロ
マ

ン
・

ロ
ラ

ン
『

ジ
ャ

ン
・

ク
リ

ス
ト

フ
』

よ
り

と
し

て
「

ど
の

国
の

人
々

で
あ

れ
 悩

み
 そ

し
て

た
た

か
っ

て
お

り
 や

が
て

 勝
つ

で
あ

ろ
う

 自
由

な
魂

た
ち

に
 さ

さ
ぐ

」
文

章
が

掲
載

さ
れ

る
。

4
17

1
京

都
帝

国
大

学
全

学
部

学
生

代
表

者
会

議
編

『
京

大
問

題
の

真
相

』
政

経
書

院
昭

和
8

19
33

6
17

書
籍

印
刷

60
頁

本
書

は
百

版
。

初
版

は
昭

和
8年

6月
12

日
。

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
17

2

フ
ラ

ン
ツ

・
メ

ー
リ

ン
グ

編
、

清
水

三
郎

訳
『

マ
ル

ク
ス

主
義

文
庫

15
　

反
動

期
に

於
け

る
マ

ル
ク

ス
、

エ
ン

ゲ
ル

ス
－

ワ
イ

で
マ

イ
ヤ

ー
に

与
へ

た
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

手
紙

－
』

希
望

閣
昭

和
4

19
29

10
5

書
籍

印
刷

11
0頁

4
17

3
鈴

木
俊

・
井

上
幸

治
・

宮
城

良
造

編
『

世
界

歴
史

大
年

表
』

平
凡

社
昭

和
13

19
38

1
20

書
籍

印
刷

43
2頁

改
訂

普
及

版
。

本
書

は
昭

和
16

年
2

月
20

日
第

5
刷

。
監

修
者

は
、

東
京

帝
国

大
学

教
授

文
学

博
士

村
川

堅
固

、
慶

応
義

塾
大

学
教

授
橋

本
増

吉
、

編
者

は
文

学
士

鈴
木

俊
、

文
学

士
井

上
幸

治
、

文
学

士
宮

城
良

造
。

編
纂

者
代

表
は

鈴
木

俊
。

見
返

し
左

頁
に

「
N

ov
.4

.1
94

1.
 T

he
 1

6t
h 

of
 

Sh
ow

a」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
17

4
旧

産
業

労
働

調
査

所
翻

訳
『

日
本

の
情

勢
と

共
産

党
の

任
務

』
解

放
社

昭
和

21
19

46
3

5
書

籍
印

刷
51

頁
本

に
カ

バ
ー

を
掛

け
、

貼
り

付
け

て
い

る
。

カ
バ

ー
表

紙
に

「
Th

es
e」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
17

5
ア

ド
ラ

ツ
キ

ー
編

、
直

井
武

夫
訳

『
レ

ー
ニ

ン
史

的
唯

物
論

体
系

〔
全

〕』
希

望
閣

昭
和

5
19

30
9

30
書

籍
印

刷
58

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
3 

Se
pt

em
be

r 
19

32
 T

ok
yo

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

4
17

6

憲
法

改
悪

阻
止

大
阪

府
各

界
連

絡
会

議
『

憲
法

問
題

シ
リ

ー
ズ

 第
4

集
 憲

法
じ

ゅ
う

り
ん

告
発

関
西

市
民

法
廷

証
言

集
　

憲
法

－
こ

の
現

実
を

告
発

す
る

－
』

憲
法

改
悪

阻
止

大
阪

府
各

界
連

絡
会

議
（

略
称

 大
阪

憲
法

会
議

）

昭
和

43
19

68
12

1
小

冊
子

印
刷

29
頁

4
17

7
鈴

木
安

蔵
『

教
養

テ
キ

ス
ト

 憲
法

と
人

権
に

関
す

る
世

界
宣

言
』

昭
和

37
19

62
6

小
冊

子
印

刷
24

頁
本

冊
子

は
、「

日
本

国
憲

法
」

の
条

文
と

「
人

権
に

関
す

る
世

界
宣

言
」

（
19

48
年

12
月

10
日

第
3回

国
際

連
合

総
会

に
お

い
て

採
択

）
の

序
文

が
掲

載
さ

れ
る

。

4
17

8
『

愛
知

大
学

法
経

論
集

』
29

昭
和

34
19

59
12

雑
誌

印
刷

26
6頁

表
紙

・
背

表
紙

・
裏

表
紙

・
目

次
が

な
い

状
態

。
本

書
内

に
「

愛
知

大
学

法
経

論
集

2
9

」
鉛

筆
書

き
さ

れ
た

栞
の

挟
み

込
み

あ
り

。
表

紙
な

し
。

鈴
木

安
蔵

「
｢経

済
学

批
判

｣
と

法
学

お
よ

び
政

治
学

 」
（

3
1

～
7

0
頁

）
所

収
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
15

6
マ

ル
ク

ス
＝

レ
ー

ニ
ン

主
義

研
究

所
編

著
『『

共
産

党
宣

言
』

と
マ

ル
ク

ス
主

義
の

発
展

』
三

一
書

房
昭

和
25

19
50

2
10

書
籍

印
刷

11
9頁

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

7
『

学
習

六
法

 憲
法

・
民

法
・

刑
法

 法
学

セ
ミ

ナ
ー

5
月

号
別

冊
付

録
』

日
本

評
論

社
昭

和
50

19
75

5
1

書
籍

印
刷

15
9頁

法
学

セ
ミ

ナ
ー

19
75

年
5月

号
別

冊
付

録
通

巻
23

9号
。

本
別

冊
付

録
だ

け
の

分
売

は
不

可
。

4
15

8
鈴

木
安

蔵
編

『
日

本
の

憲
法

学
－

歴
史

的
反

省
と

展
望

－
』

評
論

社
昭

和
43

19
68

10
10

書
籍

印
刷

31
0頁

本
書

中
の

論
文

・
影

山
日

出
弥

「
科

学
的

憲
法

学
の

生
誕

と
終

焉
」

に
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

見
返

し
に

、
①

昭
和

43
年

〔
消

印
〕

9
月

29
日

付
鈴

木
安

蔵
宛

清
宮

四
郎

葉
書

（
本

書
ご

恵
贈

の
お

礼
）、

②
昭

和
43

年
10

月
2日

〔
消

印
〕

鈴
木

安
蔵

宛
芦

部
信

喜
葉

書
（

本
書

ご
恵

送
の

お
礼

、
併

せ
て

「
大

学
紛

争
で

研
究

に
打

ち
こ

む
「

時
間

が
得

ら
れ

ぬ
毎

日
で

す
。」

と
記

す
）、

③
矢

野
次

郎
「〔

書
評

〕
鈴

木
安

蔵
編

 日
本

の
憲

法
学

 歴
史

的
反

省
と

展
望

 科
学

的
憲

法
学

の
樹

立
を

め
ざ

す
 「

憲
法

学
批

判
」

の
書

」（
『

読
書

の
友

』
19

68
年

11
月

18
日

）
記

事
切

抜
き

の
貼

付
。

4
15

9
マ

ッ
ク

ス
・

ア
ド

ラ
ー

著
、

福
田

次
郎

訳
『

改
造

文
庫

 第
一

部
第

七
十

五
篇

 マ
ル

キ
シ

ズ
ム

方
法

論
－

科
学

に
対

す
る

論
叢

に
於

る
因

果
性

と
目

的
論

－
』

改
造

社
昭

和
7

19
32

2
14

書
籍

印
刷

37
1頁

4
16

0
カ

ー
ル

・
カ

ウ
ツ

キ
ー

著
、

堺
利

彦
訳

『
改

造
文

庫
 

第
一

部
第

七
十

六
篇

 倫
理

と
唯

物
史

観
』

改
造

社
昭

和
5

19
30

7
10

書
籍

印
刷

17
6頁

4
16

1
エ

ン
ゲ

ル
ス

著
、

西
雅

雄
訳

『
岩

波
文

庫
 

S3
1-

S3
2 

 改
訳

版
 家

族
・

私
有

財
産

及
び

国
家

の
起

源
』

岩
波

書
店

昭
和

21
19

46
11

10
書

籍
印

刷
25

5頁
昭

和
21

年
11

月
10

日
第

11
刷

改
版

発
行

、
本

書
は

昭
和

24
年

3月
25

日
第

13
刷

発
行

。
裏

表
紙

見
返

し
に

「
K

as
ay

uk
i 

O
ka

m
ot

o」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

4
16

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
堀

江
邑

一
訳

『
社

会
主

義
著

作
集

 
国

家
に

つ
い

て
』

社
会

主
義

著
作

刊
行

会
昭

和
21

19
46

7
5

小
冊

子
印

刷
33

頁
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
青

鉛
筆

に
て

メ
モ

書
き

あ
り

。

4
16

3
河

村
又

介
著

『
法

学
新

書
2 

国
民

主
権

』
河

出
書

房
昭

和
30

19
55

10
31

書
籍

印
刷

19
9頁

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
16

4
静

岡
大

学
法

経
学

会
編

『
法

学
 経

済
学

 学
習

の
し

お
り

』
静

岡
大

学
生

活
協

同
組

合
昭

和
37

19
62

5
15

小
冊

子
印

刷
37

頁
静

岡
大

学
生

活
協

同
組

合
員

頒
布

の
「

学
習

の
し

お
り

」。

4
16

5
ス

ト
ウ

チ
ュ

カ
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅴ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
憲

法
入

門
』

希
望

閣
昭

和
6

19
31

10
20

書
籍

印
刷

14
8頁

製
本

不
良

本
。

4
16

6
シ

ル
ウ

イ
ン

ド
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅲ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
の

監
獄

』
希

望
閣

昭
和

6
19

31
1

20
書

籍
印

刷
70

頁

4
16

7
シ

ル
ウ

イ
ン

ド
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅲ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
の

監
獄

』
希

望
閣

昭
和

6
19

31
1

20
書

籍
印

刷
70

頁
整

理
番

号
16

6と
同

資
料

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
16

8
ク

ル
イ

レ
ン

コ
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅱ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
権

力
の

刑
事

政
策

』
希

望
閣

昭
和

5
19

30
12

10
書

籍
印

刷
12

5頁
見

返
し

左
頁

に
「

昭
和

卅
三

年
八

月
七

日
再

読
は

じ
む

」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
16

9
河

上
肇

訳
『

レ
ー

ニ
ン

の
弁

証
法

』
弘

文
堂

昭
和

2
19

27
9

10
書

籍
印

刷
97

頁

改
版

。
表

紙
右

下
に

「
河

上
肇

編
纂

・
マ

ル
キ

シ
ズ

ム
叢

書
 第

一
冊

」
と

赤
字

に
て

印
刷

あ
り

。
扉

に
「

謹
啓

 鈴
木

兄
 河

上
肇

 一
九

二
八

年
十

一
月

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
内

容
は

、
デ

ボ
ー

リ
ン

原
著

「
前

篇
 革

命
的

弁
証

家
と

し
て

の
レ

ー
ニ

ン
」、

デ
ボ

ー
リ

ン
原

著
「

後
篇

 弁
証

法
に

関
す

る
レ

ー
ニ

ン
の

遺
稿

に
つ

い
て

」、
レ

ー
ニ

ン
遺

著
「

弁
証

法
の

問
題

に
つ

い
て

」。
赤

ペ
ン

・
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

・
メ

モ
の

書
込

み
あ

り
。

前
篇

第
一

章
の

下
に

「
ヘ

ー
ゲ

ル
、

マ
ル

ク
ス

、
レ

ー
ニ

ン
の

弁
証

法
」、

第
二

章
の

下
に

「
レ

ー
ニ

ン
と

理
論

」、
第

三
章

の
下

に
「

普
遍

と
特

殊
」、

第
四

章
の

下
に

「
現

実
の

多
様

性
」、

第
五

章
の

下
に

「
客

観
主

義
と

主
観

主
義

」、
第

六
章

の
下

に
「

帝
国

主
義

（
現

代
の

経
済

的
内

容
）」

、
第

七
章

の
下

に
「

戦
争

」、
第

八
章

の
下

に
「

プ
ロ

レ
タ

リ
ア

ー
ト

に
よ

る
権

力
奪

取
、

プ
ロ

レ
タ

リ
ア

ー
ト

の
独

裁
」

と
赤

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

第
九

章
以

降
、

書
込

み
な

し
。

4
17

0
『

自
由

に
死

す
（

河
合

栄
治

郎
法

廷
闘

争
記

） （
中

央
公

論
第

六
十

五
年

第
一

号
別

冊
附

録
）』

中
央

公
論

社
昭

和
25

19
50

1
1

書
籍

印
刷

13
5頁

表
紙

に
河

合
栄

治
郎

の
写

真
、

及
び

ロ
マ

ン
・

ロ
ラ

ン
『

ジ
ャ

ン
・

ク
リ

ス
ト

フ
』

よ
り

と
し

て
「

ど
の

国
の

人
々

で
あ

れ
 悩

み
 そ

し
て

た
た

か
っ

て
お

り
 や

が
て

 勝
つ

で
あ

ろ
う

 自
由

な
魂

た
ち

に
 さ

さ
ぐ

」
文

章
が

掲
載

さ
れ

る
。

4
17

1
京

都
帝

国
大

学
全

学
部

学
生

代
表

者
会

議
編

『
京

大
問

題
の

真
相

』
政

経
書

院
昭

和
8

19
33

6
17

書
籍

印
刷

60
頁

本
書

は
百

版
。

初
版

は
昭

和
8年

6月
12

日
。

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
17

2

フ
ラ

ン
ツ

・
メ

ー
リ

ン
グ

編
、

清
水

三
郎

訳
『

マ
ル

ク
ス

主
義

文
庫

15
　

反
動

期
に

於
け

る
マ

ル
ク

ス
、

エ
ン

ゲ
ル

ス
－

ワ
イ

で
マ

イ
ヤ

ー
に

与
へ

た
マ

ル
ク

ス
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

手
紙

－
』

希
望

閣
昭

和
4

19
29

10
5

書
籍

印
刷

11
0頁

4
17

3
鈴

木
俊

・
井

上
幸

治
・

宮
城

良
造

編
『

世
界

歴
史

大
年

表
』

平
凡

社
昭

和
13

19
38

1
20

書
籍

印
刷

43
2頁

改
訂

普
及

版
。

本
書

は
昭

和
16

年
2

月
20

日
第

5
刷

。
監

修
者

は
、

東
京

帝
国

大
学

教
授

文
学

博
士

村
川

堅
固

、
慶

応
義

塾
大

学
教

授
橋

本
増

吉
、

編
者

は
文

学
士

鈴
木

俊
、

文
学

士
井

上
幸

治
、

文
学

士
宮

城
良

造
。

編
纂

者
代

表
は

鈴
木

俊
。

見
返

し
左

頁
に

「
N

ov
.4

.1
94

1.
 T

he
 1

6t
h 

of
 

Sh
ow

a」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
17

4
旧

産
業

労
働

調
査

所
翻

訳
『

日
本

の
情

勢
と

共
産

党
の

任
務

』
解

放
社

昭
和

21
19

46
3

5
書

籍
印

刷
51

頁
本

に
カ

バ
ー

を
掛

け
、

貼
り

付
け

て
い

る
。

カ
バ

ー
表

紙
に

「
Th

es
e」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

赤
鉛

筆
・

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
17

5
ア

ド
ラ

ツ
キ

ー
編

、
直

井
武

夫
訳

『
レ

ー
ニ

ン
史

的
唯

物
論

体
系

〔
全

〕』
希

望
閣

昭
和

5
19

30
9

30
書

籍
印

刷
58

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
3 

Se
pt

em
be

r 
19

32
 T

ok
yo

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

4
17

6

憲
法

改
悪

阻
止

大
阪

府
各

界
連

絡
会

議
『

憲
法

問
題

シ
リ

ー
ズ

 第
4

集
 憲

法
じ

ゅ
う

り
ん

告
発

関
西

市
民

法
廷

証
言

集
　

憲
法

－
こ

の
現

実
を

告
発

す
る

－
』

憲
法

改
悪

阻
止

大
阪

府
各

界
連

絡
会

議
（

略
称

 大
阪

憲
法

会
議

）

昭
和

43
19

68
12

1
小

冊
子

印
刷

29
頁

4
17

7
鈴

木
安

蔵
『

教
養

テ
キ

ス
ト

 憲
法

と
人

権
に

関
す

る
世

界
宣

言
』

昭
和

37
19

62
6

小
冊

子
印

刷
24

頁
本

冊
子

は
、「

日
本

国
憲

法
」

の
条

文
と

「
人

権
に

関
す

る
世

界
宣

言
」

（
19

48
年

12
月

10
日

第
3回

国
際

連
合

総
会

に
お

い
て

採
択

）
の

序
文

が
掲

載
さ

れ
る

。

4
17

8
『

愛
知

大
学

法
経

論
集

』
29

昭
和

34
19

59
12

雑
誌

印
刷

26
6頁

表
紙

・
背

表
紙

・
裏

表
紙

・
目

次
が

な
い

状
態

。
本

書
内

に
「

愛
知

大
学

法
経

論
集

2
9

」
鉛

筆
書

き
さ

れ
た

栞
の

挟
み

込
み

あ
り

。
表

紙
な

し
。

鈴
木

安
蔵

「
｢経

済
学

批
判

｣
と

法
学

お
よ

び
政

治
学

 」
（

3
1

～
7

0
頁

）
所

収
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
15

6
マ

ル
ク

ス
＝

レ
ー

ニ
ン

主
義

研
究

所
編

著
『『

共
産

党
宣

言
』

と
マ

ル
ク

ス
主

義
の

発
展

』
三

一
書

房
昭

和
25

19
50

2
10

書
籍

印
刷

11
9頁

赤
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
15

7
『

学
習

六
法

 憲
法

・
民

法
・

刑
法

 法
学

セ
ミ

ナ
ー

5
月

号
別

冊
付

録
』

日
本

評
論

社
昭

和
50

19
75

5
1

書
籍

印
刷

15
9頁

法
学

セ
ミ

ナ
ー

19
75

年
5月

号
別

冊
付

録
通

巻
23

9号
。

本
別

冊
付

録
だ

け
の

分
売

は
不

可
。

4
15

8
鈴

木
安

蔵
編

『
日

本
の

憲
法

学
－

歴
史

的
反

省
と

展
望

－
』

評
論

社
昭

和
43

19
68

10
10

書
籍

印
刷

31
0頁

本
書

中
の

論
文

・
影

山
日

出
弥

「
科

学
的

憲
法

学
の

生
誕

と
終

焉
」

に
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
裏

表
紙

見
返

し
に

、
①

昭
和

43
年

〔
消

印
〕

9
月

29
日

付
鈴

木
安

蔵
宛

清
宮

四
郎

葉
書

（
本

書
ご

恵
贈

の
お

礼
）、

②
昭

和
43

年
10

月
2日

〔
消

印
〕

鈴
木

安
蔵

宛
芦

部
信

喜
葉

書
（

本
書

ご
恵

送
の

お
礼

、
併

せ
て

「
大

学
紛

争
で

研
究

に
打

ち
こ

む
「

時
間

が
得

ら
れ

ぬ
毎

日
で

す
。」

と
記

す
）、

③
矢

野
次

郎
「〔

書
評

〕
鈴

木
安

蔵
編

 日
本

の
憲

法
学

 歴
史

的
反

省
と

展
望

 科
学

的
憲

法
学

の
樹

立
を

め
ざ

す
 「

憲
法

学
批

判
」

の
書

」（
『

読
書

の
友

』
19

68
年

11
月

18
日

）
記

事
切

抜
き

の
貼

付
。

4
15

9
マ

ッ
ク

ス
・

ア
ド

ラ
ー

著
、

福
田

次
郎

訳
『

改
造

文
庫

 第
一

部
第

七
十

五
篇

 マ
ル

キ
シ

ズ
ム

方
法

論
－

科
学

に
対

す
る

論
叢

に
於

る
因

果
性

と
目

的
論

－
』

改
造

社
昭

和
7

19
32

2
14

書
籍

印
刷

37
1頁

4
16

0
カ

ー
ル

・
カ

ウ
ツ

キ
ー

著
、

堺
利

彦
訳

『
改

造
文

庫
 

第
一

部
第

七
十

六
篇

 倫
理

と
唯

物
史

観
』

改
造

社
昭

和
5

19
30

7
10

書
籍

印
刷

17
6頁

4
16

1
エ

ン
ゲ

ル
ス

著
、

西
雅

雄
訳

『
岩

波
文

庫
 

S3
1-

S3
2 

 改
訳

版
 家

族
・

私
有

財
産

及
び

国
家

の
起

源
』

岩
波

書
店

昭
和

21
19

46
11

10
書

籍
印

刷
25

5頁
昭

和
21

年
11

月
10

日
第

11
刷

改
版

発
行

、
本

書
は

昭
和

24
年

3月
25

日
第

13
刷

発
行

。
裏

表
紙

見
返

し
に

「
K

as
ay

uk
i 

O
ka

m
ot

o」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

4
16

2
レ

ー
ニ

ン
著

、
堀

江
邑

一
訳

『
社

会
主

義
著

作
集

 
国

家
に

つ
い

て
』

社
会

主
義

著
作

刊
行

会
昭

和
21

19
46

7
5

小
冊

子
印

刷
33

頁
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
青

鉛
筆

に
て

メ
モ

書
き

あ
り

。

4
16

3
河

村
又

介
著

『
法

学
新

書
2 

国
民

主
権

』
河

出
書

房
昭

和
30

19
55

10
31

書
籍

印
刷

19
9頁

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

4
16

4
静

岡
大

学
法

経
学

会
編

『
法

学
 経

済
学

 学
習

の
し

お
り

』
静

岡
大

学
生

活
協

同
組

合
昭

和
37

19
62

5
15

小
冊

子
印

刷
37

頁
静

岡
大

学
生

活
協

同
組

合
員

頒
布

の
「

学
習

の
し

お
り

」。

4
16

5
ス

ト
ウ

チ
ュ

カ
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅴ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
憲

法
入

門
』

希
望

閣
昭

和
6

19
31

10
20

書
籍

印
刷

14
8頁

製
本

不
良

本
。

4
16

6
シ

ル
ウ

イ
ン

ド
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅲ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
の

監
獄

』
希

望
閣

昭
和

6
19

31
1

20
書

籍
印

刷
70

頁

4
16

7
シ

ル
ウ

イ
ン

ド
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅲ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
の

監
獄

』
希

望
閣

昭
和

6
19

31
1

20
書

籍
印

刷
70

頁
整

理
番

号
16

6と
同

資
料

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
16

8
ク

ル
イ

レ
ン

コ
著

、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
科

学
研

究
所

法
及

国
家

理
論

研
究

会
訳

『
法

及
び

国
家

理
論

叢
書

Ⅱ
 

サ
ヴ

ェ
ー

ト
権

力
の

刑
事

政
策

』
希

望
閣

昭
和

5
19

30
12

10
書

籍
印

刷
12

5頁
見

返
し

左
頁

に
「

昭
和

卅
三

年
八

月
七

日
再

読
は

じ
む

」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（97）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
18

9
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
起

草
、

総
務

委
員

会
（

ゲ
ネ

ラ
ー

ル
・

ラ
ー

ト
）

提
案

「
イ

ン
タ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
＝

ゲ
ン

フ
大

会
（

一
八

六
六

年
）

の
四

決
議

」
小

冊
子

印
刷

9頁

表
紙

見
返

し
に

「
マ

ル
ク

ス
並

び
に

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

イ
ニ

シ
ヤ

チ
ー

ヴ
の

下
に

創
設

さ
れ

た
所

謂
第

一
イ

ン
タ

ナ
シ

ヨ
ナ

ル
の

第
一

回
大

会
は

一
八

六
六

年
ゲ

ン
フ

に
於

て
開

か
れ

た
、

以
下

露
出

せ
る

決
議

は
即

ち
此

大
会

の
決

議
で

あ
る

。（
K

ar
l 

M
ar

x：
D

ie
 I

na
ug

ur
al

ad
re

ss
e 

de
r 

in
te

rn
at

io
na

le
n 

A
rb

ei
te

r-
A

ss
oc

ia
tio

n,
 Ü

be
rs

et
zt

 v
on

 
Lu

is
e 

K
au

ts
ky

, 
19

22
. 

よ
り

翻
訳

）」
と

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

等
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

・
鉛

筆
に

て
削

除
指

示
あ

り
。

5
19

0
N

. B
uc

ha
ri

n,
 A

na
rc

hi
sm

us
 u

nd
 

w
is

se
ns

ch
af

tli
ch

er
 K

om
m

un
is

m
us

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
, L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
20

小
冊

子
印

刷
14

頁
N

ik
ol

aj
 Iv

an
ov

i č
 B

uc
ha

ri
n。

第
2版

。

5
19

1

A
. 

C
o

n
ra

d
y

, 
R

e
ic

h
sg

rü
n

d
u

n
g

 u
n

d 
K

om
m

un
e:

 d
ie

 E
re

ig
ni

ss
e 

vo
n 

18
70

-7
1 

in
 S

ch
ri

ft
en

 v
on

 F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s 
un

d 
K

ar
l M

ar
x

 ほ
か

 広
告

 B
or

w
är

ts
ビ

ラ
印

刷
2枚

書
籍

 R
ei

ch
sg

rü
nd

un
g 

un
d 

K
om

m
un

e:
 d

ie
 E

re
ig

ni
ss

e 
vo

n 
18

70
-7

1 
in

 S
ch

ri
ft

en
 v

on
 F

ri
ed

ri
ch

 E
ng

el
s 

un
d 

K
ar

l
M

ar
x

 の
裏

に
は

、
A

, 
C

on
ra

dy
, A

nf
än

ge
 d

er
 D

em
ok

ra
tie

 in
E

ng
la

nd
 :

 S
tu

di
en

 z
. 

G
es

ch
. 

d.
 L

ev
el

le
rb

ew
eg

un
g

（
B

or
w

är
ts

）
の

広
告

あ
り

。

5
19

2
永

井
算

巳
「

清
末

の
立

憲
改

革
と

革
命

派
」

抜
刷

〔
岩

波
書

店
〕

〔
昭

和
31

〕
〔

19
56

〕
〔

12
〕

小
冊

子
印

刷
14

頁
抜

刷
表

紙
に

「
謹

呈
  鈴

木
安

蔵
先

生
 永

井
算

巳
（

歴
研

二
〇

二
号

）」
と

ペ
ン

書
き

に
て

記
す

。

5
19

3
〔

C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 (1
94

1）
 5

3 
(1

） 
一

部
〕

〔
19

41
〕

〔
6〕

小
冊

子
印

刷
8頁

本
資

料
は

、
①

C
ha

rl
es

 R
ol

o,
 B

ri
ta

in
’s

 L
ea

de
rs

: 
A

m
on

g 
th

e 
S

tr
on

g 
M

en
 w

ho
 a

re
 D

ir
ec

ti
ng

 B
ri

ta
in

’s
 D

es
ti

ny
 a

re
 

B
ev

in
, 

M
or

ri
so

n,
 C

oo
pe

r 
an

d 
A

nt
ho

ny
 E

de
n,

 C
ur

re
nt

 
H

is
to

ry
 （

19
41

） 
53

 （
1）

 1
9–

21
頁

、
②

H
is

to
ry

 in
 t

he
 M

ak
in

g:
 

B
oo

m
 T

ow
n 

W
as

hi
ng

to
n.

 .
 .

 A
rm

y 
Fa

ct
s.

 .
 .

 F
ra

nc
e 

an
d 

th
e 

N
ew

 O
rd

er
. .

 . 
A

rs
en

al
s 

of
 t

he
 E

as
t..

.T
ax

 P
ro

po
sa

ls
,  

C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 （
19

41
） 

53
 （

1）
26

～
29

頁
、

③
Th

e 
Fo

ru
m

 
Q

ui
z,

 C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 （
19

41
） 

53
 （

1）
30

頁
か

ら
な

る
。

紙
質

が
悪

く
、

割
れ

て
い

る
部

分
も

多
か

っ
た

り
、

折
れ

目
部

分
が

切
れ

た
り

し
て

、
状

態
が

悪
い

。

5
19

4
森

戸
幾

也
編

輯
『

盟
友

カ
ー

ド
』

第
2号

群
馬

県
農

村
青

年
聯

盟
結

成
準

備
会

昭
和

21
19

46
12

10
小

冊
子

印
刷

12
頁

鈴
木

安
蔵

「
新

憲
法

の
根

本
精

神
」

論
説

の
み

所
収

。
論

説
後

に
「

第
二

号
に

予
定

し
た

東
大

磯
部

教
授

の
「

日
本

農
業

の
将

来
と

そ
の

対
策

」
は

都
合

に
依

り
第

三
号

に
発

行
致

し
ま

す
。

／
こ

の
カ

ー
ド

読
了

後
次

の
問

題
を

考
へ

て
下

さ
い

  
一

、
民

主
主

義
と

は
何

ぞ
や

 二
、

政
治

は
生

活
で

あ
り

、
生

活
は

政
治

で
あ

る
」

と
の

記
載

あ
り

。

5
19

5
鈴

木
安

蔵
「

論
説

 憲
法

学
の

基
本

問
題

－
現

代
国

家
論

を
中

心
と

し
て

－
」

抜
刷

静
岡

大
学

法
経

学
会

昭
和

41
19

66
12

小
冊

子
印

刷
22

頁
論

説
は

、
静

岡
大

学
『

法
経

研
究

』
第

15
巻

第
2号

所
収

。

5
19

6
金

子
勝

「
論

説
 鈴

木
憲

法
学

の
研

究
（

Ⅱ
）

－
マ

ル
ク

ス
主

義
へ

の
道

－
」

抜
刷

立
正

大
学

法
学

研
究

室
昭

和
54

19
79

3
15

冊
子

印
刷

58
頁

論
説

は
、

立
正

大
学

『
立

正
法

学
』

第
12

巻
第

1・
2号

所
収

。

5
19

7
影

山
日

出
弥

「
書

評
 鈴

木
安

蔵
著

「
憲

法
学

三
〇

年
」」

抜
刷

立
正

大
学

法
学

研
究

室
昭

和
43

19
68

3
20

小
冊

子
印

刷
11

頁
書

評
は

、
立

正
大

学
『

立
正

法
学

』
第

1巻
第

2号
所

収
。

5
19

8
鈴

木
安

蔵
「

近
代

政
党

の
本

質
」

抜
刷

理
論

社
昭

和
30

19
55

4
15

小
冊

子
印

刷
16

頁
論

説
は

、『
政

治
学

講
座

 第
二

巻
 政

治
原

理
（

下
）』

所
収

。

5
19

9
鈴

木
安

蔵
「

近
代

政
党

の
本

質
」

抜
刷

理
論

社
昭

和
30

19
55

4
15

小
冊

子
印

刷
16

頁
論

説
は

、『
政

治
学

講
座

 第
二

巻
 政

治
原

理
（

下
）』

所
収

。
本

資
料

は
整

理
番

号
19

8と
同

じ
だ

が
、

シ
ミ

が
多

い
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
17

9
ク

ル
イ

レ
ン

コ
著

、
大

竹
博

吉
訳

『
ソ

ヴ
ェ

ト
法

並
国

家
の

哲
学

的
基

礎
』

ロ
シ

ア
問

題
研

究
所

昭
和

4
19

29
3

10
書

籍
印

刷
22

5頁

発
売

は
希

望
閣

。
見

返
し

左
頁

に
「

全
国

の
労

働
者

農
民

に
、

本
書

を
レ

ー
ニ

ン
の

『
国

家
と

革
命

』
と

と
も

に
す

ゝ
む

。
一

九
二

九
年

五
月

七
日

 鈴
木

安
蔵

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
鉛

筆
に

て
傍

線
、

欄
外

上
に

赤
鉛

筆
に

て
「

新
官

僚
の

創
出

」（
20

1頁
）「

ア
メ

リ
カ

を
み

よ
」（

21
7頁

）
の

書
込

み
あ

り
。

18
6・

18
7頁

、
20

0・
20

1頁
、

21
8・

21
9頁

の
間

に
附

箋
の

挟
み

込
み

あ
り

。

4
18

0
大

田
黒

社
会

科
学

研
究

所
著

、
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
、

フ
リ

ー
ド

リ
ツ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
原

著
、

デ
・

リ
ヤ

ザ
ノ

フ
編

著
『

コ
ン

パ
ル

タ
 マ

ニ
フ

エ
ス

ト
』

大
田

黒
研

究
所

昭
和

5
19

30
11

30
書

籍
印

刷
39

2頁

改
訂

。
初

版
は

昭
和

5
年

1
月

1
日

。
表

紙
に

M
A

N
IF

ES
TO

　
D

E　
K

O
M

U
N

IS
T=

P
A

TR
IO

 と
題

目
印

字
あ

り
。

扉
に

「
D

ec
em

be
r 

19
30

」
と

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
84

頁
「

×
×

×
宣

言
」

と
85

頁
「

一
、

ブ
ル

ジ
ヨ

ア
と

プ
ロ

レ
タ

リ
ヤ

」
の

間
に

附
箋

の
挟

み
込

み
あ

り
。

86
頁

に
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
18

1
プ

ロ
イ

ド
著

、
高

橋
実

訳
『

労
働

者
農

民
文

庫
（

7）
帝

国
主

義
と

民
族

問
題

』
共

生
閣

昭
和

4
19

29
4

10
書

籍
印

刷
14

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

鈴
木

安
蔵

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
18

2
19

47
（

昭
和

22
）

年
10

月
以

降
日

記
文

寿
堂

出
版

部
昭

和
22

19
47

10
2

日
記

帳
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

は
、

文
寿

堂
出

版
部

が
昭

和
22

年
3月

5日
発

行
の

「
自

由
日

記
」。

日
記

記
載

は
昭

和
22

年
10

月
2日

か
ら

昭
和

24
年

9月
16

日
ま

で
。

4
18

3
昭

和
廿

六
年

当
用

日
記

博
文

館
昭

和
26

19
51

日
記

帳
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

表
紙

に
、

赤
鉛

筆
で

「
⑤

」
と

あ
り

。
本

冊
が

日
記

の
5冊

目
な

の
か

。
日

記
記

載
は

昭
和

26
年

1月
1日

か
ら

同
年

12
月

31
日

ま
で

。

4
18

4
19

55
（

昭
和

30
）、

56
（

31
）

年
日

記
昭

和
30

19
55

ノ
ー

ト
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

表
紙

に
、

赤
鉛

筆
で

「
⑪

 一
九

五
五

－
五

六
 昭

卅
年

、
卅

一
年

」
と

あ
り

。
本

冊
が

日
記

の
11

冊
目

な
の

か
。

同
じ

く
表

紙
に

青
鉛

筆
に

て
「

①
②

号
は

、
か

ち
子

の
所

に
あ

る
と

い
う

 俊
子

二
九

－
六

〇
号

読
了

（
八

九
年

二
月

三
日

）」
と

あ
り

。
背

表
紙

に
は

赤
鉛

筆
に

て
「

3」
と

あ
り

。
日

記
記

載
は

昭
和

30
年

12
月

30
日

か
ら

昭
和

32
年

2月
1日

ま
で

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

「
池

鶴
堂

 静
岡

市
呉

服
町

」
の

店
名

シ
ー

ル
が

貼
付

さ
れ

て
い

る
。

4
18

5
19

57
（

昭
和

32
）

日
記

昭
和

32
19

57
ノ

ー
ト

ペ
ン

書
き

1冊
日

記
表

紙
に

、
赤

鉛
筆

で
「

⑫
 一

九
五

七
 昭

卅
二

」
と

あ
り

。
背

表
紙

に
赤

鉛
筆

に
て

「
4」

と
あ

り
。

日
記

記
載

は
昭

和
32

年
2月

2日
か

ら
昭

和
33

年
4月

21
日

ま
で

。

5
18

6
鈴

木
安

蔵
『

明
治

憲
法

と
新

憲
法

』
一

部
世

界
書

院
昭

和
22

19
47

4
25

小
冊

子
印

刷
1頁

と
奥

付
の

み

鈴
木

安
蔵

『
明

治
憲

法
と

新
憲

法
』

27
9頁

（「
第

六
章

 新
憲

法
解

釈
・

運
用

の
基

本
問

題
」

の
最

後
の

頁
。

最
後

の
行

に
「「

潮
流

」
一

月
号

、
「

改
造

」
二

月
号

、
一

九
四

七
・

七
・

二
・

一
一

補
筆

」
と

あ
り

」）
と

奥
付

の
み

。

5
18

7
C

om
m

un
is

t 
P

ar
ty

 o
f 

G
re

at
 B

ri
ta

in
 , 

Th
e 

W
or

ke
r's

 u
ni

te
d 

fr
on

t a
nd

 th
e 

I.L
.P

.
M

ar
sh

al
se

a 
P

re
ss

小
冊

子
印

刷
15

頁
Ea

rl
ie

st
 p

os
si

bl
e 

da
te

 1
93

0 
La

te
st

 p
os

si
bl

e 
da

te
 1

93
9

5
18

8
B

él
a 

K
un

, W
as

 w
ol

le
n 

di
e 

K
om

m
un

is
te

n?

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
, L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
20

小
冊

子
印

刷
23

頁
第

2版
。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
18

9
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
起

草
、

総
務

委
員

会
（

ゲ
ネ

ラ
ー

ル
・

ラ
ー

ト
）

提
案

「
イ

ン
タ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
＝

ゲ
ン

フ
大

会
（

一
八

六
六

年
）

の
四

決
議

」
小

冊
子

印
刷

9頁

表
紙

見
返

し
に

「
マ

ル
ク

ス
並

び
に

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

イ
ニ

シ
ヤ

チ
ー

ヴ
の

下
に

創
設

さ
れ

た
所

謂
第

一
イ

ン
タ

ナ
シ

ヨ
ナ

ル
の

第
一

回
大

会
は

一
八

六
六

年
ゲ

ン
フ

に
於

て
開

か
れ

た
、

以
下

露
出

せ
る

決
議

は
即

ち
此

大
会

の
決

議
で

あ
る

。（
K

ar
l 

M
ar

x：
D

ie
 I

na
ug

ur
al

ad
re

ss
e 

de
r 

in
te

rn
at

io
na

le
n 

A
rb

ei
te

r-
A

ss
oc

ia
tio

n,
 Ü

be
rs

et
zt

 v
on

 
Lu

is
e 

K
au

ts
ky

, 
19

22
. 

よ
り

翻
訳

）」
と

あ
り

。
赤

ペ
ン

に
て

加
除

修
正

等
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

・
鉛

筆
に

て
削

除
指

示
あ

り
。

5
19

0
N

. B
uc

ha
ri

n,
 A

na
rc

hi
sm

us
 u

nd
 

w
is

se
ns

ch
af

tli
ch

er
 K

om
m

un
is

m
us

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
, L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
20

小
冊

子
印

刷
14

頁
N

ik
ol

aj
 Iv

an
ov

i č
 B

uc
ha

ri
n。

第
2版

。

5
19

1

A
. 

C
o

n
ra

d
y

, 
R

e
ic

h
sg

rü
n

d
u

n
g

 u
n

d 
K

om
m

un
e:

 d
ie

 E
re

ig
ni

ss
e 

vo
n 

18
70

-7
1 

in
 S

ch
ri

ft
en

 v
on

 F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s 
un

d 
K

ar
l M

ar
x

 ほ
か

 広
告

 B
or

w
är

ts
ビ

ラ
印

刷
2枚

書
籍

 R
ei

ch
sg

rü
nd

un
g 

un
d 

K
om

m
un

e:
 d

ie
 E

re
ig

ni
ss

e 
vo

n 
18

70
-7

1 
in

 S
ch

ri
ft

en
 v

on
 F

ri
ed

ri
ch

 E
ng

el
s 

un
d 

K
ar

l
M

ar
x

 の
裏

に
は

、
A

, 
C

on
ra

dy
, A

nf
än

ge
 d

er
 D

em
ok

ra
tie

 in
E

ng
la

nd
 :

 S
tu

di
en

 z
. 

G
es

ch
. 

d.
 L

ev
el

le
rb

ew
eg

un
g

（
B

or
w

är
ts

）
の

広
告

あ
り

。

5
19

2
永

井
算

巳
「

清
末

の
立

憲
改

革
と

革
命

派
」

抜
刷

〔
岩

波
書

店
〕

〔
昭

和
31

〕
〔

19
56

〕
〔

12
〕

小
冊

子
印

刷
14

頁
抜

刷
表

紙
に

「
謹

呈
  鈴

木
安

蔵
先

生
 永

井
算

巳
（

歴
研

二
〇

二
号

）」
と

ペ
ン

書
き

に
て

記
す

。

5
19

3
〔

C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 (1
94

1）
 5

3 
(1

） 
一

部
〕

〔
19

41
〕

〔
6〕

小
冊

子
印

刷
8頁

本
資

料
は

、
①

C
ha

rl
es

 R
ol

o,
 B

ri
ta

in
’s

 L
ea

de
rs

: 
A

m
on

g 
th

e 
S

tr
on

g 
M

en
 w

ho
 a

re
 D

ir
ec

ti
ng

 B
ri

ta
in

’s
 D

es
ti

ny
 a

re
 

B
ev

in
, 

M
or

ri
so

n,
 C

oo
pe

r 
an

d 
A

nt
ho

ny
 E

de
n,

 C
ur

re
nt

 
H

is
to

ry
 （

19
41

） 
53

 （
1）

 1
9–

21
頁

、
②

H
is

to
ry

 in
 t

he
 M

ak
in

g:
 

B
oo

m
 T

ow
n 

W
as

hi
ng

to
n.

 .
 .

 A
rm

y 
Fa

ct
s.

 .
 .

 F
ra

nc
e 

an
d 

th
e 

N
ew

 O
rd

er
. .

 . 
A

rs
en

al
s 

of
 t

he
 E

as
t..

.T
ax

 P
ro

po
sa

ls
,  

C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 （
19

41
） 

53
 （

1）
26

～
29

頁
、

③
Th

e 
Fo

ru
m

 
Q

ui
z,

 C
ur

re
nt

 H
is

to
ry

 （
19

41
） 

53
 （

1）
30

頁
か

ら
な

る
。

紙
質

が
悪

く
、

割
れ

て
い

る
部

分
も

多
か

っ
た

り
、

折
れ

目
部

分
が

切
れ

た
り

し
て

、
状

態
が

悪
い

。

5
19

4
森

戸
幾

也
編

輯
『

盟
友

カ
ー

ド
』

第
2号

群
馬

県
農

村
青

年
聯

盟
結

成
準

備
会

昭
和

21
19

46
12

10
小

冊
子

印
刷

12
頁

鈴
木

安
蔵

「
新

憲
法

の
根

本
精

神
」

論
説

の
み

所
収

。
論

説
後

に
「

第
二

号
に

予
定

し
た

東
大

磯
部

教
授

の
「

日
本

農
業

の
将

来
と

そ
の

対
策

」
は

都
合

に
依

り
第

三
号

に
発

行
致

し
ま

す
。

／
こ

の
カ

ー
ド

読
了

後
次

の
問

題
を

考
へ

て
下

さ
い

  
一

、
民

主
主

義
と

は
何

ぞ
や

 二
、

政
治

は
生

活
で

あ
り

、
生

活
は

政
治

で
あ

る
」

と
の

記
載

あ
り

。

5
19

5
鈴

木
安

蔵
「

論
説

 憲
法

学
の

基
本

問
題

－
現

代
国

家
論

を
中

心
と

し
て

－
」

抜
刷

静
岡

大
学

法
経

学
会

昭
和

41
19

66
12

小
冊

子
印

刷
22

頁
論

説
は

、
静

岡
大

学
『

法
経

研
究

』
第

15
巻

第
2号

所
収

。

5
19

6
金

子
勝

「
論

説
 鈴

木
憲

法
学

の
研

究
（

Ⅱ
）

－
マ

ル
ク

ス
主

義
へ

の
道

－
」

抜
刷

立
正

大
学

法
学

研
究

室
昭

和
54

19
79

3
15

冊
子

印
刷

58
頁

論
説

は
、

立
正

大
学

『
立

正
法

学
』

第
12

巻
第

1・
2号

所
収

。

5
19

7
影

山
日

出
弥

「
書

評
 鈴

木
安

蔵
著

「
憲

法
学

三
〇

年
」」

抜
刷

立
正

大
学

法
学

研
究

室
昭

和
43

19
68

3
20

小
冊

子
印

刷
11

頁
書

評
は

、
立

正
大

学
『

立
正

法
学

』
第

1巻
第

2号
所

収
。

5
19

8
鈴

木
安

蔵
「

近
代

政
党

の
本

質
」

抜
刷

理
論

社
昭

和
30

19
55

4
15

小
冊

子
印

刷
16

頁
論

説
は

、『
政

治
学

講
座

 第
二

巻
 政

治
原

理
（

下
）』

所
収

。

5
19

9
鈴

木
安

蔵
「

近
代

政
党

の
本

質
」

抜
刷

理
論

社
昭

和
30

19
55

4
15

小
冊

子
印

刷
16

頁
論

説
は

、『
政

治
学

講
座

 第
二

巻
 政

治
原

理
（

下
）』

所
収

。
本

資
料

は
整

理
番

号
19

8と
同

じ
だ

が
、

シ
ミ

が
多

い
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

4
17

9
ク

ル
イ

レ
ン

コ
著

、
大

竹
博

吉
訳

『
ソ

ヴ
ェ

ト
法

並
国

家
の

哲
学

的
基

礎
』

ロ
シ

ア
問

題
研

究
所

昭
和

4
19

29
3

10
書

籍
印

刷
22

5頁

発
売

は
希

望
閣

。
見

返
し

左
頁

に
「

全
国

の
労

働
者

農
民

に
、

本
書

を
レ

ー
ニ

ン
の

『
国

家
と

革
命

』
と

と
も

に
す

ゝ
む

。
一

九
二

九
年

五
月

七
日

 鈴
木

安
蔵

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
赤

ペ
ン

・
鉛

筆
に

て
傍

線
、

欄
外

上
に

赤
鉛

筆
に

て
「

新
官

僚
の

創
出

」（
20

1頁
）「

ア
メ

リ
カ

を
み

よ
」（

21
7頁

）
の

書
込

み
あ

り
。

18
6・

18
7頁

、
20

0・
20

1頁
、

21
8・

21
9頁

の
間

に
附

箋
の

挟
み

込
み

あ
り

。

4
18

0
大

田
黒

社
会

科
学

研
究

所
著

、
カ

ー
ル

・
マ

ル
ク

ス
、

フ
リ

ー
ド

リ
ツ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
原

著
、

デ
・

リ
ヤ

ザ
ノ

フ
編

著
『

コ
ン

パ
ル

タ
 マ

ニ
フ

エ
ス

ト
』

大
田

黒
研

究
所

昭
和

5
19

30
11

30
書

籍
印

刷
39

2頁

改
訂

。
初

版
は

昭
和

5
年

1
月

1
日

。
表

紙
に

M
A

N
IF

ES
TO

　
D

E　
K

O
M

U
N

IS
T=

P
A

TR
IO

 と
題

目
印

字
あ

り
。

扉
に

「
D

ec
em

be
r 

19
30

」
と

赤
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。
84

頁
「

×
×

×
宣

言
」

と
85

頁
「

一
、

ブ
ル

ジ
ヨ

ア
と

プ
ロ

レ
タ

リ
ヤ

」
の

間
に

附
箋

の
挟

み
込

み
あ

り
。

86
頁

に
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

4
18

1
プ

ロ
イ

ド
著

、
高

橋
実

訳
『

労
働

者
農

民
文

庫
（

7）
帝

国
主

義
と

民
族

問
題

』
共

生
閣

昭
和

4
19

29
4

10
書

籍
印

刷
14

4頁
見

返
し

左
頁

に
「

鈴
木

安
蔵

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
赤

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

4
18

2
19

47
（

昭
和

22
）

年
10

月
以

降
日

記
文

寿
堂

出
版

部
昭

和
22

19
47

10
2

日
記

帳
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

は
、

文
寿

堂
出

版
部

が
昭

和
22

年
3月

5日
発

行
の

「
自

由
日

記
」。

日
記

記
載

は
昭

和
22

年
10

月
2日

か
ら

昭
和

24
年

9月
16

日
ま

で
。

4
18

3
昭

和
廿

六
年

当
用

日
記

博
文

館
昭

和
26

19
51

日
記

帳
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

表
紙

に
、

赤
鉛

筆
で

「
⑤

」
と

あ
り

。
本

冊
が

日
記

の
5冊

目
な

の
か

。
日

記
記

載
は

昭
和

26
年

1月
1日

か
ら

同
年

12
月

31
日

ま
で

。

4
18

4
19

55
（

昭
和

30
）、

56
（

31
）

年
日

記
昭

和
30

19
55

ノ
ー

ト
ペ

ン
書

き
1冊

日
記

表
紙

に
、

赤
鉛

筆
で

「
⑪

 一
九

五
五

－
五

六
 昭

卅
年

、
卅

一
年

」
と

あ
り

。
本

冊
が

日
記

の
11

冊
目

な
の

か
。

同
じ

く
表

紙
に

青
鉛

筆
に

て
「

①
②

号
は

、
か

ち
子

の
所

に
あ

る
と

い
う

 俊
子

二
九

－
六

〇
号

読
了

（
八

九
年

二
月

三
日

）」
と

あ
り

。
背

表
紙

に
は

赤
鉛

筆
に

て
「

3」
と

あ
り

。
日

記
記

載
は

昭
和

30
年

12
月

30
日

か
ら

昭
和

32
年

2月
1日

ま
で

。
裏

表
紙

（
見

返
し

）
に

「
池

鶴
堂

 静
岡

市
呉

服
町

」
の

店
名

シ
ー

ル
が

貼
付

さ
れ

て
い

る
。

4
18

5
19

57
（

昭
和

32
）

日
記

昭
和

32
19

57
ノ

ー
ト

ペ
ン

書
き

1冊
日

記
表

紙
に

、
赤

鉛
筆

で
「

⑫
 一

九
五

七
 昭

卅
二

」
と

あ
り

。
背

表
紙

に
赤

鉛
筆

に
て

「
4」

と
あ

り
。

日
記

記
載

は
昭

和
32

年
2月

2日
か

ら
昭

和
33

年
4月

21
日

ま
で

。

5
18

6
鈴

木
安

蔵
『

明
治

憲
法

と
新

憲
法

』
一

部
世

界
書

院
昭

和
22

19
47

4
25

小
冊

子
印

刷
1頁

と
奥

付
の

み

鈴
木

安
蔵

『
明

治
憲

法
と

新
憲

法
』

27
9頁

（「
第

六
章

 新
憲

法
解

釈
・

運
用

の
基

本
問

題
」

の
最

後
の

頁
。

最
後

の
行

に
「「

潮
流

」
一

月
号

、
「

改
造

」
二

月
号

、
一

九
四

七
・

七
・

二
・

一
一

補
筆

」
と

あ
り

」）
と

奥
付

の
み

。

5
18

7
C

om
m

un
is

t 
P

ar
ty

 o
f 

G
re

at
 B

ri
ta

in
 , 

Th
e 

W
or

ke
r's

 u
ni

te
d 

fr
on

t a
nd

 th
e 

I.L
.P

.
M

ar
sh

al
se

a 
P

re
ss

小
冊

子
印

刷
15

頁
Ea

rl
ie

st
 p

os
si

bl
e 

da
te

 1
93

0 
La

te
st

 p
os

si
bl

e 
da

te
 1

93
9

5
18

8
B

él
a 

K
un

, W
as

 w
ol

le
n 

di
e 

K
om

m
un

is
te

n?

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
, L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
20

小
冊

子
印

刷
23

頁
第

2版
。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（99）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
21

6

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

, D
er

 U
rs

pr
un

g 
de

r 
Fa

m
ili

e,
 d

es
 P

riv
at

ei
ge

nt
hu

m
s 

un
d 

de
s 

St
aa

ts
. I

m
 A

ns
ch

lu
ss

 a
n 

Le
w

is
 H

. 
M

or
ga

n
’s 

Fo
rs

ch
un

ge
n

J.
H

.W
. D

ie
tz

 
N

ac
hf

19
21

書
籍

印
刷

18
8頁

Er
gä

nz
te

n 
A

ufl
 a

ge
（

増
補

版
）。

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

赤
鉛

筆
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

5
21

7

Er
ns

t-
W

ol
fg

an
g 

B
öc

ke
nf

ör
de

, S
ta

at
, 

G
es

el
ls

ch
af

t, 
Fr

ei
he

it
St

ud
ie

n 
zu

r 
St

aa
ts

th
eo

rie
 u

nd
 z

um
 

V
er

fa
ss

un
gs

re
ch

t

Su
hr

ka
m

p
19

76
書

籍
印

刷
35

1頁

5
21

8
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ss
ne

rs
19

22
書

籍
印

刷
42

2頁
D

ri
tt

er
 B

an
d,

 z
w

ei
rt

er
 T

ei
l（

第
3巻

第
2部

）。
Se

ch
st

e 
A

ufl
 a

ge
（

第
6版

）。

5
21

9
A

. L
oz

ov
sk

y,
 T

he
 R

ol
e 

of
 th

e 
La

bo
r 

U
ni

on
 in

 th
e 

R
us

si
an

 R
ev

ol
ut

io
n

Th
e 

U
ni

on
 

P
ub

lis
hi

ng
 

A
ss

oc
ia

tio
n

19
20

小
冊

子
印

刷
32

頁
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

、
鉛

筆
に

て
も

書
込

み
あ

り
。

5
22

0
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, K

om
m

un
is

m
us

 u
nd

 
B

ak
un

is
m

us
 ! 

D
ie

 B
ak

un
is

te
n 

an
 d

er
 

A
rb

ei
t

B
uc

hh
an

dl
un

g 
V

or
w

är
ts

19
20

小
冊

子
印

刷
34

頁
扉

に
「

28
/4

.3
3.

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

5
22

1

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

,  
Zu

r 
W

oh
nu

ng
sf

ra
ge

: 
D

ie
 g

ru
nd

le
ge

nd
e 

Sc
hr

ift
 z

ur
 

W
oh

nu
ng

sf
ra

ge
 im

 k
ap

ita
lis

tis
ch

en
 

St
aa

t u
nd

 in
 d

er
 Ü

be
rg

an
gs

ze
it

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

30
書

籍
印

刷
11

2頁
Er

st
e 

A
ufl

 a
ge

（
初

版
）。

El
em

en
ta

rb
üc

he
r 

de
s 

K
om

m
un

is
m

us
 

B
an

d1
7。

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i 2

9 
Se

p.
19

32
 T

ok
yo

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

5
22

2
A

 J
ap

an
es

e,
 T

he
 p

ro
po

se
d 

N
at

io
na

l 
A

ss
em

bl
y 

in
 J

ap
an

G
ib

so
n 

B
ro

th
er

s,
 

pr
in

te
rs

18
83

書
籍

印
刷

56
頁

表
紙

に
赤

ペ
ン

に
て

「
C

ou
nt

 T
er

as
hi

m
a 

カ
」

と
の

書
込

み
あ

り
。

5
22

3
N

.L
en

in
, G

,S
in

ow
je

w
, G

eg
en

 d
en

 S
tr

om
. 

A
uf

sa
tz

e 
au

s 
de

n 
Ja

hr
en

 1
91

4 
- 1

91
6

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
. L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
21

書
籍

印
刷

53
6頁

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i, 

22
. 

D
ec

. 
19

25
, 

O
da

ka
.」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

目
次

に
の

み
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
C

ar
l 

H
oy

m
 

N
ac

hf
. L

ou
is

 C
ah

nb
le

y
は

、
V

er
la

g 
de

r 
K

om
m

un
is

tis
ch

en
 

In
te

rn
at

io
na

le
 。

5
22

4
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, K

ar
l R

ad
ek

, D
ie

 
En

tw
ic

kl
un

g 
de

s 
So

zi
al

is
m

us
 z

ur
 

W
is

se
ns

ch
af

t u
nd

 T
at

Ve
re

in
ig

un
g 

In
te

rV
er

ei
ni

gu
ng

 
In

te
rn

at
io

na
le

r 
Ve

rla
gs

-A
ns

ta
lte

n

19
24

書
籍

印
刷

91
頁

図
書

全
体

に
水

濡
れ

に
よ

る
撚

れ
あ

り
。

M
it 

V
or

w
or

t, 
Fr

em
dw

ör
te

r-
 

un
d 

P
er

so
ne

nv
er

ze
ic

hn
is

 h
rs

g.
 v

on
 H

er
m

an
n 

D
un

ck
er

（
ヘ

ル
マ

ン
・

ダ
ン

カ
ー

に
よ

る
序

文
、

外
来

語
、

人
物

索
引

付
）。

5
22

5
K

ar
l M

ar
x,

 D
er

 B
ür

ge
rk

rie
g 

in
 

Fr
an

kr
ei

ch
B

uc
hh

an
dl

un
g 

B
or

w
är

ts
19

20
書

籍
印

刷
15

7頁
M

it 
ei

ne
r 

Ei
nl

ei
tu

ng
 u

nd
 A

nm
er

ku
ng

en
 v

on
 A

. 
C

on
ra

dy
（

序
文

と
注

意
書

き
付

き
）。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

5
22

6
Le

ni
n,

 S
ta

at
 u

nd
 R

ev
ol

ur
io

n
P

hi
lip

p 
R

ec
la

m
 

ju
m

19
47

書
籍

印
刷

14
7頁

5
22

7
F.

J,
C

, H
ea

rn
sh

aw
, T

he
 D

ev
el

op
m

en
t 

of
 

P
ol

iti
ca

l I
de

as
Er

ne
st

 B
en

n 
Li

m
ite

d
19

36
書

籍
印

刷
80

頁

F
.J

,C
, 

H
e

a
rn

sh
a

w
の

F
e

ll
o

w
 K

in
g

's
 C

o
ll

e
g

e
 a

n
d 

P
ro

fe
ss

or
 o

f 
M

ed
ia

ev
al

 H
is

to
ry

 i
n 

th
e 

U
ni

ve
rs

it
y 

of
 

Lo
nd

on
 と

説
明

が
表

紙
に

と
扉

に
あ

り
。

扉
に

青
鉛

筆
で

「
9.

 
A

ug
us

t 
/ 

19
.A

ug
. 

19
40

.」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

・
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

欄
外

に
鉛

筆
に

て
英

語
の

訳
語

の
書

込
み

多
数

。
表

紙
が

本
体

か
ら

外
れ

て
い

る
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
20

0
林

茂
「

叢
説

 植
木

枝
盛

の
憲

法
私

案
と

所
謂

立
志

社
案

の
起

草
」

抜
刷

国
家

学
会

〔
昭

和
12

〕
〔

19
37

〕
〔

9〕
 

〔
1〕

小
冊

子
印

刷
22

頁
叢

説
は

、
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

 編
『

国
家

学
会

雑
誌

』
第

51
巻

第
9号

所
収

。
表

紙
に

「
謹

呈
 鈴

木
安

蔵
様

 林
茂

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
林

茂
の

肩
書

き
に

「
法

学
士

」
と

あ
り

。

5
20

1
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
抜

刷
愛

知
大

学
法

経
学

会
昭

和
51

19
76

10
小

冊
子

印
刷

28
頁

論
説

は
、『

愛
知

大
学

法
経

学
会

法
経

論
集

 法
律

篇
』

第
82

号
所

収
。

5
20

2
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
１

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

3
小

冊
子

印
刷

5部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
35

所
収

、
11

5
－

13
6

頁
。

う
ち

1
冊

は
裏

表
紙

に
汚

れ
あ

り
。

う
ち

2冊
は

、
抜

刷
表

紙
に

「
1」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

5
20

3
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
２

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

6
小

冊
子

印
刷

6部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
36

所
収

、
15

9
－

17
6

頁
。

う
ち

1
冊

は
表

紙
に

汚
れ

あ
り

。
う

ち
2冊

は
、

抜
刷

表
紙

に
「

2」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
20

4
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
３

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

9
小

冊
子

印
刷

4部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
37

所
収

、
26

9
－

28
8

頁
。

う
ち

1
冊

は
表

裏
紙

に
汚

れ
あ

り
。

う
ち

1冊
は

表
紙

破
れ

あ
り

、
う

ち
2冊

は
、

抜
刷

表
紙

に
「

3」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
20

5
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
４

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

12
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
38

所
収

、
85

－
10

3頁
。

う
ち

1冊
は

表
紙

に
汚

れ
あ

り
、

う
ち

2冊
は

、
抜

刷
表

紙
に

「
4」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

5
20

6
鈴

木
安

蔵
「

社
会

科
学

と
し

て
の

憲
法

学
」

抜
刷

愛
知

大
学

法
経

学
会

昭
和

49
19

74
10

小
冊

子
印

刷
25

頁
論

説
は

、『
愛

知
大

学
法

経
学

会
法

経
論

集
 法

律
篇

』
第

76
号

所
収

。
表

紙
に

「
筆

者
本

 一
九

七
四

年
十

一
月

廿
六

日
入

手
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

5
20

7
鈴

木
安

蔵
「

フ
ラ

ン
ス

革
命

に
お

け
る

「
女

性
お

よ
び

女
市

民
の

権
利

宣
言

」」
抜

刷
立

正
大

学
法

学
研

究
室

昭
和

49
19

74
12

30
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
立

正
法

学
』

第
8巻

1、
2号

所
収

、
10

5－
11

9頁
。

5
20

8
鈴

木
安

蔵
「

大
学

自
治

の
諸

問
題

」
抜

刷
静

岡
大

学
法

経
学

会
昭

和
37

19
62

11
小

冊
子

印
刷

4部
論

説
は

、『
産

業
と

科
学

』
第

11
号

所
収

、
27

－
45

頁
。

5
20

9
桑

原
伸

介
「

古
文

書
解

題
 国

立
国

会
図

書
館

憲
政

資
料

室
所

蔵
文

書
」

抜
刷

勉
誠

出
版

昭
和

51
19

76
12

小
冊

子
印

刷
5頁

古
文

書
解

題
は

、
日

本
古

文
書

学
会

『
古

文
書

研
究

』
第

10
号

所
収

。

5
21

0
内

藤
晃

「
日

本
美

術
史

に
お

け
る

天
平

彫
刻

の
評

価
に

つ
い

て
」

抜
刷

静
岡

大
学

文
理

学
部

昭
和

28
19

53
小

冊
子

印
刷

33
頁

論
説

は
、『

静
岡

大
学

文
理

学
部

研
究

報
告

 人
文

科
学

』
第

4号
所

収
。

表
紙

に
「

恵
存

 鈴
木

先
生

」
と

墨
書

書
込

み
あ

り
。

5
21

1
鈴

木
安

蔵
「

学
聯

事
件

資
料

と
二

、
三

の
回

想
」

抜
刷

立
正

大
学

教
養

部
昭

和
51

19
76

1
小

冊
子

印
刷

11
頁

論
説

は
、『

立
正

大
学

教
養

部
紀

要
』

第
9号

所
収

。

5
21

2
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

論
稿

補
遺

」
抜

刷
立

正
大

学
教

養
部

昭
和

49
19

74
3

小
冊

子
印

刷
5部

論
説

は
、『

立
正

大
学

教
養

部
紀

要
』

第
7号

所
収

、
1-

15
頁

。

5
21

3
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

の
主

権
論

そ
の

他
」

抜
刷

立
正

大
学

教
養

部
昭

和
49

19
74

12
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
立

正
大

学
教

養
部

紀
要

』
第

8号
所

収
、

42
-5

5頁
。

5
21

4
Le

ni
n,

 T
he

 L
an

d 
R

ev
ol

ut
io

n 
in

 R
us

si
a：

B
ei

ng
 a

 s
pe

ec
h 

on
 th

e 
La

nd
 Q

ue
st

io
n

In
de

pe
nd

en
t 

La
bo

ur
 P

ar
ty

19
18

12
小

冊
子

印
刷

32
頁

19
18

年
12

月
は

、
扉

の
記

載
に

よ
る

。
扉

に
は

「
鈴

木
安

蔵
」

の
ペ

ン
書

き
と

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

序
文

（
Fo

re
w

or
d）

は
、

19
19

年
8

月
と

記
載

。

5
21

5
K

ar
l M

ar
x 

, F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s,
 D

as
 

ko
m

m
un

is
tis

ch
e 

M
an

ife
st

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

27
書

籍
印

刷
96

頁
El

em
en

ta
rb

üc
he

r 
de

s 
K

om
m

un
is

m
us

 B
A

N
D

1。
扉

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
25

.A
pr

il 
19

29
 T

ok
yo

.」
の

ペ
ン

書
き

と
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。

立正大学文学部研究紀要　第39号（100）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
21

6

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

, D
er

 U
rs

pr
un

g 
de

r 
Fa

m
ili

e,
 d

es
 P

riv
at

ei
ge

nt
hu

m
s 

un
d 

de
s 

St
aa

ts
. I

m
 A

ns
ch

lu
ss

 a
n 

Le
w

is
 H

. 
M

or
ga

n
’s 

Fo
rs

ch
un

ge
n

J.
H

.W
. D

ie
tz

 
N

ac
hf

19
21

書
籍

印
刷

18
8頁

Er
gä

nz
te

n 
A

ufl
 a

ge
（

増
補

版
）。

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

赤
鉛

筆
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

5
21

7

Er
ns

t-
W

ol
fg

an
g 

B
öc

ke
nf

ör
de

, S
ta

at
, 

G
es

el
ls

ch
af

t, 
Fr

ei
he

it
St

ud
ie

n 
zu

r 
St

aa
ts

th
eo

rie
 u

nd
 z

um
 

V
er

fa
ss

un
gs

re
ch

t

Su
hr

ka
m

p
19

76
書

籍
印

刷
35

1頁

5
21

8
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ss
ne

rs
19

22
書

籍
印

刷
42

2頁
D

ri
tt

er
 B

an
d,

 z
w

ei
rt

er
 T

ei
l（

第
3巻

第
2部

）。
Se

ch
st

e 
A

ufl
 a

ge
（

第
6版

）。

5
21

9
A

. L
oz

ov
sk

y,
 T

he
 R

ol
e 

of
 th

e 
La

bo
r 

U
ni

on
 in

 th
e 

R
us

si
an

 R
ev

ol
ut

io
n

Th
e 

U
ni

on
 

P
ub

lis
hi

ng
 

A
ss

oc
ia

tio
n

19
20

小
冊

子
印

刷
32

頁
青

鉛
筆

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

、
鉛

筆
に

て
も

書
込

み
あ

り
。

5
22

0
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, K

om
m

un
is

m
us

 u
nd

 
B

ak
un

is
m

us
 ! 

D
ie

 B
ak

un
is

te
n 

an
 d

er
 

A
rb

ei
t

B
uc

hh
an

dl
un

g 
V

or
w

är
ts

19
20

小
冊

子
印

刷
34

頁
扉

に
「

28
/4

.3
3.

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

5
22

1

Fr
ie

dr
ic

h 
En

ge
ls

,  
Zu

r 
W

oh
nu

ng
sf

ra
ge

: 
D

ie
 g

ru
nd

le
ge

nd
e 

Sc
hr

ift
 z

ur
 

W
oh

nu
ng

sf
ra

ge
 im

 k
ap

ita
lis

tis
ch

en
 

St
aa

t u
nd

 in
 d

er
 Ü

be
rg

an
gs

ze
it

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

30
書

籍
印

刷
11

2頁
Er

st
e 

A
ufl

 a
ge

（
初

版
）。

El
em

en
ta

rb
üc

he
r 

de
s 

K
om

m
un

is
m

us
 

B
an

d1
7。

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i 2

9 
Se

p.
19

32
 T

ok
yo

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。

5
22

2
A

 J
ap

an
es

e,
 T

he
 p

ro
po

se
d 

N
at

io
na

l 
A

ss
em

bl
y 

in
 J

ap
an

G
ib

so
n 

B
ro

th
er

s,
 

pr
in

te
rs

18
83

書
籍

印
刷

56
頁

表
紙

に
赤

ペ
ン

に
て

「
C

ou
nt

 T
er

as
hi

m
a 

カ
」

と
の

書
込

み
あ

り
。

5
22

3
N

.L
en

in
, G

,S
in

ow
je

w
, G

eg
en

 d
en

 S
tr

om
. 

A
uf

sa
tz

e 
au

s 
de

n 
Ja

hr
en

 1
91

4 
- 1

91
6

C
ar

l H
oy

m
 

N
ac

hf
. L

ou
is

 
C

ah
nb

le
y

19
21

書
籍

印
刷

53
6頁

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i, 

22
. 

D
ec

. 
19

25
, 

O
da

ka
.」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

目
次

に
の

み
赤

ペ
ン

に
て

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
C

ar
l 

H
oy

m
 

N
ac

hf
. L

ou
is

 C
ah

nb
le

y
は

、
V

er
la

g 
de

r 
K

om
m

un
is

tis
ch

en
 

In
te

rn
at

io
na

le
 。

5
22

4
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, K

ar
l R

ad
ek

, D
ie

 
En

tw
ic

kl
un

g 
de

s 
So

zi
al

is
m

us
 z

ur
 

W
is

se
ns

ch
af

t u
nd

 T
at

Ve
re

in
ig

un
g 

In
te

rV
er

ei
ni

gu
ng

 
In

te
rn

at
io

na
le

r 
Ve

rla
gs

-A
ns

ta
lte

n

19
24

書
籍

印
刷

91
頁

図
書

全
体

に
水

濡
れ

に
よ

る
撚

れ
あ

り
。

M
it 

V
or

w
or

t, 
Fr

em
dw

ör
te

r-
 

un
d 

P
er

so
ne

nv
er

ze
ic

hn
is

 h
rs

g.
 v

on
 H

er
m

an
n 

D
un

ck
er

（
ヘ

ル
マ

ン
・

ダ
ン

カ
ー

に
よ

る
序

文
、

外
来

語
、

人
物

索
引

付
）。

5
22

5
K

ar
l M

ar
x,

 D
er

 B
ür

ge
rk

rie
g 

in
 

Fr
an

kr
ei

ch
B

uc
hh

an
dl

un
g 

B
or

w
är

ts
19

20
書

籍
印

刷
15

7頁
M

it 
ei

ne
r 

Ei
nl

ei
tu

ng
 u

nd
 A

nm
er

ku
ng

en
 v

on
 A

. 
C

on
ra

dy
（

序
文

と
注

意
書

き
付

き
）。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

5
22

6
Le

ni
n,

 S
ta

at
 u

nd
 R

ev
ol

ur
io

n
P

hi
lip

p 
R

ec
la

m
 

ju
m

19
47

書
籍

印
刷

14
7頁

5
22

7
F.

J,
C

, H
ea

rn
sh

aw
, T

he
 D

ev
el

op
m

en
t 

of
 

P
ol

iti
ca

l I
de

as
Er

ne
st

 B
en

n 
Li

m
ite

d
19

36
書

籍
印

刷
80

頁

F
.J

,C
, 

H
e

a
rn

sh
a

w
の

F
e

ll
o

w
 K

in
g

's
 C

o
ll

e
g

e
 a

n
d 

P
ro

fe
ss

or
 o

f 
M

ed
ia

ev
al

 H
is

to
ry

 i
n 

th
e 

U
ni

ve
rs

it
y 

of
 

Lo
nd

on
 と

説
明

が
表

紙
に

と
扉

に
あ

り
。

扉
に

青
鉛

筆
で

「
9.

 
A

ug
us

t 
/ 

19
.A

ug
. 

19
40

.」
と

青
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。
赤

鉛
筆

・
青

鉛
筆

・
鉛

筆
に

て
傍

線
の

書
込

み
あ

り
。

欄
外

に
鉛

筆
に

て
英

語
の

訳
語

の
書

込
み

多
数

。
表

紙
が

本
体

か
ら

外
れ

て
い

る
。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
20

0
林

茂
「

叢
説

 植
木

枝
盛

の
憲

法
私

案
と

所
謂

立
志

社
案

の
起

草
」

抜
刷

国
家

学
会

〔
昭

和
12

〕
〔

19
37

〕
〔

9〕
 

〔
1〕

小
冊

子
印

刷
22

頁
叢

説
は

、
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

 編
『

国
家

学
会

雑
誌

』
第

51
巻

第
9号

所
収

。
表

紙
に

「
謹

呈
 鈴

木
安

蔵
様

 林
茂

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
林

茂
の

肩
書

き
に

「
法

学
士

」
と

あ
り

。

5
20

1
鈴

木
安

蔵
「

日
本

国
憲

法
制

定
の

基
本

論
点

」
抜

刷
愛

知
大

学
法

経
学

会
昭

和
51

19
76

10
小

冊
子

印
刷

28
頁

論
説

は
、『

愛
知

大
学

法
経

学
会

法
経

論
集

 法
律

篇
』

第
82

号
所

収
。

5
20

2
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
１

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

3
小

冊
子

印
刷

5部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
35

所
収

、
11

5
－

13
6

頁
。

う
ち

1
冊

は
裏

表
紙

に
汚

れ
あ

り
。

う
ち

2冊
は

、
抜

刷
表

紙
に

「
1」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

5
20

3
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
２

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

6
小

冊
子

印
刷

6部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
36

所
収

、
15

9
－

17
6

頁
。

う
ち

1
冊

は
表

紙
に

汚
れ

あ
り

。
う

ち
2冊

は
、

抜
刷

表
紙

に
「

2」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
20

4
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
３

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

9
小

冊
子

印
刷

4部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
37

所
収

、
26

9
－

28
8

頁
。

う
ち

1
冊

は
表

裏
紙

に
汚

れ
あ

り
。

う
ち

1冊
は

表
紙

破
れ

あ
り

、
う

ち
2冊

は
、

抜
刷

表
紙

に
「

3」
と

赤
鉛

筆
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
20

5
鈴

木
安

蔵
「

学
連

事
件

－
精

神
史

的
回

想
４

」
抜

刷
青

木
書

店
昭

和
54

19
79

12
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
現

代
と

思
想

』
38

所
収

、
85

－
10

3頁
。

う
ち

1冊
は

表
紙

に
汚

れ
あ

り
、

う
ち

2冊
は

、
抜

刷
表

紙
に

「
4」

と
赤

鉛
筆

に
て

書
込

み
あ

り
。

5
20

6
鈴

木
安

蔵
「

社
会

科
学

と
し

て
の

憲
法

学
」

抜
刷

愛
知

大
学

法
経

学
会

昭
和

49
19

74
10

小
冊

子
印

刷
25

頁
論

説
は

、『
愛

知
大

学
法

経
学

会
法

経
論

集
 法

律
篇

』
第

76
号

所
収

。
表

紙
に

「
筆

者
本

 一
九

七
四

年
十

一
月

廿
六

日
入

手
」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

5
20

7
鈴

木
安

蔵
「

フ
ラ

ン
ス

革
命

に
お

け
る

「
女

性
お

よ
び

女
市

民
の

権
利

宣
言

」」
抜

刷
立

正
大

学
法

学
研

究
室

昭
和

49
19

74
12

30
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
立

正
法

学
』

第
8巻

1、
2号

所
収

、
10

5－
11

9頁
。

5
20

8
鈴

木
安

蔵
「

大
学

自
治

の
諸

問
題

」
抜

刷
静

岡
大

学
法

経
学

会
昭

和
37

19
62

11
小

冊
子

印
刷

4部
論

説
は

、『
産

業
と

科
学

』
第

11
号

所
収

、
27

－
45

頁
。

5
20

9
桑

原
伸

介
「

古
文

書
解

題
 国

立
国

会
図

書
館

憲
政

資
料

室
所

蔵
文

書
」

抜
刷

勉
誠

出
版

昭
和

51
19

76
12

小
冊

子
印

刷
5頁

古
文

書
解

題
は

、
日

本
古

文
書

学
会

『
古

文
書

研
究

』
第

10
号

所
収

。

5
21

0
内

藤
晃

「
日

本
美

術
史

に
お

け
る

天
平

彫
刻

の
評

価
に

つ
い

て
」

抜
刷

静
岡

大
学

文
理

学
部

昭
和

28
19

53
小

冊
子

印
刷

33
頁

論
説

は
、『

静
岡

大
学

文
理

学
部

研
究

報
告

 人
文

科
学

』
第

4号
所

収
。

表
紙

に
「

恵
存

 鈴
木

先
生

」
と

墨
書

書
込

み
あ

り
。

5
21

1
鈴

木
安

蔵
「

学
聯

事
件

資
料

と
二

、
三

の
回

想
」

抜
刷

立
正

大
学

教
養

部
昭

和
51

19
76

1
小

冊
子

印
刷

11
頁

論
説

は
、『

立
正

大
学

教
養

部
紀

要
』

第
9号

所
収

。

5
21

2
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

論
稿

補
遺

」
抜

刷
立

正
大

学
教

養
部

昭
和

49
19

74
3

小
冊

子
印

刷
5部

論
説

は
、『

立
正

大
学

教
養

部
紀

要
』

第
7号

所
収

、
1-

15
頁

。

5
21

3
鈴

木
安

蔵
「

植
木

枝
盛

の
主

権
論

そ
の

他
」

抜
刷

立
正

大
学

教
養

部
昭

和
49

19
74

12
小

冊
子

印
刷

3部
論

説
は

、『
立

正
大

学
教

養
部

紀
要

』
第

8号
所

収
、

42
-5

5頁
。

5
21

4
Le

ni
n,

 T
he

 L
an

d 
R

ev
ol

ut
io

n 
in

 R
us

si
a：

B
ei

ng
 a

 s
pe

ec
h 

on
 th

e 
La

nd
 Q

ue
st

io
n

In
de

pe
nd

en
t 

La
bo

ur
 P

ar
ty

19
18

12
小

冊
子

印
刷

32
頁

19
18

年
12

月
は

、
扉

の
記

載
に

よ
る

。
扉

に
は

「
鈴

木
安

蔵
」

の
ペ

ン
書

き
と

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

序
文

（
Fo

re
w

or
d）

は
、

19
19

年
8

月
と

記
載

。

5
21

5
K

ar
l M

ar
x 

, F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s,
 D

as
 

ko
m

m
un

is
tis

ch
e 

M
an

ife
st

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

27
書

籍
印

刷
96

頁
El

em
en

ta
rb

üc
he

r 
de

s 
K

om
m

un
is

m
us

 B
A

N
D

1。
扉

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
25

.A
pr

il 
19

29
 T

ok
yo

.」
の

ペ
ン

書
き

と
「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（101）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
23

9
K

ar
l D

ie
hl

, Ü
be

r 
So

zi
al

is
m

us
, 

K
om

m
un

is
m

us
 u

nd
 A

na
rc

hi
sm

us
G

us
ta

v 
Fi

sc
he

r
19

11
書

籍
印

刷
49

2頁
Zw

ei
te

, v
er

m
eh

rt
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

二
増

補
版

）。
表

紙
に

「
一

九
四

八
年

九
月

三
十

日
 丸

善
に

て
」

と
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。

5
24

0
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ss
ne

rs
19

22
書

籍
印

刷
44

8頁
D

ri
tt

er
 B

an
d,

 e
rs

te
r 

Te
il（

第
3

巻
前

編
）。

Se
ch

st
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

6版
）。

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

「
V

or
w

or
t」

（
緒

言
）

あ
り

。

5
24

1
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ßn
er

s
19

22
書

籍
印

刷
73

9頁

Er
st

er
 B

an
d（

上
巻

）。
Ze

hn
te

 A
ufl

 a
ge

（
第

10
版

）。
B

uc
h1

：
D

er
 P

ro
du

kt
io

ns
pr

oz
eß

 d
es

 K
ap

ita
ls

。
第

10
版

の
緒

言
を

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
が

識
す

。
扉

に
「

一
九

四
七

年
十

二
月

十
八

日
 二

度
目

の
購

求
な

り
旧

蔵
の

も
の

す
で

に
散

じ
て

な
き

を
も

っ
て

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
24

2
Fr

an
z 

M
eh

ri
ng

, A
us

 d
em

 li
te

ra
ris

ch
en

 
N

ac
hl

as
s 

vo
n 

K
ar

l M
ar

x 
un

d 
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
 1

84
1 

bi
s 

18
50

J.
H

.W
. D

ie
tz

 
N

ac
hf

19
23

書
籍

印
刷

49
1頁

本
書

は
、

D
rit

te
r 

B
an

d（
第

3巻
）

,  
V

on
 M

ai
 1

84
8 

bi
s 

O
kt

ob
er

 
18

50
。

V
ie

rt
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

4版
）。

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i 1

7.
 J

un
i. 

19
27

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
（

参
考

）
B

d.
 1

. V
on

 M
är

z 
18

41
 b

is
 M

är
z 

18
44

、
B

d.
 2

. V
on

 
Ju

li 
18

44
 b

is
 N

ov
em

be
r 

18
47

。

1
24

3
鈴

木
安

蔵
宛

て
大

畑
達

雄
（

大
畑

書
店

）
書

翰
昭

和
8

19
33

8
3

郵
便

は
が

き
ペ

ン
書

き
1枚

著
校

訂
本

と
正

誤
表

落
手

、
9月

中
旬

ご
ろ

発
行

の
た

め
準

備
を

進
め

る
旨

の
拝

復
の

葉
書

。「
福

島
県

相
馬

郡
小

高
町

」
の

鈴
木

宛
て

の
た

め
、

相
馬

郡
は

原
釜

海
水

浴
場

が
あ

り
、

大
畑

が
10

年
あ

ま
り

前
に

そ
の

編
に

二
た

夏
を

過
ご

し
た

思
い

出
の

地
で

あ
る

旨
も

併
せ

て
記

す
。

1
24

4
鈴

木
安

蔵
宛

て
長

尾
龍

一
書

翰
昭

和
51

（
消

印
）

19
76

1
7

郵
便

は
が

き
ペ

ン
書

き
1枚

葉
書

表
に

「
郵

便
番

号
は

ハ
ッ

キ
リ

と
」

押
印

あ
り

。〔
長

尾
龍

一
著

〕
「

上
杉

憲
法

雑
記

」『
行

政
行

為
と

憲
法

』（
柳

瀬
博

士
東

北
大

退
職

記
念

）
昭

和
47

年
、

有
斐

閣
」

の
件

と
の

み
あ

り
。

1
24

5
〔

文
献

の
メ

モ
か

〕
19

21
原

稿
用

紙
ほ

か
ペ

ン
書

き
3枚

①
 P

ol
an

d,
 M

ar
ch

1
7

, 
1

9
2

1
. 

A
rt

.1
0

2
. 〔

以
下

略
〕

1
枚

 ②
 

J
ug

os
la

w
ia

 1
9

2
1

, 
J

un
e1

5
, 

憲
法

 /
 S

ec
tio

n
Ⅲ

 S
oc

ia
l 

an
d 

E
co

no
m

ic
 R

eg
ul

ar
io

ns
 /

 A
rt

.2
2

.〔
以

下
略

〕 
/ 

A
rt

.3
3

.
〔

以
下

略
〕、

以
上

①
②

は
「

青
林

書
院

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
2

0
0

字
詰

原
稿

用
紙

計
2

枚
を

使
用

。
③

 C
ar

l 
J

. 
Fr

ie
dr

ic
h,

 
C

on
st

it
ut

io
na

l 
G

ov
er

nm
en

t 
an

d 
D

em
oc

ra
cy

, 
re

vi
se

d 
ed

.1
9

5
0

.p
.1

3
6

.〔
以

下
略

〕
③

は
①

②
原

稿
用

紙
と

同
サ

イ
ズ

の
白

紙
を

使
用

。

1
24

6
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

 連
座

制
」

メ
モ

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

5枚

「
評

論
社

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

原
稿

内
容

は
、

公
職

選
挙

法
第

25
1条

の
2と

そ
の

解
説

の
メ

モ
。

5枚
目

は
最

後
の

行
に

「（
ジ

ュ
イ

ス
ト

 N
o.

74
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

」
兼

子
秀

夫
一

一
頁

）」
と

記
載

。
兼

子
以

下
は

欄
外

に
記

載
。

本
原

稿
用

紙
の

4・
5枚

目
の

解
説

は
、『

ジ
ュ

リ
ス

ト
』

74
（

19
55

年
1月

15
日

号
）

所
収

の
兼

子
英

夫
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

」
論

説
を

メ
モ

し
た

も
の

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
22

8
J.

J.
R

ou
ss

ea
u,

 D
ie

 G
ru

nd
sä

tz
e 

de
s 

St
aa

ts
re

ch
te

s
P

hi
lip

p 
R

ec
la

m
 

ju
m

19
27

書
籍

印
刷

19
2頁

表
紙

な
し

。
裏

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。
D

eu
ts

ch
 v

on
 

D
en

ha
rd

t（
デ

ン
ハ

ル
ト

翻
訳

）。
M

it 
ei

ne
r 

Ei
nl

ei
tu

ng
 v

on
 D

r.
 

P
au

l 
R

itt
er

bu
sc

h（
ポ

ー
ル

・
リ

ッ
タ

ー
ブ

ッ
シ

ュ
の

序
文

付
き

）。
扉

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
D

ec
.8

. 
19

35
.」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

年
次

は
序

文
に

拠
る

。

5
22

9
N

.L
en

in
, D

ie
 N

ac
hs

te
n 

au
fg

ab
en

 d
er

 
So

w
je

t-m
ac

ht
Fr

an
ke

s 
V

er
la

g
19

20
小

冊
子

印
刷

46
頁

K
om

m
un

is
tis

ch
e 

B
ib

lio
th

ek
 N

o.
3。

5
23

0
K

ar
l M

ar
x,

 D
ie

 K
la

ss
en

kä
m

pf
e 

in
 

Fr
an

kr
ei

ch
 1

84
8－

18
50

B
uc

hh
an

dl
un

g 
B

or
w

är
ts

19
20

書
籍

印
刷

10
9頁

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i, 

Se
p.

9.
19

25
. 

To
ky

oh
.」

の
ペ

ン
書

き
と

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

M
it 

ei
ne

r 
Ei

nl
ei

tu
ng

 v
on

 F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s 
un

d 
ei

ne
m

 B
or

w
or

t 
vo

n 
A

ug
uf

t 
B

eb
es

（
フ

リ
ー

ド
リ

ッ
ヒ

・
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
序

文
と

ア
ウ

グ
ス

ト
・

ベ
ベ

ス
の

緒
言

付
き

）。
赤

鉛
筆

で
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。

5
23

1
N

.L
en

in
, D

ie
 W

ah
le

n 
zu

r 
K

on
st

itu
ie

re
nd

en
 V

er
sa

m
m

lu
ng

 u
nd

 d
ie

 
D

ik
ta

tu
r 

de
s 

P
ro

le
ta

ria
ts

W
es

te
ur

op
äi

sc
he

s 
Se

kr
et

ar
ia

t d
er

 
Ko

m
m

un
ist

isc
he

n 
In

te
rn

at
io

na
le

19
20

小
冊

子
印

刷
26

頁
表

紙
・

裏
表

紙
・

本
体

が
劣

化
に

よ
る

外
れ

、
バ

ラ
バ

ラ
に

な
っ

て
い

る
状

態
。

5
23

2
N

.L
en

in
, D

ie
 d

ik
ta

tu
r 

de
s 

pr
ol

et
ar

ia
ts

 
un

d 
de

r 
re

ne
ga

t K
. K

au
ts

ky
V

ul
ka

n-
V

er
la

g
19

19
書

籍
印

刷
83

頁
扉

に
「

鈴
木

安
蔵

」
と

鉛
筆

で
の

書
込

み
、「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

鉛
筆

と
赤

ペ
ン

で
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

5
23

3
N

.L
en

in
, D

ie
 d

ro
he

nd
e 

K
at

as
tr

op
he

 u
nd

 
w

ie
 s

ol
l m

an
 s

ie
 b

ek
äm

pf
en

? 
A

rb
ei

te
r-

B
uc

hh
an

dl
un

g
19

20
小

冊
子

印
刷

48
頁

扉
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
、「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
表

紙
か

ら
本

体
が

外
れ

て
い

る
。

5
23

4
K

ar
l M

ar
x,

 M
is

èr
e 

de
 la

 p
hi

lo
so

ph
ie

, 
R

ép
on

se
 à

 la
 p

hi
lo

so
ph

ie
 d

e 
la

 m
is

èr
e 

de
 M

. P
ro

ud
ho

n
M

ar
ce

l G
ia

rd
19

22
書

籍
印

刷
26

7頁
フ

リ
ー

ド
リ

ッ
ヒ

・
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
序

文
付

。
第

3版
。

5
23

5
N

.B
uc

ha
ri

n,
 V

om
 S

tu
rz

e 
de

s 
Za

ris
m

us
 

bi
s 

zu
m

 S
tu

rz
e 

de
r 

B
ou

rg
eo

is
ie

R
ot

e 
Fa

hn
e

19
19

書
籍

印
刷

10
4頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

4頁
か

ら
な

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

挟
み

込
み

あ
り

。
内

容
は

「
B

ri
tis

h 
So

ld
ie

rs
 i

n 
R

us
si

a」
と

「
W

e 
ha

ve
 

no
 r

ig
ht

 in
 t

hi
s 

co
un

tr
y」

。

5
23

6
N

.L
en

in
, D

ie
 L

eh
re

n 
de

r 
R

ev
ol

ut
io

n
Ar

be
ite

rb
uc

hh
a

nd
lu

ng
19

21
小

冊
子

印
刷

40
頁

表
紙

見
返

し
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

論
説

は
、

M
at

er
ia

lie
n 

zu
r 

G
es

ch
ic

ht
e 

de
r 

pr
ol

et
ar

is
ch

en
 

R
ev

ol
ut

io
n 

in
 R

uß
la

nd
,  3

. H
ef

t 
所

収
。

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
、

黒
ペ

ン
に

て
「

真
の

人
民

主
権

」（
27

頁
）、

「
官

僚
の

政
治

的
性

格
」

（
28

頁
）

の
書

込
み

あ
り

。

5
23

7
N

.L
en

in
, W

er
de

n 
di

e 
B

ol
sc

he
w

ik
i d

ie
 

M
ac

ht
 b

eh
au

pt
en

? 
,

Ar
be

ite
rb

uc
hh

a
nd

lu
ng

19
21

書
籍

印
刷

64
頁

表
紙

見
返

し
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

論
説

は
、

M
at

er
ia

lie
n 

zu
r 

G
es

ch
ic

ht
e 

de
r 

pr
ol

et
ar

is
ch

en
 R

ev
ol

ut
io

n 
in

 R
uß

la
nd

,  2
. H

ef
t所

収
。

5
23

8
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, G

ru
nd

sä
tz

e 
de

s 
K

om
m

un
is

m
us

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

28
書

籍
印

刷
80

頁

El
em

en
ta

rb
üc

he
r 

de
s 

K
om

m
un

is
m

us
 B

A
N

D
11

。
A

nh
an

g:
 

A
u

s 
d

e
r 

E
n

ts
te

h
u

n
g

sz
e

it
 d

e
s 

K
o

m
m

u
n

is
ti

sc
h

e
n 

M
an

ife
st

es
（

附
録

：『
共

産
党

宣
言

』
箴

言
）。

V
or

w
or

t 
un

d 
Fr

em
dw

ör
te

-V
er

ze
ic

hn
is

 v
on

 D
r.

 H
er

m
an

n 
H

un
ck

er
（

ヘ
ル

マ
ン

・
ダ

ン
カ

ー
に

よ
る

緒
言

と
外

来
語

一
覧

表
付

）。
表

紙
に

「
鈴

木
」

の
押

印
1つ

と
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

2つ
あ

り
。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
23

9
K

ar
l D

ie
hl

, Ü
be

r 
So

zi
al

is
m

us
, 

K
om

m
un

is
m

us
 u

nd
 A

na
rc

hi
sm

us
G

us
ta

v 
Fi

sc
he

r
19

11
書

籍
印

刷
49

2頁
Zw

ei
te

, v
er

m
eh

rt
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

二
増

補
版

）。
表

紙
に

「
一

九
四

八
年

九
月

三
十

日
 丸

善
に

て
」

と
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。

5
24

0
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ss
ne

rs
19

22
書

籍
印

刷
44

8頁
D

ri
tt

er
 B

an
d,

 e
rs

te
r 

Te
il（

第
3

巻
前

編
）。

Se
ch

st
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

6版
）。

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
の

「
V

or
w

or
t」

（
緒

言
）

あ
り

。

5
24

1
K

ar
l M

ar
x 

, D
as

 K
ap

ita
l: 

K
rit

ik
 d

er
 

po
lit

is
ch

en
 Ö

ko
no

m
ie

  
O

tt
o 

M
ei

ßn
er

s
19

22
書

籍
印

刷
73

9頁

Er
st

er
 B

an
d（

上
巻

）。
Ze

hn
te

 A
ufl

 a
ge

（
第

10
版

）。
B

uc
h1

：
D

er
 P

ro
du

kt
io

ns
pr

oz
eß

 d
es

 K
ap

ita
ls

。
第

10
版

の
緒

言
を

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ
・

エ
ン

ゲ
ル

ス
が

識
す

。
扉

に
「

一
九

四
七

年
十

二
月

十
八

日
 二

度
目

の
購

求
な

り
旧

蔵
の

も
の

す
で

に
散

じ
て

な
き

を
も

っ
て

」
と

黒
ペ

ン
に

て
書

込
み

あ
り

。

5
24

2
Fr

an
z 

M
eh

ri
ng

, A
us

 d
em

 li
te

ra
ris

ch
en

 
N

ac
hl

as
s 

vo
n 

K
ar

l M
ar

x 
un

d 
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
 1

84
1 

bi
s 

18
50

J.
H

.W
. D

ie
tz

 
N

ac
hf

19
23

書
籍

印
刷

49
1頁

本
書

は
、

D
rit

te
r 

B
an

d（
第

3巻
）

,  
V

on
 M

ai
 1

84
8 

bi
s 

O
kt

ob
er

 
18

50
。

V
ie

rt
e 

A
ufl

 a
ge

（
第

4版
）。

表
紙

見
返

し
右

頁
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i 1

7.
 J

un
i. 

19
27

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
（

参
考

）
B

d.
 1

. V
on

 M
är

z 
18

41
 b

is
 M

är
z 

18
44

、
B

d.
 2

. V
on

 
Ju

li 
18

44
 b

is
 N

ov
em

be
r 

18
47

。

1
24

3
鈴

木
安

蔵
宛

て
大

畑
達

雄
（

大
畑

書
店

）
書

翰
昭

和
8

19
33

8
3

郵
便

は
が

き
ペ

ン
書

き
1枚

著
校

訂
本

と
正

誤
表

落
手

、
9月

中
旬

ご
ろ

発
行

の
た

め
準

備
を

進
め

る
旨

の
拝

復
の

葉
書

。「
福

島
県

相
馬

郡
小

高
町

」
の

鈴
木

宛
て

の
た

め
、

相
馬

郡
は

原
釜

海
水

浴
場

が
あ

り
、

大
畑

が
10

年
あ

ま
り

前
に

そ
の

編
に

二
た

夏
を

過
ご

し
た

思
い

出
の

地
で

あ
る

旨
も

併
せ

て
記

す
。

1
24

4
鈴

木
安

蔵
宛

て
長

尾
龍

一
書

翰
昭

和
51

（
消

印
）

19
76

1
7

郵
便

は
が

き
ペ

ン
書

き
1枚

葉
書

表
に

「
郵

便
番

号
は

ハ
ッ

キ
リ

と
」

押
印

あ
り

。〔
長

尾
龍

一
著

〕
「

上
杉

憲
法

雑
記

」『
行

政
行

為
と

憲
法

』（
柳

瀬
博

士
東

北
大

退
職

記
念

）
昭

和
47

年
、

有
斐

閣
」

の
件

と
の

み
あ

り
。

1
24

5
〔

文
献

の
メ

モ
か

〕
19

21
原

稿
用

紙
ほ

か
ペ

ン
書

き
3枚

①
 P

ol
an

d,
 M

ar
ch

1
7

, 
1

9
2

1
. 

A
rt

.1
0

2
. 〔

以
下

略
〕

1
枚

 ②
 

J
ug

os
la

w
ia

 1
9

2
1

, 
J

un
e1

5
, 

憲
法

 /
 S

ec
tio

n
Ⅲ

 S
oc

ia
l 

an
d 

E
co

no
m

ic
 R

eg
ul

ar
io

ns
 /

 A
rt

.2
2

.〔
以

下
略

〕 
/ 

A
rt

.3
3

.
〔

以
下

略
〕、

以
上

①
②

は
「

青
林

書
院

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
2

0
0

字
詰

原
稿

用
紙

計
2

枚
を

使
用

。
③

 C
ar

l 
J

. 
Fr

ie
dr

ic
h,

 
C

on
st

it
ut

io
na

l 
G

ov
er

nm
en

t 
an

d 
D

em
oc

ra
cy

, 
re

vi
se

d 
ed

.1
9

5
0

.p
.1

3
6

.〔
以

下
略

〕
③

は
①

②
原

稿
用

紙
と

同
サ

イ
ズ

の
白

紙
を

使
用

。

1
24

6
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

 連
座

制
」

メ
モ

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

5枚

「
評

論
社

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

原
稿

内
容

は
、

公
職

選
挙

法
第

25
1条

の
2と

そ
の

解
説

の
メ

モ
。

5枚
目

は
最

後
の

行
に

「（
ジ

ュ
イ

ス
ト

 N
o.

74
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

」
兼

子
秀

夫
一

一
頁

）」
と

記
載

。
兼

子
以

下
は

欄
外

に
記

載
。

本
原

稿
用

紙
の

4・
5枚

目
の

解
説

は
、『

ジ
ュ

リ
ス

ト
』

74
（

19
55

年
1月

15
日

号
）

所
収

の
兼

子
英

夫
「

公
職

選
挙

法
の

改
正

」
論

説
を

メ
モ

し
た

も
の

。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

5
22

8
J.

J.
R

ou
ss

ea
u,

 D
ie

 G
ru

nd
sä

tz
e 

de
s 

St
aa

ts
re

ch
te

s
P

hi
lip

p 
R

ec
la

m
 

ju
m

19
27

書
籍

印
刷

19
2頁

表
紙

な
し

。
裏

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。
D

eu
ts

ch
 v

on
 

D
en

ha
rd

t（
デ

ン
ハ

ル
ト

翻
訳

）。
M

it 
ei

ne
r 

Ei
nl

ei
tu

ng
 v

on
 D

r.
 

P
au

l 
R

itt
er

bu
sc

h（
ポ

ー
ル

・
リ

ッ
タ

ー
ブ

ッ
シ

ュ
の

序
文

付
き

）。
扉

に
「

Y
.S

uz
uk

i 
D

ec
.8

. 
19

35
.」

と
ペ

ン
書

き
あ

り
。

年
次

は
序

文
に

拠
る

。

5
22

9
N

.L
en

in
, D

ie
 N

ac
hs

te
n 

au
fg

ab
en

 d
er

 
So

w
je

t-m
ac

ht
Fr

an
ke

s 
V

er
la

g
19

20
小

冊
子

印
刷

46
頁

K
om

m
un

is
tis

ch
e 

B
ib

lio
th

ek
 N

o.
3。

5
23

0
K

ar
l M

ar
x,

 D
ie

 K
la

ss
en

kä
m

pf
e 

in
 

Fr
an

kr
ei

ch
 1

84
8－

18
50

B
uc

hh
an

dl
un

g 
B

or
w

är
ts

19
20

書
籍

印
刷

10
9頁

扉
に

「
Y

.S
uz

uk
i, 

Se
p.

9.
19

25
. 

To
ky

oh
.」

の
ペ

ン
書

き
と

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

M
it 

ei
ne

r 
Ei

nl
ei

tu
ng

 v
on

 F
ri

ed
ri

ch
 E

ng
el

s 
un

d 
ei

ne
m

 B
or

w
or

t 
vo

n 
A

ug
uf

t 
B

eb
es

（
フ

リ
ー

ド
リ

ッ
ヒ

・
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
序

文
と

ア
ウ

グ
ス

ト
・

ベ
ベ

ス
の

緒
言

付
き

）。
赤

鉛
筆

で
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
あ

り
。

表
紙

が
本

体
か

ら
外

れ
て

い
る

。

5
23

1
N

.L
en

in
, D

ie
 W

ah
le

n 
zu

r 
K

on
st

itu
ie

re
nd

en
 V

er
sa

m
m

lu
ng

 u
nd

 d
ie

 
D

ik
ta

tu
r 

de
s 

P
ro

le
ta

ria
ts

W
es

te
ur

op
äi

sc
he

s 
Se

kr
et

ar
ia

t d
er

 
Ko

m
m

un
ist

isc
he

n 
In

te
rn

at
io

na
le

19
20

小
冊

子
印

刷
26

頁
表

紙
・

裏
表

紙
・

本
体

が
劣

化
に

よ
る

外
れ

、
バ

ラ
バ

ラ
に

な
っ

て
い

る
状

態
。

5
23

2
N

.L
en

in
, D

ie
 d

ik
ta

tu
r 

de
s 

pr
ol

et
ar

ia
ts

 
un

d 
de

r 
re

ne
ga

t K
. K

au
ts

ky
V

ul
ka

n-
V

er
la

g
19

19
書

籍
印

刷
83

頁
扉

に
「

鈴
木

安
蔵

」
と

鉛
筆

で
の

書
込

み
、「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
赤

鉛
筆

と
赤

ペ
ン

で
の

傍
線

の
書

込
み

あ
り

。

5
23

3
N

.L
en

in
, D

ie
 d

ro
he

nd
e 

K
at

as
tr

op
he

 u
nd

 
w

ie
 s

ol
l m

an
 s

ie
 b

ek
äm

pf
en

? 
A

rb
ei

te
r-

B
uc

hh
an

dl
un

g
19

20
小

冊
子

印
刷

48
頁

扉
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

で
の

書
込

み
、「

鈴
木

」
の

押
印

あ
り

。
表

紙
か

ら
本

体
が

外
れ

て
い

る
。

5
23

4
K

ar
l M

ar
x,

 M
is

èr
e 

de
 la

 p
hi

lo
so

ph
ie

, 
R

ép
on

se
 à

 la
 p

hi
lo

so
ph

ie
 d

e 
la

 m
is

èr
e 

de
 M

. P
ro

ud
ho

n
M

ar
ce

l G
ia

rd
19

22
書

籍
印

刷
26

7頁
フ

リ
ー

ド
リ

ッ
ヒ

・
エ

ン
ゲ

ル
ス

の
序

文
付

。
第

3版
。

5
23

5
N

.B
uc

ha
ri

n,
 V

om
 S

tu
rz

e 
de

s 
Za

ris
m

us
 

bi
s 

zu
m

 S
tu

rz
e 

de
r 

B
ou

rg
eo

is
ie

R
ot

e 
Fa

hn
e

19
19

書
籍

印
刷

10
4頁

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

4頁
か

ら
な

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

挟
み

込
み

あ
り

。
内

容
は

「
B

ri
tis

h 
So

ld
ie

rs
 i

n 
R

us
si

a」
と

「
W

e 
ha

ve
 

no
 r

ig
ht

 in
 t

hi
s 

co
un

tr
y」

。

5
23

6
N

.L
en

in
, D

ie
 L

eh
re

n 
de

r 
R

ev
ol

ut
io

n
Ar

be
ite

rb
uc

hh
a

nd
lu

ng
19

21
小

冊
子

印
刷

40
頁

表
紙

見
返

し
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

論
説

は
、

M
at

er
ia

lie
n 

zu
r 

G
es

ch
ic

ht
e 

de
r 

pr
ol

et
ar

is
ch

en
 

R
ev

ol
ut

io
n 

in
 R

uß
la

nd
,  3

. H
ef

t 
所

収
。

赤
ペ

ン
に

て
傍

線
の

書
込

み
、

黒
ペ

ン
に

て
「

真
の

人
民

主
権

」（
27

頁
）、

「
官

僚
の

政
治

的
性

格
」

（
28

頁
）

の
書

込
み

あ
り

。

5
23

7
N

.L
en

in
, W

er
de

n 
di

e 
B

ol
sc

he
w

ik
i d

ie
 

M
ac

ht
 b

eh
au

pt
en

? 
,

Ar
be

ite
rb

uc
hh

a
nd

lu
ng

19
21

書
籍

印
刷

64
頁

表
紙

見
返

し
に

「
鈴

木
安

蔵
」

と
黒

ペ
ン

に
て

書
込

み
あ

り
。

扉
に

「
鈴

木
」

の
押

印
あ

り
。

論
説

は
、

M
at

er
ia

lie
n 

zu
r 

G
es

ch
ic

ht
e 

de
r 

pr
ol

et
ar

is
ch

en
 R

ev
ol

ut
io

n 
in

 R
uß

la
nd

,  2
. H

ef
t所

収
。

5
23

8
Fr

ie
dr

ic
h 

En
ge

ls
, G

ru
nd

sä
tz

e 
de

s 
K

om
m

un
is

m
us

In
te

rn
at

io
na

le
r 

A
rb

ei
te

r-
V

er
la

g
19

28
書

籍
印

刷
80

頁

El
em

en
ta

rb
üc

he
r 

de
s 

K
om

m
un

is
m

us
 B

A
N

D
11

。
A

nh
an

g:
 

A
u

s 
d

e
r 

E
n

ts
te

h
u

n
g

sz
e

it
 d

e
s 

K
o

m
m

u
n

is
ti

sc
h

e
n 

M
an

ife
st

es
（

附
録

：『
共

産
党

宣
言

』
箴

言
）。

V
or

w
or

t 
un

d 
Fr

em
dw

ör
te

-V
er

ze
ic

hn
is

 v
on

 D
r.

 H
er

m
an

n 
H

un
ck

er
（

ヘ
ル

マ
ン

・
ダ

ン
カ

ー
に

よ
る

緒
言

と
外

来
語

一
覧

表
付

）。
表

紙
に

「
鈴

木
」

の
押

印
1つ

と
扉

に
「

鈴
木

」
の

押
印

2つ
あ

り
。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（103）



箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
25

0
〔

著
書

の
な

か
の

正
誤

の
メ

モ
カ

〕
メ

モ
用

紙
ペ

ン
書

き
2枚

メ
モ

1枚
目

は
「

三
一

頁
 外

務
省

之
部

 四
一

 今
期

に
つ

い
て

は
「

伊
藤

家
文

書
」

第
七

十
巻

、
蜂

須
賀

茂
韶

の
書

翰
  

六
三

頁
 「

明
治

文
化

研
究

」
第

四
巻

第
九

号
、

吉
野

「
日

本
憲

法
に

対
す

る
御

傭
外

人
の

貢
献

」
参

照
 

八
五

 推
定

す
る

と
こ

ろ
で

は
 〔

後
略

〕」
、

メ
モ

2枚
目

は
「

三
〇

九
頁

 第
九

十
九

条
は

 三
二

六
 大

衆
国

軍
 三

八
八

 第
六

条
の

と
こ

ろ
ー

な
ほ

甲
案

第
十

七
条

」
と

あ
り

。

1
25

1
「

別
頁

 第
□

章
 改

憲
問

題
の

前
提

諸
問

題
」

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

26
枚

本
文

の
原

稿
用

紙
は

「
静

岡
大

学
法

経
学

会
」

と
印

字
さ

れ
た

20
0字

詰
原

稿
用

紙
を

使
用

、
表

紙
の

原
稿

用
紙

は
「

勁
草

書
房

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

表
紙

の
「

別
頁

」
は

赤
ペ

ン
に

て
記

載
。

ま
た

当
初

記
載

し
て

い
た

「
第

四
章

」
の

「
四

」
の

上
に

白
い

紙
が

貼
ら

れ
て

い
る

。
本

文
に

は
加

除
修

正
あ

り
。

1
25

2
〔

国
会

法
第

41
条

第
2項

第
3項

改
正

に
関

す
る

注
意

点
メ

モ
〕

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

1枚
原

稿
用

紙
は

「
評

論
社

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

1
25

3
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

１
」

原
稿

〕
原

稿
用

紙
ペ

ン
書

き
74

枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
1～

71
ま

で
振

ら
れ

て
い

る
（

う
ち

、
31

・
31

A
・

31
B

、
60

A
・

60
B

と
ナ

ン
バ

ー
の

重
複

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

あ
り

）。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

35
（

青
木

書
店

、
19

79
年

3月
）

所
収

、
11

5－
13

6頁
。

完
成

形
は

整
理

番
号

20
2。

1
25

4
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

２
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

56
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
51

0～
56

5ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

36
（

青
木

書
店

、
19

79
年

6
月

）
所

収
、

15
9

－
17

6
頁

。
完

成
形

は
整

理
番

号
20

3。

1
25

5
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

３
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

63
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
13

3～
19

5ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

37
（

青
木

書
店

、
19

79
年

9
月

）
所

収
、

26
9

－
28

8
頁

。
完

成
形

は
整

理
番

号
20

4。

1
25

6
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

４
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

47
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
1～

46
（

40
・

41
の

間
に

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

を
振

っ
て

い
な

い
1枚

差
込

み
あ

り
）

ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

38
（

青
木

書
店

、
19

79
年

12
月

）
所

収
、

85
－

10
3

頁
。

完
成

形
は

整
理

番
号

20
5。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
24

7
鈴

木
安

蔵
宛

て
熊

谷
勇

書
翰

昭
和

58
19

83
2

17

①
封

書
＋

②
原

稿
用

紙 ＋
③

写
真

ペ
ン

書
き

①
便

箋
2枚 ＋

②
3枚 ＋

③
1枚

①
「

孝
雄

」〔
『

薄
幸

の
無

名
戦

士
―

熊
谷

孝
雄

の
生

涯
』〕

出
版

に
当

た
り

電
話

を
し

た
こ

と
、

3月
中

旬
頃

、
送

ら
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
、

差
出

人
は

、
孝

雄
よ

り
10

歳
下

の
末

弟
で

あ
る

こ
と

、
孝

雄
の

写
真

を
一

葉
同

封
さ

せ
て

も
ら

っ
た

こ
と

を
記

載
。

②
昭

和
57

年
3月

3日
 鹿

野
に

て
 熊

谷
勇

「「
孝

雄
」

を
書

く
に

当
っ

て
」

の
手

書
き

原
稿

、
そ

の
続

き
に

、
昭

和
57

年
8月

29
日

 熊
谷

勇
の

「
其

の
後

同
郷

の
富

本
純

一
氏

の
ご

厚
意

に
よ

り
、

武
田

道
夫

氏
が

編
集

を
引

受
け

て
下

さ
っ

た
の

で
来

年
三

月
発

行
の

め
ど

が
つ

く
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

皆
様

の
ご

叱
正

と
ご

援
助

を
お

願
い

申
し

あ
げ

ま
す

。」
と

綴
ら

れ
る

。
原

稿
は

コ
ピ

ー
。

③
写

真
裏

に
「

京
大

生
時

代
（

19
24

～
5年

）
頃

の
熊

谷
孝

雄
 1

90
1年

9月
30

日
生

 1
93

4年
3

月
8日

死
」

と
ペ

ン
書

き
に

て
記

さ
れ

る
。

※
1 

熊
谷

孝
雄

は
三

・
一

五
事

件
で

逮
捕

、
6年

の
刑

期
を

終
え

て
出

獄
し

た
後

、
自

死
。

※
2 

鈴
木

安
蔵

の
住

所
は

東
京

都
世

田
谷

区
下

馬
町

四
丁

目
16

-3
 、

熊
谷

勇
の

住
所

は
鳥

取
県

気
高

郡
鹿

野
町

今
市

11
14

-3
。

1
24

8
鈴

木
安

蔵
宛

て
青

海
孝

司
書

翰
昭

和
57

19
82

11
9

封
書

ペ
ン

書
き

3枚

青
海

孝
司

は
大

阪
書

籍
株

式
会

社
出

版
部

か
ら

出
版

予
定

の
姜

在
彦

『
近

代
の

日
本

と
朝

鮮
―

日
本

に
よ

る
朝

鮮
支

配
の

四
〇

年
―

』
の

担
当

者
。

①
写

真
掲

載
許

可
願

1枚
（

姜
在

彦
『

近
代

の
日

本
と

朝
鮮

―
日

本
に

よ
る

朝
鮮

支
配

の
四

〇
年

―
』（

昭
和

58
年

2
月

10
日

発
行

予
定

、
初

版
50

00
部

（
予

定
） 

内
容

は
近

代
日

朝
関

係
の

概
要

）
に

掲
載

願
出

す
る

品
目

は
「

学
連

事
件

―
精

神
的

回
想

4」
（

青
木

書
店

刊
『

現
代

と
思

想
』

N
o.

38
（

19
79

年
12

月
）

p.
90

～
91

掲
載

）「
全

日
本

の
学

生
諸

君
に

訴
ふ

！
―

小
樽

高
商

軍
事

教
育

事
件

に
関

し
て

―
」）

、
②

書
翰

2枚
、「

大
阪

書
籍

株
式

会
社

」
と

印
字

さ
れ

た
用

紙
に

記
載

。
内

容
は

、
大

阪
書

籍
株

式
会

社
が

、
小

・
中

学
校

の
教

科
書

を
出

版
す

る
教

科
書

会
社

で
、「

朝
日

カ
ル

チ
ャ

ー
セ

ン
タ

ー
」

の
講

義
を

提
供

す
る

た
め

の
『

朝
日

カ
ル

チ
ャ

ー
ブ

ッ
ク

ス
』

の
発

刊
を

企
画

し
て

い
る

会
社

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

、
上

記
本

へ
の

写
真

掲
載

許
可

を
願

い
出

る
も

の
。

※
鈴

木
安

蔵
の

住
所

は
世

田
谷

区
下

町
4-

16
-3

、
大

阪
書

籍
株

式
会

社
出

版
部

の
住

所
は

大
阪

市
東

成
区

深
江

北
2丁

目
1番

1号
。

1
24

9
鈴

木
安

蔵
宛

て
原

秀
男

書
翰

昭
和

56
〔

消
印

〕
19

81
5

〔
消

印
〕

21
〔

消
印

〕
封

書
ペ

ン
書

き
10

枚

原
秀

男
は

立
正

大
学

教
授

（
法

哲
学

）。
内

容
は

コ
ピ

ー
用

紙
10

枚
。

1
枚

目
に

「
お

元
気

と
存

じ
上

げ
ま

す
。

ご
無

沙
汰

を
重

ね
て

お
り

申
し

わ
け

あ
り

ま
せ

ん
。

ご
笑

覧
た

ま
わ

れ
ば

と
存

じ
ま

す
。

原
秀

男
拝

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
①

原
秀

男
「

本
と

人
 田

中
耕

太
郎

と
「

世
界

法
の

理
論

」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.1
4.

）
②

同
「

本
と

人
〈

2〉
 恒

藤
恭

と
旧

友
芥

川
龍

之
介

」（
『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.2
1.

）、
③

同
「

人
と

本
〈

3〉
尾

高
朝

雄
著

『
国

家
構

造
論

』」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.2
8.

）、
④

同
「

人
と

本
 4

 宮
沢

俊
義

著
『

憲
法

の
原

理
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.7

.）
、

⑤
同「

人
と

本
 5

 木
村

亀
二『

法
哲

学
』」（

『
図

書
新

聞
』〔

19
81

.3
.1

4.
〕）

、
⑥

同
「

人
と

本
 6

 加
藤

新
平

著
『

法
哲

学
概

論
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.2

1）
、

⑦
同

「
人

と
本

 7
 寺

田
四

郎
『

国
際

法
学

界
の

七
巨

星
』

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.2

8.
）

同
新

聞
に

ペ
ン

書
き

に
て

修
正

書
込

み
あ

り
、

⑧
同

「
人

と
本

 8
 井

上
茂

『
法

秩
序

の
構

造
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.4
.4

）、
⑨

同
「

人
と

本
 9

 鈴
木

安
蔵

『
日

本
国

憲
法

の
誕

生
と

発
展

』」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.4

.1
1）

、
⑩

同
「

人
と

本
 1

0 
碧

海
純

一
『

法
哲

学
概

論
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.5
.2

）。
※

鈴
木

安
蔵

の
住

所
は

世
田

谷
区

下
馬

4-
16

-3
、

原
秀

男
の

住
所

は
東

京
都

港
区

高
輪

4-
18

-2
4。
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箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
25

0
〔

著
書

の
な

か
の

正
誤

の
メ

モ
カ

〕
メ

モ
用

紙
ペ

ン
書

き
2枚

メ
モ

1枚
目

は
「

三
一

頁
 外

務
省

之
部

 四
一

 今
期

に
つ

い
て

は
「

伊
藤

家
文

書
」

第
七

十
巻

、
蜂

須
賀

茂
韶

の
書

翰
  

六
三

頁
 「

明
治

文
化

研
究

」
第

四
巻

第
九

号
、

吉
野

「
日

本
憲

法
に

対
す

る
御

傭
外

人
の

貢
献

」
参

照
 

八
五

 推
定

す
る

と
こ

ろ
で

は
 〔

後
略

〕」
、

メ
モ

2枚
目

は
「

三
〇

九
頁

 第
九

十
九

条
は

 三
二

六
 大

衆
国

軍
 三

八
八

 第
六

条
の

と
こ

ろ
ー

な
ほ

甲
案

第
十

七
条

」
と

あ
り

。

1
25

1
「

別
頁

 第
□

章
 改

憲
問

題
の

前
提

諸
問

題
」

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

26
枚

本
文

の
原

稿
用

紙
は

「
静

岡
大

学
法

経
学

会
」

と
印

字
さ

れ
た

20
0字

詰
原

稿
用

紙
を

使
用

、
表

紙
の

原
稿

用
紙

は
「

勁
草

書
房

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

表
紙

の
「

別
頁

」
は

赤
ペ

ン
に

て
記

載
。

ま
た

当
初

記
載

し
て

い
た

「
第

四
章

」
の

「
四

」
の

上
に

白
い

紙
が

貼
ら

れ
て

い
る

。
本

文
に

は
加

除
修

正
あ

り
。

1
25

2
〔

国
会

法
第

41
条

第
2項

第
3項

改
正

に
関

す
る

注
意

点
メ

モ
〕

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

1枚
原

稿
用

紙
は

「
評

論
社

原
稿

用
紙

」
と

印
字

さ
れ

た
20

0字
詰

原
稿

用
紙

を
使

用
。

1
25

3
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

１
」

原
稿

〕
原

稿
用

紙
ペ

ン
書

き
74

枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
1～

71
ま

で
振

ら
れ

て
い

る
（

う
ち

、
31

・
31

A
・

31
B

、
60

A
・

60
B

と
ナ

ン
バ

ー
の

重
複

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

あ
り

）。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

35
（

青
木

書
店

、
19

79
年

3月
）

所
収

、
11

5－
13

6頁
。

完
成

形
は

整
理

番
号

20
2。

1
25

4
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

２
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

56
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
51

0～
56

5ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

36
（

青
木

書
店

、
19

79
年

6
月

）
所

収
、

15
9

－
17

6
頁

。
完

成
形

は
整

理
番

号
20

3。

1
25

5
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

３
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

63
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
13

3～
19

5ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

37
（

青
木

書
店

、
19

79
年

9
月

）
所

収
、

26
9

－
28

8
頁

。
完

成
形

は
整

理
番

号
20

4。

1
25

6
〔

鈴
木

安
蔵

「
学

連
事

件
－

精
神

史
的

回
想

４
」〕

原
稿

原
稿

用
紙

ペ
ン

書
き

47
枚

編
集

者
に

よ
る

赤
ペ

ン
で

の
書

込
み

あ
り

。
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
が

原
稿

用
紙

右
下

に
1～

46
（

40
・

41
の

間
に

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

を
振

っ
て

い
な

い
1枚

差
込

み
あ

り
）

ま
で

振
ら

れ
て

い
る

。
※

 論
説

は
後

に
『

現
代

と
思

想
』

38
（

青
木

書
店

、
19

79
年

12
月

）
所

収
、

85
－

10
3

頁
。

完
成

形
は

整
理

番
号

20
5。

箱
番 号

整
理

番
号

資
料

名
発

行
社

年
（

和
暦

）
年

（
西

暦
）

月
日

形
状

筆
記

形
態

員
数

概
要

1
24

7
鈴

木
安

蔵
宛

て
熊

谷
勇

書
翰

昭
和

58
19

83
2

17

①
封

書
＋

②
原

稿
用

紙 ＋
③

写
真

ペ
ン

書
き

①
便

箋
2枚 ＋

②
3枚 ＋

③
1枚

①
「

孝
雄

」〔
『

薄
幸

の
無

名
戦

士
―

熊
谷

孝
雄

の
生

涯
』〕

出
版

に
当

た
り

電
話

を
し

た
こ

と
、

3月
中

旬
頃

、
送

ら
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
、

差
出

人
は

、
孝

雄
よ

り
10

歳
下

の
末

弟
で

あ
る

こ
と

、
孝

雄
の

写
真

を
一

葉
同

封
さ

せ
て

も
ら

っ
た

こ
と

を
記

載
。

②
昭

和
57

年
3月

3日
 鹿

野
に

て
 熊

谷
勇

「「
孝

雄
」

を
書

く
に

当
っ

て
」

の
手

書
き

原
稿

、
そ

の
続

き
に

、
昭

和
57

年
8月

29
日

 熊
谷

勇
の

「
其

の
後

同
郷

の
富

本
純

一
氏

の
ご

厚
意

に
よ

り
、

武
田

道
夫

氏
が

編
集

を
引

受
け

て
下

さ
っ

た
の

で
来

年
三

月
発

行
の

め
ど

が
つ

く
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

皆
様

の
ご

叱
正

と
ご

援
助

を
お

願
い

申
し

あ
げ

ま
す

。」
と

綴
ら

れ
る

。
原

稿
は

コ
ピ

ー
。

③
写

真
裏

に
「

京
大

生
時

代
（

19
24

～
5年

）
頃

の
熊

谷
孝

雄
 1

90
1年

9月
30

日
生

 1
93

4年
3

月
8日

死
」

と
ペ

ン
書

き
に

て
記

さ
れ

る
。

※
1 

熊
谷

孝
雄

は
三

・
一

五
事

件
で

逮
捕

、
6年

の
刑

期
を

終
え

て
出

獄
し

た
後

、
自

死
。

※
2 

鈴
木

安
蔵

の
住

所
は

東
京

都
世

田
谷

区
下

馬
町

四
丁

目
16

-3
 、

熊
谷

勇
の

住
所

は
鳥

取
県

気
高

郡
鹿

野
町

今
市

11
14

-3
。

1
24

8
鈴

木
安

蔵
宛

て
青

海
孝

司
書

翰
昭

和
57

19
82

11
9

封
書

ペ
ン

書
き

3枚

青
海

孝
司

は
大

阪
書

籍
株

式
会

社
出

版
部

か
ら

出
版

予
定

の
姜

在
彦

『
近

代
の

日
本

と
朝

鮮
―

日
本

に
よ

る
朝

鮮
支

配
の

四
〇

年
―

』
の

担
当

者
。

①
写

真
掲

載
許

可
願

1枚
（

姜
在

彦
『

近
代

の
日

本
と

朝
鮮

―
日

本
に

よ
る

朝
鮮

支
配

の
四

〇
年

―
』（

昭
和

58
年

2
月

10
日

発
行

予
定

、
初

版
50

00
部

（
予

定
） 

内
容

は
近

代
日

朝
関

係
の

概
要

）
に

掲
載

願
出

す
る

品
目

は
「

学
連

事
件

―
精

神
的

回
想

4」
（

青
木

書
店

刊
『

現
代

と
思

想
』

N
o.

38
（

19
79

年
12

月
）

p.
90

～
91

掲
載

）「
全

日
本

の
学

生
諸

君
に

訴
ふ

！
―

小
樽

高
商

軍
事

教
育

事
件

に
関

し
て

―
」）

、
②

書
翰

2枚
、「

大
阪

書
籍

株
式

会
社

」
と

印
字

さ
れ

た
用

紙
に

記
載

。
内

容
は

、
大

阪
書

籍
株

式
会

社
が

、
小

・
中

学
校

の
教

科
書

を
出

版
す

る
教

科
書

会
社

で
、「

朝
日

カ
ル

チ
ャ

ー
セ

ン
タ

ー
」

の
講

義
を

提
供

す
る

た
め

の
『

朝
日

カ
ル

チ
ャ

ー
ブ

ッ
ク

ス
』

の
発

刊
を

企
画

し
て

い
る

会
社

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

、
上

記
本

へ
の

写
真

掲
載

許
可

を
願

い
出

る
も

の
。

※
鈴

木
安

蔵
の

住
所

は
世

田
谷

区
下

町
4-

16
-3

、
大

阪
書

籍
株

式
会

社
出

版
部

の
住

所
は

大
阪

市
東

成
区

深
江

北
2丁

目
1番

1号
。

1
24

9
鈴

木
安

蔵
宛

て
原

秀
男

書
翰

昭
和

56
〔

消
印

〕
19

81
5

〔
消

印
〕

21
〔

消
印

〕
封

書
ペ

ン
書

き
10

枚

原
秀

男
は

立
正

大
学

教
授

（
法

哲
学

）。
内

容
は

コ
ピ

ー
用

紙
10

枚
。

1
枚

目
に

「
お

元
気

と
存

じ
上

げ
ま

す
。

ご
無

沙
汰

を
重

ね
て

お
り

申
し

わ
け

あ
り

ま
せ

ん
。

ご
笑

覧
た

ま
わ

れ
ば

と
存

じ
ま

す
。

原
秀

男
拝

」
と

ペ
ン

書
き

あ
り

。
①

原
秀

男
「

本
と

人
 田

中
耕

太
郎

と
「

世
界

法
の

理
論

」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.1
4.

）
②

同
「

本
と

人
〈

2〉
 恒

藤
恭

と
旧

友
芥

川
龍

之
介

」（
『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.2
1.

）、
③

同
「

人
と

本
〈

3〉
尾

高
朝

雄
著

『
国

家
構

造
論

』」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.2

.2
8.

）、
④

同
「

人
と

本
 4

 宮
沢

俊
義

著
『

憲
法

の
原

理
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.7

.）
、

⑤
同「

人
と

本
 5

 木
村

亀
二『

法
哲

学
』」（

『
図

書
新

聞
』〔

19
81

.3
.1

4.
〕）

、
⑥

同
「

人
と

本
 6

 加
藤

新
平

著
『

法
哲

学
概

論
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.2

1）
、

⑦
同

「
人

と
本

 7
 寺

田
四

郎
『

国
際

法
学

界
の

七
巨

星
』

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.3
.2

8.
）

同
新

聞
に

ペ
ン

書
き

に
て

修
正

書
込

み
あ

り
、

⑧
同

「
人

と
本

 8
 井

上
茂

『
法

秩
序

の
構

造
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.4
.4

）、
⑨

同
「

人
と

本
 9

 鈴
木

安
蔵

『
日

本
国

憲
法

の
誕

生
と

発
展

』」
（『

図
書

新
聞

』
19

81
.4

.1
1）

、
⑩

同
「

人
と

本
 1

0 
碧

海
純

一
『

法
哲

学
概

論
』」

（『
図

書
新

聞
』

19
81

.5
.2

）。
※

鈴
木

安
蔵

の
住

所
は

世
田

谷
区

下
馬

4-
16

-3
、

原
秀

男
の

住
所

は
東

京
都

港
区

高
輪

4-
18

-2
4。

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義
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別表２　「鈴木安蔵旧蔵資料」整理済み・配架資料
本表は熊谷図書館から提供いただいたリストをもとに、「簡易表示書誌」「VOL」「請求番号」欄のみを残し、「整理番号」「形状」欄を追加して、旧字を
常用漢字に改めるなどして改めて再作成したものである。

整理
番号

簡易表示書誌 VOL 形状 請求番号

1
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第1巻 書籍 308/Ma59/1

2
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第2巻 書籍 308/Ma59/2

3
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第3巻 書籍 308/Ma59/3

4
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第4巻 書籍 308/Ma59/4

5
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第5巻 書籍 308/Ma59/5

6
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第6巻 書籍 308/Ma59/6

7
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第7巻 書籍 308/Ma59/7

8
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第8巻 書籍 308/Ma59/8

9
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第9巻 書籍 308/Ma59/9

10
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第10巻 書籍 308/Ma59/10

11
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第11巻 書籍 308/Ma59/11

12
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第12巻 書籍 308/Ma59/12

13
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第13巻 書籍 308/Ma59/13

14
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第14巻 書籍 308/Ma59/14
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15
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第15巻 書籍 308/Ma59/15

16
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第16巻 書籍 308/Ma59/16

17
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第18巻 書籍 308/Ma59/18

18
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第19巻 書籍 308/Ma59/19

19

反デューリング論 ; 自然の弁証法 / ［フリードリヒ・エンゲルス著］. -- 大
月書店, 1968.10. -- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一
党中央委員会付属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川
嘉六監訳 ; 第20巻）.

書籍 308/Ma59/20

20
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第21巻 書籍 308/Ma59/21

21
マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マル
クス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第1巻 - 補巻
4. -- 大月書店, 1959.10-1991.11.

第22巻 書籍 308/Ma59/22

22

資本論 / ［カール・マルクス著］ ; 1a - 3b. -- 大月書店, 1965.9-1967.3. 
-- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付
属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第
23a-25b巻）.

1a 書籍 308/Ma59/23a

23

資本論 / ［カール・マルクス著］ ; 1a - 3b. -- 大月書店, 1965.9-1967.3. 
-- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付
属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第
23a-25b巻）.

1b 書籍 308/Ma59/23b

24

資本論 / ［カール・マルクス著］ ; 1a - 3b. -- 大月書店, 1965.9-1967.3. 
-- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付
属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第
23a-25b巻）.

2 書籍 308/Ma59/24

25

資本論 / ［カール・マルクス著］ ; 1a - 3b. -- 大月書店, 1965.9-1967.3. 
-- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付
属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第
23a-25b巻）.

3a 書籍 308/Ma59/25a

26

資本論 / ［カール・マルクス著］ ; 1a - 3b. -- 大月書店, 1965.9-1967.3. 
-- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付
属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第
23a-25b巻）.

3b 書籍 308/Ma59/25b

27

剰余価値学説史 / ［カール・マルクス著］ ; 1, 2, 3. -- 大月書店, 1969.6-
1970.6. -- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委
員会付属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 
第26（1）-26（3）巻）.

1 書籍 308/Ma59/26（1）
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28

剰余価値学説史 / ［カール・マルクス著］ ; 1, 2, 3. -- 大月書店, 1969.6-
1970.6. -- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委
員会付属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 
第26（1）-26（3）巻）.

2 書籍 308/Ma59/26（2）

29

剰余価値学説史 / ［カール・マルクス著］ ; 1, 2, 3. -- 大月書店, 1969.6-
1970.6. -- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委
員会付属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 
第26（1）-26（3）巻）.

3 書籍 308/Ma59/26（3）

30

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1842-1851 書籍 308/Ma59/27

31

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1852-1855 書籍 308/Ma59/28

32

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1856-1859 書籍 308/Ma59/29

33

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1860-1864 書籍 308/Ma59/30

34

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1864-1867 書籍 308/Ma59/31

35

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1868-1870 書籍 308/Ma59/32

36

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1870-1874 書籍 308/Ma59/33

37

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1875-1880 書籍 308/Ma59/34

38

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1881-1883 書籍 308/Ma59/35

39

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1883-1887 書籍 308/Ma59/36
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40

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1888-1890 書籍 308/Ma59/37

41

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1891-1892 書籍 308/Ma59/38

42

書簡集 / ［カール・マルクス, フリードリヒ・エンゲルス著］ ; 1842-
1851 - 1893-1895. -- 大月書店, 1971.6-1975.11. -- （マルクス=エ
ンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第27-39巻）.

1893-1895 書籍 308/Ma59/39

43
マルクス初期著作集 / ［カール・マルクス著］. -- 大月書店, 1975.3. -- （マ
ルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルク
ス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 第40巻）.

書籍 308/Ma59/40

44

エンゲルス初期著作集 / ［フリードリヒ・エンゲルス著］. -- 大月書店, 
1973.2. -- （マルクス=エンゲルス全集 / ［ドイツ社会主義統一党中央委
員会付属マルクス=レーニン主義研究所編集］ ; 大内兵衞, 細川嘉六監訳 ; 
第41巻）.

書籍 308/Ma59/41

45 憲法を考える / 憲法会議, 日本科学者会議共編. -- 水曜社, 1977.4. 書籍 323.14/Ke51

46 現代憲政の諸問題 / 鈴木安蔵著. -- 久保与吉, 1937. 書籍 312.1/Su96

47
日本国憲法 : 運動のための解釈 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1968. -- （平
和新書 ; 5）.

書籍 323.14/Su96

48 憲法の歴史的研究 / 鈴木安蔵著. -- 大畑書店, 1933.6. 書籍 323.12/Su96

49
政治原理 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955.3-1955.4. -- （政
治学講座 / 今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第1-2巻）.

上 書籍 310.8/Ⅰ-45/1

50
政治原理 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955.3-1955.4. -- （政
治学講座 / 今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第1-2巻）.

下 書籍 310.8/Ⅰ-45/2

51
政治思想 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955. -- （政治学講座 / 
今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第3-4巻）.

上 書籍 310.8/Ⅰ-45/3

52
政治思想 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955. -- （政治学講座 / 
今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第3-4巻）.

下 書籍 310.8/Ⅰ-45/4

53
政治史 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955. -- （政治学講座 / 
今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第5-6）.

上 書籍 310.8/Ⅰ-45/5

54
政治史 / 今中次麿編集代表 ; 上, 下. -- 理論社, 1955. -- （政治学講座 / 
今中次麿 ［ほか］ 編集 ; 第5-6）.

下 書籍 310.8/Ⅰ-45/6

55
主体思想について : 全世界の労働者団結せよ! : 金日成主席誕生70周年記
念主体思想全国セミナーに送った論文 / 金正日［著］. -- 外国文出版社, 
1982.

書籍 309.321/Ki38

56
比較憲法論 / L.ウルフ=フィリップス ［著］ ; 清水望, 渡辺重範訳. -- 早稲
田大学出版部, 1976. -- （現代政治学入門講座 ; 3）.

書籍 323.01/W 84

57
民権論からナショナリズムへ　改装版. -- 御茶の水書房, 1977.6. -- （明
治史研究叢書 / 明治史料研究連絡会編 ; 第4集）.

: 改装版 書籍 210.6/Mi44

立正大学所蔵「鈴木安蔵旧蔵資料」とその意義

（109）



整理
番号

簡易表示書誌 VOL 形状 請求番号

58
日本国憲法 / 宮沢俊義著 ; 芦部信喜補訂. -- 全訂版. -- 日本評論社, 
1978.9.

書籍 323.14/Mi89

59
日本憲法学の生誕と発展 : 憲法学の課題と方法の探求 / 鈴木安蔵著. -- 法
律文化社, 1966.4. -- （学術選書）.

書籍 323.01/Su96

60
加波山事件 : 民権派激挙の記録 / 野島幾太郎著 ; 林基, 遠藤鎮雄編. -- 平
凡社, 1966.11. -- （東洋文庫 ; 79）.

書籍 210.635/N 93

61 日本政治の規準 / 鈴木安蔵著. -- 東洋経済新報社出版部, 1941.6. 書籍 323.13/Su96

62
憲法制定前後 : 新憲法をめぐる激動期の記録 / 鈴木安蔵著. -- 青木書店, 
1977.11. -- （青木現代叢書）.

書籍 323.14/Su96

63 憲法学三十年 / 鈴木安蔵著. -- 評論社, 1967.12. 書籍 323.01/Su96

64 憲法改正問題入門 / 民法協憲法委員会編. -- 労働旬報社, 1965.5. 書籍 323.149/Su96

65 現代議会批判 / 鈴木安蔵著. -- 至誠堂, 1959.3. 書籍 314.1/Su96

66 基本的人権 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1969.12. -- （平和新書 ; 12）. 書籍 323.143/Su96

67 基本的人権 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1969.12. -- （平和新書 ; 12）. 書籍 323.143/Su96

68 基本的人権 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1969.12. -- （平和新書 ; 12）. 書籍 323.143/Su96

69 近代日本政党史 / 鈴木安蔵著. -- 河出書房, 1954.2. -- （日本近代史叢書 ; 6）. 書籍 315.1/Su96

70 近代日本政党史 / 鈴木安蔵著. -- 河出書房, 1954.2. -- （日本近代史叢書 ; 6）. 書籍 315.1/Su96

71 基本的人権 / 鈴木安蔵著. -- 実教出版, 1951.8. 書籍 316.1/Su96

72 日本の大陸發展と共榮圏建設 / 鈴木安蔵著. -- 東亜書院, 1944.7. 書籍 210.7/Su96

73 政治学 / 鈴木安蔵著. -- 青林書院, 1955.5. -- （青林全書）. 書籍 311/Su96

74 日本憲法史研究 / 鈴木安蔵著. -- 叢文閣, 1935.11. 書籍 323.12/Su96

75 史的唯物論と政治学 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 勁草書房, 1953. 書籍 311/Su96

76 史的唯物論と政治学 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 勁草書房, 1953. 書籍 311/Su96

77 史的唯物論と政治学 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 勁草書房, 1953. 書籍 311/Su96

78 史的唯物論と政治学 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 勁草書房, 1953. 書籍 311/Su96

79 史的唯物論と政治学 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 勁草書房, 1953. 書籍 311/Su96

80 法学入門 / 鈴木安蔵著. -- 改訂新版. -- 評論社, ［1969］. 書籍 321/Su96

81 法学入門 / 鈴木安蔵著. -- 改訂新版. -- 評論社, ［1969］. 書籍 321/Su96

82 法学入門 / 鈴木安蔵著. -- 改訂新版. -- 評論社, ［1969］. 書籍 321/Su96

83 法学入門 / 鈴木安蔵著. -- 改訂新版. -- 評論社, ［1969］. 書籍 321/Su96

84 憲法学の構造 / 鈴木安蔵著. -- 成文堂, 1968.6. 書籍 323.01/Su96

85 憲法学の構造 / 鈴木安蔵著. -- 成文堂, 1968.6. 書籍 323.01/Su96

86 憲法学の構造 / 鈴木安蔵著. -- 成文堂, 1968.6. 書籍 323.01/Su96

87 憲法学の構造 / 鈴木安蔵著. -- 成文堂, 1968.6. 書籍 323.01/Su96

88
近代日本と民主主義 / 鈴木安蔵著. -- 新日本出版社, 1969.8. -- （新日本
新書 ; 84）.

書籍 311.21/Su96
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89
近代日本と民主主義 / 鈴木安蔵著. -- 新日本出版社, 1969.8. -- （新日本
新書 ; 84）.

書籍 311.21/Su96

90
日本国憲法 : 運動のための解釈 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1968. -- （平
和新書 ; 5）.

書籍 323.14/Su96

91
日本国憲法 : 運動のための解釈 / 鈴木安蔵著. -- 平和書房, 1968. -- （平
和新書 ; 5）.

書籍 323.14/Su96

92 憲法学断想 / 鈴木安蔵著. -- 敬文堂, 1979.5. 書籍 323.01/Su96

93 憲法学断想 / 鈴木安蔵著. -- 敬文堂, 1979.5. 書籍 323.01/Su96

94 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1950.12. 書籍 311/Su96

95 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1950.12. 書籍 311/Su96

96 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1950.12. 書籍 311/Su96

97 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 全訂. -- 勁草書房, 1962. 書籍 311/Su96

98 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 全訂. -- 勁草書房, 1962. 書籍 311/Su96

99 政治学原論 / 鈴木安蔵著. -- 全訂. -- 勁草書房, 1962. 書籍 311/Su96

100 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版, 改訂版. -- 成文堂, 1976.3. 書籍 311/Su96

101 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版, 改訂版. -- 成文堂, 1976.3. 書籍 311/Su96

102 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版, 増補版. -- 成文堂, 1974. 書籍 311/Su96

103 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版, 増補版. -- 成文堂, 1974. 書籍 311/Su96

104 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版, 増補版. -- 成文堂, 1974. 書籍 311/Su96

105 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 北隆館, 1949.7. 書籍 311/Su96

106
憲法学原論 : 憲法学および日本憲法の解明 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 
1956.10. -- （勁草全書）.

書籍 323.01/Su96

107
憲法学原論 : 憲法学および日本憲法の解明 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 
1956.10. -- （勁草全書）.

書籍 323.01/Su96

108
憲法学原論 : 憲法学および日本憲法の解明 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 
1956.10. -- （勁草全書）.

書籍 323.01/Su96

109 憲法概論 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1953.2. 書籍 323.01/Su96

110 憲法概論 / 鈴木安蔵著. -- 2刷. -- 勁草書房, 1953.9. 書籍 323.01/Su96

111
憲法調査会総批判 : 憲法改正問題の本質 / 有倉遼吉編者代表. -- 日本評論
社, 1964.3.

書籍 323.149/A 71

112
憲法調査会総批判 : 憲法改正問題の本質 / 有倉遼吉編者代表. -- 日本評論
社, 1964.3.

書籍 323.149/A 71

113
憲法調査会総批判 : 憲法改正問題の本質 / 有倉遼吉［ほか］編. -- 日本評
論社, 1964.3.

書籍 323.149/A 71

114 現代福祉国家論批判 / 鈴木安蔵編. -- 法律文化社, 1967.2. 書籍 364/Su96

115 現代福祉国家論批判 / 鈴木安蔵編. -- 法律文化社, 1967.2. -- （学術選書）. 書籍 364/Su96

116 日本憲法学の生誕と發展 / 鈴木安蔵著. -- 叢文閣, 1934.6. 書籍 323.01/Su96

117 日本歴史解禁 / 瀧川政次郎著. -- 創元社, 1950.12. 書籍 210/Ta71
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118
古代史論争 : 日本の青銅器文化 / 森秀人著. -- 朝日新聞社, 1982.4. -- 

（朝日選書 ; 204）.
書籍 210.3/Mo45

119 法学講義 / 法学教育研究会編. -- 成文堂, 1972.5. 書籍 321/H 81

120 憲法改正是か非か / 毎日新聞社論説室編. -- 毎日新聞社, 1956.4. 書籍 323.12/Ma31

121 憲法の原理と国家の論理 / 影山日出彌著. -- 勁草書房, 1971.4. 書籍 323.01/Ka18

122
日本の防衛と憲法 / 日本評論社編. -- 日本評論社, 1981. -- （法学セミナ
ー増刊　総合特集シリーズ15）.　※鈴木安蔵「地底に鳴動が聞こえる」

（202～205頁）所収。
雑誌 392.1/N 71

123 政府の憲法解釈 / 山内一夫著. -- 有信堂, 1965.4. 書籍 323.14/Y 39

124 イギリス地方自治制度論 / 後藤一郎著. -- 敬文堂, 1972.1. 書籍 318.933/G 72

125
国民主権と天皇制 / 針生誠吉, 横田耕一著. -- 法律文化社, 1983.2. -- （現
代憲法大系 / 小林直樹監修 ; 1）.

書籍 323.14/G 34/1

126
自由民権の系譜 : 土佐派の場合 / 平尾道雄著. -- 高知市民図書館, 
1970.6.

書籍 210.63/H 67

127
国家と法の理論 / ソ同盟科学アカデミー法研究所編 ; 藤田勇訳 ; 上巻, 下
巻. -- 巌松堂書店, 1954. -- （ソヴェト法律学体系 ; 第1）.

上巻 書籍 322.98/So91/1（1）

128
国家と法の理論 / ソ同盟科学アカデミー法研究所編 ; 藤田勇訳 ; 上巻, 下
巻. -- 巌松堂書店, 1954. -- （ソヴェト法律学体系 ; 第1）.

下巻 書籍 322.98/So91/1（2）

129 日本国憲法概論 / 鈴木安蔵著. -- 再版. -- 評論社, 1966.5. 書籍 323.14/Su96

130 日本国憲法概論 / 鈴木安蔵著. -- 評論社, 1962.2. 書籍 323.14/Su96

131 日本国憲法概論 / 鈴木安蔵著. -- 評論社, 1962.2. 書籍 323.14/Su96

132
憲法講義案 / 鈴木安蔵著 ; ［第1分冊］, 第2分冊. -- ［出版者不明］, 

［1952.4］.
［第1分冊］ 冊子 323.01/Su96/1

133
憲法講義案 / 鈴木安蔵著 ; ［第1分冊］, 第2分冊. -- ［出版者不明］, 

［1952.4］.
第2分冊 冊子 323.01/Su96/2

134
憲法講義案 / 鈴木安蔵著 ; ［第1分冊］, 第2分冊. -- ［出版者不明］, 

［1952.4］.
第2分冊 冊子 323.01/Su96/2

135 地方自治と住民の権利 / 吉田善明著. -- 三省堂, 1982.3. 書籍 318.13/Y 86

136
史的唯物論 / ブハーリン著 ; 佐野勝隆, 石川晃弘訳. -- 青木書店, 
1974.7. -- （現代社会学大系 / 日高六郎 ［ほか］ 編 ; 7）.

書籍 361.08/G 34/7

137
プロレタリア科学 : プロレタリア科学研究所機関誌 ; 1:1929.11-12 - 別
巻. -- 法政大学出版局, 1979-1986. -- （日本社会運動史料 / 法政大学大
原社会問題研究所編 ; 機関紙誌篇）.

1:1929.11-12 書籍 309.3/P 97/1

138 新訂世界各国の憲法典 / 大石義雄編. -- 新訂版. -- 有信堂, 1959.11. 書籍 323/O-33

139
抵抗権と革命 : その法理 / K.F.ベルトラム ［著］ ; 西浦公訳. -- 御茶の水
書房, 1980.10.

書籍 323/B 38

140
国法学 : 憲法学の基礎理論 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1960. -- （勁草全
書）.

書籍 323.01/Su96

141 憲法 / 鈴木安蔵著. -- 評論社, 1953.10. -- （新法学全書 ; 2）. 書籍 323.01/Su96

142
基本的人権と公共の福祉 / 末川博著. -- 法律文化社, 1951.9. -- （新文化
選書 ; 3）.

書籍 316.1/Su16

立正大学文学部研究紀要　第39号（112）



整理
番号

簡易表示書誌 VOL 形状 請求番号

143 民主憲法の構想 / 鈴木安蔵著. -- 光文社, 1946.4. -- （光文新書 ; 3）. 書籍 323.14/Su96

144 憲法と民主主義 / 鈴木安蔵著. -- 光文社, 1946.4. -- （光文新書 ; 2）. 書籍 323.01/Su96

145
イギリスの国家構造 / J・ハーヴェイ , K・フッド著 ; 北西允訳. -- 合同
出版社, 1960.1.

書籍 312.33/H 34

146
資本主義の最高段階としての帝国主義 / N.Lenin著 ; 和田哲二譯. -- 希望
閣, 1930.12.

書籍 333.9/L 54

147 史論集 / M.N.ポクローフスキー著 ; 呉雅之訳. -- 希望閣, 1931.5. 書籍 238/P 76

148 資本の力と国家の理論 / 唐渡興宣著. -- 青木書店, 1980.10. 書籍 331.6/Ka63

149 裁判自由民権時代 / 森長英三郎著. -- 日本評論社, 1979.8. -- （日評選書）. 書籍 210.63/Mo57

150 学問の自由と教育権 / 鈴木安蔵, 星野安三郎編. -- 成文堂, 1969.9. 書籍 373.2/Su96

151 現代憲法の問題状況 / 吉田善明著. -- 評論社, 1972. -- （評論社選書）. 書籍 323.14/Y 86

152 憲法研究入門 / 小林孝輔, 和田英夫著作. -- 酒井書店, 1957.8. 書籍 323.01/Ke51

153 新憲法講話 / 憲法普及会編纂. -- 政界通信社, 1947.9. 書籍 323.14/Ke51

154 憲法改正 / 宮沢俊義［ほか］著. -- 有斐閣, 1956.5. -- （ジュリスト選書）. 書籍 323.149/Mi89

155
核時代のなかの安保体制 / 渡辺洋三, 大江志乃夫編著. -- 労働旬報社, 
1981.9. -- （労旬教養選書）.

書籍 319.8/W 46

156
明治初年の立憲思想 / 鈴木安蔵著. -- 育生社, 1938.9. -- （日本政治・経
済研究叢書 ; 11）.

書籍 323.12/Su96

157 理論政治学 / 岩崎卯一著. -- 関西大学出版部, 1957.12. 書籍 311/Y 96

158
マルクス主義と人類社会の起源 / ブロムレイ［ほか］編 ; 中島寿雄訳. -- 
大月書店, 1974.

書籍 389/B 93

159
モンテスキュー・法の精神 / 宮沢俊義著. -- 岩波書店, 1936.10. -- （大
思想文庫 ; 13）.

書籍 321.1/Mi89

160 日本政治の規準 / 鈴木安蔵著. -- 東洋経済新報社出版部, 1941.6. 書籍 323/Su96

161 比較憲法史 / 鈴木安蔵［著］. -- 勁草書房, 1951.12. -- （勁草全書）. 書籍 323.01/Su96

162 比較憲法史 / 鈴木安蔵［著］. -- 勁草書房, 1951.12. -- （勁草全書）. 書籍 323.01/Su96

163
比較政治学の新動向 / バーナード.E.ブラウン著 ; 内山秀夫訳. -- 慶応通
信, 1967.4.

書籍 311/B 77

164 刑事訴訟法の歴史的分析 / 小田中聡樹著. -- 日本評論社, 1976.1. 書籍 327.6/O-17

165
政治権力の諸問題 : 小岩井浄教授還暦記念論文集 / 今中次麿［ほか］編. 
-- 合同出版社, 1958.3.

書籍 310.4/Ⅰ-45

166 比較憲法史 / 鈴木安蔵著. -- 三笠書房, 1936.4. -- （唯物論全書）. 書籍 323.02/Su96

167 自由民権運動史 / 鈴木安蔵編. -- 光文社, 1947. 書籍 210.6/Su96

168 マルクス=エンゲルス国家と法 / 平野義太郎編. -- 大月書店, 1970.10. 書籍 309.3/Ma59

169 静岡大学十年史 / 静岡大学10年史編集委員会編. -- 静岡大学, 1962.3. 書籍 377.28/Sh94

170 政治・文化の新理念 / 鈴木安蔵著. -- 利根書房, 1942.10. 書籍 311.21/Su96

171 英国憲法史 / F.W.メートランド著 ; 高田勇道訳. -- 明玄書房, 1954.3. 書籍 323.33/Ma31

172 現代議会制の憲法構造 / 清水睦著. -- 勁草書房, 1979.4. 書籍 313.7/Sh49
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173
自由党史 / ［自由党史編纂局編］ ; 遠山茂樹, 佐藤誠朗校訂 ; 上, 中, 下. 
-- 岩波書店, 1957.3-1958.12. -- （岩波文庫 ; 青-補-33, 白-147-149, 
5695-5697, 5698-5701, 5702-5703b, 青（33）-105-1-3）.

上 書籍 315.1/J 55/1

174
自由党史 / ［自由党史編纂局編］ ; 遠山茂樹, 佐藤誠朗校訂 ; 上, 中, 下. 
-- 岩波書店, 1957.3-1958.12. -- （岩波文庫 ; 青-補-33, 白-147-149, 
5695-5697, 5698-5701, 5702-5703b, 青（33）-105-1-3）.

中 書籍 315.1/J 55/2

175
自由党史 / ［自由党史編纂局編］ ; 遠山茂樹, 佐藤誠朗校訂 ; 上, 中, 下. 
-- 岩波書店, 1957.3-1958.12. -- （岩波文庫 ; 青-補-33, 白-147-149, 
5695-5697, 5698-5701, 5702-5703b, 青（33）-105-1-3）.

下 書籍 315.1/J 55/3

176 薄幸の無名戦士 : 熊谷孝雄の生涯 / 竹内道夫編集. -- 熊谷勇, 1983.3. 書籍 289.1/Ku33

177 永遠の真理・自由・平等の批判 / 平野義太郎編著. -- 研進社, 1949.3. 書籍 309.3/H 66

178
共産党宣言 : 付 十二か国宣言 六十四か国宣言 / マルクス, エンゲルス

［著］ ; 塩田庄兵衛訳. -- 角川書店, 1959.12. -- （角川文庫 ; 1897）.
書籍 309.3/Ma59

179
民主主義革命に於ける二つの戦術 / レーニン著 ; 河野重弘訳. -- 解放社, 
1946.6. -- （解放叢書 ; 第3）.

書籍 309.3/L 54

180
食糧税について（新しい政策の意義とその諸条件） : 他20篇. -- 社会書房, 
1952. -- （レーニン二巻選集 / レーニン二巻選集刊行会編 ; 第2巻 第13分
冊）.

書籍 309.3/Sh95

181 日本の国家構造 / 鈴木安蔵編. -- 勁草書房, 1957.3. -- （政治学研究叢書 ; 9）. 書籍 323.14/Su96

182 現代議会批判 / 鈴木安蔵著. -- 至誠堂, 1959.3. 書籍 314.1/Su96

183
時事論文 ; 1954年版, 1955年版. -- 大蔵出版, 1953-1954. -- （経営評
論 ; 臨時増刊）.

1954年版 書籍 307/J 49/1954

184 討論 : 理論と実際 / 朝日新聞社企画部編. -- 中央社, 1948. 書籍 809.6/A 82

185 憲法改正是か非か / 毎日新聞社論説室編. -- 毎日新聞社, 1956.4. 書籍 323.12/Ma31

186
政治学の基礎知識 / 鈴木安蔵著. -- 世界評論社, 1949.11. -- （新しい知
識講座 ; 2）.

書籍 311/Su96

187
憲法解釈資料 : 大日本帝国憲法発布当時の一般憲法思想を窺ふべき逐條憲
法解釈文献 /  明治政治史研究会編纂. -- ナウカ社, 1936.

書籍 323.13/Me25

188
ハロルド・ラスキ研究 / 横越英一［ほか］著 ; 鈴木安蔵編. -- 勁草書房, 
1954.4. -- （政治学研究叢書 ; 1）.

書籍 311.23/Y 74

189
ハロルド・ラスキ研究 / 横越英一［ほか］著 ; 鈴木安蔵編. -- 第2刷. -- 
勁草書房, 1968. -- （政治学研究叢書 ; 1）.

書籍 311.23/Y 74

190 比較憲法史 / 鈴木安蔵著. -- 三笠書房, 1936.4. -- （唯物論全書）. 書籍 323.02/Su96

191
ソヴェト制の研究 / 鈴木安蔵編著 ; 中村義知 ［ほか］ 著. -- 勁草書房, 
1956.2. -- （政治学研究叢書 ; 7）.

書籍 312.38/Su96

192
ソヴェト制の研究 / 鈴木安蔵編著 ; 中村義知 ［ほか］ 著. -- 勁草書房, 
1956.2. -- （政治学研究叢書 ; 7）.

書籍 312.38/Su96

193
史的唯物論の研究 : 生産力・階級・法・道徳 / 鈴木安蔵著. -- 実業之日本
社, 1948.

書籍 309.301/Su96

194 日本国憲法 : 私はこう考える. -- 朝日新聞社, 1964.10. 書籍 323.14/N 71

195
明治権力の法的構造 / 明治史料研究連絡会編 ; 新装版. -- 御茶の水書房, 
1966.12. -- （明治史研究叢書 / 明治史料研究連絡会編 ; 7）.

新装版 書籍 210.6/Me25
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196 憲法改正と憲法擁護 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1955.12. 書籍 323.149/Su96

197 国家論 / 志賀義雄著. -- ナウカ社, 1949.6. -- （ナウカ講座 ; 10）. 書籍 313.1/Sh27

198
社会思想の旅 / 大塚金之助著 ; 1, 2. -- 岩波書店, 1980-1981. -- （大塚
金之助著作集 ; 第7-8巻）.

2 書籍 331.6/O-88/8

199
マルクス主義法理論の展開 / 松下輝雄著. -- 神戸大学研究双書刊行会, 
1981.8. -- （神戸法学双書 ; 15）.

書籍 321/Ma88

200
マルクス主義古典研究 / 伊藤護也 ［ほか］ 執筆. -- 日本評論社, 1977.10. 
-- （マルクス主義法学講座 / 天野和夫 ［ほか］ 編集 ; 8）.

書籍 320.8/Ma54/8

201
エンゲルス・農業プロレタリアート. -- 文化評論社, 1948. -- （マルクス・
エンゲルス農業問題集 ; 第2）.

書籍 611/E 61

202
憲法制定とロエスレル : 日本憲法諸原案の起草經緯と其の根本精神 / 鈴
木安蔵著. -- 東洋経済新報社, 1942.1.

書籍 323.12/Su96

203 マルクス紀行 / 小島恒久著. -- 法律文化社, 1965.6. -- （新文化選書）. 書籍 293.09/Ko39

204 日本憲法史研究 / 鈴木安蔵著. -- 叢文閣, 1935.11. 書籍 323.12/Su96

205 近代日本の政党と議会 / 鈴木安蔵, 吉場強共著. -- 勞働文化社, 1948.6. 書籍 312.1/Su96

206 日本憲法史概説 / 鈴木安蔵著. -- 中央公論社, 1941.5. 書籍 323.12/Su96

207 人民 : 歌集 / 大塚金之助著. -- 新評論, 1979.5. 書籍 911.168/O-88

208
無産階級革命とその綱領 / カアル・カウツキイ著 ; 高橋正男訳. -- 金星堂, 
1927.

書籍 309.4/Ka89

209
戦争と社会主義 / レーニン ［著］ ; 佐野文夫譯. -- レーニン著作集刊行会, 
1926.6. -- （レーニン著作集 ; 第3巻）.

書籍 309.3/L 54

210 憲法論集 : 大衆行動・国会・憲法改正 / 鈴木安蔵著. -- 評論社, 1963.6. 書籍 323.14/Su96

211
資本主義的生産に先行する諸形態 / カール・マルクス著 ; 手島正毅訳. -- 
大月書店, 1959.1.

書籍 331.6/Ma59

212 新憲法講話 : 附日本国憲法 / 鈴木安蔵著. -- 北海道新聞社, 1947.7. 書籍 323.14/Su96

213
唯物史観 / マルクス, エンゲルス原著 ; 向坂逸郎, 岡崎次郎編訳. -- 大月
書店, 1948.1. -- （唯物論新書 ; 2）.

書籍 309.301/Ma59

214 憲法研究 / 鈴木安蔵著. -- 酒井書店, 1956.10. 書籍 323.14/Su96

215 憲法改正に関する諸論輯録. -- 貴族院事務局調査部, 1946. 書籍 323.149/Ke51

216 日本の民主主義 / 鈴木安蔵著. -- 革新社, 1947.1. -- （民主主義講座 ; 6）. 書籍 311.7/Su96

217 自由民権 / 鈴木安蔵著. -- 私製）. 冊子 312.1/Su96

218 政治・文化の新理念 / 鈴木安蔵著. -- 利根書房, 1942.10. 書籍 311.21/Su96

219 政治・文化の新理念 / 鈴木安蔵著. -- 利根書房, 1942.10. 書籍 311.21/Su96

220 日本憲法史研究 / 鈴木安蔵著. -- 叢文閣, 1935.11. 書籍 323.12/Su96

221
モールと将軍 / ドイツ社会主義統一党中央委員会付属マルクス=レーニ
ン主義研究所編 ; 栗原佑訳. -- 大月書店, 1976.3.

書籍 289.3/Ma59

222 日本憲政成立史 / 鈴木安蔵著. -- 学芸社, 1933.12. 書籍 323.12/Su96

223 現代憲政の諸問題 / 鈴木安蔵著. -- 久保與吉, 1937. 書籍 312.1/Su96

224 日本の国家構造 / 鈴木安蔵編. -- 勁草書房, 1957.3. -- （政治学研究叢書 ; 9）. 書籍 323.14/Su96
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225
基本的人権の研究 / 鈴木安蔵 ［ほか］ 編. -- 勁草書房, 1954.6. -- （政治
学研究叢書 ; 3）.

書籍 323.143/Su96

226 政治学入門 / 鈴木安蔵著. -- 新版. -- 室町書房, 1953. 書籍 311/Su96

227 憲法改正と憲法擁護 / 鈴木安蔵著. -- 勁草書房, 1955.12. 書籍 323.149/Su59

228 政治と生活 / 鈴木安蔵著. -- 岩崎書店, 1952.3. -- （社会科全書 ; 4）. 書籍 375.3/Su96

229 政治と生活 / 鈴木安蔵著. -- 岩崎書店, 1952.3. -- （社会科全書 ; 4）. 書籍 375.3/Su96

230
日本の憲法 / 鈴木安蔵著. -- 政治教育協会, 1947.12. -- （国民大学文庫 ; 
14）.

書籍 323.14/Su96

231
政党論 : 政党と国民的政治組織 / 鈴木安蔵著. -- 日本評論社, 1943.4. -- 

（政治全書 ; 第5）.
書籍 315/Su96

232 憲法と自由民權 / 鈴木安蔵著. -- 永美書房, 1946.7. 書籍 323.12/Su96

233 憲法を考える / 憲法会議, 日本科学者会議共編. -- 水曜社, 1977.4. 書籍 323.14/Ke51

234
政治学研究 / 政治学研究会編 ; 第1集, 第2集, 第3集. -- 実業之日本社, 
1948-1949.

第3集 書籍 311/Se17/3

235 新憲法の解説と批判 / 鈴木安蔵著. -- 新文藝社, 1947.4. 書籍 323.14/Su96

236 憲法と自由民權 / 鈴木安蔵著. -- 永美書房, 1946.7. 書籍 232.12/Su96

237
言論彈壓史 / 日本ジャーナリスト連盟編. -- 銀杏書房, 1949. -- （ジャー
ナリズム叢書 ; 第2）.

書籍 316.1/N 71

238
朝鮮民主主義人民共和国社会主義憲法 / 福島正夫著. -- 日本評論社, 
1974.4.

書籍 323.21/F 84

239
チュチェ思想の旗を高くかかげ社会主義建設をさらに促進しよう / 金日
成著. -- 外国文出版社, 1978.

書籍 309.321/Ki41

240
朝鮮民主主義人民共和国土地法. -- 在日本朝鮮人総聠合会中央常任委員会, 
1977.9.

書籍 334.6/C 54

241
日本農村の階級區分 : その原則と方法の正しい確立のための理論的ならび
に実態的、統計的研究 / 福本和夫著. -- 理論社, 1952.10.

書籍 612.1/F 77

242
マルクス歴史・社会・国家学説 / ハインリッヒ・クノウ著 ; 河野密訳. -- 
平凡社, 1928.7. -- （社会思想全集 ; 第22巻）.

書籍 309.3/C 95

243
カールとローザ : ドイツ革命の断章 / クララ・ツェトキン他著 ; 栗原佑訳. 
-- 大月書店, 1975. -- （国民文庫 ; 441）.

書籍 289.3/L 62

244
フリードリヒ・エンゲルス / 高山洋吉譯. -- 青木書店, 1953. -- （青木文
庫 ; 116）.

書籍 289.3/E 61

245 官吏制度の研究 / 鈴木安蔵編. -- 同友社, 1948.3. 書籍 317.3/Su96

246
ドイツ史 / フランツ・メエリング著 ; 栗原佑訳. -- 改造社, 1936.8. -- （改
造文庫 ; 第1部 第97篇）.

書籍 234/Me21

247
カール・マルクス / H.J.ラスキ著 ; 服部辨之助訳. -- 角川書店, 1957.6. 
-- （角川文庫 ; 1577）.

書籍 289.3/Ma59

248
合法的マルクス主義との闘争 / レーニン著, 落合文雄訳. -- 白楊社, 
1930.

書籍 309.338/L 56

249
ホームズ-ラスキ往復書簡集 / M.D.ハウ編 ; 鵜飼信成訳. -- 岩波書店, 
1981.12. -- （岩波現代選書 ; 67）.

書籍 289.3/H 83
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250
言論自由論 ; 勃爾咢ヲ殺ス / 植木枝盛［著］ ; 鈴木安蔵解題. -- 實業之日
本社, 1948.7. -- （近代日本文化叢書）.

書籍 309.1/U 39

251
自由民権運動 / 明治史料研究連絡会編. -- 御茶の水書房, 1956.9. -- （明
治史研究叢書 / 明治史料研究連絡会編 ; 第3巻）.

書籍 210.63/Me25

252
迫り来る大破綻 : 如何にしてこれと闘ふべきか / Nikolai Lenin著 ; 服部
麥生訳. -- イスクラ社, 1946.10. -- （イスクラ叢書 ; 2）.

書籍 309.3/L 54

253
共産主義の「左翼」小児病 / レーニン著 ; 園部四郎訳. -- 人民社, 
1946.9.

書籍 309.3/L 54

254
資本制生産に先行する諸形態 / カール・マルクス著 ; 岡崎次郎訳. -- 青木
書店, 1959.3. -- （青木文庫 ; 313）.

書籍 331.6/Ma59

255
国家と革命 : 解説 / デニソフ著 ; 知識文庫刊行会訳. -- 岩崎書店, 
1952.12. -- （知識文庫 ; 2）.

書籍 316.5/D 57

256
マルクス主義の鏡に映じたるトルストイ / レーニン, プレハーノフ ［著］ ; 
国分孝 ［訳］. -- 希望閣, 1931.5.

書籍 980.28/L 54

257 留守日記 : 冬の時代に耐えた妻の記録 / 河上秀著. -- 筑摩書房, 1967.2. 書籍 915.6/Ka94

258
史的唯物論 / コムアカデミア哲学研究所共著 ; 廣島定吉,直井武夫譯. -- 
合冊普及版. -- ナウカ社, 1934.5.

書籍 309.301/Ko68

259 自由民権運動史 / 鈴木安蔵編. -- 光文社, 1947. 書籍 210.6/Su96

260
日本の憲法 / 鈴木安蔵著. -- 政治教育協会, 1947.12. -- （国民大学文庫 ; 
14）.

書籍 323.14/Su96

261
憲法改正 : 日本国憲法を中心とする考察 / 鈴木安蔵著. -- 如水書房, 
1953.6.

書籍 323.149/Su96

262
憲法改正 : 日本国憲法を中心とする考察 / 鈴木安蔵著. -- 如水書房, 
1953.6.

書籍 323.149/Su96

263
憲法改正 : 日本国憲法を中心とする考察 / 鈴木安蔵著. -- 如水書房, 
1953.6.

書籍 323.149/Su96

264 民主主義十二講 / 日本放送協会編. -- 日本放送出版協会, 1946.11. 書籍 311.7/N 71

265 民主主義十二講 / 日本放送協会編. -- 日本放送出版協会, 1946.11. 書籍 311.7/N 71

266
憲法改正の基本問題 / 鈴木安蔵 ［ほか］ 著. -- 勁草書房, 1956.1. -- （政
治学研究叢書 ; 6）.

書籍 323.149/Su96

267
憲法講義案 / 鈴木安蔵著 ; ［第1分冊］, 第2分冊. -- ［出版者不明］, 

［1952.4］.
［第1分冊］ 冊子 323.01/Su96/1

268 新勞農党提唱の反動性 / 勞農同盟編. -- 勞農同盟, 1929.9. 書籍 315.1/R 66

269
憲法改正案ノ諸規定ニ關スル外国立法例 ; 第1輯, 第2輯. -- 法制局, 
1946.4-.

第1輯 冊子 321.9/Ke51/1

270
ゴータ綱領批判 / カール・マルクス原著 ; 水谷長三郎訳. -- 圭文社, 
1946.10.

書籍 309.3/Ma59

271
マルクス主義経済学教程 / イ・ラピドウス, カ・オストロヴィチャノフ共
著 ; 橋本弘毅訳. -- 白揚社出版, 1932.

書籍 331.6/L 31

272
Universal fascism : the theory and practice of the fascist 
international, 1928-1936. -- H. Fertig, 1972.

書籍 311.9/U 75
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273
On the draft Constitution of the U.S.S.R. / J. Stalin . Constitution 

（fundamental law） of the Union of Soviet Socialist Republics. -- 
Foreign Languages Publishing House, 1945.

書籍 323.38/St 1

274
The meaning of Marxism / by G.D.H. Cole. -- University of 
Michigan Press, 1964. -- （Ann Arbor paperbacks for the study 
of communism and Marxism）.

書籍 309.3/C 84

275
Mary Wollstonecraft : a sketch / by H.R. James. -- Haskell 
House, 1971.

書籍 289.3/W 85

276
Herrn Eugen Dührings Umwälzung der Wissenschaft : （"Anti-
Dühring"） / Friedrich Engels. -- Dietz, c1948. -- （Bücherei des 
Marxismus-Leninismus ; Bd. 3）.

書籍 309.331/E 61

277
Socialism and war （the attitude of the R.S.D.L.P. towards the 
war） / V.I. Lenin. -- ［2nd ed.］. -- Foreign Languages Publishing 
House, 1950. -- （Library of Marxist-Leninist classics）.

書籍 313.9/L 54

278
Historical materialism : a system of sociology / by Nikolai 
Bukharin. -- Russell & Russell, 1965.

書籍 309.3/B 87

279
Marx's theory of politics / John M. Maguire. -- Cambridge 
University Press, 1978.

書籍 311.9/Ma29

280
The English revolution : an introduction to English history, 1603-
1714 / by I. Deane Jones. -- Heinemann, 1931.

書籍 233.052/J 72

281
Materialism and empirio-criticism : critical comments on a 
reactionary philosophy / V.I. Lenin. -- Foreign Languages 
Publishing House, 1952.

書籍 309.3/L 54

282
Comparing political systems : power and policy in three worlds 
/ Gary K. Bertsch, Robert P. Clark, David M. Wood. -- Wiley, 
c1978.

書籍 313/B 38

283
Political parties and political behavior / edited by William J. 
Crotty, Donald M. Freeman ［and］ Douglas S. Gatlin. -- 2d ed. -- 
Allyn and Bacon, ［c1971］.

書籍 315/C 93

284
European political systems / edited by Taylor Cole. -- A.A. 
Knopf, 1953.

書籍 312.3/C 84

285
Thought control in prewar Japan / Richard H. Mitchell. -- Cornell 
University Press, 1976.

書籍 326.81/Mi59

286
Deutsche Geschichte vom Ausgange des Mittelalters : ein 
Leitfaden für Lehrende und Lernende / Franz Mehring. -- Dietz, 
1952. -- （Bücherei des Marxismus-Leninismus ; Bd. 19）.

書籍 324.04/Me21

287
Economic and philosophic manuscripts of 1844 / Karl Marx. -- 
Foreign Languages Publishing House, 1961.

書籍 331.6/Ma59

288
Elements of political knowledge / translated from the Russian by 
David Myshne ; edited by Kethrine Costello. -- Progress, 1970.

書籍 311/C 88

289
Die Verfassungsgerichtsbarkeit in der Bundesrepublik 
Deutschland / von Ernst Friesenhahn. -- Carl Heymann, 1963.

書籍 323.34/F 47

290
Zur Kritik der politischen Ökonomie / Karl Marx ; Heft 1. 
-- Volksausgabe, 3. Aufl. -- Dietz, 1958. -- （Bücherei des 
Marxismus-Leninismus ; Bd. 15）.

Heft 1 書籍 331.6/Ma59
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291

Kritik des Gothaer Programms : mit Schriften und Briefen von 
Marx, Engels und Lenin zu den Programmen der deutschen 
Sozialdemokratie / Karl Marx. -- 4. verb. Aufl. -- Dietz, 1964. -- 

（Bücherei des Marxismus-Leninismus ; Bd. 20）.

書籍 309.3/Ma59

292

Enthüllungen über den Kommunistenprozess zu Köln : mit 
einleitung von Friedrich Engels und Dokumenten / Karl Marx. 
-- 2. Verb. Aufl.. -- Dietz, 1965. -- （Bücherei des Marxismus-
Leninismus）.

書籍 311.9/Ma59

293
Die französische bürgerliche Revolution von 1789 im Frühwerk 
von Karl Marx （1843-1846） : geschichtsmethodolog. Studien / 
Hans-Peter Jaeck. -- Akademie-Verlag, 1979.

書籍 235.06/J 13

294
Grundriss der Soziologie / Ludwig Gumplowicz. -- 2. durchgesehene 
und verm. Aufl. -- Manz, 1905.

書籍 361/G 93

295
The state and revolution : Marxist teaching on the state and the 
task of the proletariat in the revolution / by V.I. Lenin. -- Foreign 
Languages Press, 1965.

書籍 309.3/L 54

296
Marx Engels Verzeichnis :  Werke, Schriften, Artikel / 

［zusammengestellt und bearbeitet von Manfred Kliem, Horst 
Merbach und Richard Sperl］. -- 2., erg. Aufl. -- Dietz, 1968.

書籍 331.6/Ma59

297

Der Cirkulationsprocess des Kapitals / von Karl Marx ; 
herausgegeben von Friedrich Engels. -- 7. Aufl. -- Otto Meissner, 
1922. -- （Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie / von 
Karl Marx ; Bd. 2, Buch 2）.

書籍 331.6/Ma59

298

Japan's emergence as a modern state : political and economic 
problems of the Meiji period / by E. Herbert Norman. -- 
International Secretariat, Institute of Pacific Relations, 1940. -- 

（I.P.R. inquiry series）.

書籍 210.6/N 96

299
Anarchism and socialism / by George Plechanoff ; translated 
with the permission of the author by Eleanor Marx Aveling ; with 
an introduction by Robert Rives La Monte. -- C.H. Kerr, ［1895］.

書籍 309.7/P 72

300
The origin of the family, private property, and the state / by 
Frederick Engels ; translated by Ernest Untermann. -- C.H. Kerr, 
c1902.

書籍 389/E 61

301

Staat und Revolution : die Lehre des Marxismus vom Staat und 
die Aufgaben des Proletariats in der Revolution / W.I. Lenin. 
-- 3. Aufl. -- Dietz, 1951, c1948. -- （Bücherei des Marxismus-
Leninismus ; Bd. 17）.

書籍 238.07/L 54

302

Der deutsche Bauernkrieg / von Friedrich Engels ; herausgegeben 
von Hermann Duncker. - -  Vereinigung Internationaler 
Verlagsanstalten, 1925. -- （Elementarbücher des Kommunismus ; 
Bd. 8）.

書籍 234.05/E 61

303

Materialismus und Empiriokritizismus : kritische Bemerkungen 
über eine reaktionäre Philosophie / W.I. Lenin. -- Verlag für 
Literatur und Politik, c1927. -- （Sämtliche Werke / W.I. Lenin ; 
Bd. 13）.

書籍 138/L 54
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304

Der achtzehnte Brumaire des Louis Bonaparte / Karl Marx. 
-- Neue erg. Ausg. / mit einem Vorwort von F. Engels ; 
herausgegeben und eingeleitet von D. Rjazanov. -- Verlag für 
Literatur und Politik, c1927. -- （Marxistische Bibliothek : Werke 
des Marxismus-Leninismus ; Bd. 7）.

書籍 235.066/Ma59

305

Formen, die der kapitalistischen Produktion vorhergehen 
:  d ie Analyse jenes "Prozesses,  der der Bi ldung des 
Kapitalverhältnisses oder der ursprünglichen Akkmulation 
vorhergeht" / Karl Marx ; besorgt vom Marx-Engels-Lenin-
Institut beim ZK der SED. -- Dietz, 1952. -- （Kleine Bücherei des 
Marxismus-Leninismus）.

書籍 331.6/Ma59

306
The eighteenth Brumaire of Louis Bonaparte / Karl Marx. -- 
Foreign Languages Publishing House, ［19 - - ］.

書籍 235.066/Ma59

307

Karl Marx ; Anhang: Beiträge zum Marxismus （aus Artikeln und 
Schriften Lenins） / W.I. Lenin ; herausgegeben von Hermann 
Duncker. -- Verlag für Literatur und Politik, c1931. -- （Kleine 
Lenin-Bibliothek ; Bd. 1）.

書籍 309.3/Ma59

308

Was sind die "Volksfreunde" und wie kämpfen sie gegen die 
Sozialdemokraten?  : Antwort auf die gegen die Marxistengerichteten 
Artikel des "Russkoje Bogatstwo" / W. I. Lenin. -- Verlag für 
Fremdsprachige Literatur, 1946.

書籍 309.3/L 54

309
Revolution and counter-revolution, or, Germany in 1848 / Karl 
Marx ; edited by Eleanor Marx Aveling. -- G. Allen and Unwin, 
1891.

書籍 234.062/Ma59

310
Aus dem literarischen Nachlass von Karl Marx und Friedrich 
Engels 1841 bis 1850 / herausgegeben von Franz Mehring ; Bd. 
1, Bd. 2, Bd. 3. -- 4. Aufl. -- J. H. W. Dietz Nachf., 1923.

Bd. 1 書籍 309.3/Ma59/1

311
Aus dem literarischen Nachlass von Karl Marx und Friedrich 
Engels 1841 bis 1850 / herausgegeben von Franz Mehring ; Bd. 
1, Bd. 2, Bd. 3. -- 4. Aufl. -- J. H. W. Dietz Nachf., 1923.

Bd. 2 書籍 309.3/Ma59/2

312

Ludwig Feuerbach und der Ausgang der klassischen deutschen 
Philosophie : mit einem Anhang : Quellenmaterial zum Marx-
Engels'schen Materialismus / Friedrich Engels ; herausgegeben 
und mit Vorwort und Anmerkungen versehen von H. Duncker. 
-- Verlag für Literatur und Politik, c1927. -- （Marxistische 
Bibliothek : Werke des Marxismus-Leninismus ; Bd. 3）.

書籍 134.53/E 61

313
The social contract & discourses / by Jean Jacques Rousseau 
; translated with an introduction by G.D.H. Cole. -- J.M. Dent, 
1913. -- （Everyman's library ; no. 660 . Philosophy & theology）.

書籍 311/R 76

314
Rede über die Revolution von 1905 / Wladimir Iljitsch Lenin. -- 
Verlag für Literatur und Politik, c1925.

書籍 238/L 54

315
Rosa Luxemburg BRIEFE an Karl und Luise Kautsky 〈1896-
1918〉 / Rosa Luxemburg ; herausgegeben von Luise Kautsky. -- 
E. Laub'sche Verlagsbuchhandlung GmbH., 1923.

書籍 331.6/L 97
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